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■
昭
和
５５
年
＝
月
１
日
現
在

ト

ト

１１

．

ト

ーー

．

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ヽ
・

■
＊
印
は
価
格
改
訂
で
す

（
入
門
向
き
）
桜
沢
如

一
著

＊
魔
法
の
メ
ガ
ネ

無
双
原
理
の
物
の
考
え
方

一、０
８
円

＊
永
遠
の
少
年
（上
）
少
年
よ
、大
志
を
い
だ
け
／
一言
〇
円

食
養
人
生
読
本

食
養
で
開
く
自
由
の
人
生

一、舌
〇
円

＊
生
命
現
象
と
環
境
　
や
さ
し
い
エ
コ
瞑
ン
ー

四
吾
円

新
食
養
療
法
　
正
食
身
心
改
造
法
　
　
　
一、二
８
円

東
洋
医
学
の
哲
学
　
軽
装
並日及
版
　
　
　
一一、０
８
円

（資
料
）
米
上
院
栄
養
委

米
国
の
食
事
改
善
目
標
　
　
　
　
　
　
　
二
８
円

桜
沢
里
真
著

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
家
庭
料
理
全
書
三
、二〇
〇
円

＊
食
養
料
理
法
（旧
版
）　
　
　
　
　
　
　
一、三
〓
円

（研
究
向
き
）

桜
沢
如

一
著

＊
無
双
原
理

・
易

宇
宙
法
則
、
実
用
弁
証
法
一、
あ
〇
円

宇
宙
の
秩
序
　
最
重
大
Ｐ
Ｕ
書
　
　
　
　
一、
０８
円

病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法
人
生
論

三吾
円

健
康
の
七
大
条
件
　
正
義
に
つ
い
て
　
　
　
三
吾
円

千
三
百
年
前
の

一
自
由
人
　
　
　
　
　
　
九
８
円

桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
五
８
円

ク
ラ
ラ

。
シ
ュ
ー
マ
ン
人
生
論
　
　
　
　
　
七三
〇
円

人
間
―

こ
の
未
知
な
る
も
の
，
レ
Ｌ

一一、
０
８
円

自
然
医
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一、三
８
円

■
１０
月
１
日
か
ら
送
料
が
値
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

〓―
三
〇
〇

〓―
二
五
〇

事―
二
五
〇

事‐
二
〇
〇

事―
二
〇
〇

キ‐
二
〇
〇

事‐
二
〇
〇

亭―
二
〇
〇

事‐
二
〇
〇

〓‐
三
〇
〇

事‐
二
五
〇

一Ｉ
Ｏ
　

原
典

コ
ピ

ー
版

〒
６
ｏ
　

　

石
塚
左
玄
著

『食
物
養
生
法
』

桜
沢
如

一
苦

亭‐二五
〇

〒
舌
ｏ
　

　

人
間
革
命
の
書

〒
孟
ｏ
　

　

健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

亭‐
二五
〇

人
間
の
秩
序

〒

四
〇
　

　

最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝
つ
者

兵
法
七
書
の
新
研
究

一
つ
の
報
告

日
本
精
神
の
生
理
学

自
然
科
学
の
最
後

う
さ
ぎ
の
ビ
ピ

ウ
ナ
ギ
の
無
双
原
理

我
が
生
命
線
爆
破
さ
る

中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記

コ
ン
パ
文
庫
４

コ
ン
パ
文
庫
５

コ
ン
パ
文
庫
６

不
思
議
な
世
界

Ｐ
∪
中
国
四
千
年
史

『新
し
き
世
界
へ
』
三
ｏ上
一弄
号

Ｐ
Ｕ
経
済
原
論

Ｐ
Ｕ
歌
集

三
、
０
８
円
　
一Ｉ
一色

二
、
〇
〓
円
　
一Ｉ
一８

一三
８
円
　
一Ｉ
一８

一、
二
８
円
　
一Ｉ
一８

一、
二
８
円
　
一Ｉ
一〓

二
、
０
８
円
　
一Ｉ
一〓

一、
三
８
円
　
一Ｉ
一８

二
、
〇
〓
円
　
一Ｉ
一〓

二
、
六
〓
円
　
一Ｉ
．こ

〈
８
円
　
一Ｉ
一〓

八
８
円
　
一Ｔ
一〓

八
８
円
　
一Ｔ
．一８

一、
ｏ
８
円
　
一Ｉ
一〓

三
、
三
８
円
　
一Ｉ
一吾

一、
七
８
円
　
一Ｉ
一己

三
、
八
８
円
　
一Ｉ
一吾

〈
〓
円
　
一Ｉ
一８

一、
〇
〓
円
　
一Ｉ
一〓

天
、ｏ
８
円

　
一Ｔ
〓
ｏ

三
、三
８
円
　
一Ｉ
一吾

二
８
円
　
一Ｉ
一〓

Ｇ
Ｏ
式
外
国
語
（英

。
仏
）
自
習
法
　
　
　
一一一き
円
　
一Ｉ
一〓

米
の
知
識
と
炊
き
方

。
た
べ
方
　
　
　
　
一、
二
８
円
　
一Ｉ
一〓

「
世
界
恒
久
平
和
案
Ｌ
意
志
」教
育
五
十
年
の
実
験
報
告
」

一、〇
〓
円
　
一Ｉ
一〓

桜
沢
如

一
　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

Ｔ
Ｅ
Ｓ
第

一
回
　
特
別
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

６０
分
ｘ
２
本
　
一一一、
０
８
円
　
一Ｉ
一８

判
断
力
の
話
　
七
〇
歳
、
新
春
講
義

６０
分
×
２
本
　
一至
（８
円
　
一Ｉ
一８

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演

　

一巻
―
二
巻

６０
分
ｘ
ｌＯ
本

一二
、
８
０
円

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演
　
一
一巻
～
冥
巻

６０
分
ｘ
日
本

一六
、き
〇
円

大
森
英
桜

　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

健
康
法
総
批
判
原
理
の
な
い
健
康
法
９０
分
ｘ
２
本
　
口、ｏ８
円
　
一Ｉ
一８

主
食
の
徹
底
研
究
　
　
　
　
　
　
　
四時
間
で
三本
　
口
、三
８
円
　
一〓
一８

人
間
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
　
　
　
　
６０
分
ｘ
２
本
　
一至
（８
円
　
一工
一８

生
命
と
食
物
の
歴
史
　
　
　
　
　
　
　
二時
間
半
で
二
本

一一、０８
円
　
一Ｉ
一８

食
物
の
陰
陽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二時
間
半
で
二
本
　
一一、０８
円
　
一Ｔ
一８

久
司
御
知
夫

　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

世
界
平
和
と
健
康
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
ｘ
３
本
　
四
、二
８
円
　
一Ｔ
一８

「
一
月
二
十
日
か
ら
テ
ー
プ
の
送
料
二
〇
〇
円
は
二
四
〇
円
、
三

〇
〇
円
は
二
五
〇
円
に
値
上
が
り
に
な
り
ま
す
」

●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
発
行
の
図
書

・
テ
ー
プ
は
、　
一
般
書
店
で
は
扱

っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
部
へ
直
接
申
し
込
む
か
、
全
国
日
本
Ｃ
Ｉ
協

会
友
の
店
の
自
然
食
品
店
や
各
セ
ン
タ
ー
で
お
願
い
し
ま
す
。
コ

ピ
ー
版
、
テ
ー
プ
を
の
ぞ
く
主
な
本
は
、
紀
伊
国
屋
書
店
で
扱
っ

て
い
ま
す
。

●
本
部
へ
の
注
文
は
、
①
現
金
書
留
、
ま
た
は
②
振
替
東
京
？
死

里
量
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
を
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
①
の
場
合
は
２
週
間
、
②
の
場
合
は
、
３
週

間
み
て
く
だ
さ
い
。日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

（〇
三
）
四
六
九

・
七
六
二

一
代

電 〒
話 1馴

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
一二
百
円

六
千
円
未
満
　
四
百
円

一
万
円
未
満
　
五
百
円

一
万
円
以
上
　
工（
百
円



あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願
い申し上げます。 日本CI協会本部員一同

■ご購続ありがとう存じます。諸経費、印刷製造費、郵便料の高騰によ

り、年間購読 (諄友)の代金を、本年2月 更改分から年5千円にさせて
頂きます。正会員、法人会員などの会費は変わりません。
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0き
号世
界
ヘ

●

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

●

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
／
桜
沢
里
真
…
…
４

子
供
た
ち
に
本
当
の
健
康
を
／

ゆ
く
河
の
流
れ
／
牛
尾
盛
保
…
…
５

「方
丈
記
」
に
無
常
を
想
う

地
中
海
実
バ
エ
の
侵
入
を
防
げ
／
福
岡
正
信
…
…
１２

米
国
に
発
生

・
′

果
樹
な
ど
に
大
被
害
予
想
。
農
薬
禍
拡
大
を
招
く
害
虫

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
／
大
森
英
桜
…
…
博

正
食
医
学
シ
リ
ー
ズ

桜
沢
如

一

『無
双
原
理

・
易
』
新
組
み
と
注
釈
…
…
２２

名
著
の
全
注
釈

。
そ
の
３

人
間
―
こ
の
唯

一
な
る
マ
コ
ト
／
桜
沢
如

一

Ｇ
Ｏ
テ
キ
ス
ト

・
シ
リ
！
ズ

カ
ラ
１
／
欧マ膨和ｒａけ】粋影
／
桜
沢
里
真
…
…
５‐

カ
ナ
ッ
ベ
、
ポ
タ
ー
ジ

ュ
・
ド

・
ミ
エ
、
ツ
ヴ
ィ
ー
ベ
ル
ク
ー
ヘ
ン
、

イ
ン
ニ
ャ
ム
フ
リ
ッ
タ
ー
、
フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ
、玄
米
ピ
ラ
フ
、

口
‥
ル
・
ド

・
ポ
ン
ム
、
食
養
コ
…
ヒ
ー

ジ
ョ
ン

・
レ
ノ
ン
を
悼
む
…
…
５８

全
国
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店
…
…
６６

■
今
号
、
『食
物
養
生
法
』
は
休
載
で
す
。

■
本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
′
　
今
号

一
部
五
五
〇
円

（送
料
共
）

会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

年
間

一
万
三
千
円
の
会
員
（正
会
員
）
に
な
っ
て
下
さ
い

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
は
、
桜
沢
如

一
先
生
が
創
立
さ
れ
た
、

無
双
原
理
と
正
食
の
国
際
運
動
団
体
で
す
。
今
日
、
桜
沢

里
真
先
生
を
会
長
と
し
て
、
各
種
行
事
、
講
演
会
、
料
理

教
室
、
講
習
会
、
書
籍
、
雑
誌
の
発
行
な
ど
、
皆
様
の
ご

支
持
に
よ
り
、
す
べ
て
順
調
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

機
関
誌
の

『新
し
き
世
界
へ
』
も
、
す
で
に
五
百
二
十

号
以
上
を
重
ね
、
十
年
前
に
比
べ
て
会
員
数
は
４
倍
以
上
、

四
年
前
に
比
べ
て
２
倍
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
九
七
六
年
二
月
に
、
現
在
の
東
北
沢
の
会
館
を
開
い

て
以
来
、
多
額
の
家
賃
支
払
い
、
そ
の
他
の
事
情
で
、
苦

し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
、
会
員
の
皆
様
の
熱

心
な
ご
支
持
で
、
切
り
抜
け
て
参
り
ま
し
た
。

日
本
と
世
界
の
、　
一
人

一
人
、
社
会
の
状
況
が
、
ま
す

ま
す
困
難
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
が
、
い
よ
い
よ
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
ハ
石
油
価
格
の
高
騰
、
そ
の
他
諸
物
価
の

値
上
が
り
に
よ
っ
て
、
雑
誌
の
発
行
、
そ
の
他
、
会
の
財

政
に
、
次
第
に
重
荷
が
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
用
紙
、

製
版
フ
ィ
ル
ム
、
製
本
、
電
力
、
そ
の
他
諸
経
費
な
ど
の

製
造
コ
ス
ト
が
、
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
各

種
の
雑
誌
は
、
ペ
ー
ジ
を
少
な
く
し
、
紙
質
を
お
と
し
、

定
価
を
上
げ
て
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
い
ま
す
。

年
間
購
読
者
（誌
友
）
は
２
月
か
ら
五
千
円
に
な
り
ま
し

た
が

（初
め
て
の
人
の
た
め
の
窓
口
）、　
″日
本
Ｃ
‥
協
会

は
私
が
盛
り
立
て
よ
う
″
と
考
え
る
、
熱
心
な
方
は
毎
月

千
円
、
つ
ま
り
年
間

一
万
三
千
円
の

″正
会
員
″
に
な
っ

て
下
さ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

日本誌および日本Cl協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の書作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による

複製は、当協会の文書による承認を必要とします。
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新
年

お

め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

昨
年

は
異
常
気
象

の
た
め

に
、
お
米
が

不
作

の
所
が
多

く
、
政
府

で
は
、
古

い
米
を

ま
ぜ

て
出

荷

し

て
不
足
分
を

お
ぎ
な

っ
て

い
ま

す
。

豊
載
民

の
器
椰

の
国

の
稲
穂
は
、
私
た
ち

の
命

の
綱
で

あ
り
な
が
ら
、

こ
れ
を
尊

い
と
は
思
わ
ず
、
た
だ
た
だ
収

穫
さ
え
あ
れ
ば
、
と
化
学
肥
料
を
用

い
、
農
薬
を
か
け
、

祖
先
よ
り
伝
え
ら
れ
た
大
切
な
水
田
を
す

っ
か
り
悪
く
し

て
し
ま

っ
た

の
で
、
少

々
天
候
が
不
順

で
す
と
、
た
ち
ま

ち
収
穫
が
少
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
よ
う
な

こ
と
が
続

い
た
ら
、
日
本
人
は
ど
う
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

だ
れ
し
も
、
健
康

で
幸
福

に
な
り
た

い
と
望
ま
ぬ
人
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
代

の
子
供
は
、
何
か
を
す
る

意
欲
が
な
く
、
他
人
が
す
る
か
ら
自
分
も
す
る
、
他
人
が

や
ら
ね
ば
や
ら
ぬ
、
何
を
し
て
も

の
ろ
く
さ
く
、
す
ぐ
疲

ヘ
ム
ヘ
バ
Ｆ長
し

れ
、
寝

つ
き
が
わ
る
く
、

ユ
カ
イ
な
ど
と
思
う
こ
と
は
な

く
、
年
中
、
不
健
康

で
、
桜
沢

の
い
う

『健
康

の
七
大
条

件
』
が

一
つ
も
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

桜
沢

の
健
康

の
七
大
条
件
は
、

一
、
絶
対
に

つ
か
れ
な

い
　
　
　
　
５
点

二
、
よ
く
ね
む
る
　
　
　
　
　
　
　
５
点

三
、
御
飯
が
お

い
し

い
　
　
　
　
　
５
点

以
上
三

つ
が
生
理
的
条
件
で
す
。

一
は
、　
一
日
中
働

い
て
も
、　
一
夜
や
二
夜
、
徹
夜
し
て

も

「あ
あ
、

つ
か
れ
た
！
」
を
言
わ
な

い
。　
一
夜
や
す
め

ば
、
翌
日
は
す
ぐ
飛
び
起
き
て
仕
事

に
か
か
れ
る
よ
う
な

状
態

で
あ

っ
て
、

つ
か
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
す
べ
て
の

病
気

の
も
と
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。

二
、

こ
れ
は
、
長
く

い
つ
ま
で
も
ね
む
る
こ
と
で
は
な

く
、
枕

に
頭
を

つ
け
た
ら
、
二
、
三
分

で
す
や
す
や
と
や

す
み
、
寝
返
り
や
寝
言
、
歯
ぎ
し
り
な
ど
を
し
な

い
で
、

や
す
ん
だ
時

の
姿

の
ま
ま

で
朝
ま
で
ぐ

っ
す
り
ね
む
り
、

四
、
五
時
間

の
ね
む
り
で
十
分

で
、
朝
何
時

に
起
き
よ
う

と
思

っ
た
ら
、
そ
の
時
間

に
パ

ッ
と

目
が
さ
め
、
目
ざ
ま

し
時
計
な
ど
、

で
ら
な

い
。
ふ
と
ん
か
ら
足
が
出

て

い
た

り
、
枕
を
は
ず

し
た
り
し
て
い
る
の
は
、
運
動
を
し
て
い

た

の
で
す
か
ら
、
安
ら
か
に
ね
む

っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

三

は
、

い
く
ら
で
も
食

べ
た

い
だ
け
食

べ
る
、
と

い
う

の
で
は
な
く
、
ま
た
、
肉
や
魚
な
ど
ご
馳
走
が
な
け
れ
ば

食

べ
ら
れ
な

い
、
と

い
う
の
で
は
な
く
、
何
を
項

い
て
も

お

い
し

い
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
冷
や
ご
飯

に
漬

け
物
だ
け
で
も
、
あ
る

い
は
、
梅
干
と
・お
味
噌
汁
だ

け
で
も
、
ぜ

い
た
く
で
あ
る
よ
う

に
思

い
、
け

っ
し
て
食

べ
物

に
わ
が
ま
ま
を
言
わ
な

い
こ
と
で
す
。

四
、
物
忘
れ
を
し
な

い
　
　
　
　
１０
点

五
、

ユ
カ
イ
で
た
ま
ら
な

い
　
　
１０
点

六
、
万
事

ス
マ
ー
ト
　
　
　
　
　
ー０
点

七
、
け

っ
し
て
ウ

ソ
を

つ
か
な

い
、
正
義
の
人
　
５５
点

以
上
が
心
理
的
条
件
で
す
。

四
は
、
年
と
と
も

に
記
憶
力
が
、
よ
く
冴
え
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
忘
れ
な

い
、
人

の
名
前

で
も
、　
一
度
聞
け
ば
、

い
つ
ま
で
も
覚
え
て

い
る
、
物

の
あ
り
場
所
は
忘
れ
ず
、

す
ぐ
取
り
出

せ
る
よ
う

に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

五
、
朝
か
ら
晩
ま

で
ユ
カ
イ
で
た
ま
ら
な

い
。
人
か
ら

の
の
し
ら
れ

て
も
、
悪

口
を
言
わ
れ

て
も
、
け

っ
し
て
怒

ら
な

い
、
小
犬
か
小
鳥

の
よ
う
に
、
う
れ
し
そ
う
に
飛
び

ま
わ
り
、
ど
ん
な
む
ず
か
し

い
こ
と
で
も
、
よ
ろ
こ
び
勇

ん
で
最
後
ま
で
励
め
る
よ
う
な
毎

日
を
送
る
こ
と
で
す
。

六
、
ど
ん
な
時

で
も
、
ど
ん
な
人

に
で
も

ス
マ
ー
ト
に

桜 :

沢（
日
本

;里り

匡菫1ま
ハ
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ニ
コ
ニ
コ
応
対
を
し
、
机

の
上

で
も
引
き
出
し

の
中

で
も
、

き
れ

い
に
整
頓
し
て
あ
り
、
台
所
は
、
布
巾
は
真

っ
自
、

器
物
は
ピ
カ
ピ

カ
に
み
が

い
て
あ
り
、

い
つ
で
も
同
じ
所

に
し
ま

っ
て
あ
る
の
で
、
暗
が

り
で
も
、
す
ぐ
取
り
出

せ

る
よ
う
に
し
て
あ
り
、
少
な
く
な

っ
た
食
料

は
、
す
ぐ
買

い
と
と

の
え
て
お
き
、
身
な
り
も
さ

っ
ぱ
り
し
て
、

い
つ

も
見
た
目

に
感
じ
よ
く
心
が
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

七
は
、
他
人
と
約
束
を
し
て
時
間
を
ま
ち
が
え
た
り
、

忘
れ
た
り
し
て
も
、
ウ

ソ
と

い
う

こ
と

に
な
り
ま
す
。
ウ

ソ
は
ド

ロ
ボ
ウ
の
始
ま
り
と

い
い
ま
す
。
自
分

の
お
こ
な

い
の
間
違

い
を
か
く
し
た
り
、
悪

い
と
知

っ
て
い
な
が
ら

好
き
な
も

の
を
た
く
さ
ん
食

べ
た
り
、
何
を
す
る
に
も
自

分
本
位

で
、
責
任
を
は
た
さ
ず
、
悪

い
こ
と
は
他
人

の
せ

い
に
す
る
、

こ
れ
は
、
正

し
い
と
は
言
え
な

い
で
し
ょ
う
。

小
さ

い
う
ち
か
ら
、
わ
が
ま
ま

に
育

て
ら
れ
た
子
供
ほ

ど
、
知
ら
ず

知
ら
ず

の
う
ち

に
駄

々
を

こ
ね
た
り
、
ウ

ソ

を

つ
い
て
、
親
や
年
上

の
人
を
困
ら
せ
た
り
、
し
ま

い
に

は
、
他
人
の
も

の
に
手
を
出
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
、

不
良

に
な
り
ま
す
。

以
上
、
七

つ
の
条
件
を
桜
沢
は
私
ど
も

に
残
し
て
く
れ

ま
し
た
。
よ
く
考
え
る
と
、

こ
の
七

つ
の
条
件
は
大
変
む

ず
か
し
く
、
百
点
を
取
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
出
来
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
は
、
毎

日
、
食
養
を
正
確

に
熱
心

に
は
げ

み
、

昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
と
、　
一
つ
ず

つ
、
こ
の

七

つ
の
条
件

に
む
か

っ
て
努
力
す
れ
ば
、
必
ず
達
せ
ら
れ

る
は
ず

で
す
。

た
と
え
、
今
、
０
点

で
あ

っ
て
も
、
け

っ
し
て
失
望
す

る
こ
と
は
な

い
の
で
す
。
あ
な
た
は
、
正
直

に
０
点
を

つ

け
た

の
だ
か
ら
、
第
七

の

「
ウ

ソ
を

つ
か
な

い
」
条
件

に

か
な

っ
て
い
る
、
よ
ろ
し

い
、
あ
な

た

は
５５
点

で
す
、
と

桜
沢
は
申
し
て
い
ま
し
た
。

未
来
を
背
負

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
子
供
た
ち

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
心
が
寒
く
な
り
ま
す
。
今
年
か
ら

は
、

こ
の
子
供
た
ち

に
食
養
を

ひ
ろ
め
る
よ
う
、
皆
様
、

協
力
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

昨
年
、
私
は
不
注
意

で
、
二
月
も
養
生
生
活
を
し
て
し

ま

い
ま
し
た
。
幸

い
、
皆
様

の
お
力
を
得

て
、
元
気

に
新

し

い
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
年

で
、
毎

日
、
楽
し
く
働
か
せ
て

い
た
だ
け
る
の
は
、
ほ
ん
と
う
に

食
養
と
無
双
原
理

の
お
か
げ

で
あ
り
、
ご
支
援
く
だ
さ
る

皆

々
様

の
お
か
げ
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
ま
だ
ま
だ
非
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
年

毎
年
、
着
実
に
進
ん
で
来

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
様

や
、
皆
様

の
ご
家
族
自
身

の
幸
せ
に
つ
な
が
る
こ
と
で
も

あ
り
、
ひ

い
て
は
、
日
本
人
す
べ
て
、
世
界
中

の
人
す
べ

て
の
幸
せ
に
な
る
こ
と
で
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
様

の
よ
り

い
っ
そ
う
の
ご
精
進
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご

鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

牛

尾

盛

保

も
り

や

す

ゆ

く

河

の
流

れ

「ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
、
も
と
の
水
に

あ
ら
ず
。
よ
ど
み
に
浮
ぶ
う
た
か
た
は
、
か
つ
消
え
、
か
つ

結
び
て
、
匁
し
く
と
ど
ま
り
た
る
町
な
し
。」

「知
ら
ず
、
生
れ
死
ぬ
る
人
、
何
方
よ
り
来
た
り
て
、
何
方

へ
か
去
る
。
ま
た
、
知
ら
ず
、
仮
の
宿
り
、
誰
が
為
に
か
心

を
悩
ま
し
、
何
に
よ
り
て
か
目
を
喜
ば
し
む
る
。
そ
の
主
と

梅
と
、
無
常
を
争
ふ
さ
ま
、
い
は
ば
朝
顔
の
酪
に
鶏
ら
ず
、

或
は
露
落
ち
て
、
花
残
れ
り
、
残
る
と
い
へ
ど
も
、
朝
日
に

枯
れ
ぬ
。
或
は
花
し
ぼ
み
て
、
露
な
ほ
消
え
ず
。
消
え
ず
と

（副
会
長
）

い
へ
ど
も
、
夕
を
待

つ
事
な
し
。
」

以
上
は
、
鵬
躍
町
『粛
対
記〓』
の
一節
で
す
。

戦
後
の
若
い
人
達
に
と

っ
て
は
、
古
文
な
の
で
、
読
ん
で

す
ぐ
に
分
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
玄
米
を

一
口
百
回
か

む
つ
も
り
で
朗
読
し
て
い
る
と
、
こ
の

一
文
の
作
者
の
心

・

思
想

・
哲
学
を
自
ず
と
く
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
読
ん
で

い
る

一
人

一
人
が
日
本
人
な
の
だ
か
ら
、
作
者
の
心

・
思
想

・
哲
学
は
、
我
々
の
体
液
の
中
に
、
血
液
の
中
に
、
身
心
す
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み
ず
み
の
中
に
、
し
み
こ
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。

ひ
と
言
で
い
う
な
ら
、
Ｇ
Ｏ

〔桜
沢
〕
先
生
か
ら
よ
く
承

り
、
教
え
ら
れ
、
理
解
し
、
判
断
し
て
い
る

「無
常
」
と
、

「流
転
」
で
す
。

Ｇ
Ｏ
先
生
の
無
双
原
理
人
生
観

。
世
界
観

・
宇
宙
観
も
、

し
ょ
せ
ん

「無
常

・
流
転
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

生
ま
れ
れ
ば
育
ち
、
あ
る
い
は
病
み
、
い
つ
し
か
老
い
て
、

死
ん
で
ゆ
く
、
こ
れ
が
人
間
の
、
無
常

・
流
転
の
実
態
で
あ

２つ
。鴨
長
明
の

一
文
の
、

「ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
、
も
と
の
水
に

あ
ら
ず
。
」

こ
の
中
に
、

「生

・
老

・
病

・
死
」
―
―
人

の
四
苦
も
表

現
さ
れ
て
い
る
。

山
脈
の
奥

山
か
ら
湧
き
出
す
泉
が
、
い
く
つ
も
の
流
れ
と

な
り
、
そ
れ
が
集
ま

っ
て
谷
川
の
水
と
な
り
、
渓
谷
を
う
ね

り
、
巨
岩
を
も
う
ち
く
だ
い
て
川
と
な
り
、
い
く
つ
も
の
支

流
を
集
め
て
大
川
と
な
り
、
平
野
を
悠
々
と
流
れ
、
海
に
そ

そ
い
で
ゆ
く
。
そ
の
流
れ
は
、
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
絶
え

間
な
く
流
れ
て
ゆ
く
。
あ
る
時
は
静
か
に
、
時
に
は
荒
れ
狂

い
、
堤
防
を
や
ぶ
り
、
災
を
も
た
ら
す
。

し
か
し
、
そ
の
あ
と
は
、
泥
水
と
な

っ
て
静
か
に
流
れ
、

い
つ
か
ま
た
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
清
ら
か
な
水
に
か

え
る
。

「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
、
も
と
の
水
に

あ
ら
ず
。
」

の
妙
な
る

一
文
の
中
に
、
生
生
流
転
、
無
常
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
達
の
人
生
、　
一
生
は
、
ま

さ
し
く
、
つ
か
の
ま
、
は
か
な
い
も
の
で
、
無
常
だ
。
無
常

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
河
の
水
の
よ
う
に
、
た
だ
流
さ
れ
て
行

け
ば
い
い
の
で
は
な
い
。
つ
か
の
ま
の
、
は
か
な
い
、
無
常
　
　
あ
ら
ず
。」

の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
短
い
人
生

一
生
を
、
楽
し
く
、
自
由

に
、
の
び
の
び
と
生
き
た
い
も
の
で
す
。

生
き
た
い
、
と
い
う
の
は
、
望
み
で
あ
る
。
こ
の
望
み
は
、

一
人

一
人
が
、
こ
の
世
に
生
ん
で
い
た
だ
き
、
生
か
さ
れ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
フ」
ん
こ
ん
と
わ
い
て
く
る
。
こ
の
望
み
は
、

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
喜
び
で
あ
り
、
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
の
感
謝
で
あ
る
。
自
ら
生
ま
れ
た
い
と
願

っ
て
生
ま
れ

て
き
た
人
は
、　
一
人
も
い
な
い
。
生
ま
れ
て
、
気
が
つ
い
て

み
た
ら
、
名
前
を
つ
け

・ら
れ
、
親
が

一
つ
ず

つ
設
計
し
た
わ

け
で
も
な
い
の
に
、
日
は
二
つ
、
耳
も
二
つ
、
鼻
は

一
つ
、

口

一
つ
、
四
肢
も
あ
り
、
心
臓
、
肺
臓
そ
の
他
の
器
官
、
組

織
が
、
美
事
な
調
和
を
と

つ
て
、
ね
む

っ
て
い
る
間
も
、
や

す
む
こ
と
な
く
働
き
つ
づ
け
て
い
る
。

摩
詞
不
思
議
と
思
う
け
れ
ど
、
不
可
思
議
で
は
な
い
。
大

自
然
、
大
宇
宙
か
ら
無
限
に
教
え
ら
れ
た
、
創
造
さ
れ
た
姿

で
は
な
い
か
。
思
え
ば
、
た
だ
あ
り
が
た
く
、
涙
が
こ
ぼ
れ

る
。
無
限

へ
の
感
謝
と
、
報
恩
の
念
が
わ
き
だ
し
て
く
る
。

「命
は
食
な
り
」

「食
は
命
な
り
」

私
達
は
、
か
ん
な
が
ら
の
大
道
に
従

っ
て
、
身
土
不
二
の

原
則
の
も
と
、
ヨ

物
全
体
食
」
で
生
き
、
活
動
し
て
ゆ
く
。

玄
米
を
食
べ
て
、
自
分
だ
け
元
気
で
生
き
て
い
る
だ
け
で
は

い
け
な
い
。
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
喜
び
、
国
土
の
恩
、

父
母
の
恩
、
師
の
恩
、
社
会
の
恩
、
天
地
万
物
の
恩
に
十
二

分
報
ゆ
る
生
き
方
に
努
力
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

坂
東
太
郎
、
大
利
根
の
水
も
、
揚
子
江
の
水
も
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
か
ら
流
れ
出
す
ガ
ン
ジ
ス
の
水
も
、
ナ
イ
ル
の
水
も
、
い

つ
果
て
る
こ
と
も
な
く
流
れ
て
い
る
。

「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
、
も
と
の
水
に

（５５

・
Ｈ

・
２８
）

〔編
注
〕

『方
丈
記
』
の
こ
の
部
分
の
現
代
語
訳
―
―

「
川
の
流
れ
は
、
い
つ
も
変
わ
ら
ず
流
れ
て
い
る
が
、
そ
の

水
は
、
ど
ん
ど
ん
変
わ

っ
て
い
る
。
流
れ
の
よ
ど
ん
で
い
る

と
こ
ろ
に
で
き
る
泡
も
、
で
き
た
り
、
消
え
た
り
し
て
、
少

し
も
と
ど
ま

つ
て
い
な
い
」

「
人
が
生
ま
れ
た
り
、
死
ん
だ
り
す
る
け
れ
ど
も
、
ど
こ
か

ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
私
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、

こ
の
世
の
仮
住
ま
い
の
家
を
、
誰
の
た
め
に
あ
れ
こ
れ
心
配

し
、
何
を
し
よ
う
２

し
て
、
目
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
の
こ
と

を
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
。

そ
の
家
の
主
人
と
家
屋
敷
が
、
滅
ん
で
い
く
こ
と
を
争

っ

て
、
こ
の
世
か
ら
消
え
て
ゆ
く
様
子
は
、
た
と
え
て
み
れ
ば
、

朝
顔
と
、
そ
の
花
び
ら
に
つ
い
た
露
の
よ
う
な
も
の
だ
。

あ
る
時
は
、
露
が
先
に
消
え
て
、
花
が
残

っ
て
い
る
。
し

か
し
、
残
る
と
い
っ
て
も
、
や
が
で
朝
日
に
あ
た
る
と
、
花

は
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
。

あ
る
時
は
、
花
の
方
が
先
に
し
ぼ
ん
で
し
ま

っ
て
も
、
露

が
ま
だ
消
え
な
い
で
い
る
。
し
か
し
、
露
は
消
え
な
い
と
い

っ
て
も
、
夕
方
ま
で
に
は
消
え
て
し
ま
う
も
の
だ
」
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‐ム
η
ご
ド
ウ
″
‘
‘
舟
像

一九

ハ
ヮ
年

蔵

中

Ｆ

今
メ
札
∵

ゎ

し

■
７

恒
牢

・′
仏

冨
，
４
湯

ι

い

敲

仇

，
タ
ノ

・
今

↓

―
た
′
山

年

―
■

¨々
ウ
リ
ト

、燃

ダ
用

の
た

４

肝

１

手

け
る
砕

雄

り
妹
１

７

，

可
ャ

た

叩

ノ

勧

着

Ｒ

痺

日

［層
各
パ潔凋
電
隣
質
剣
↑れ
醸
薦
鵜
繰

色

者

り

在
ち
も

、
三
二

Ｖ

ム

う
――
ぽ

マ

っ
い
ぅ
久

ム

ス
ー
イ

，
て

ヽ
灸

ぬ
よ

ぞ
ケ
政
ｔ
夕
凋
ざ
も
律

こ
マ
イ
が
１
各

７
，．

４

だ

夏

公

衛

―

暉
μ
摯

対
〃
タ
ー

な

ヽ

ｔヽ

一日
々
八
■
―
あ
ｔ
ヽ
外
■
・
冷
И
と
、蔵
電
Ｈ
ｔ
′）ｆ
，
■
み
のヽ
ら
の

開
独
「絆
∵
に
薇
繹ウ
↓
１
■
錦
巡
ｔ
＾
て
夕
く
よ
う
ず
う
７、ミ
，，

ｔ
女
せ久
７
加
流
力
■
、
ス
ム
ー
ス
翔
・會
〕
…
λ
だと
、そ
う

″
攣

％
豚
″
巧
後

で
あ
■

ス
′／
カ

タ

涜

り
研

般
後
た
３

１

暉

く
ヵ
７
１

な

γ
４

こ

え

て
‘

―
ふ

′

４

７．

干
ス

ィ

オ

４
傍

洪

“

可

焦

ピ
ぁ

る
ｔ
仁

Ｐ
辺
各

‘

が

ル

の
力
な
人
達
イ
″
こ
，

力
え
ブ
ほ
工艇
あ

五
尋
う
り
孝

新
χ
ｌ
マ
が
小
が
■
・
ヤ
妥
隊
力
な
之
Ｔ
２
■
１
ゥ
た
、μ
ィ

上
も
考
あ
維
れ

‐―
―
そ
孝
ろ
午
４
キ
後
■
瞬
竹
１
ト
エ
ア

■
る
ス
カ
午
共
″
上
ｔ
２
耳
～
―
ル
Ｐ
ｔ
ズ
ー
う
―
で，
そ
ノジ
九

臓鶉
墓

疑

算

喜

中

う
―
・
４
材
デ
ら
か
う
々
う
放
輩
■
儡
．を
目
花
ギ
せ
乞
五
猟
財
街
も
。

ゼ
わ

ゑ
Ｖ

Ｉ

受

θ

ζ
ｔ
ｉ
■
、
り
″“
考
ィ
ル
姥
五
４
↑
〓
、並
碍
θ
本
が

ス
上
ル
ュ喘
∵
幕
ュ
ニ
人
省
に
鴬
夕
と
、渉ュ
聡
ホ
Й
丁
〃
年え
た
ょ
っ

て
″

一キ
懲

巧
な

ｔ
巧
ａ
ｃ
た
ま
々
じ
暑
者
魅
て

そ
う
も
う
伊

と
κ
゛
も
な
『
＃啄
外
″
考
争
々
′、烙
″
す

■
竹
洲
％
を
蓼
麟

ｔ
た

く
И
る
を
ブ
Ｋ
ふ
骸

―，
て
Ｖ
，
１
，
ξ
ｌ
ｌ
ノ
か
？
‐

戸々４影κレ‘得たスュ∵夕／各を上で吃ゞ
坤″珂いくる

出Ａ
獅
馨
轟
獅
酬
れ
膨
刷
辮
凛

レ
　

　

嘉
一嗽

躍
潔
花
尚
曜
鶯
税
税
研
督

１
４
に
が
二孝

場

わ
″

滅

こ
々

ｔ
な
ぃ
繭

滋

″、
澤

沈

醜́

篠

リ

湿
ｆ
‘を
後
，脅

４
粛
州
″
た
だ
・
ヶ
ガ
タ
滅
久
た

彬
“
型
れ

中　

鷲

彫
〔義

夜
』
け
″

一
巧
ア
、
す
ン
セ
ン
ス
を
う
も
の
す
０
，
政
可
ο

サ″
ス
カ
Й
久
↑
‥
人
襄
サ
る
の倉
咆
ｔに
ん
Ｔ
Ｆ
シ
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影
判
が
隷
鶏
諄
鶴
『

九
７
れ
タ
ノ
ヘ
４
巧
存
，“
ヶ
τ
ｋ
薇
″

を
ヽヽ
ろ
な
β
〓
∠巡
を
■
７
７
″５
あ
ゑ
・
ム
Ｎ
よ
り
河
メ
ぐ
た
も
、

は
力
■
ア
″
１
カ
洲
ざ
あ
る
滅
柄

よ
仏
″

、如
拗

，れ
ル
リ

冷
作
砕́
４
準
孵
機
獅
榔
ほ
緒
看撃
脚
Ｌ
織

期

勧

鸞

れ

彩

，
ア

の
一九

ヤ
Λ
期
り
磐

―

名

１
鹿

衡
も
ｒ
ヽ
牛

場

に
老
ご
‐ｔ

ｒ
争
ｌ

ｙ
孝

η
狗
肉

η
る
こ

″
月
か
が
ち
ぅ
ｔ
ｌ
女
‘
，ヽ
な
″
に
お
ι
可
１
１
４
ん
。

々
降
η
そ
ャ
ー

物
蹴
り
物
繊
慟

１
蒻
ゲ
ー
、晨
と
伊
‥

ふ

旅
々
ゆ
磯
雄
４
ビ

雄
″
ず
な
卜拗
ど
れ

る
０
●
●
‘
マ
そ
′
舷
り
，

そ
，ｔ
う
ｔ
白
だ
で
ヤ
リ
いい
７
η
ゴ
″
ｔ
レ
脅
Ｉ
？
ピ
カ「
Ｉ
Ｔ
ψ
Ｆ
ユ
ー
．

デ

ル

ー
タ
雄
ｔ
・タ
ー
雄
着

任

証
マ
‥
力

″
ケ
ｒ

ｒ
ゴ

後

■
マ
イ
ー
ケ
ク
汁
寸
ろ
う
マＪ
″
ィ
ク
ノ
カ
牛‘
‘
ニー
フ？
ル
、

す

？

ル

落

也

↓
象

を

必

〃
暮

′
畝

．
を
一竹

々

４
グ
復

ｔ

す
う
∴

」
７

．
７
れ
な
ぞ
オ

字
迄

学
家

、孝
縁

な
存
だ
た

こ
み
ｒ
砕
瀦
「抗

″４
筍
ん
ｚ
凌
．晴
″
″
，こ
“
４
れ
か
の夕
な
レ

の
が
７
」
「
た
イ
上
ｒ
〓
ガ
療
ι
島
則
多
↓

瑠
多
‐
・
あ
孔
た
４
綺
ビ

人
甕
夫
在
″
彦
■
・
字
Ｎ
を
ｒ
ｌ
ｌ
た
”
‘
及ヽ
は
７
ル

４
毛
卜
μ

押
４
７
＃
“
■
■
多
リ
ー
ラ
ィ
ほ
７
”
，
そ
‘
―
■
帰
り
４
ｌ
λ
ｒ

ネ
４
夕
．る
●
こ

ｌ
？
立
っ
漁
な
し，
゛
？
ご

１
７
７循
夕
激
猪
協
御

嘲
怖
降
瞥
鋼拘
瀬
鶴
ｐ
弓

く
和
ガ
リ
？
酵
、
年
，
お

タ

ム
ノ
儀
Ｔ
ｏ
漁
驚
”
イ
い
マ

が

伸
～
ヽヽ
そ
・薇

力

角
た
暑

争
―

塔

ι
ん
ひ
♯

た
ス
河

ｒ
４
１

７
″

１

抒
ｔ

力

欺

さ

が
あ
町
ず
ら
”
う
″
女
ν
二
ｐ
め
，
１
マ
ー
。

絨
晦
篤
膨
踵
″

２

２

ス
顔
ふ

切
れ
馬
知
樫
解
ハー
ふ
↑
ク

ー

ー

広

％

‥

ｔ
ｆ

ｌ

，

ル
やグ
タ
落
安
易
省
筋
啄
稼

―
”
に
、訂資
て
１
，
滅
１

ビ
砕
‘
お
だ

目

人
期
た
渡
Й
核
孫
一魔

４
焔
∵
、
な
ｔ
た
十
′
６
・な
く
）
嘉
ギ
に
１
ネ

く
ｔ
ｌ
；
饗
んヽ
＝
り
々
１
４
１
．

荘
ア
ん
た
，
″
、ミ
，
１
４
メ
ｔ
Й
ル瑕
、力
Ｚ
老
”
た
雀
０

数
く
″
ル
〕
′
孝
琺
ざ
な
ィ
た
だ
な
，
な
ｔ
多
せ
７
ル
、現
Ｉ
″
今

日
寿
か
２
前
各
μ
・
杉
殊

チ
【
驚
１
厭
２

夕
く
■

移
４
、タ

４
坊
導
―

免

フ
レ́
ア
ル
タ
ク

ト
ユ
み
を
倉

わ
―

合

々

て
Ｖ
Ｄ
ヤ
ド
ナハ
ン
に
Ｊ
ル
ム
υη
●
‘７
４
７
４
７
．

脳
滋
勿
「４
縣
ジ
ｔ
ｌ

ｚル
‘
―
て
、崚
ナ

″
サ
ル

ノ
ａ
％
４
叩
チ
″
、ｉ
省

笏
”

マ
ス
達

４
自
れ
捕
斗
カ
イ
い
″
ん
た
”
か
マ
い
１
耳
マ
冷
ム
９
↓
薄

角
夕
（後

ｏ達
後
を
１そ
み
た
な
Ａ
沈
夕
茅

ド

いヽ
ヽヽ
イ
ク
４
・
硼

な

名

多

，

小

モ

周

砺

ｒ
ル

あ
て
み

く
か
ｔ
さ

ミ

ユ
、
ニ
タ
ー
几
観

夕

ゃ

た
ィ

いで

″

移

落

の
え
′・■
―

午

く
～
ｌ

′

力
Ｔ

千

商
甲
ふ
４ァ
一７′κ
高
甲
殊
―
ウ
ルグ
７
１
‐パ
ラ
グ
ア
イ
、ア
ルを
／タ
ン
た
だ
。

所
ネ
ツ
タ
ニ
考
７
ふ
六
留
１
７
滋
ひ
′
出
彎
ネ
Ｄ
ス
こ
ソ
ク
で
ケ

リ
，
土
μ
■
７

‘
″
あ
ヤ
を
う
え

′
脅
筋
ト

コ
弟
「
ム
腸
イ
ー
″
「‘
―
て
崎
３

１
漁
、わ
ナノ
ん
４
ｔ
ｌ
‥
―
夕
‘
郷
悧
ム
ツ
弁
・力
ん
・

珈
綺
＝
触
層
電
Ｍ
抑
封
胴
蜘
”務
ん
渡
７
―ヽ

４

カ
ー

え

＜
た
，
′

以

７
■

引

‘Ｔ
夕
な
な７
ユ
件
彗
Ｔ
・る

）
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ア
リ
７
ギ
千
ソ
え
司
々
午
え
Ｆ
）し

口
本
の
青
さ
な
―
。
新
与
ｔ
静
左
ノ
И
卜
し
き
す

昨
年
死
へ
ｏ年
ゆ
冷
ち
択
潟
ｔ
ヾ

とヽ
村
ゃ
ヽゝ
せ
し
ま
し
ざ
２

の
だ
スト
ぢ
ラ
ホ
ン
は
ル
Ｔ
な
名
の
従
業
者
（。現
来
２
■
］売
七
級
沐

鶴
；
θ２
争
ν
。
お
ｉ
右
広
ギ
スト
ン
ニ
左
ケ
ツ。フリ
ッ、，フ
ト
一店
，プ
ッ
ク

う
多

卜

一
店

．
■
の
柁
、」
可
販
七
π
沐
ｔ
ニ
テ

イ
ン
グ
一ι
】

の
孝

河

、二
千
７
タ

一千
シ
ヤ
ト
γｌ川
ヽ
ど
ず
わ
　
　
一上
８
店
か
主ヽ
↑
？
辱
。

の
イ
共
ド
ら
更
ト
シ
ャ
＋
ν
沐
帯
行
寺
柔
ｔ
″
予
ぃた
背
境
一一六
名
。
あヽ

月
刊
義

は
、ヽ

本

ｒ
ｐ
耳

と
碁

労
の
承
會
勢
」、
そ
う
Ｑ
う
オ

一縄

の
列
卜
入
リ

つ
ｏ
あ
り
ま
す

０
令
麦
忠
．林
ス
昇
ヮ
経
常
す
２
一な
の
比
卜．日
本
■
丞
攣
ゲ
イ
ン
れ
各

新
た
布
タ
ン，セサ
八ヽ
宙
け
ゴ
じ
が
メ
ツ
２
フ多
ド
煎
ル
・

の

幹

や

希
阜

堵

承
驚

ゆ
ク
γ

多

ス
オ

・ア
ユ‐
卜
は
、
一
ミ
ｏ
名

の
ネ

生

夕

央ヽ
冒

研
修
Ｉ
ィ
そ
の
一一一今
■
ホ
米
Ｄ
以
外
つ
外
日
え
．
水
野
状
容
貝

こ
全
ヽ
年

以
上
ざ
”
一五
名
。

③

イ
人
や
ウ
エ
ス
ト

フ
ア
ウ
ン
一Ｔ

ン
ョ
ン
臨

妄
■

一批
何
ゥ
の
苺
・テ

ー
を
行
な
い

一報
ｏ
僣
立
Ｉ
Ｐ
タ
ト
当
λ
つ４
）る
アル
フイ
ス
ポ
ル
・万
モ
ス
フ
ν
ント
ン
、マ
イ
ア
ミ

■
の
特
全
米
秒
口
ｏ
の
セ
ンタ
ー
と
構
卜
つ
な
´
つて
冷
多
。
幹
奇
法
合
や
τ
与

ス
た
つ
二
仝
担
′各
ｔ
γタ
ーホ
数
百
名
ハ
■
彙
十
名
ド
席
化
Ｌ
え
ド
主
い
も

の
ゴ蛤
∃
撻
鋒
輝
墓
肘
諺
鶴
再
話

踏
慕
災
用
ヽ
、
を

一́換
賠
ガ
ン
そ
の
化
の
猜
£
卜
、
オ
ツ
供
滞

一れ
た
公
２
幣

及
柔
η
ｌ
Ｌ
も
・フ
齢
ｔ
卜
松
芳
務
ど
、す
Ｊ
ひ
ィ
く
、濠
十
備
７
，．
タ
ン
イ
ン
６
η

）互
―
卜
っ
平ヽ
常
覧
ｔ
，
中
げ
卜
か
力
す
る
予
貯
一

⑦疑
警
灘
曜
導
犠識
舞
。

ふ
た
も
妙
一負
五
５
従
昔
リス
ｔ
も
つ
。

③

ハ々

―
ド
人
や

　

ｏ
エ
ョ
ア
オ
多
ン
ー
汗
宛
キ
ぎ
麻
、べ
長

特
ゾ
‐
夫
セ

本

浄
寿

ウ
猾
宛
卜
全

た
省

理
雌

勤

就

じ
メ
ロ
オ

ン
タ

ト

①務
£
笞
響
學
慰
糖
毬
場
倉
丁

⑮
ン
ン
の
ア
リ
ンヽ
ｔ
″
去
ζ
ル
ネ
曳
ど
も
栞
金
ｔ
抹
里
ζ
卜́
め
，

阜
基
斡
考

①
コ
ｌｐ一六
プ
ヽ
、Ｔ
五
恥
河
，Ｇ
Ｏ
七
キ
あ
と
つ
と
も
す
Ｌ
Ｆ
堂
け
上
び
ゴ

あ
つ卜
暮
貫
始
動
ｔ
考
え
の
場
カ
ヒ
粋
卜
ｙ
２
ｔ
境
ヤ
テヽ
ー
ザ
、今
■
．

ヽ
ニ
ミ
ｏ
つ
セ
ン
タ
，
が
維
燿̈
．
　
少
シ
・イ
ン丞
不
一フユート
沐
、
ア
ぐ
・ン、ア
ハ

巌
〓
智誠
賀
更
轟
彎
孫
琳
辞
升意
繊
デ

パ
リ
、り
入
ば
ン
ト
鷲
え
準
備
ｔ

パ
リ
麻
．ヽ
３
一月
か
ユ
鷺
つ、九
し
ド
上
οん

以
上
の
え
董
入
算
♪
予
わ
さ
れ
て
り
ぉ
す

の
Ｉ
　
八
σ
単
Ｔ
ｏ
　
ヨ
ー
業
卜
む
ζ

わ
た
ち
の
ｔ
ミ
ナ
ー
法
．
〓一方
．ス
智ス
プ

の
〓
アイ

ド
ル
ｔ
口
六

Ｖ
イ
ツ
の
ン
ル
ダ

十
■
多
ダ
の
ア
有
入
一ア
ル
ダ
為
、
工
肉

の
，
ノ

Ｖ
ソ
ど
≧
れ
ざ
”
二
３
１
Ｖ
ｏυ
多
ｏ
以
力
。
ま
れ
、ｔ
凡
臨
ス
る
ス
の
ギ
ー
了
ル
ス

び
コ
冷
ｔ
ミヽ
カ
ー
〔便
炸
へ
てヽ美
お
旦
ｒ
乳
詠
）
一蠅
洵
わ
Ψ
ο多
参
々
乙

つ
あ

と
イ
イ
ルギ
‐
の
ア
ント
ワ
ープ
ざ
子ヽ
ｏ４
、
Ｆ
月
卜
が
，２ｌ
ζ
，
ｏ
フロ
一多
え

ざ
一（一３
ら
、目
ｈ
ｔ
こ
奉
合
「
パ
リ
ｔ
絆
ジ
彦
才
■
ざ
一・８
名
上
テ
θ４

神
誡

へ軽

量

襲

彎

も
‘

紳

η

２
の
代
卜
五
夕
今
驚
ｐ
の名
‘
■ヽ
５
ｏ
稼
行
■
ド
個
ん
え
は
グ
ルタ
の
代
ル

一管
キ
参
″
力
庁
．ル
テ
８
る
―
一一一８
ｏ名
．

⑮
淋域
覆
彿
・の高
が
増
鱗
ク命
休ザ
ー
の管

北ゝ警

予
え
で
え
ヽ
■
参

Ｄ
常
セ
ミヽナ
條
．

浅
だ
ｇ
識
備
９
導
宙
わ
ゝ
ス４
入
　
　
へゝ
び
ド
Ｗ
二
由
声
わ
ト
リ
管
暑
γ
ｔ
ミヽ
ナ
じ

か
ヽ
オ
共
ト
リ
ア
ト
糠

す
ヽヽ
と
ｏ
、

知
向

漱

二
飼
向

、条
劣
著

ｔ
ｏ
ｏ
た

ち
る

の
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マτ
争
革
輛
斑

①

ラ
傘
キ

洲
の
ア
犬
！
↑

え
夕

の
友
例
夏

各
苺

ナヽ
ー
は
　

　

一
九
合

早
た

に
叔
Ｉヽ
Ｒ

ほ
ｙ
ｏ名
九
殊
。

３
端
Ｆ
わ
ト
リ
所
修
・様
備
め図
楡
ず
末
δ
全
与
及
眠
、他

の中黎翼セスす鳥釜瓦あると几シ̈やす
そのに一ミ李卜麻、六月σヽじ

笹賭
嬰
谷
誇
誕
覇
鯵
梓喩一訂
翔鰤
討
鍔
鈍斡

の属
け麒
姜
弾
糾
勇
ド
‥
冬
夕
７
アヽルぢ
多

傘拭
一諄
ド
ガ鞣
ア
」
神西
絃
攣
満
紙
ゴ
↓ｒ
議
職”

オ
ースト
一フリ
ア
こ
一ス〓ンｒ
ろヽ
ド
な
ど
ｔ
ｔ
ヨ
も
ん
じ
タ
リ
ぞ
が
ンヽ
鷲
大
し
２
・ヽ
τ
取

つ
ヽ
あ
り
き
，

⑬
ヽ
■
ゝ
ぶ，え
ら
一　
年
のあ
りだ
次
？
し
ヽ
ヤ
ち
方
針
ど
す

ム
７
ュ
機
ぎ
沐
級
τ
卜
登
ツ
の
ｔ
ミ
ナ
ー

２
、
ヨ
薔

々

ざ

町

八
ケ
コ

の
ｔ
ミ

ナ
ー

ミ

オ
共

一卜

フヽ
リ
ア
の
日

奈

ｔ
ミ
ナ
Ｌ

３，ア
ぐ
場
、
プ
ニ
ー
ュ
ト番
混
に
Ｉ
含
ミ
株
用
ミ
せ
る
。

終
′―ヽドヽ
ド
２
フト
大
警
ゴ
■
響
ル滓
Ｌ
組
●
ｃ．リ
ツ
‐・プ
ン
を
め
鮨
ｔ
纏

芸
ふ
と
ミ
令
５
り二
Ψ
省
坤
め
ａ

こ
北
米
オ
・・聯
マ
ａ
シ
主
■
ク
今
凌
・　
　
ｔ
ヨ■
丼
キ
勁
ロ
マ
介
現

ａ誕

覇

難

饗

硝

７諭
舅
製
耗
卜
導
禁
訂
″管
薔
り鷲

＆
ア
シユバ
ン公
の
主
牝
ミ
ユ通
曹

■ヽ
歯
ぷ
菫
不
　
　
場
ｔ
てヽ
　
ンヽ
ｔ
帰
あ

ヽ
％

曇

］≒

路

距̈

稀
れ
の
道

撫

合

ど
の
と
を

言

ミ

崚
蔦
換
曇
た
今ヽ
番
武
■
オ
脅
と
、ヽ
つと
寺
魚
し
■
じ
め
る
・

栄
ｉ

ｒ

ｋ
予
想
瀬

Ｆ

す

よ

マ

仝
人
類
の
遅
今

１

雲

傷

史
的
ｔ
化

］距
秘
鮮
ゴ
姜
雪
謁
卸
μ
神
襲
靖

と
ル
対
未
ｔ
せ
ん
。
ね
た
ヽ
い
ミ
め
絡
け
も
ず
しさ
２
Ｂ
本
の嗜
ぐ
ま
分
か
も
あ

つ
ゞ
け
ｂ
ふ
う
ド
ー
・。
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新
キ
ド、な
い、特
こ̈
と
―
・

口

あヽ
礼
ポ
人
の
主
惨
や
時
、時
理
や
”
浩
滞
ル

な
叱
た
と
芽
じ
２
と
，
Ｌ
ム
軋
＾

し
２
本
人
類
ｔ
、表
２
汚
た
な
取
ん
―ミ
道
化
す
せ
ら
ヽヽ

燎
さ
く
た
菫
な
の、マ

鯛
淋癬
」
れ
い
表』
暮
赫
曇
一魯

幕
た
人
数
の
当
ム
逍
ｂ
一へき
道
移
驚
争

あ
る
か
シ
。

口粒
型
縦
紺
謄̈「温
鐸
赫
猫
錠
製

晏
酔
一特孫
晴
職
わ
要饗
滉
鰺神
鋼
電

か
うヽ
。
日鐸
つ「ビ
装
捕
謙
爾
虜
梅
魏
掛

―

ス
ふ
体
こ
全
ｔ
推
行
ｂ
卜
郷
つ
マ
も

ｌ
‐卜
の
生
れ
て
え
ら
ヽ
一限
学
曹
の
絶
千

ワ
大
蔦
↑
И
Ｙ

、
卜
れ
ず
憶

わ
な
易

与ヽ

あヽ
ら
，
ａ
臭

祐
ル
甘
含

身
父
υ

〃
？
ｇ
Ｌ
毛
憶
わ
な
”
ハ
ンヽオ
あ
る
ｏし塁
・ｇ
彗
肇
；
々
茨
の
ｔ
ネ
ｔ
朴
景
″
Ъ

ら
七
ｒ
電
も
．老
縫
の
予
を
も
、主
任
の
ジ
千
ダ
や
神
「仙
２
ｅ
ｔ
‘―
―
モヽ
↓モ
く，

た
った
一枚
の
ボ
灯
Ｌ
↓
な
の
対
次
拶
ス
パ
４
フ
ルの
回
の
な
か
Ｌ
殉
み
と
ま
れ
ｚ

り
３
の
卜
、１
に
■
充
み
取
３
判
断
カ
ル
驚
「ヽうな
い
ヽ
か
ら
ざ
あ
う
．
上
く
人
は

マク
ロ
ピ
ご
アウク
ド
繊炉
伸
的
セ
”
な
れ体ヽ
や
ル
な
И
と
い
・２
■
れ
は
マ
ク
フ
げ
オ

テ
ッ
ク
や
そ
の
人
本
の
常
寺
み
層
つ宅
つ
蘭
）
の
各
〈准
ど
は
な
輸
・
ミ
れ
ンヽ
ウ
ツ
Ｆ，

愉
や
手
セ
み
の
製
乳
Ｉ
井
≧
人
〓
い
ミ
毛
ｔ
増
解
ど
き
な
い　
　
た
食

の
粗
雄
な
顕
脳
の
せ
Ⅵ
ざ
あ
３
′

．纂
漸̈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・

柁
，キ
外
ど
麻
矛
ん
と
いつ
険
場
の
民
分
減
コ
囁
ト
ン
す
ｏ
こ
幹
ｔ
二
，もよ

う
Ｌ
ヽ
２
果
ヽ
な
り
義
廂
ル
行
わ
卜
で
い
３
二

棒
ぎ
の
よ

，^
な
蚤
冷
Ｌ
柿
権
つ

あ
ヽ
ル
婁
な
ヽヽ

な
の
ギ
１

１

う

。熟
厭

。そ
フヽ
麻
想
わ
な
い
。
私
は
憶
一λ

神
村
ふ

の
矛
盾
、パ
・■

，
ク
ス
ｏ
祥
と
や
通
ち

と
，絶
牙
”
な
穐
金
ヒ
餞
可

ｔ
マ
い
る
０
す
球
な
Ⅵ
か
２
，
総
広
楊
Ｌ
は
相
対
ミ
第
′
り
判
断
ど
あ
，
相
対

”
に
刊
貯
ぐ
れ
ら
も
の
び
あ
３
か
ら
、斗
貴
Ｉ
び
廂
す
る
も
の
ぎ
旗
け
れ
ば
な
ゝ
林

い
。
マＴ
店
が
フド
，
ク
ス
ー
‐
あ
ち
い
る
嵐
，
・ｔ
慮
ギ
ゃ
ι
こ
し
い
、と
い
う
）ヽＬ
Ｉ
‘こ
乙

唸
湯

そ
の
も
の
卜
の
ど
あ
３
・
だ
か
Ｌ
葉
び
Ｅ
呑
９
治

陽
２

と
七
気

の
動
き
■

馴
砕
写
表
壺
卜
に
マ
И
３
）
も
、
９
６
の
吟
湯

↑
言

七

　

　

　

　

　

・こ

な
性

ｋ
ポ
年
性
ｔ
判
時
の
基
塗
Ｆ
し
て
Ⅵ
ｂ
）
も
ヽ
笑
ド
正
し
い
も
の
ど
あ
る
―
し
Ｙ
，

こ
と
の
タ
ン
な
い
頭
聴
は
，相
対
界

の
秋
芹

（
陰

暢
）
タ
ハ
く
芥
ラ
ス
И
な
い

早
加
た
持
政
鵬
な
り
は
な
ｖか
。

こ理
藻
暫
淋嘉
緻

口印
嘔
嘱
鷺
蟻
漱
酬無舞
鰐
鱒
ゾ
硼

稀疑
導
斐
饗
晩
のゴ
鎖
叫

鶴
恥宴雰
』一姜一終
豪
弾
一諦
鶏魯
↓晦弊
ら

高
」
あ
る
。　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

（
メ
ニ
）
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果
樹
、
果
菜
類
、
４５
科
＝
種
の
植
物
に
打
撃
、
３
～
５
割
減
収
、
農
薬
禍
拡
大
を
招
く

t$:,, x;

一 日本の自然の崩壊と

農業の衰亡―

福

岡

正

信

「松
枯
れ
」
に
よ
っ
て
日
本
の
自
然
は
破
壊
さ

れ
、
い
ま
、

「地
中
海
実
バ
エ
」
侵
入
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
、
日
本
の
農
業
は
致
命
的
打
撃

を
う
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

「松
枯
れ
」
に
つ
い
て
は
、
二
年
前
、
本
諄
五

０
人
号
で
報
告
し
た
の
で
、
今
度
は

「地
中
海

実
バ
エ
」
に
つ
い
て
主
に
訴
え
た
い
。

（
以
下

の

一
部

は

、

読

売

新

聞

大

阪

版

５５
年

９

月

１７

日

付

に

掲

載

）
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（筆
者
住
所
、
愛
媛
県
伊
予
市
大
平
。

著
書

『わ
ら

一
本
の
革
命
』
柏
樹
社
、

「自
然
農
法
』
時
事

通
信
社
な
ど
）

私
は
長
年
、

「無
の
哲
学
」
に
立
脚
し
た

，
自
然
農
法
″

を
提
唱
し
、
実
践
し
て
き
た
が
、
こ
の
数
年
間
は
、
農
作
業

の
片
手
間
で
、
松
枯
れ
現
象
を
研
究
し
、
そ
の
根
本
原
因
は
、

単
に
線
虫
に
よ

っ
て
、
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

土
壊
微
生
物
界
の
異
変
に
端
を
発
し
た
根
腐
れ
病
が
誘
因
で

あ
り
、
さ
ら
に
、
輸
入
外
材
か
ら
分
離
さ
れ
る
新
病
原
菌
が

関
与
し
て
被
害
を
増
幅
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
い
う
新
病

害
説
を
出
し
た
。

そ
の
予
防
法
と
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
①
強
酸
性
の
土
壊

を
微
酸
性
に
矯
正
す
る
、
②
対
症
療
法
と
し
て
は
、
土
壊
殺

菌
剤
を
散
布
し
、
さ
ら
に
菌
根
菌

（松
茸
菌
な
ど
）
の
接
種

等
を
図
る
こ
と
が
根
本
策
に
な
る
と
提
案
し
て
き
た
。

し
か
し
、
現
実
に
広
い
山
林
の
自
然
復
元
の
道
は
、
き
わ

め
て
遠
く
、
絶
望
的
と
も
見
え
る
。

（た
だ
、
植
木
鉢
や
庭

木
を
使

っ
て
の
試
験
で
は
、
オ
キ
シ
フ
ル
や
ボ
ル
ド
ー
液
、

オ
ー
ソ
サ
イ
ド
の
灌
注
が
、
あ
る
程
度
の
効
果
を
あ
げ
得
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
連
続
試
験
中
で
あ
る
）

東
京
以
西
の
松
は
、
こ
の
根
腐
れ
状
況
か
ら
み
る
と
、
ほ

と
ん
ど
罹
病
体
で
あ
り
、
京
都
の
神
社
仏
閣
の
松
も
、
浜
松

の
松
も
、
一
見
、
深
緑
の
松
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ

一
、

二
年
の
寿
命
と
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
推
移
す

れ
ば
、
日
本
列
島
の
松
は
、
あ
と
数
年
で
潰
滅
的
打
撃
を
受

け
る
こ
と
は
必
至
と
思
わ
れ
る
。

松
枯
れ
は
、
単
な
る

一
植
物
の
病
虫
害
の
問
題
で
な
く
、

日
本
の
自
然
の
崩
壊
の
前
駆
的
症
状
と
考
え
ら
れ
る
フ
シ
が

あ
り
、
深
憂
に
た
え
ず
、
根
本
的
に
再
検
討
し
て
、
綜
合
的

対
策
の
実
施
を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま
だ
そ

の
緒
に
は
つ
い
て
い
な
い
。

（詳
細
は
、
日
本
農
業
新
聞
５５

年
１
月
に
連
載
、
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
同
年
４
月
１８
日
号
参
照
）

松
枯
れ
が
、
輸
入
材
に
端
を
発
し
て
い
る
と
も
言
え
る
こ

と
か
ら
、
私
は
輸
入
材
の
検
査
が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
を
知

り
た
い
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
７
月
２２
日
の

一
部
新
聞
に

「米
国
に
果
樹
の
害
虫
、
地
中
海
実
バ
エ
が
発
生
」
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
小
さ
く
報
道
さ
れ
た
。

小
さ
な

ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
隠
さ
れ
て

い
る
、
と
い
う
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
記
事
は
、　
一
般
の
注
意
は
た
い
し
て
ひ
か
な
か

っ
た

ろ
う
が
、
実
は
、
日
本
の
農
民
に
は
重
大
な

ニ
ュ
ー
ス
だ

っ

た
の
で
あ
る
。

悪
質
、
最
強
の
書
虫

「地
中
海
実
バ
エ
」
と
い
う
の
は
、
体
長
約
５
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
、
家
バ
エ
よ
り
小
さ
い
、
美
し
い
ハ
エ
で
あ
る
が
、
幼

虫

（ウ
ジ
）
が
果
実
の
中
に
入

っ
て
食
い
荒
ら
す
、
世
界
最

悪
の
害
虫
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
雑
食
性
で
あ
り
、
も
し

▲チチユウカイミバエの分布

▲サナギ

▲幼虫
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輸入が禁止されている主な植物 (墓 I遥:じ I模警嘗分暫藤Tの
定める
)

以上のほか,①アメリカ (ハワイを含む),ブラジル,フ ィリピン,イ ンドネシアなどからのほとんどの根付
きの植物は, ミカンネモグリセンチュウのため輸入が禁止されています。C朝鮮半島及び台湾を除くすべての地
域のいね,いねわら, もみ及びもみがらは,わ 力ヽコに未発生のいねの病菌,害虫の侵入を防止するため輸入が禁
止されています。

日
本
に
上
陸
す
れ
ば
、
四
十
五
科
百
四
十
二
種
の
植
物
を
害

し
、
ミ
カ
ン
類
を
は
じ
め
、
モ
モ
、
ス
モ
モ
、
ア
ン
ズ
、
リ

ン
ゴ
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
果
樹
類
や
果
菜
類
が
打
撃
を
受
け

る
。
し
か
も
、
劇
毒
剤
の
連
続
的
散
布
、
誘
引
剤
散
布
、
一不

妊
虫
放
飼
な
ど
の
防
除
法
を
併
用
し
て
も
、
な
お
撲
減
が
で

き
な
い
、
き
わ
め
て
悪
質
、
最
強
の
害
虫
で
あ
る
。

幼
虫
の
発
育
０
点
、
１５
度
Ｃ
、
産
卵
か
ら
羽
化
ま
で
の
積

算
温
度
、
二
五
〇
日
度
と
い
う
デ
ー
タ
か
ら
推
定
す
れ
ば
、

日
本
に
入

っ
た
場
合
、
四
月
か
ら
十
月
ま
で
繁
殖
し
、
そ
の

間
、
数
回
、
世
代
を
繰
り
返
し
、
全
土
に
蔓
延
し
て
、
日
本

の
農
作
物
に
少
な
く
と
も
３
～
５
割
減
の
致
命
的
打
撃
を
与

え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ハ
エ
は
地
中
海
沿
岸
の
原
産
で
、
ア
フ
リ
カ
や
南
米

に
ひ
ろ
が
り
、
生
果
実
の
最
大
害
虫
と
し
て
、
温
帯
、
亜
熱

帯
各
地
で
恐
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
害
虫
発
生
国
か
ら
、
わ
が
国

へ
の
、
い
っ
さ
い
の
果
物
類

の
輸
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
植
物
検
疫
は
、
大
正
三
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た

が
、
当
初
か
ら
、
南
の
国
の
、
こ
の
地
中
海
実
バ
エ
と
、
北

の
国
の
コ
ド
リ
ン
ガ
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
最
大
眼
目
と
さ

れ
て
き
た
。

幸
い
、
日
本
の
植
物
防
疫
は
、
六
十
年
間
、
そ
の
目
的
を

達
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
に
本
害
虫
発
生
と
い
う

一
報
は
、
状
況
次
第
で
、
米
国
産

オ
レ
ン
ジ
な
ど
、
い
っ
さ
い
の
生
果
物
の
輸
入
禁
上
に
ま
で

発
展
し
か
ね
な
い
、
日
米
両
国
の
農
民
に
と

っ
て
、
恐
怖
の

ニ
ュ
ー
ス
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

私
は
、
も
と
税
関
植
物
検
査
課
に
い
た
者
と
し
て
、
ま
た

現
在
、
果
樹
農
民
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
強
い
関
心
を
持
た

ぎ
る
を
得
ず
、
急
ぎ
横
浜
税
関
お
よ
び
農
林
水
産
省
植
物
防

地 域 輸 入が禁 止 されてい る主 な植 物 対象となる病害虫

ヨーロ ツパ,中近東 ,

アフリカ,オーストラ

リア,ブラジルなど

すべての生果実 (パインアツプル, ココヤシ,未成熟バナナ

の成果実を除く), くるみなど。

チチュウカイミバエ

コドリンガ

アメリカ (ハ ワイを

除く),カ ナダ,ニ ュ

ージーランド

りんご,な し, もも,す もも,さ くらんぼ
*な
どの生果実 ,

くるみ,む ぎわらなど。

コドリンガ

ヘシアンバエ

イワ

すべての生果実 (パインアップル, ココヤシ,未成熟バナナ,

日本向け植物検疫証明のあるパパイヤの生果実を除く)。

チチュウカイミ′ヽエ

ミカンコミバエ

ウリミバエ

中 華 人 民 共 和 国 りんご,な し,さ くらんぼなどの生果実,く るみ コドリンガ

中幸人民共和国,台

湾,ホ ンコン,東南ア

ジア(フ ィリピン,イ

ンドネシア,タ イ,イ ン

ド,パキスタンなど),

グアム,サイパンなど

ポンカン,*  タンカン,*  ザボン, ライムなどのかんき
つ類,す もも,パパイヤ,*  りゅうがん,れいし,ごれん
し,ばんじろう, アボカド, ランブータン,マ ンゴウ,*
スターアップル,サポジラ,れんぶ,ばんれいし,マ ンゴス

チン,な す, トマ ト, とうがらし, スイカ, きうり, にがう

り,か ぼちゃ,成熟バナナなどの生果実。

ミカンコミバエ

ウリミバエ
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疫
課
を
訪
ね
、
そ
の
状
況
と
対
応
策
を
聞
い
て
き
た
。

そ
の
模
様
は
―
―

税
関
で
は
、
米
国
大
使
館
か
ら
の
通
報
で
、
す
ぐ
に
警
戒

警
報
を
出
し
、
検
査
を
厳
重
に
し
て
い
る
と
の
国
際
課
長
の

話
を
聞
き
、
検
査
課
の
空
気
が
緊
張
し
て
い
る
の
は
理
解
で

き
た
の
で
あ
る
が
、
驚
い
た
こ
と
に
、
輸
出
入
植
物
の
激
増

と
と
も
に
、
検
査
官
は
四
十
年
前
に
比
べ
、
百
倍
に
増
加
し

て
い
た
が
、
そ
の
基
礎
と
な
る
調
査
課
の
研
究
技
術
官
の
人

員
は
四
十
年
前
と
同
数
で
、
昆
虫
課
、
病
菌
課
、
各
十
名
ほ

ど
の
由
で
あ
る
。　
一
人
で
本
問
題
の
責
任
を
負

っ
て
対
処
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
昆
虫
課
長
の
焦
燥
も
察
せ
ら
れ
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
輸
入
木
材
の
菌
学
的
研
究
課
員
は

一
人
も
お
ら
ず
、

木
材
の
腐
朽
菌
な
ど
、
長
年
フ
リ
ー
パ
ス
で
あ

っ
た
実
情
を

う
か
が
い
、
慄
然
と
し
た
。

（監
視
検
査
は
害
虫
の
み
）

地
中
海
実
バ
エ
の
日
本
上
陸
後
の
対
策
の
た
め
の
基
礎
研

究
が
急
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
問
題
に
対
処
す

る
に
は
、
日
本
本
土
で
の
水
際
阻
止
作
戦
よ
り
も
、
米
国
が

米
国

へ
の
害
虫
侵
入
防
止
の
た
め
、
メ
キ
シ
ヨ
政
府
と
共
同

で
行

っ
て
い
る
よ
う
な
、
米
国
側
で
の
人
が
か
り
な
作
戦
が

望
ま
し
い
。

米
国
は
、
カ
リ
ブ
海
諸
国
か
ら
の
地
中
海
実
パ
エ
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
、
メ
キ
シ
ヨ
と
グ
ア
テ
マ
ラ
の
国
境
沿
い
に
、

五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た
る
広
大
な
防
御
網
を
し
き
、
誘

引
剤
に
よ
る
予
察
器
ト
ラ
ッ
プ
を
数
万
個
設
置
し
て
監
視
に

つ
と
め
、
常
時
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
ニ
機
で
有
機
塩
素
剤
の
散

布
を
し
、
（日
本
で
は
禁
止
薬
）
、
次
に
、
雄
の
化
学
誘
殺
剤

（強
力
な
制
ガ
ン
剤
）
で
皆
殺
し
作
戦
を
と
り
、
さ
ら
に
、

大
規
模
な
工
場
で
、
雄
の
不
妊
虫
を
多
量
に
増
殖
し

（ガ
ン

マ
ー
線
を
サ
ナ
ギ
に
照
射
し
て
、
遣
伝
子
が
破
壊
さ
れ
た
雄

虫
を
つ
く
る
Ｘ
空
中
か
ら
散
布
す
る
な
ど
の
方
法
を
と

っ
て

い
る
が
、
そ
の
管
理
や
経
費
は
、
ぼ
う
大
な
も
の
で
あ
る
。

日
本
で
も
、
沖
縄
県
の
久
米
島
で
、
地
中
海
実
バ
エ
で
は

な
い
が
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
に
対
し
、
こ
の
方
法
を
応
用
し

て
駆
除
し
た
例
が
あ
る
が
、
小
島
で
四
億
円
の
経
費
を
要
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

地
中
海
実
バ
エ
の
悪
質
性
、
駆
除
の
難
し
さ
か
ら
み
て
も
、

な
ん
と
し
て
も
日
本
上
陸
は
阻
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

外
来
害
虫
の
恐
ろ
し
さ
は
、
過
去
の
例
を
み
て
も
明
ら
か

で
あ
る
。
果
樹
害
虫
は
外
国
か
ら

今
の
日
本
の
果
樹
の
重
要
害
虫
は
、
ほ
と
ん
ど
外
国
産
の

も
の
で
あ
る
。

ミ
カ
ン
の
ヤ
ノ
ネ
介
殻
虫
、
イ
セ
リ
ヤ
、
ル
ビ
ー
介
殻
虫

の
三
大
害
虫
と
も
、
明
治
末
期
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
入

っ
た
も

の
で
、
そ
れ
以
来
、
ミ
カ
ン
の
消
毒
が
欠
か
せ
な
い
も
の
に

な

っ
た
。

リ
ン
ゴ
の
害
虫
、
綿
虫
が
大
正
時
代
に
入

っ
て
き
た
時
か

ら
、
関
西
で
は
リ
ン
ゴ
の
栽
培
が
困
難
に
な
り
、
綿
虫
の
害

の
少
な
い
北
国
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

昭
和
時
代
に
、
ク
リ
タ
マ
バ
チ
が
中
国
か
ら
侵
入
し
て
、

栗
の
芽
枯
れ
不
結
果
に
農
民
が
悩
む
よ
う
に
な

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
街
路
樹
に
発
生
し
て
大
騒
ぎ
に

な

っ
た
が
、
こ
れ
は
、
米
軍
の
貨
物
か
ら
侵
入
し
た
。

プ
ド
ウ
に
根
接
ぎ
が
必
要
に
な

っ
た
の
は
、
プ
ド
ウ
ネ
ア

プ
ラ
ム
シ
が
侵
入
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

外
国
産
の
害
虫
が
侵
入
す
れ
ば
、
農
民
は
長
期
間
に
わ
た

っ
て
泣
か
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
害
虫
は
、
単
食

性
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
今
度
の
地
中
海
実
バ
エ
は
、
お
そ

ら
く
、
日
本
の
す
べ
て
の
果
樹
が
被
害
を
受
け
る
よ
う
に
な

る
点
で
、
ま
さ
に
恐
怖
の
害
虫
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

懸
命
な
米
国
の
防
除
体
制

今
回
の
地
中
海
実
バ
エ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
発
生
に
つ

い
て
の
米
国
政
府
か
ら
の
報
告
で
は
、

（１
）
こ
れ
は
、
ハ
ワ
イ
諸
島
か
ら
の
旅
行
客
に
よ

っ
て
、

も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
南
の
メ
キ
シ
ヨ
の
防
御
ラ
イ
ン
が
突
破
さ
れ
た
と

い
う
恐
れ
も
十
分
あ
る
。

（２
）
発
生
区
域
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
と
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
郊
外
の
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
郡
で
、
庭
園
樹
の
ス
モ
モ
、

ア
ン
ズ
に
発
生
し
、
商
業
果
樹
園

（主
に
日
本
向
け
）
に
は

発
生
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

ス
モ
モ
、
ア
ン
ズ
に
発
生
す
る
く
ら
い
だ
と
、
オ
レ
ン
ジ
に

来
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
、
と
も
思
わ
れ
る
。

（３
）
完
全
な
防
除
を
し
て
い
る
か
ら
、
日
本
向
け
の
果
実

は
心
配
は
な
い
、
と
言

っ
て
い
る
が
、
砂
漠
の
中
の
孤
立
し

た
果
樹
園
で
な
く
、
市
街
地
区
や
庭
園
樹
に
発
生
し
た
と
な

る
と
、
対
象
植
物
が
複
雑
に
な
り
、
早
期
に
根
絶
を
期
す
こ

と
は
無
理
と
思
わ
れ
る
。

私
の
懇
意
な
米
人
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
政
府
に
勤
め

て
い
る
ラ
リ
ー
氏
か
ら
の
私
信
で
は
、

（１
）
政
府
は
、
害
虫
の
発
生
し
た
本
の
枝
葉
を
切
り
払

っ

て
、
完
全
に
隔
離
し
た
う
え
で
、
ベ
イ
テ
ッ
ク
ス
剤
を
使
用

し
て
い
る
が
、　
十
月

一
日
現
在

（発
生
報
告
四
カ
月
後
）
、

い
ま
だ
に
害
虫
は
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。

（２
）
発
生
地
区
に
近
い
所
に
い
て
、
こ
の
事
態
に
驚

い
て

い
る
ロ
パ
ー
ト
氏
は

「
こ
れ
の
広
が
る
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
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僣

可
能
性
も
残
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
警
告
し
、
日
本
向
け
の

果
実
は
、
燻
蒸
す
る
と
か
何
ら
か
の
処
置
を
と
ら
ね
ば
な
ら

な
い
、
と
言

っ
て
い
る
。

（青
酸
ガ
ス
燻
蒸
で
も
駄
日
で
あ

る
）同
氏
の
言
葉
通
り
、
米
国
の
詳
報
を
待

っ
て
善
処
す
る
の

で
は
遅
す
ぎ
る
。
ま
た
、
生
ぬ
る
い
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
こ

と
を
し
て
、
ま
ご
ま
ご
し
て
い
て
は
、
悔
い
を
百
年
後
に
残

す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

完
全
撲
滅
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、　
一
時
的
に
も
せ
よ
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
果
実
の
輸
入

一
切
禁
止
措
置
を
と
る
こ
と

が
当
然
と
思
わ
れ
る
。
日
米
と
も
に
、
本
害
虫
に
対
す
る
認

識
の
徹
底
を
は
か
り
、
警
戒
態
勢
を
強
め
て
、
万
全
を
期
す

こ
と
を
た
め
ら

っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

人
智
、
人
為
の
無
能

私
は
、
な
ぜ
私
が
松
枯
れ
や
地
中
海
実
バ
エ
に
深
い
関
心

を
も
つ
の
か
、
私
自
身
で
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
私
が
昔
、
若

い
時
、
横
浜
税
関
の
植
物
検
査
課
に
い
て
、

病
虫
害
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
動
機
の

一
つ
に
は
な

っ
て

い
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。

現
在
の
私
は
科
学
否
定
論
者
で
あ
る
。
今
さ
ら
、
昔
の
植

物
病
虫
学
者
に
も
ど
る
気
は
、
さ
ら
さ
ら
な
い
。

松
枯
れ
に
没
頭
し
た
の
は
、
松
が
枯
れ
て
ゆ
く
姿
を
傍
観

し
て
お
れ
な
か
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
結
果
的
に
は
、
科

学
的
研
究
の
領
城
と
い
う
も
の
が
、
大
自
然
の
中
で
は
、
い

か
に
小
さ
く
狭
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
、
自
然
現
象

に
は
本
来
、
原
因
も
な
く
結
果
も
な
く
、
最
終
的
に
は
無
因

論
に
陥
り
、
真
の
原
因
も
つ
か
め
ず
、
対
策
も
対
症
療
法
の

域
を
で
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
に
と
ど
ま

っ
た
。
や
は
り
、

科
学
の
道
で
の
努
力
は
最
終
的
に
は
空
し
い
も
の
で
、
科
学

否
定
の
確
信
を
深
め
た
だ
け
で
あ
る
。

私
は
か
ね
が
ね
、
哲
学
的
に
み
て
、
人
間
は
自
然
の
本
体

（実
相
）
に
ふ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
無
明
の
智
恵
に
出

発
し
て
、
自
然
を
利
用
し
た
り
、
征
服
し
よ
う
と
す
る
野
心

は
徒
労
に
終
わ
る
の
み
で
な
く
、
自
然
破
壊
を
ま
ね
い
て
、

天
に
つ
ば
す
る
愚
に
陥
る
だ
け
で
あ
る
、
人
間
は
自
然
を
活

用
す
る
の
で
な
く
、
自
然
に
復
帰
す
る
以
外
に
道
は
無
い
こ

と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
、
と
唱
え
て
き
た
。

自
然
保
護
と
か
復
元
と
い
う
こ
と
が
、
実
際
に
は
不
可
能

な
難
事
で
あ
る
こ
と
を
、
松
枯
れ
の
研
究
を
し
て
み
る
と
、

い
や
と
い
う
ほ
ど
知
ら
さ
れ
る
。
菌
根
菌

（松
茸
）
の
世
界

に

一
歩
、
足
を
踏
み
入
れ
て
み
て
も
、
微
妙
な
松
の
生
理
、

複
雑
怪
奇
な
生
態
の
仕
組
み
を
の
ぞ
い
た
だ
け
で
、
驚
嘆
す

べ
き
自
然
の
神
秘
に
ふ
れ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
反
面
、
人

智
や
人
為
の
、
い
か
に
微
力
で
あ
る
か
が
分
か
る
だ
け
で
あ

２
つ

。

結
局
、
松
枯
れ
を
出
発
点
と
し
て
、
日
本
の
自
然
の
、
な

だ
れ
的
崩
壊
は
す
で
に
始
ま

っ
て
い
て
、
あ
あ
す
れ
ば
よ
い
、

こ
う
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
対
策
は
、
す
で
に
手
遅
れ
で
、

根
本
的
に
み
て
自
然
復
元
は
絶
望
的
と
思
わ
れ
る
。

真
の
解
決
策
は
、
人
間
が
無
為
自
然
に
帰
投
す
る
以
外
に

な
い
、
何
も
し
な
い
人
間
を
造
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
、
と

私
は
信
ず
る
の
で
あ
る
。

小
農
こ
そ
農
業
の
姿

私
は
こ
の
頃
、
日
本
の
自
然
の
崩
壊
を
痛
恨
す
る
と
と
も

に
、
日
本
の
農
業
の
崩
壊
に
も
、
日
夜
、
頭
を
悩
ま
さ
ぎ
る

を
え
な
く
な

っ
て
い
る
。

農
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
し
て

農
業
の
近
代
化
路
線
が
し
か
れ
た
時
か
ら
、
農
業
の
企
業
化

が
う
た
わ
れ
、
国
際
分
業
論
が
横
行
し
て
き
た
が
、
結
果
的

に
は
、
弱
小
農
業
の
切
り
捨
て
が
強
化
さ
れ
た
だ
け
で
、
せ

つ
か
く
育
成
し
た
中
堅
、
専
業
農
家
も
五
十
歩
百
歩
、
国
際

的
自
由
経
済
の
も
と
で
は
、
も
は
や
風
前
の
灯
火
で
あ
る
。

一
部
為
政
者
が
広
言
し
て
き
た
、
日
本
農
民
の
安
楽
死
説
、

の
た
れ
死
に
説
か
ら
、
最
近
の
実
質
的
死
亡
説
、
失
業
保
険

手
当
説
が
正
し
く
当
た

っ
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

私
は
三
、
四
十
年
前
か
ら
、
農
業
の
真
の
姿
は
、
小
心
無

欲
、
小
農
自
立
、
小
域
農
業
に
あ
る
と
確
信
し
て
、
自
然
の

力
を
最
大
限
に
生
か
し
た
自
然
農
法
の
確
立
を
め
ざ
し
て
き

た
が
、
こ
の
道
は
、
欲
望
の
拡
大
、
奉
仕
を
目
的
と
す
る
企

業
的
広
域
近
代
化
農
業
と
は
根
本
的
に
対
立
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。

私
は
、
自
然
農
法
の
四
大
原
則
と
し
て
、

不
耕
起
、

無
肥
料
、

無
農
薬
、

無
除
草
、

を
あ
げ
、
無
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
目
ざ
し
て
、
米
麦
、
果

樹
、
野
菜
の
栽
培
と
取
り
組
ん
で
き
て
、
よ
う
や
く
そ
の
目

的
を
達
成
す
る
自
信
を
深
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
自
然
が
亡
び
て
は
、
元
も
子
も
な
く
な

る
。
国
際
的
分
業
論
の
も
と
で
食
糧
品
の
輸
出
入
の
拡
大
に

狂
奔
す
る
現
況
か
ら
み
れ
ば
、
地
中
海
実
バ
エ
の
日
本
上
陸

も
、
も
は
や
時
間
の
問
題
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ち
ょ

う
ど
、
松
枯
れ
菌
の
侵
入
を
許
し
た
よ
う
に
…
…
。

（同
時
期
に
、
ソ
連
の
原
子
力
潜
水
艦
が
沖
縄
沖
で
故
障
し

漂
流
し
て
い
る
こ
と
が
重
大

ニ
ュ
ー
ス
に
な

っ
て
い
た
が
、

ど
ち
ら
が
本
当
に
重
大
性
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
）

も
し
、　
一
た
び
地
中
海
実
バ
エ
が

一
匹
で
も
日
本
に
上
陸
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す
れ
ば
、
日
本
農
民
は
、
さ
ら
に
暗
い
長
い
ト
ン
ネ
ル
に
入

る
で
あ
ろ
う
。

少
な
く
も
、
今
に
倍
す
る
農
薬
散
布
が
必
要
に
な
り
、
し

か
も
美
果
は
消
え
、
生
産
力
は
衰
退
し
、
輸
送
は
制
限
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
の
心
配
ゆ
え
に
、
私
は
こ
の
問
題
に
強
い
関

心
を
も
た
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
美
し
い

一
匹
の
ハ
エ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
事
者

で
あ
る
昆
虫
学
者
、
技
術
者
の
奮
起
に
ま
つ
こ
と
は
言
う
ま

で
も
無
い
が
、
こ
と
は
日
本
の
植
物
防
疫
の
浮
沈
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
り
、
日
本
の
農
業
の
盛
衰
に
か
か
わ
る
問
題
で

あ
る
こ
と
を
熟
考
し
て
欲
し
い
の
で
あ
る
。

極
言
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
、
国
の
政
策
、
経
済
に
も
深

く
関
連
し
、
人
間
の
価
値
観
の
変
革
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
ね

ば
真
の
解
決
は
図
り
得
な
い
と
い
う
重
大
な
内
容
を
含
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。

あ
え
て
、　
一
農
民
に
す
ぎ
な
い
私
が

一
文
を
書
い
て
世
間

に
訴
え
ぎ
る
を
え
な
い
苦
衷
を
賢
察
し
て
欲
し
い
と
切
願
す

る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（５５

・
８

・
２９
）

■
後
記
―
―
私
の
投
書
が
読
売
新
間
に
掲
載
さ
れ
て
後
の
こ

と
で
あ
る
が
、
私
が
面
談
し
た
横
浜
税
関
植
物
検
査
課
の
尊

田
技
官
と
農
水
省
植
防
課
の
石
田
技
官
は
、
同
梅
谷
技
官
と

米
国
に
飛
び
、
詳
細
な
現
地
調
査
を
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
報

告
が
、
日
本
農
業
新
聞
９
月
１５
日
付
、
第

一
面
に
大
き
く
の

せ
ら
れ

た
。

結
論
の
標
題
は

「米
国
産
生
果
実
の
全
面
禁
止
は
せ
ず
」

で
あ

っ
た
。
三
技
官
の
報
告
で
は
、
米
国
で
は
想
像
以
上
に

徹
底
し
た
防
除
体
制
が
し
か
れ
て
い
て
、
ま
ず
大
文
夫
と
思

わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。

私
は
十
月
下
旬
、
用
事
が
あ

っ
て
東
上
し
た
の
で
、
石
田

技
官
か
ら
詳
細
な
視
察
報
告
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

要
点
は
、

①
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
の
発
生
地
区
に
全
米
か
ら
約

百
名
の
昆
虫
学
者
を
集
め
、
バ
ス

・
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
空
港
等

に
は
検
疫
所
を
設
置
し
て
、
市
内
か
ら

一
個
の
果
物
も
持
ち

出
さ
な
い
よ
う
、
徹
底
し
た
封
鎖
作
戦
が
と
ら
れ
て
い
る
。

②
　
市
内
の
要
所
要
所
に
は
、
地
中
海
実
バ
エ
の
恐
ろ
し
さ

を
訴
え
る
、
ハ
エ
の
写
真
入
リ
ポ
ス
タ
ー
が
大
小
四
種
類
は

り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
駆
除
の
た
め
市
民
の
協
力
を

求
め
　
こ
れ
が

一
匹
で
も
郊
外
の
農
場
に
侵
入
す
る
と
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
生
果
物
が
、
い
っ
さ
い
輸
出
で
き
な
く

な
る
か
ら
、
農
民
の
死
活
問
題
に
な
る
こ
と
を
説
き
、
疑
わ

し
い
ハ
エ
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
知
ら
せ
る
よ
う
要
請
し
て

い
る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
作
戦
が
徹
底
し
て
い
る
。

③
　
市
内
の
庭
木
、
果
実
な
ど
に
は
、
土
壊
消
毒
剤
の
灌
注
、

毒
性
の
強
い
農
薬
の
散
布
を
行
な
い
、
伐
採
焼
却
を
行
な

っ

て
い
る
。
そ
れ
も
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
農
民
の
た
め
に
と

い
う
こ
と
で
、
市
民
が
よ
く
協
力
し
て
い
る
。

④
　
ガ
ン
マ
ー
線
放
射
に
よ
る
不
妊
雄
成
虫
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
散
布
な
ど
、
高
度
技
術
の
徹
底
し
た
大
作
戦
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。

と
に
か
く
、
日
本
で
想
像
さ
れ
た
以
上
の
防
疫
体
制
が
と

と
の
っ
て
い
て
、
さ
す
が
米
国
の
科
学
陣
、
と
感
心
さ
せ
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。

私
も
技
官
か
ら
、
根
掘
り
葉
掘
り
、
技
術
的
な
問
題
に
つ

い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
状
況
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

米
国
側
の
誠
意
と
、
完
壁
を
期
す
熱
意
に
は
脱
帽
せ
ぎ
る
を

得
な
い
気
が
し
た
。

一
応
、
米
国
側
の
努
力
に
敬
意
を
は
ら

っ
て
、
生
果
実
の

輸
入
禁
止
な
ど
の
措
置
は
と
ら
ず
、
し
ば
ら
く
様
子
を
み
る
、

と
い
う
結
論
に
な

っ
た
の
も
、
や
む
を
え
な
い
だ
ろ
う
と
思

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
よ
く
後
で
考
え
て
み
る
と
、
何
十
万
人
の
都
市

の
庭
に
発
生
し
た
ハ
エ
を
完
全
に
撲
滅
で
き
る
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
不
安
が

の
こ
る
。
し

か
も
、
こ
の
不
安
が
現
実
の
も
の
と
な

っ
た
時
は
、
手
遅
れ

に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
き
わ
め
て
重
大
な
賭
け
に
な
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
政
府
に
い
る
ラ
リ
ー
君
か
ら
の
最
近

の
私
信
で
は
、
十
月
初
旬
に
は
ま
だ
撲
滅
は
で
き
て
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
発
生
か
ら
、
す
で
に
四
カ
月
を
す
ぎ

て
い
る
。
農
水
省
の
二
技
官
の
賢
明
な
判
断
に
頼
る
し
か
な

い
が
、
事
は
、
あ
ま
り
に
も
重
大
で
あ
る
。
し
か
も
、
技
官

の
話
の
中
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
郊
外
の
方
は
地
形
的
に
み

て
撲
滅
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

方
は
大
変
だ
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

米
国
の
、
本
害
虫
に
対
す
る
昆
虫
学
者
や
政
府
、
州
政
府
、

自
治
体
の
即
応
体
制
が
強
力
で
あ
る
こ
と
を
聞
け
ば
間
く
ほ

ど
、
日
本
内
地
の
対
応
が
、
あ
ま
り
に
も
楽
観
的
す
ぎ
る
の

が
目
に
つ
く
。

も
し
、
成
田
空
港
や
横
浜
な
ど
に
本
害
虫
が
侵
入
し
た
時
、

日
本
で
は
、
と
て
も
米
国
の
よ
う
な
防
除
方
法
は
と
れ
な
い
。

現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
無
防
備
で
あ
る
。
日
本
人
の
、
本
害
虫

に
対
す
る
認
識
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま

っ
た
く
お
手
上
げ
に

な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
当
然
、
き
わ
め
て
危
険
で

あ
る
、
と
言
わ
ぎ
る
を
え
な
い
。

あ
え
て
本
誌
を
か
り
て
、
当
局
や
各
方
面
の
善
処
、
厳
重

な
警
戒
態
勢
の
実
施
を
訴
え
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

（
一
般
市
民
の
方
も
、
も
し
、
輸
入
品
の
オ
レ
ン
ジ
、
レ
モ

ン
な
ど
の
中
に
、

ハ
エ
の
幼
虫
＝
ウ
ジ
虫
＝
が
見
つ
か
っ
た

ら
、
農
水
省
植
防
課
へ
通
報
し
て
欲
し
い
）
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■
正

食

医

学

シ

リ

ー

ズ

ア

ト
ピ

ー

性

皮

膚

炎

―
―
あ

っ
さ
り
し
た
野
菜
、
海
草
類
を
と
り
、
患
部
を
ド
ク
ダ
ミ
の
葉
で
ふ
く

大
森
英
桜
先
生
健
康
相
談

〔
″Ｑ
″
は
質
問
相
談
者
、　
″―
―
″

は
大
森
英
桜
先
生
の

発
言
〕

司
会
／
２
才
５
カ
月
の
女
児
。
顔
が
赤
く
は
れ
て
、
皮
膚
が

荒
れ
て
い
ま
す
。
全
身
に
つ
や
が
な
く
、
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い

て
粉
が
ふ
い
た
よ
う
で
す
。
か
ゆ
み
は
特
に
寝
る
時
に
強
く
、

肩
か
ら
腕
、
背
中
、
お
な
か
な
ど
、
か
き
む
し
っ
て
傷
だ
ら

け
だ
そ
う
で
す
。
ひ
ぎ
の
裏
も
か
ゆ
が
り
ま
す
。
背
は
高
く
、

と
て
も
元
気
で
活
発
で
す
。
体
温
が
ち
ょ

っ
と
低
め
で
、
”

度
３
分
く
ら
い
で
、
く
つ
下
を
は
く
の
が
き
ら
い
で
す
。
生

ま
れ
た
時
は
、
黄
疸
が
ひ
ど
く
、
３
週
間
入
院
し
た
そ
う
で

す
。―

―
皮
膚
炎
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
肝
臓
障
害
が
原

因
で
す
。
だ
か
ら
、
ま
ず
、
肝
臓
を
治
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
玄
米
を
食
べ
て
い
る
の
で
す
か
？

Ｑ
／
食
べ
始
め
て
１
週
間
く
ら
い
で
す
。

―
―

じ
ゃ
あ
、
ま
だ
、
正
食
の
効
果
は
で
て
き
て
い
ま
せ

ん
ね
。
今
の
西
洋
医
学
で
は
、
皮
膚
を
お
か
す
ビ
ー
ル
ス
の

種
類
に
よ

っ
て
、
皮
膚
炎
に
い
ろ
い
ろ
な
名
前
を

つ
け
て
区

別
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
食
養
で
い
え
ば
、
乾
疹
か
湿
疹
か

の
二
つ
に
分
け
る
だ
け
で
す
。
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
い
う

の
は
、
じ
く
じ
く
し
な
い
ん
で
し
ょ
う
？

Ｑ
／
え
え
。
む
し
ろ
、
か
さ
か
さ
と
乾
燥
し
て
い
ま
す
。

―
―
乾
疹
で
す
ね
。
親
が
妊
娠
中
に
動
物
性
を
た
く
さ
ん

摂

っ
た
か
、
そ
の
お
子
さ
ん
に
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
に
動

物
性
を
そ
う
と
う
食
べ
さ
せ
た
か
が
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

元
気
で
顔
が
赤

い
と
い
う
の
は
陽
性
で
す
か
ら
ね
。

全
身
に
つ
や
が
な
く
て
、
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
て
粉
が
ふ
い

た
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
良
質
の
脂
肪
分
が
な

い
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
。

健
康
な
人
の
皮
膚
の
下
に
は
、
い
つ
も
き
れ
い
な
水
分
と

脂
肪
が
通

っ
て
き
て
い
て
、
毛
穴
か
ら
そ
れ
が
補
給
さ
れ
て

い
る
の
で
、
肌
が
し
っ
と
り
と
し
て
ッ
ャ
が
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
が
乾
燥
し
て
荒
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
い
ぃ
脂
肪

分
が
欠
乏
し
、
反
対
に
、
肌
を
荒
ら
す
よ
う
な
悪
い
脂
肪
を

摂

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
動
物
性
の
脂
肪
を
た
く
さ
ん
摂

つ
た
わ
け
で
す
。
妊
娠
中
に
、
肉
、
魚
、
卵
な
ど
を
摂
り
ま

し
た
か
？

Ｑ
／
は
い
。
毎
日
、
た
く
さ
ん
摂

っ
て
い
ま
し
た
。
栄
養

が
あ
る
と
思

っ
て
ま
し
た
か
ら
。
川
魚
も

い
け
な

い
の
で
す

か
？
　
い
く
ら
か
は
良

い
と

い
う
ふ
う
に
聞

い
て
い
る
の
で

す
が
…
。

―
―
私
は
、
す
す
め
ま
せ
ん
。
特
に
子
供
に
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
と
に
か
く
、
動
物
性
を

い
っ
さ
い
ゃ
め
て
、
お
か

ず
は
野
菜
と
海
草
だ
け
に
す
れ
ば
治
り
ま
す
よ
。

玄
米
正
食
を
始
め
る
と
、
皮
膚
の
奥
の
方
に
残
留
し
て
い

る
毒
素
が
押
し
出
さ
れ
て
く
る
の
で
、　
一
時
的
に
荒
れ
が
ひ

ど
く
な

っ
た
り
、吹
き
出
物
が
増
え
た
り
し
ま
す
よ
。
で
も
、

毒
素
が
消
え
て
し
ま
ぇ
ば
、
す
ぐ
、
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
／
こ
こ
２
、
３
日
の
間
、
ち
ょ
っ
と
症
状
が
ひ
ど
く
な

つ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
全
食
玄
米
を
食
べ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
て
、
夕
食
は
う
ど
ん
を
与
え
て
い
る
の
で
す
が
。

―
―

い
い
で
す
よ
。
こ
の
お
子
さ
ん
は
陽
性
で
す
か
ら
、

玄
米
だ
け
で
は
ち
ょ

っ
と
き
っ
す
ぎ
ま
す
。
た
だ
し
、
自
然

食
の
う
ど
ん
で
な
け
れ
ば
だ
め
で
す
。
麦
の
も
の
な
ん
か
も

い
い
で
す
よ
。

Ｑ
／
玄
米
に
麦
と
か
小
豆
、
大
豆
な
ど
を
い
れ
て
炊

い
て

も

い
い
で
す
か
？

―
―

こ
の
お
子
さ
ん
に
は
、
小
豆
は
い
り
ま
せ
ん
。
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Ｑ
／
小
豆
は
肌
を
き
れ
い
に
す
る
と
聞
き
ま
し
た
け
ど
。

大
豆
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

―
―
と
う
ぶ
ん
豆
科
の
も
の
は
摂
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

動
物
性
の
も
の
が
そ
う
と
う
入

っ
て
い
て
、
と
て
も
陽
性
な

お
子
さ
ん
で
す
か
ら
ね
。
み
そ
汁
も
す
ご
く
う
す
い
味
で
い

い
で
す
。

Ｑ
／
の
り
が
大
好
き
な
ん
で
す
が
…
。

―
―

い
い
で
す
よ
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
か
ら
。
欲
し
が
る
だ
け
あ
げ
て
い
い
で
す
。

Ｑ
／

コ
ン
プ
も
ひ
じ
き
も
大
好
き
で
す
が
…
。

―
―
海
草
類
は
な
ん
で
も
摂
ら
せ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
／
間
食
に
、
み
か
ん
や
ハ
チ
ミ
ツ
の
ア
メ
を
与
え
て
ま

す
が
…
…
。

―
―
果
物
や
甘
い
物
が
入
る
と
、
な
か
な
か
治
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
／
で
は
、
お
や
つ
に
何
を
あ
げ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

子
供
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
甘
い
も
の
を
欲
し
が
る
ん
で

す
が
。
―
―
た
い
へ
ん
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
心
を
鬼
に
し
て
、

砂
糖
や
ハ
チ
ミ
ツ
の
入

っ
た
も
の
、
果
物
は
や
ら
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
き
ち

っ
と
や
れ
ば
、
治
る
の
は
と
て
も

早
い
で
す
よ
。

症
状
が
そ
ん
な
に
ひ
ど
く
な
い
か
ら
、
親
の
方
も
つ
い
甘

く
な

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
先
日
、
私
の
と
こ
ろ
へ
来
た

お
子
さ
ん
は
、
湿
疹
で
皮
膚
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な

っ
て
い
て
す

ご
か
っ
た
。
そ
こ
ま
で
ひ
ど
く
な
る
と
、
お
母
さ
ん
も
真
剣

で
す
。
中
途
半
端
な
や
り
方
で
は
治
り
ま
せ
ん
か
ら
、
必
死

に
き
び
し
く
や
り
ま
し
た
。
お
宅
の
お
子
さ
ん
は
、
今
は
そ

う
ひ
ど
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し

っ
か
り
や
ら
な
い
と
、
ま
す

ま
す
ひ
ど
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。

Ｑ
／
は
い
、
努
力
し
て
み
ま
す
。
玄
米
せ
ん
べ
い
な
ど
は

ど
う
で
し
ょ
う
？

―
―

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
だ

っ
た
ら

玄
米
せ
ん
べ
い
で

も
食
べ
た
ら
、
か
ゆ
く
な
り
ま
す
。
陽
性
す
ぎ
る
ん
で
す
ね
。

Ｑ
／
何
も
あ
げ
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
で
も
、
お
や

つ
は
欲
し
が
る
の
で
、
困
る
ん
で
す
。
お
や
き
の
よ
う
な
も

の
も
ダ
メ
で
し
ょ
う
か
？

―
―
完
全
粉
を
使
わ
な
い
で
、
地
粉
だ
け
で
、
お
好
み
焼

き
の
よ
う
に
し
て
あ
げ
な
さ
い
。
あ
と
、
蒸
し
パ
ン
に
し
て

も
い
い
で
す
。

Ｑ
／
干
ぶ
ど
う
を
少
し
入
れ
て
も
い
い
で
す
か
？
ぜ
ん
ぜ

ん
入
れ
な
い
と
、
食
べ
な
い
ん
で
す
。

―
―
そ
う
い
う
く
せ
を
つ
け
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
ね
。
ま

あ
、
リ
ン
ゴ
と
干
し
ぶ
ど
う
は
少
量
使

っ
て
も
い
い
で
し
よ

う
。
治
り
が
お
そ
く
な
る
け
ど
、
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
と
、
せ
い
ぜ
い
ポ
ン
セ
ン
ぐ
ら
い
で
す
ね
。

Ｑ
／
飲
み
物
は
？

―
―

ハ
ト
麦
茶
が
い
ち
ば
ん
い
い
で
す
。

Ｑ
／
う
ど
ん
に
は
野
菜
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
食
べ
さ
せ
て

い
ま
す
。
味
噌
汁
の
具
は
油
で
い
た
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
い

い
で
し
ょ
う
か
？

―
―

い
い
で
す
。
野
菜
は
、
青
い
も
の
や
自
菜
、
大
根
、

も
や
し
な
ど
陰
性
な
も
の
を
使

っ
て
い
い
で
す
よ
。

Ｑ
／
体
温
が
少
し
低
い
の
で
陰
性
体
質
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
も
や
し
を
食
べ
さ
せ
て
い
い
ん
で
す

か
？―
―
大
丈
夫
で
す
。
こ
の
お
子
さ
ん
は
頭
が
少
し
絶
壁
だ

し
、
た
れ
日
だ
か
ら
、
陽
性
な
体
質
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、

欲
し
が
る
野
菜
は
な
ん
で
も
与
え
て
い
い
で
す
。

Ｑ
／
塩
気
は
ど
の
く
ら
い
が
い
い
で
し
ょ
う
か
？

―
―
濃
い
の
と
う
す

い
の
と
、
ど
ち
ら
が
好
き
で
す
か
？

Ｑ
／
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
う
す
味
の
方
が
好
き
で
す
。

―
―
陽
性
の
乾
疹
の
方
だ
か
ら
、
塩
気
は
う
す
く
て
い
い

わ
け
で
す
ね
。
陰
性
な
野
菜
を
た
く
さ
ん
と

っ
て
い
い
と
い

い
ま
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
季
節
に
と
れ
る
も
の
だ
け
で
す
よ
。

ハ
ウ
ス
栽
培
の
も
の
な
ど
は
い
け
ま
せ
ん
。

Ｑ
／
ど
う
し
て
も
大
食
に
な

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
が
…
。

―
―
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
さ
せ
れ
ば

い
い
で
す
。
女
の

子
さ
ん
だ
か
ら
、
す
こ
し
ぐ
ら
い
野
菜
を
食
べ
過
ぎ
た

っ
て

大
文
夫
で
す
よ
。

Ｑ
／
ほ
ん
と
う
に
よ
く
食
べ
る
ん
で
す
。

―
―
―
こ
の
時
期
の
子
供
は
、
だ
れ
で
も
よ
く
食
べ
ま
す
。

そ
う
心
配
し
な
い
で
い
い
で
す
。
お
か
ず
は
よ
く
食
べ
ま
す

か
？Ｑ
／
最
近
た
べ
ま
す
。
ひ
じ
き
蓮
根
で
も
な
ん
で
も
食
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
玄
米
児
だ
と
ね
、　
一
時
、
お
か
ず
を
ぜ
ん
ぜ
ん
食
べ

な
い
時
期
が
あ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
た
だ
、
玄
米
ば

か
り
を
食
べ
て
食
べ
て
食
べ
ま
く
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

Ｑ
／
玄
米
ご
は
ん
は
も
の
す
ご
く
好
き
で
す
。
で
も
、
そ

れ
ば
か
り
食
べ
て
い
る

っ
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
肌
の
荒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
ド
ク
ダ
ミ
の
葉
で
ふ

い
て
あ
げ
る
と
い
い
で
す
。

Ｑ
／
今
、
よ
も
ぎ
で
や

っ
て
い
ま
す
が
…
。

―
―
よ
も
ぎ
は
、
湿
疹
に
は
い
い
け
ど
、
乾
疹
に
は
強
す

ぎ
ま
す
。
ド
ク
ダ
ミ
の
方
が
い
い
で
す
。
か
げ
干
し
し
た
葉

を
煮
出
し
て
、
そ
の
汁
で
ふ
い
て
や
る
ん
で
す
。
な
け
れ
ば
、

大
根
や
き
ゅ
う
り
の
輪
切
り
を
使

っ
て
も
い
い
で
す
。

Ｑ
／
お
風
呂
は
、
よ
も
ぎ
湯
に
人
れ
て
い
る
ん
で
す
が
。

―
―
こ
の
お
子
さ
ん
な
ら
、
し
ょ
う
が
湯
に
入
れ
て
あ
げ

て
も
い
い
で
す
。
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Ｑ
／
石
け
ん
は
使

っ
た
ら
い
け
ま
せ
ん
か
？

―
―
ダ
メ
で
す
ね
。

Ｑ
／
石
け
ん
の
か
わ
り
に
何
か
使
え
ま
せ
ん
か
？

―
―
別
に
何
も
い
り
ま
せ
ん
よ
。
し
ょ
う
が
で
殺
菌
す
る

か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
い
い
で
す
。

Ｑ
／
夜
寝
る
時
に
、
と
て
も
か
ゆ
が
る
ん
で
す
が
…
。

―
―
か
ゆ
い
時
、
患
部
に
熱
が
あ
る
で
し
ょ
う
？
　
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
を
は

っ
て
あ
げ
る
と
い
い
で
す
。

Ｑ
／
あ

っ
た
ま
る
と
、
か
ゆ
く
な
る
よ
う
で
す
。

―
―
陽
性
の
病
気
だ
か
ら
、
あ

っ
た
ま
る
と
症
状
が
ひ
ど

く
な
る
ん
で
す
ね
。
大
根
の
輪
切
り
を
お
い
て
や

っ
て
も
い

い
で
す
よ
。

Ｑ
／
手
足
が
わ
り
に
冷
た
く
な
り
ま
す
。

―
―
そ
れ
は
昼
間
で
す
か
？

Ｑ
／
え
え
。
寝
て
か
ら
は
あ

っ
た
か
く
な
る
よ
う
で
す
。

―
―
丈
夫
な
子
供
は
、
昼
間
は
み
な
手
足
は
冷
た
い
で
す

よ
。
そ
し
て
、
寝
て
か
ら
ぼ
う

つ
と
あ
た
た
か
く
な
る
ん
で

す
。
そ
れ
で
普
通
な
ん
で
す
。
子
供
の
手
が
昼
間
か
ら
あ
た

た
か
か
っ
た
ら
、
な
に
か
病
気
が
あ
る
ん
で
す
。

Ｑ
／
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。
で
は
、
あ
ま
り
心
配
し
な
く

て
よ
ろ
し
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
食
品
の
酸
性
、
ア
ル

カ
リ
性

っ
て
い
う
こ
と
は
、
考
え
な
く
て
い
い
ん
で
し
ょ
う

か
？
・

の
り
を
も
の
す
ご
く
食
べ
る
ん
で
す
が
…
。

―
―
の
り
の
酸
な
ん
て
、
植
物
性
の
も
の
だ
か
ら
た
い
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
体
温
を
維
持
す
る
た

め
に
、
酸
性
食
品
も
必
要
な
ん
で
す
。
玄
米
だ

っ
て
酸
性
食

品
な
ん
で
す
よ
。
あ
る
程
度
、
酸
が
な
け
れ
ば
人
間
は
死
ん

で
し
ま
う
ん
で
す
。

た
だ
、
体
内
に
入

っ
て
、
強
酸
に
な
る
も
の
は
、
体
に
と

っ
て
毒
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
肉
な
ど
の
動
物
性
食
品
は
、

体
の
中
で
、
強
酸
の
も
の
を
出
す
の
で
、
よ
く
な
い
わ
け
で

す
、
玄
米
正
食
を
し
て
、
陽
性
と
陰
性
の
食
品
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
れ
ば
、
別
に
心
配
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
／
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。
バ
ン
な
ど
に
は
、
何
を

つ

け
た
ら
い
い
で
す
か
？

―
―
せ
い
ぜ
い
、
純
正
な
ゴ

マ
パ
タ
ー
く
ら
い
で
す
ね
。

で
も
、
お
宅
の
お
子
さ
ん
は
、
今
、
顔
が
少
し
黄
色
く
な

っ

て
い
て
、
黄
疸
症
状
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
油
が
原
因
で

肝
臓
を
や
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
う
い
う
時
は
、
ゴ

マ
バ

タ
ー
も
い
り
ま
せ
ん
。

私
の
家
で
は
、
パ
ン
を
焼

い
て
、
し
ょ
う
油
を
水
で
割

っ

た
の
を
さ

っ
と
塗

っ
て
食
べ
さ
せ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も

ゴ

マ
バ
タ
ー
を
食
べ
た
い
と
い
う
の
な
ら
、
自
ゴ

マ
よ
り
も

黒
ゴ

マ
の
も
の
を
使

っ
て
く
だ
さ
い
。
黒
ゴ

マ
の
方
が
油
分

が
少
な
い
で
す
か
ら
。

Ｑ
／
と
に
か
く
、
動
物
性
と
甘
い
物
、
果
物
を
や
め
て
、

玄
米
や
麦
の
も
の
と
あ

っ
さ
り
し
た
野
菜
を
摂
れ
ば
よ
ろ
し

い
ん
で
す
ね
。

―
―
そ
う
で
す
。
皮
膚
が
弱
い
の
は
、
甘

い
も
の
が
原
因

で
、
か
ぶ
れ
て
か
ゆ
い
の
は
動
物
性
の
毒
が
原
因
な
ん
で
す

か
ら
、
そ
の
両
方
を
き

っ
ち
り
や
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
お
子
さ
ん
の
場
合
は
、
動
物
性
の
も
の
の
蓄
積
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
陽
性
な
乾
疹
と
な

っ
て
で
て
き
て
い
る

ん
で
す
。
砂
糖
や
果
物
の
方
が
勝

っ
て
い
れ
ば
、
湿
疹
に
な

る
わ
け
で
す
。

体
の
シ
ン
に
熱
を
も

っ
て
い
る
の
で
、
か
ぶ
れ
が
乾
い
て

い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
乾
疹
の
で
て
い
る
間
は
、
か
な
り

陰
性
な
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
摂

っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
で

も
、
症
状
が
変
わ

っ
た
り
、
体
質
が
変
わ

っ
て
き
た
ら
、
そ

の
時
は
、
野
菜
の
摂
り
方
も
変
わ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
、

同
じ
も
の
を
同
じ
よ
う
に
食
べ
つ
づ
け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
、
食
箋
な
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
を
よ
く

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

主
食
も
、
玄
米
ば
か
り
で
は
き
つ
す
ぎ
て
、
乾
疹
が
よ
け

い
ひ
ど
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
自
然
発
酵
の
パ
ン

や
う
ど
ん
な
ど
を
適
当
に
与
え
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
／
自
然
発
酵
の
パ
ン
で
す
か
？
　
天
然
酵
母
入
り
と
は

ち
が
う
の
で
す
か
？

―
―
私
の
家
で
は
ね
、
天
然
酵
母
も
イ
ー
ス
ト
も
使
わ
な

い
で
、
地
粉
を
た
だ
温
湯
で
ね

っ
て
、
ぬ
れ
布
巾
を
か
け
て

１
時
間
く
ら
い
ね
か
せ
て
お
い
て
、
そ
れ
を
焼

い
て
食
べ
さ

せ
て
い
ま
す
。
か
た
さ
は
、
ぬ
る
ま
湯
の
量
で
調
節
し
ま
す
。

Ｑ
／
天
然
酵
母
の
パ
ン
で
も
ダ
丼
で
す
か
？

―
―
食
箋
を
き

っ
ち
り
と
守

っ
て
、
病
気
を
ほ
ん
と
う
に

早
く
治
そ
う
と
思
う
な
ら
、
そ
の
期
間
は
食
べ
な
い
ほ
う
が

い
い
で
す
。
で
も
、
あ
ま
り
食
べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば

少
し
ぐ
ら
い
い
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
／
ま
じ
め
に
や

っ
た
ら
ど
の
く
ら
い
で
治
り
ま
す
か
？

―
―
早
い
で
す
よ
。
ひ
と
月
も
か
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
／
治

っ
て
、
ま
た
変
な
も
の
食
べ
た
ら
、
ま
た
症
状
が

で
て
き
ま
す
か
？

―
―
も
ち
ろ
ん
で
す
。
病
気
を
治
す
た
め
だ
け
に
、
玄
米

を
食
べ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
食
養
の
意
味
を
よ

く
お
考
え
に
な

っ
て
、
し

っ
か
り
が
ん
ば

っ
て
や
っ
て
く
だ

さ
い
。
Ｑ
／
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（昭
和
５５
年
３
月
２
日
の
健
康
相
談
講
習
会
よ
り
。
文
責
／

曽
我
部

一
美
子
）
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●
１
月
２５
日
（日
）３
時
か
ら
『新
年
会
』

沼
田

勇
先
生
（聾
欝
Ｊ

講
演
／

沼
田
先
生
は
、
戦
前
、
社
団
法
人

・
食
養
会
の
医
務
部
で

林
仁

一
郎
先
生

（故
人
）
、
藤
田
正
直
先
生
、
河
内
省

一
先

生
な
ど
と
と
も
に
活
躍
さ
れ
た
、
玄
米
運
動
の
先
達
で
す
。

桜
沢
如

一
先
生
は
、

「食
養
料
理
法
』
の
あ
と
が
き
に
、

書
い
て
い
ま
す
。　
倉

〕
内
は
編
注
）

「
い
よ
い
よ
ア
ト
十
数
日
で
日
本
を
去
る
、
と
云
う
九
月
十

七
日

〔昭
２８
〕
、
私
は
天
野

〔慶
之
＝
現

。
東
京
水
産
大
学

長
〕
、
丸
山

〔博
＝
元

・
阪
大
教
授
〕
、
ク
レ
マ
ン

〔河
内

省

一
＝
河
内
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
〕
の
三
ド
ク
タ
ー
と
…
…
七

人
で
伊
豆
大
仁
の
沼
田
博
士
を
た
ず
ね
ま
し
た
。
…
…

御
料
理
も
サ
ス
ガ
ニ
生
化
学
の
大
家
、
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ

の
発
見
者
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
の
権
威
の
お
宅
だ
け
あ

っ
て
リ
ッ

パ
な
も
の
で
し
た
。
…
…
私
は
リ
マ

〔桜
沢
里
真
先
生
〕
の

分
ま
で
二
人
前
た
べ
た
。
…
…
温
泉
に
ユ
ッ
ク
リ
四
十
年
プ

リ
■
ノ
ビ
ノ
ビ
入
っ
て
…
…
爽
快
な
コ
ト
こ
の
上
な
し
、
…

…
ス
ッ
カ
リ
い
い
気
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
…
…
」

こ
の
お
料
理
は
、
沼
田
先
生
の
姪
の
、
の
ち
の
大
森
夫
人

が
手
伝

っ
た
そ
う
で
す
。

沼
田
先
生
は
、
食
養
会
時
代
か
ら
の
桜
沢
先
生
を
知
る
、

生
き
証
人
の
お

一
人
で
す
。
ど
ん
な
話
が
出
る
か
、
分
か
り

ま
せ
ん
。
乞
御
期
待
。
演
題
は

「食
養
の
あ
ゆ
み
」
。

新
年
会
に
は
、
桜
沢
里
真
先
生
、
牛
尾
盛
保
先
生
ほ
か
、

多
数
参
加
さ
れ
ま
す
。
料
理
の
都
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
必

ず
前
も

っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
巻
末
色
ペ
ー

ジ
参
照
。

●
料

理

教

室

修

了

試

作

会

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
本
部
の
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー

秋
期
の
修
了
試
作
会

（第
２８
回
）
が
、
１２
月
７
日
（日
）
の
１２

時
か
ら
と
４
時
か
ら
の
２
回
に
分
け
て
開
か
れ
、
校
長
の
桜

沢
里
真
先
生
、
浮
津
宏
子
先
生
か
ら
講
評
が
あ
り
、
桜
沢
里

真
先
生
か
ら
各
級
免
状
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。
お
名
前
は

次
の
通
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（敬
称
略
）

＊
初
級
―
―
上
原
イ
ツ
ミ
、
家
田
喜
珠
榮
、
竹
中
千
品
、
山

本
祐
希
、
梅
津
文
子
、
神
田
芳
子
、
橋
詰
ほ
な
み
、
本
川
光

世
、
渡
辺
幸
子
、
黒
崎
洋
子
、
黒
木
登
志
子
、
平
井
光
子
、

藤
井
友
子
、
加
藤
忠
子
、
尾
形
瀧
子
、
小
島
恵
美
子
、
大
場

節
子
、
一局
橋
信
子
、
椛
澤
菊
江
、
下
田
ま
り
子
、
市
倉
和
子
、

小
豆
沢
薫
、
須
藤
恵
子
、
松
井
和
佳
子
、
鳥
井
よ
う
子
、
鈴

木
克
博
、
寺
田
令
子
、
増
田
稲
子
、
石
井
潤
子
、
黒
田
秀
子

＊
中
級
―
―
別
府
み
ど
り
、
上
田
清
子
、
井
出
照
子
、
竹
内

久
美
子
、
大
野
邦
子
、
一品
倉
昌
子
、
高
倉
裕
子
、
湯
川
久
子
、

小
町
美
智
子
、
家
田
喜
珠
榮
、
岩
間
香
衣
子
、
一品
本
美
恵
子
、

福
富
敬
子
、
橋
詰
は
な
み
、
本
間
英
子
、
舘
上
あ
い
、
渋
沢

は
る
、
重
松
昌
子
、
大
野
清
子
、
五
鳥
久
男
、
広
瀬
ま
り

＊
上
級
―
―
佐
古
雅
乃
、
上
田
清
子
、
大
野
邦
子
、
松
田
弘

子
、
安
藤
サ
ツ
、
金
真
理
子
、
三
荷
忠
夫
、
中
村
由
美
子
、

飯
田
裕
理
、
高
野
文
、
水
崎
和
子
、
野
尻
多
圭
子
、
秋
月
和

子
、
真
野
尚
子
、
石
井
愛
子
、
渋
沢
は
る
、
栗
原
佳
子
、
塚

田
佐
喜
子
、
南
条
容
子
、
宇
塚
栄
子
、
井
上
禎
子
、
有
尾
洋

子＊
師
範
―
―
篠
原
や
す
江
、
大
西
恭
子
、
安
藤
ゆ
り
、
大
野

邦
子
、
佐
藤
文
子
、
広
島
ま
さ
枝
、
藤
井
カ
ネ
子
、
飯
田
敏

乃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
月
授
与
を
含
む
）

●日時/昭和56年 2月 7日 (土 )～ 11日 (水・祝)
●会場/信州野沢温泉「ふるさと」●026985・ 2241
0費用/通 し参加 16,Kll10円 (4泊 5日、8食付)
部分参加 1日 4,500円 (1泊 2日 、2食付)

●食事/玄米正食 (食事当番が1～ 2回あります。)
●申込み/参加期間を明記して、費用を添えて下記へ。
●締切り/1月 31日必着 (た だし、定員30名 になり次

第、締切ります。電話予約は不可)

●申込み先/松田倶幸 (「里味」〒370 高崎市京目町
112}2 80273・ 53・ 0710)

●問合せ/「里味」松田倶幸、日本CI協会 (曽我部)

九 周 年 記 念 新 春 大講 演 会

大 森 英 桜 先 生

日時 :昭和56年 1月 25日 (日 )10時～16時

演題 :第 1部 10:00～ 12:30「 子供の体質改善
と食養法」 第2部13:30～ 16:∞「腎臓病 と
人工透析及び治し方」

会費 :1部につき1000円 1-2部両方1500円
会場 :岐阜市神田町2岐阜商工会議所5階
お問合せ,お申込み :岐阜健康自然食品センター

〒502岐阜市長良崇福寺町2●0582-32-0631
締切り :1月 20日 ただ し、定員120名 になり次
第、 じめ切らせていただきます。
※大森先生の個人指導をうけたい方はお早めに

お申し込み下さい (5名限り)



GOテ キス ト・ シリーズ

無双原理『易』

―
実 用 弁 証 ト ー

(3)  (前けよりつづく)

女ロ桜  沢
(表記を一部、改めました)

私
は
、　
西
洋
の

（
あ
る
い
は
近
代
の
）

哲
学
や
科
学
を
専
攻
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、　
易
を
形
而
上
学
と

か
、
哲
学
と
か
呼
ん
で
、
近
代
的
な
教
育
を
受
け
た
人
々
か
ら
間
違
い
と
見
ら
る
る
よ
う
な
物
言
い
を
た
び
た
び

す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
辺
は
、
寛
大
な
御
同
情
を
も

っ
て
御
指
導
く
だ
さ
ら
ん
こ
と
を
切
に
お
願
い
す
る
。

で
き
る
だ
け
注
意
は
す
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
つ
い
、
あ
る
い
は
や
む
な
く
、
現
代
製
の
、
西
洋
の

新
し
い
呼
び
方

（
た
と
え
ば
、
潜
在
意
識
の
ご
と
き
文
字
）
を
借
用
は
す
る
が
、
本
書
で
云
う
と
こ
ろ
の
す
べ
て

の
用
語
は
、
私
独
特
の
定
義
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
通
俗
な
常
識
的
な
意
味
を
し
か
も

っ
て
い
な
い
も
の

で
あ
る
。
深
い
専
門
学
者
の
用
い
る
よ
う
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
お
断
り
し
て

お
く
。

（第

一
章
終
り
）

第

二
章

　
無

双
原

理

と
十

二
定

理

本
章
に
お
い
て
は
、
無
双
原
理
と
、
そ
の
十
二
定
理
が
提
供
さ
れ
る
。
宇
宙
を
陰
陽
に
分
別

す
る
出
発
点
、
運
動
そ
の
も
の
の
起
源
、
陰
陽
の
図
解
、
科
学
と

『
全
学
』
の
差
、
科
学
の
近

ま

て
ん
ろ
う

代
摩
天
楼
と
、
易
の
古
代
摩
天
閣
の
比
較
、
無
双
原
理
の
証
明
法
、
老
子
の
い
う
陰
陽
宇
宙
生

成
方
程
式
―
―
無
双
原
理
表
解
お
よ
び
、
そ
の
使
用
法
が
示
さ
れ
る
。

ば
ん
よ

つ

『宇
宙
万
物
は
、
陰
陽
よ
り
成
る
』

こ
れ
が
、
万
有
無
双
原
理
で
あ
る
。
無
双
原
理
と
い
う
の
は
、
西
洋
科
学
の
公
理
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
単
に

一
つ
の
、
し
か
も
全
哲
学
、
全
科
学
に
も
通
じ
、
い
っ
さ
い
の
根
本
原
理
、
中
枢
原
理
で
あ
る
と
い

う
広
大
な
意
義
と
価
値
を
も

っ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
西
洋
科
学
に
い
う
と
こ
ろ
の
公
理
と
は
異
な
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
科
学
と
の
比
較
は
後
章
で
述
べ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
原
理
お
よ
び
定
理
を
列
挙
す
る

こ
と
を
急
ご
う
。

私
の
い
う
定
理
も
、　
だ
い
た
い
、　
西
洋
科
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
も
の
の
ご
と
き
意
味
を
有
す
る
が
、　
こ
れ
ま

た
、
全
科
学
、
全
哲
学
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
列
挙
す
る
定
理
も
、
右

の
公
理
も
、
す
べ
て
原
理
で
あ
る
と
こ
ろ
は
同
様
で
あ
る
が
、
上
記
の
原
理
は
、
ま
っ
た
く
根
本
唯

一
無
双
の
公
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理
で
、
他
の
原
理
、
す
な
わ
ち
定
理
は
、
す
べ
て
右
無
双
原
理
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
説
明
的
、
演
繹
的
原
理
で
あ

る
。
右
根
本
無
双
原
理
さ
え
完
全
に
分
か
れ
ば
、
他
の
原
理
は
容
易
に
引
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

右
陰
陽
の
符
号
を
、
〓
お
よ
び
〓
と
す
る
。

定
理

（
一
）
　

陰
陽

（以
下
、
陰
陽
を
陰
極
と
陽
極
と
す
る
も
可
）
を
生
ず
る
も
の
は
実
有
で
あ
る
。

定
理

（
二
）
　

陰
陽
は
、
実
有
よ
り
不
断
に
派
生
し
、
分
極
し
、
相
関
往
来
し
、
栄
盛
し
、
不
断
に
実
有
に

帰
入
消
滅
す
る
。

こ
の
実
有
は
、
太
極
、
無
極
、
空
、
虚
空
、　
無
限
、　
絶
対
、　
永
遠
な
ど
と
呼
ば
れ
る
宇
宙
万
物
の
本
質
で
あ

る
。
こ
の
実
有
が
陰
陽
を
生
ず
る
現
象
を
、
分
極
作
用
と
呼
ぼ
う
。

定
理

（
三
）
　

陽
は
求
心
、
圧
縮
の
性
を
有
し
、
陰
は
遠
心
、
拡
散
の
性
を
有
し
、
お
の
お
の
、
そ
の
性
反

対
な
り
。

陽
の
求
心
圧
縮
力
は
、
自
然
の
結
果
と
し
て
、
音
、
熱
、
光
、
重
さ
と
い
う
現
象
に
現
わ
れ
る
。

陰
の
遠
心
拡
散
力
は
、
寒
さ
と
い
う
現
象
、
軽
さ
と
い
う
現
象
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。

定
理

（
四
）
　

陽
は
陰
を
、
陰
は
陽
を
互
い
に
牽
引
す
。

定
理

（五
）

森
羅
万
象
は
、
あ
ら
ゆ
る
比
例
に
お
い
て
陰
陽
を
荷
帯
せ
る
実
有
大
極
の
、
複
雑
に
し
て
無

数
な
る
微
分
子
の
集
合
体
な
り
。

わ
れ
わ
れ
が
宇
宙
と
呼
ん
で
い
る
も
の
、
ま
た
実
は
こ
の
大
極
の
一
微
塵
亀
に
過
ぎ
な
い
。

定
理

（六
）

森
羅
万
象
は
、
単
に
種
々
な
る
程
度
の
動
的
均
衡
を
示
す
陰
陽
の
集
合
体
な
り
。

一
物
と
い
え
ど
も
、
不
動
、
も
し
く
は
安
定
す
る
な
し
。
す
べ
て
は
、
不
断
永
劫
の
変
化
、
運
動
に
あ
り
。
な

ん
と
な
れ
ば
、
太
極
実
有
の
分
極
作
用
、
す
な
わ
ち
森
羅
万
象
の
根
元
が
、
無
始
、
無
休
、
無
終
な
る
が
た
め
な

いン
。
定
理

（七
）
　

絶
対
的
陰
、
も
し
く
は
絶
対
的
陽
な
る
事
物
は
存
在
せ
ず
。

（陰
と
い
い
、
陽
と
い
う
は
、
相
対
的
な
り
。
す
べ
て
は
陰
陽
の
集
合
な
り
）

定
理

（八
）
　

一
物
も
中
性
な
る
も
の
な
し
。
必
ず
陰
ま
た
は
陽
に
多
寡
あ
り
。

分
極
作
用
、
凝
集
作
用
、
不
断
に
進
展
し
、
到
る
と
こ
ろ
に
行
わ
る
る
ゆ
え
な
り
。

定
理

（九
）
　

森
羅
万
象
相
互
間
の
引
力
は
、
各
対
者
間
の
異
性

（陰
陽
）
量
の
差
に
比
例
す
。

定
理

（十
）
　

同
名
の
性
は
、
相
排
斥
す
。
同
性
の
二
物
の
排
斥
力
は
、
そ
の
差
に
逆
比
例
す
。

定
理

（十

一
）
　

陰
極
ま
り
て
陽
生
じ
、
陽
極
ま
り
て
陰
生
ず
。

定
理

（十
二
）
　

万
物
、
そ
の
内
奥
に
陽
を
荷
帯
し
、
外
側
に
陰
を
荷
帯
す
。

注

こ
の
本
の
日
本
語
版
を
出
し
た
昭
和
十

一
年
に
桜
沢
先
生

は
、
満
四
十
二
歳
。
こ
の
章
は
、
そ
の
前
よ
り
も
、
漢
語
を

多
く
使
い
、
文
語
調
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
執
筆
時
期
が
違

う
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。　
一
部
に
、
欧
文
風
の
文
章
構
造
が

見
ら
れ
る
の
は
、
以
前
の
章
と
同
じ
で
あ
る
。

む
ず
か
し
い
言
葉
が
多

い
が
、
国
語
辞
書
類
に
あ
た
れ
ば

分
か
る
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は

″注
″
を

つ
け
な
い
。

２２
頁
＝
行
　
無
双
原
理
表
解
…
…

″表
解
″
と
は
、
辞
書
に

見
あ
た
ら
な
い
が
、
　
″図
解
″
に
対
す
る
言
葉
で
、
　
″表

に
よ
る
解
説
″
の
意
味
か
。

２２
頁
１５
行

　

（
一
）
易
の
無
双
原
理
…
…

（
二
）
が
な
い
の

で
、
仮
に
、
こ
れ
を
省
略
し
た
。

２２
頁
１６
行
　
公
理
…
…

『岩
波
理
化
学
辞
典
』
第
３
版
冗
菫

に
、

「演
繹
的
な
理
論
体
系
に
お
い
て
、
そ
の
出
発
点
と

し
て
設
定
さ
れ
る
規
約

（
一
種
の
基
本
法
則
）
を

い
い
、

そ
れ
自
体
の
な
か
に
論
理
的
矛
盾
を
含
ま
な
い
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

〔前
夭
四
―
前
三
こ

が
用

い
始
め
た
語
で
、
古
く
は
自
明
の
真
理
の
意
と
さ
れ
た
が
、

真
理
と
は
何
か
と
反
省
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
、

上
述
の
よ
う
な
規
約
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
。

〔後
略
〕
」

２２
頁
１９
行
　
定
理
…
…

『世
界
大
百
科
事
典
』

（平
凡
社

死

套
）
に
、

「数
学
に
お
い
て
公
理
か
ら
三
段
論
法
に
よ

っ

て
演
繹
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
証
明
さ
れ
る
命
題
は
、
す

べ
て
定
理
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
通
常
、
他
の
い

ろ
い
ろ
な
命
題
を
証
明
す
る
の
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
重
要

と
思
わ
れ
る
も
の
…
…
を
定
理
と
す
る
。
…
…
幾
何
学
の

円
周
角
不
変
の
定
理
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
、
パ
ス
カ
ル

の
定
理
、
代
数
学
の
基
本
定
理
、
微
分
積
分
学
の
平
均
値
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定
理

（
五
）
以
下
は
、　
す
べ
て

（
一
）
な
い
し

（
四
）

か
ら
演
繹
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、　
定
理

（十
二
）
は
、
定
理

（
三
）
の
、
定
理

（八
）
は
、
定
理

（
一
）
の
自
然
的
な
結
果
に
過
ぎ
な
い
。

Ｘ

以
上
の
ご
と
き
、　
一
な
い
し
十
二
の
定
理
と
い
う
形
式
は
、
在
来
の
書
に
は
な
い
。
ま
っ
た
く
私
の
作
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
、
私
の
発
明
、
創
作
と
は
云
い
難
い
。
な
ぜ
か
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
無
双

原
理
の
包
含
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
二
、
三
は
、
す
で
に
老
子
の
道
徳
経
に
現
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

Ｘ

陰
陽
分
極
作
用
を
平
面
的
に
図
解
す
れ
ば
、　
一
つ
の
円
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
図
の
ご
と
し
。
円
は
、
実

有
を
表
わ
す
。
（定
理

一
）

陽
極

陰
は
、
遠
心

・
拡
散

ｏ
上
昇
力
を
も

っ
て
い
る
か
ら
、
上
に
上
り
、
陽
は
、
求
心

・
圧
縮

・
下
降
力
を
も
っ
て

い
る
か
ら
、
下
に
な
る

（定
理
三
）。
上
半
円
は
陰
性
、
下
半
円
を
陽
性
と
す
る
。
横
断
線
、
（
イ
）
―
―

（
口
）

は
、
陰
陽
の
最
も
稀
薄
な
る
度
を
表
わ
し
、
両
極
は
、
最
も
極
力
な
る
度
を
示
す
。
今
、
上
半
円
、
す
な
わ
ち
陰

界
の
一
点

（
１
）
な
る
程
度
の
陰
性
を
、　
さ
ら
に
強
め
れ
ば
、　
つ
い
に
陰
極
に
達
す
る
が
、　
さ
ら
に
こ
れ
を
強

め
れ
ば
、
か
え
っ
て

（
２
）
を
経
て
陽
界
に
入
り
、
つ
い
に
は

（３
）
を
経
て
陽
極
に
達
し
て
し
ま
う

（定
理
十

一
）
。
陰
陽
は
相
引
く
が
、
分
極
し
て
初
め
て
存
在
す
る
も
の
ゆ
え
、
合
体
す
れ
ば
、
円
の
中
心
の
本
体
実
有
に
没
入

し
て
消
滅
す
る
。
そ
の
牽
引
作
用
は
、
ゆ
え
に
、
そ
の
円
周
上
に
↓
２
↓
３
↓
４
の
ご
と
き
矢
の
方
向
と
し
て
示

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
陰
陽
相
引

・
円
運
動
は
、
無
始

。
無
終

（定
理
六
）
な
る
が
ゆ
え
に
、
陰
陽
あ
る
と
こ

ろ
、
必
ず
回
転
運
動
あ
り
。

Ｘ

定
理
…
…
。
」

前
掲
の

『岩
波
理
化
学
辞
典
』

″法
則
″
の
項
は
、

「自
然
科
学
で
は
、
自
然
現
象
間
に
成
り
立

つ
関
係
を
さ

し
、
定
律
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
…
…
法
則
の

中
に
は
、
成
立
す
る
条
件
、
厳
密
性
な
ど
に
つ
い
て
種
々

の
程
度
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。
特
殊
な
法
則
は
、
よ
り

一

般
的
な
法
則
か
ら
演
繹
さ
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
り
、
ほ

か
の
法
則
か
ら
演
繹
さ
れ
な
い
基
本
的
な
法
則
は
少
数
で

あ
る
。　
一
般
的
な
法
則
の
間
の
関
連
を
記
述
す
る
論
理
体

系
を

〃理
論
″
と
い
う
。
他
の
、
よ
り
基
本
的
な
法
則
に

還
元
で
き
な
い
法
則
の
こ
と
を
″原
理
″
と
呼
ぶ
こ
と
が

あ
る
。
…
…
な
お
、
数
学
で
基
本
法
則
と
い
わ
れ
る
も
の

は

″公
理
″
で
あ

っ
て
、
自
然
科
学
の
経
験
的
法
則
と
は

区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

″原
理
″
に
つ
い
て
は
、

「自
然
科
学
で
は
、　
一
般
に
あ
る
理
論
体
系
の
基
礎
と
な

る
命
題
を

い
う
。
経
験
的
事
実
と
矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
原
理
の
内
容
は
直
接
実
験
と

比
較
さ
れ
る
も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
理
論
構
成
の
方

向
あ
る
い
は
枠
を
示
す
性
格
の
も
の
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

…
…
ほ
か
の
法
則
、
理
論
に
帰
着
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な

い
最
も
基
本
的
な
法
則
を
広
く
原
理
と
で
２
」と
も
あ
り
、

個
々
の
も
の
に
は
歴
史
的
習
慣
に
よ

っ
て
原
理
、
理
論
、

法
則
な
ど
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
」

こ
の
辞
典
に
は
、
　
″定
理
″
の
項
目
は
な

い
。
″定
理
″

は
、
数
学
の
分
野
の
言
葉
と
思
わ
れ
る
。

２３
頁
４
行
　
定
理

（
一
）
…
…

一
九
六
六
年
、
桜
沢
先
生
が

亡
く
な
る
直
前
に
発
表
さ
れ
た
「世
界
恒
久
平
和
へ
の
道
』

の
付
録
で
は
、
こ
の
十
二
定
理
は
、
次
の
よ
う
に
表
現
さ

れ
て
い
る
。

（
刊
行
中
。
千
円
、
〒
二
〇
〇
円
）

第一図

陰
極
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さ
ら
に
、
こ
れ
を
立
体
的
に
図
解
す
れ
ば

陰
陽
の
根
元
実
有
を
表
わ
す
に
、　
一
つ
の
球
体
を
も

っ
て
す
。

≡

（第
二
図
参
照
）

第
二
図
に
お
け
る
球
体
は
、
〓
―
―

〓
を
軸
と
し
、
〓

―
―
〓
の
自
転
運
動
を

な
す
も
の
と
す
。　
し
こ
う
し

て
、
陰
の
遠
心

・
拡
散
―
―
寒
冷
―
―
静
寂
を
、
こ
の
球
体
を
上
下
に
貫
く
軸
の
両
端
極

（
〓
）
に
表
わ
し
、
陽

（
〓
）
の
求
心
―
―
圧
縮
―
―
温
熱
―
―
活
動
を
、
球
の
中
央
、
〓̈
↓
〓
の
回
転
地
帯
に
表
わ
す
。

今
、
こ
の
陰
陽
球
表
面
の
一
点

（
ｘ
）
に
、
陰
性
な
る

一
気
体
あ
り
と
せ
ん
か

（水
蒸
気
を
連
想
す
る
も
可
な

り
）、
そ
は
、　
性
陰
な
る
が
ゆ
え
に
陽
極
に
引
か
れ
、　
こ
の
熱
帯
に
達
し
、
陽
気
を
受
け
、
陽
性
を
多
分
に
吸
収

せ
る
が
ゆ
え
に
陰
極
に
引
か
れ
、
寒
帯
に
達
す
る
や
、
比
較
的
陽
気
を
帯
び
た
る
ゆ
え
に
自
然
、
下
向
し
、
ふ
た

た
び
原
点

（
ｘ
）
に
帰
着
す
べ
し
。
こ
の
転
帰
運
動
は
、
定
理
十

一
の
証
明
で
あ
る
。
こ
の
転
帰
運
動
の
往
路
と

還
路
は
、
図
解
を
易
く
す
る
た
め
、
地
上
と
天
上
と
ほ
ど
離
れ
て
い
る
が
、
実
際
的
に
は
、
ま
っ
た
く
密
接
平
行

す
る
二
線
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
こ
う
し
て
、
か
く
の
ご
と
き
転
帰
運
動
は
、
単
に
一
双
、
存
在
す
る
の
で

な
く
、
無
限
の
層
を
な
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

ま
た
、
陰
陽
球
の
表
面
の
み
を
右
の
ご
と
く
考
察
せ
ず
に
、　
内
部
を
考
え
る
と
、　
内
部
の
中
心
は
陽
の
中
枢

で
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
外
表
は
す
べ
て
陰
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
内
部
２
〓
中
枢
と
全
外
表
と
の
間
に
も
、
外
表
蓋
極
と
〓
極
と
の
間
に
あ
る
ご
と
き
回
転
運

動
が
、
不
断
に
無
限
の
層
と
程
度
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
水
が
地
上
と
地
下
を
回
転
し
て
い
る
の
に
、
た
と

え
ら
れ
よ
う
。

五
十
世
紀
以
上
も
昔
に
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
高
原
を
移
動
し
つ
つ
東

へ
東

へ
と
数
千
年
間
に
動
い
て
き
た
大
民
族

集
団
の
首
長
で
あ
っ
た
伏
義
と
い
う
神
話
的
人
物
の
発
見
し
た
陰
陽
無
双
原
理
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
訂
正
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
最
大
最
高
の
尊
敬
を
う
け
、
東
亜
無
数
の
民
に
よ
り
、
人
類
の
行
路
を
照
ら
す
太
陽
の
ご
と
く

第二図

万

有

無

双

原

理

―
―
そ
の
十
二
定
理

―
―
形
而
下
の
相
対
有
限
界
を
支
配
す
る
原
理

（
一
）
万
物
は
陰
陽
の
様
々
な
る
配
合
よ
り
成
り
立

つ
。

（
二
）
陰
陽
は
無
限
よ
り
不
断
に
、
無
限
の
ス
ピ
ー
ド
を

も
っ
て
噴
出
拡
散
し
、
相
関
、
交
感
、
往
来
、
生

滅
し
、
無
限
に
帰
入
す
る
。

（一一一）
陽
は
求
心
、
圧
縮
性
を
も
ち
、
陰
は
遠
心
、
拡
散

性
を
も

つ
。

（
そ
の
結
果
、
自
然
に
陽
は
音
、
重

さ
、
熱
、
光
と
云
う
現
象
を
生
む
。
陰
は
そ
の
反

対
、
静
か
さ
、
軽
さ
、
寒
冷
、
暗
さ
を
生
む
）

陽
は
陰
を
、
陰
は
陽
を
引
く
。

万
物
、
万
象
は
あ
ら
ゆ
る
比
に
陰
陽
を
荷
帯
せ
る

微
粒
子
が
、
あ
ら
ゆ
る
度
合
と
次
元
に
お
い
て
結

＾

合
せ
る
モ
ノ
な
り
。

（全
て
の
宇
宙
は
こ
の
結
合

の
大
集
団
で
あ
る
が
、
そ
の
全
て
を
合
し
て
も
無

限
の
中
で
は
、
微
粒
子
に
す
ぎ
な

い
。
）

（六
）
万
物
万
象
は
種
々
な
る
比
と
、
度
の
間
の
動
的
な

カ
リ
ソ
メ
ノ
均
衡
を
示
す
陰
陽
の
集
合
体
で
あ
る
。

（七
）
絶
対
的
陰
、
ま
た
は
絶
対
的
陽
な
る
モ
ノ
は
存
在

し
な
い
。

（八
）

一
物
も
中
性
な
る
モ
ノ
な
し
。
必
ず
陰
ま
た
は
陽

の
多
寡
あ
り
。

（九
）
万
物
、
万
象
相
互
間
の
引
力
は
、
各
対
者
間
の
陰

陽
差
に
比
例
す
。

（十
）
同
名
の
性
は
相
剋
、
相
反
す
。
同
性
の
排
斥
力
は
、

二
者
の
陰
、
ま
た
は
陽
性
の
差
に
逆
比
例
す
。

（十

一
）
陰
は
陽
を
生
じ
、
陽
は
陰
を
生
ず
。

（十
二
）
万
物
そ
の
内
奥
に
陽
を
蔵
し
、
外
面
に
陰
を
負

五 四
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仰
が
れ
て
き
た
。

最
近
、　
地
球
の
反
対
側
に
台
頭
し
た
科
学
は
、　
か
く
の
ご
と
き
最
高
無
双
原
理
の
探
究
は
、　
ほ
と
ん
ど
不
可

能
と
し
て
、
謙
遜
に
も
、
あ
き
ら
め
て
い
る
が
、
『科
』
学
が

『全
』

き
学
た
る
た
め
に
は
、　
必
然
的
に
全
て
の

科
学
が
綜
合
さ
れ
、
そ
の
全
て
の
分
析
的
探
究
が
終
結
を
告
げ
、
役
目
を
は
た
し
、
無
用
に
帰
す
る
こ
と

（す
な

わ
ち
、
『科
』
学
が

『全
』
学
に
吸
収
消
化
さ
れ
る
こ
と
）
を
要
す
る
。
要
す
る
に
、
科
学
は
、
完
成
さ
れ
た
暁
に

は
、
科
学
た
る
こ
と
を
失
い
、
全
学
と
な
り
、
唯

一
無
双
の
根
本
原
理
を
荘
厳
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
西
洋
の
最
も
優
れ
た
科
学
者
の
言
が

一
致
し
て
い
る

（
ラ
プ
ラ
ー
ス
、　
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ポ
ア
ン
カ
レ
な

ど
）
。
科
学
と
全
学
の
相
違
は
、
『
足
場
』

ま
た
は

『材
料
』
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た

『摩
天
閣
』
の
大
建

築
物
と
の
相
違
で
あ
る
。

西
洋
科
学
は
、　
今
や
基
礎
工
事
を
終
り
、　
徐
々
に
そ
の
骨
を
組
み
、　
煉
瓦
を

一
つ
一

つ
、
克
明
に
積
み
重
ね
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
天
を
摩
す
る
最
高
楼
が
、
幾
世
紀
の
後
に
完
成
す
る
か
―
―

（
そ

れ
は
、
永
久
に
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
、
と
ド
イ
ツ
の
碩
学
、
デ

ュ
。ボ
ア
・
レ
ー
モ
ン
は
断
言
し
て
い
る
が
）
―
―

西
洋
科
学
の
学
徒
は
、
そ
ん
な
未
来
の
遠
さ
に
絶
望
す
る
こ
と
な
く
、
孜
々
と
し
て
探
究
を
進
め
つ
つ
あ
る
。

し
か
る
に
、
五
十
世
紀
の
昔
、
支
那
大
陸
の
噴
野
を
移
住
し
歩
い
て
い
た
原
始
民
族
の
首
長
ら
が
、
全
く
別
の

方
法
で
、
他
の
摩
天
楼
、
『易
』
を
完
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
太
古
の
古
色
蒼
然
た
る
摩
天
楼

『易
』
は
、　
そ

の
外
貌
の
、
あ
ま
り
に
怪
奇
な
る
と
、
ど
こ
か
ら
で
も
、
い
つ
で
も
眺
め
ら
れ
、
東
洋
の
人
々
が
、
あ
ま
り
に
親

し
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
の
と
、
そ
の
所
在
が
、
あ
ま
り
に
遠
く
、
か
つ
、
瞼
岨
を
き
わ
め
て
い
る
た
め
に
、
攀
登

を
試
み
よ
う
と
す
る
者
が
な
い
の
で
あ
る
。

太
古
の
蒼
然
た
る
摩
天
楼

『易
』
に
も
あ
れ
、
近
代
科
学
の
絢
爛
な
摩
天
楼
に
も
あ
れ
、
そ
の
目
的
と
す
る
と

こ
ろ
は
、
人
知
の
最
高
を
究
め
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

建
築
の
方
法
こ
そ
正
反
対
で
あ
れ
、　
摩
天
楼

『易
』

は
、
五
十
世
紀
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上
以
前
に
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
こ
れ
を
、
そ
の
基
礎
工
事
時
代
に
あ
る
科
学
摩
天
楼
の
建
築
方
法
と
比
較
研
究
を
試
み
る
と
、
か
な
り
面
白

い
発
見
を
す
る
。
近
代
科
学
建
築
の
原
理
を
も

っ
て
、
こ
の
太
古
の

『易
』
建
築
の
基
礎
工
事
や
材
料
を
吟
味
し

て
み
る
と
、
こ
の
怪
奇
な
古
色
蒼
然
た
る
摩
天
楼
の
構
造
が
、
意
外
に
も
、
は
な
は
だ
合
理
的
で
巧
妙
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
そ
れ
を
、
わ
れ
わ
れ
は
後
章
で
瞥
見
し
よ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
、
古
代
建
築

『易
』
の

吟
味
に
も
、
そ
の
優
秀
の
証
明
に
も
な
る
が
、
同
時
に
、
近
代
科
学
自
ら
の
反
省
に
も
な
る
。

以
上
に
挙
げ
た
原
理
は
、
す
べ
て
幾
何
学
の
公
理
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
引
力
の
法
則
と
違

っ
て
、
実
体
の
証
明
の

で
き
な
い
も
の
で
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
後
日
に
譲
り
た
い
。

（定
理
五
以
下
は
全
て

一
―
四
か
ら
演
繹
さ
れ
る

モ
ノ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
定
理
十
二
は

（三
）

の
、
定
理

（八
）
は

（
一
）
か
ら
の
自
然
な
結
果

に
す
ぎ
な
い
）

２３
頁
７
行
　
無
限
、
絶
対
、
永
遠
…
…
こ
の
部
分
、
初
版
以

後
の
も
の
に
は
、
な
い
。
現
行
版
の
み
に
あ
る
。

２３
頁
８
行
　
分
極
作
用
…
…
ポ
ラ
リ
ザ
シ
ヨ
ン
の
振
り
仮
名

は
、
現
行
版
だ
け
が
な
い
。
仮
に
復
活
さ
せ
た
。
フ
ラ
ン

ス
エ
田
Ｏｏ
一ｏ
「
一∽，
一一ｏ
●

２３
頁
＝
行
　
圭日
、
熱
、
光
、
重
さ
…
…
現
行
版
以
前
の
版
で

は
、

『熱
と
云
ふ
現
象
、
重
さ
…
…
」
と
あ
り
、
そ
の
た

め
、
次
の
行
は
、
す
べ
て
の
版
が

『寒
と
い
う
現
象
、
軽

さ
と
い
う
現
象
』
と
な

っ
て
い
る
。

２４
頁
６
行
　
老
子
の
道
徳
経
に
現
わ
れ
て
い
る
…
…
「老
子
』

第
四
十
二
章
に
は
、

「万
物
は
陰
を
負
う
て
而
う
し
て
陽

を
抱
く
」
と
あ
り
、
小
川
環
樹
氏
は

「す
べ
て
の
生
物
は

背
を
陰
に
し
て
陽
を
か
か
え
る
よ
う
に
す
る
」
と
訳
し
て

い
る
。

（中
央
公
論
社

『世
界
の
名
著
』
４
）

″陰
″
と
は
、

「山
の
日
の
あ
た
ら
な
い
側
面
」
が
元
の

意
味
で
、
　
″陽
″
は
、
同
じ
く

「
日
の
あ
た
る
所
」
で
あ

２
一

。『老
子
』
は
、
ほ
と
ん
ど
が
人
間
の
倫
理
面
で
の
発
言
で

あ
り
、
こ
こ
で
、
自
然
科
学
的
な
宇
宙
構
造
の
原
理
を
述

べ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
（今
の
考
え
で
い
え
ば
、

結
果
と
し
て

一
致
し
て
い
る
の
だ
が
）

２５
頁
８
行
　
比
較
的
陽
気
を
帯
び
た
る
ゆ
え
に
自
然
、
下
向

し
、
ふ
た
た
び
原
点

（×
）
に
帰
着
す
べ
し
…
…
こ
の
部
分
、

″比
較
的
陰
気
″
が
正
し
い
か
と
思
う
。
　
″下
向
し
″
と

い
う
の
は
、
お
か
し
い
。
こ
の
陰
陽
球
に

″上
下
″
は
な
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私
は
、
東
洋
精
神
の
最
高
峰
の
一
つ
た
る
根
本
無
双
原
理
が
、
や
は
り
西
洋
科
学
的
な
帰
納
法
的
な
方
法
で
完

成
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
う
。　
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
、
い
か
に
も
枯
淡
な
直
覚
的
、
哲
学
的
な
演
繹
法
的
な

形
を
備
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
、
長
い
長
い
帰
納
的
な
努
力
、
研
究
の
結
晶
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

伏
義
が
、
無
数
の
事
実
を
克
明
に
研
究
し
、
分
類
し
、
帰
納
し
て
行

っ
た
跡
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
は
、
面
白

い
こ
と
だ
け
れ
ど
、
今
は
そ
の
時
が
な
い
。

伏
義
は
、
長
い
長
い
間
の
無
数
の
観
察
か
ら
、
そ
の
叡
智
に
よ
っ
て
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
と
存
在
が
、
常

に
必
ず
相
対
抗
す
る
反
対
現
象

ま
た
は
存
在
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
看
破
し
た
。　
た
と
え
ば
、　
昼
あ
れ
ば
夜
あ

り
、
夏
あ
れ
ば
冬
あ
り
、
男
あ
り
女
あ
り
、
生
あ
り
死
あ
り
、
動
あ
り
静
あ
り
、
冷
あ
り
温
あ
り
、
湿
あ
り．
燥
あ

り
、
し
こ
う
し
て
、
こ
の
対
抗
が
相
互
に
盛
衰
消
長
交
替
、
転
換
し
た
り
、
交
歓
し
た
り
、
間
争
し
た
り
す
る
を

見
た
。
そ
こ
で
彼
は

一
歩
を
進
め
て
、
こ
の
対
抗
性
が
、
か
く
の
ご
と
く
、
日
に

『
見
ゆ
る
世
界
』
の
あ
ら
ゆ
る
段
階

に
お
い
て
必
然
的
に
現
出
す
る
の
は
、
そ
の
本
源
内
在
窮
極
の
、
日
に

『
見
え
な
い
世
界
』
に
、
根
本
的
に
相
反

す
る
二
つ
の
力
性
の
対
抗
が
あ
る
の
で
あ
ろ
ヶ
、
と
観
じ
た
。
彼
は
、
こ
の
二
つ
の
対
抗
す
る
力
性
に
、
陰
お
よ

び
陽
な
る
名
を
与
え
た
。
さ
ら
に
進
ん
で
、
彼
は
、
こ
の
陰
陽
二
カ
が
太
極
か
ら
派
生
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

断
定
し
た
。
こ
こ
ま
で
確
信
を
得
た
彼
は
、
元
に
戻

っ
て
、
ふ
た
た
び
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
陰
陽
分
類
を
、
き
わ
め

て
大
胆
に
試
み
、
い
よ
い
よ
陰
陽
学
説
の
公
理
化
に
成
功
し
、
つ
い
に
、

『
万
物
は
陰
陽
よ
り
成
る
』

と
い
う
、
空
前
に
し
て
、
お
そ
ら
く
絶
後
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
原
理
を
創
始
し
た
。

陰
と
は
、
い
わ
ゆ
る
陰
気
な
も
の
―
―
た
と
え
ば
、
色
で
云
え
ば
七
色
ス
ペ
ク
ト
ル
の
自
、
青
、
藍
、
紫
。
温

度
で
云
え
ば
冷
寒
。
明
暗
で
は
、
暗
。
乾
湿
で
は
、
湿
。
軽
重
で
は
、
軽
。
長
短
で
は
、
長
。
太
い
細
い
で
は
、

細
い
、
な
ど
で
あ
る
。
物
理
的
に
云
え
ば
、
遠
心
力
。

陽
と
は
、
い
わ
ゆ
る
陽
気
な
も
の
、
黄
、
橙
、
赤
の
色
。
温
暖
、
暑
熱
。
明
快
。
乾
燥
。
重
さ
に
お
い
て
ド
ッ

シ
リ
し
、
ヒ
ョ
ロ
長
く
な
く
て
、
ズ
ン
グ
リ
、
ム
ッ
ク
リ
短
く
肥
え
、
太
い
も
の
で
あ
る
。
物
理
的
に
は
、
求
心

力
。以
上
の
ご
と
き
陰
陽
の
特
性
は
、　
逆
に
云
っ
て
も
間
違
い
が
な
い
。

す
な
わ
ち
、　
青
以
下
の
短
波
長
の
も
の

は
陰
で
あ
る
と
か
、
太
い
短
い
も
の
は
陽
で
あ
る
と
か
、
明
快
な
も
の
は
陽
で
あ
る
と
か
云
っ
て
も
よ
い
の
で
あ

る
。
云
い
換
え
れ
ば
、
『
万
物
は
陰
陽
よ
り
成
る
』

を

『
万
物
は
陰
陽
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
』
に
し
て
も

よ
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
陰
陽
説
は
、
き
わ
め
て
、
そ
の
容
貌
が
素
朴
単
純
な
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
否
、
単
純
素
朴
な
る
が

い
は
ず
で
あ
る
。
　
″陽
気
″
を
帯
び
て
い
る
の
な
ら
、
陽

極
に
向
か
う
は
ず
は
な
い
。

桜
沢
先
生
は
、

「
「
エ
レ
ホ
ン
」
に
つ
い
て
』

（
『平

和
と
自
由
の
原
理
』
二
七
五
ペ
ー
ジ
、

『
ク
ラ
ラ

・
シ
ュ

ー
マ
ン
』

一
四
三
ペ
ー
ジ
所
収
）
で
、

「私
の

『易
』
の

本
を
信
用
し
す
ぎ
る
人
を
、
私
は
落
第
さ
す
た
め
に
、
そ

の
中
の
二
、
三
カ
所
で
大
切
な

▽

〔陰
〕
と

△

〔陽
〕
が

間
ち
が

っ
て
い
る
の
を
、
訂
正
し
な
い
で
い
る
の
に
に
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
が
、
そ
の

一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

２５
頁
“
行
　
五
十
世
紀
以
上
も
昔
に
…
…
現
行
版
以
前
の
版

で
は
、
こ
の
前
に

「恐
ら
く
」
の
字
が
入

っ
て
い
た
。

２６
頁
２７
行
　
実
体
の
証
明
の
出
来
な
い
も
の
で
な
い
…
…
現

行
版
以
前
の
版
で
は
、
こ
の
後
に

「よ
う
に
思
は
れ
る
」

と
入

っ
て
い
た
。

２７
頁
９
行
　
盛
衰
消
長
交
替
、
転
換
し
た
り
…
…
現
行
版
以

前
の
版
で
は
、
　
コ
父
替
、
転
換
し
た
り
」
が
な

い
。

２７
頁
１２
行
　
本
源
内
在
窮
極
…
…
現
行
版
以
前
の
版
で
は
、

「本
源
内
在
」
の
み
で
あ
る
。
現
行
版
は

「窮
局
」
が
補

っ
て
あ
る
の
を
、

「窮
極
」
に
改
め
た
。

２７
頁
２‐
行
　
物
理
的
に
云
え
ば
遠
心
力
…
…
そ
の
あ
と
の
、

「物
理
的
に
は
求
心
力
」
と
と
も
に
、
現
行
版
か
ら
加
わ

っ
た
も

の
。

２８
頁
２
行
　
五
千
年

…
…
そ
の
前
に

「遂

に
」
が
あ
る
が
、

こ
の
語
が
重
複
す
る
の
で
、
仮
に
省

い
た
。

２８
頁
７
行
　
陽
原
子
核

…
…

「陽
電
子
核
」
と
あ
る
の
を
改

め
た
。

２８
頁
７
行
　
原
子
構
造
説
…
…

コ原
素
構
造
説
」
と
あ
る
の

を
改
め
た
。

２８
頁
１８
行
　
第
二
章
…
…
「第
二
章
」
と
あ
る
の
を
改
め
た
。
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ゆ
え
に
、
は
な
は
だ
応
用
範
囲
を
広
く
し
て
も
間
違
い
が
な
く
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
成
功
を
お
さ
め
、
つ
い
に
支

那
に
お
い
て
は
、
最
高
の
学
問

「
帝
王
の
学
」
と
さ
え
な
り
、
五
千
年
、
そ
の
最
高
位
を
保

っ
て
き
た
。
こ
の
古

色
蒼
然
た
る
原
理
を
、
私
は
あ
ら
ゆ
る
学
術
、
思
想
、
行
動
、
精
神
界
の
羅
針
盤
と
す
る
の
が
、
は
な
は
だ
便
利

で
あ
る
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

『
万
物
は
陰
陽
よ
り
成
る
』
と
い
う
原
理
は
、　
あ
ら
ゆ
る
段
階
と
、　
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
現
象
に
適
用
さ
れ
る
。

例
を
学
術
に
求
む
る
な
れ
ば
、

（
一
）
陰
電
子
が
、
陽
原
子
核
を
中
心
と
し
て
一
定
軌
道
を
走

っ
て
い
る
と
い
う
原
子
構
造
説
の
ご
と
き
最
微
の

世
界
か
ら
、

（
二
）
太
陽
を
中
心
に
し
て
、
地
球
そ
の
他
の
星
が
回
転
し
、
そ
の
全
体
を
虚
空
の
陰
が
包
ん
で
い
る
天
体
構
造

の
ご
と
き
大
き
な
世
界
ま
で
、　
あ
ら
ゆ
る
構
造
は
、　
一
つ
と
し
て
陰
陽
説
を
裏
書
き
し
な
い
も
の
が

な

く
、
定
理
十
二
を
確
か
め
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
か
。

（
三
）
火
が
、
必
ず
間
接
直
接
に
大
気
の
陰
に
吸
収
さ
る
る
現
象

（熱
の
伝
播
）
の
ご
と
き
卑
近
な
事
実
か
ら
、

夏
来
れ
ば

必
ず
冬
次
ぎ
、　
夜
果
つ
る
と
こ
ろ
必
ず
昼
あ
る
の
ご
と
き
現
象
は
、　
定
理
十

一
を
証
拠
づ
け

る
。

定
理
四
お
よ
び
十
は
、
電
気
現
象
が
最
も
よ
く
物
語
る
。

ラ
ザ
フ
オ
ー
ド
の
万
有

一
元
電
子
説
は
定
理
工
に
、
万
有
引
力
説
は
定
理
九
、
十
に
表
現
さ
る
る
陰
陽
無

双
原
理
の
不
完
全
な
展
望
、
瞥
見
に
過
ぎ
ぬ
。

以
上
の
ご
と
き
例
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
わ
た
っ
て
求
め
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
第
二
章
以
下

に
譲
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
の
章
つ
づ
く
）

お

知

ら

せ

■
著
作
権
を
侵
害
し
て
い
る
物

（書
籍
、
雑
誌
な
ど
）
を
、

そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
領
布
す
る
こ
と
は
、
同
じ
く
著
作

権
の
優
害
と
な
り
、
著
作
権
法
で
、
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
∞
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
ヤ
マ
ト
食
養
友

の
会
以
外
に
も
当
協
会
の
保
有
す
る
著
作
権
を
侵
害
し
て
い

る
事
例
が
数
件
判
明
し
て
い
ま
す
か
ら
、ョ
』注
意
く
だ
さ
い
。

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会

‐５３

目
黒
区
三
田
二
―

一
五
―

一
二

一Ｔ

●
〇
三

・
七

一
九

・
三
四
六

一

０

健

　

民

（有
）
グ
リ
‥
ン
ハ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

五 四
■
本
誌
の
今
年
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
惑
星
探

査
機
ポ
イ
ジ
ャ
１
１
号
が
撮
影
し
た
木
星
表
面
の
う
ず
で
す
。

（共
同
提
供
）

本
誌
の
表
紙
は
、
宇
宙
生
成
の
根
本
で
あ
る
、
遠
心
力
と

求
心
力
が
作
り
出
す
、
う
ず
巻
き

（ス
パ
イ
ラ
ル
）
の
シ
リ

ー
ズ
で
す
。

●
一
九
七
七
年
／
大
熊
座
渦
状
星
雲
Ｍ
８‐

九
七
八
年
／
狩
野
川
台
風
の
目

（昭
”
）

九
七
九
年
／
素
粒
子
の
軌
跡

九
八
〇
年
／
オ
ウ
ム
ガ
イ

グリーン・ロードクラブ新年会

●1月 18日 0 013時～17時
「新春茶■会」― うさぎと亀の競
走、玄米特製弁当 菓子付 O大
森一懸 O和 泉橋区民館区民集会
室 (国電秋葉原昭和通リロ 2分 )
○大入3mXl円 、子供1000円 0加
藤a142784・ 3163 盛谷●03・ 866
・1020
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0テキス ト・ シリー

この唯一なるマコト

一一 新訳『老子』現代世界版一―

桜 沢 如 一

『コンパ』54号 (昭和26年 10月号、世界政府協会)よ り
(表言己を一部、改めました)

１

は

し

が

き

こ
れ
は
私
の
オ
キ
ミ
ヤ
ゲ
で
す
。

私
は
モ
ー
三
度
と
、

こ
の
国
に
は
帰

っ
て
こ
な

い
ツ
モ

リ
だ
し
、
帰

っ
て
こ
れ
る
、
と
も
思
わ
な

い
し
、
帰
り
た

い
と
も
思

い
ま
せ
ん
。
帰
る
必
要
を
認
め
な

い
か
ら
で
す
。

一
期

一
会
だ
し
、
ド

コ
に
い
て
も
お
な
じ

コ
ト
だ
し
、
「
ワ

レ
」
は
ド

コ
に
で
も

い
る
か
ら
で
あ
り
、
「
ワ
レ
」
と

「
ヒ

ト
」
は

一
つ
だ
か
ら
で
す
。

人

一
倍

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
で
あ

っ
た
、
ま
た
今
も
あ
る

私
が
、
思
え
ば

ヨ
ク
モ
こ
ん
な
気

に
な

っ
た
モ
ノ
で
す
。

ツ
イ

ツ
イ
老
人
に
な

っ
た

モ
ノ
だ
と
思

い
ま
す
。
五
十
九

歳

で
、　
一
生

一
代

の
大
ジ

ャ
ン
プ
、
大
冒
険
を
や
ろ
う
と

云
う
気
も
ち
は
、
十
六
歳

の
時

ハ
ジ

メ
テ
結
核
療
養

の
た

め
に

一
人
で
長

い
旅
に
出
た
時
や
、
二
十
歳

で
処
女
航
海

に
の
り
出
し
た
時
と
全
く
同
じ
感
激
と
情
熱
で

一
杯

で
す

が
、
カ
ガ
ミ
を

見
る
と
全
く
少
年
如

一
の

ユ
メ
に
も
見
な

か

っ
た
イ
ヤ
ナ
、
イ
ヤ
ナ
見
苦
し

い
、
ヤ
セ
こ
け
た
老
人

に
な

っ
て

い
ま
す
。
お
か
し

い
や
ら
、
か
な
し

い
や
ら
、

ト

ニ
カ
ク
あ
わ
れ
な

モ
ノ
で
す
。

は
じ
め
あ
る
モ
ノ
に
オ
ワ
リ
あ
り
…
…
。

し
か
し
、
十
六
の
時
も
、
二
十

の
時
も

、

「
日
本
を
亡

ぼ
す

モ
ノ
は
ダ
レ
だ
』
を
、
花
屋
敷

の
精
常
園

で
書
き
上

げ

て
、
オ
キ
ミ
ヤ
ゲ
に
し
て
係
累
を
巷

に
す
て
て
、
十
何

回
目
か
に
日
本
を
去

っ
た
と
き
も
、

「
く
れ
て
ゆ
く

〔た

そ
が
れ
の
〕
海

の
か
な
た
の
黒
雲

の
嶺
を

つ
ん
ざ
く
稲
光

り
か
も
」
と
歌

い
つ
つ
風
雲
急
な
る
西

へ

一
人
渡

っ
て
行

っ
た
と
き
も
、

ス
ベ
て
は

一
冊
の
ア
ル
バ
ム
で
す
。
そ

こ

に
は
時
間
の
流
れ
は
な

い
。
今
私
は
そ
の
五
十
九
頁
を
終

ら
ん
と
し
、
第
六
〇
頁
は

マ
ダ
未
見
で
す
が
、

ソ
コ
に
は

チ
ャ
ン
ト
数
葉

の
写
真
が
貼
り
こ
ま
れ
て

い
ま
す
。
第
六

〇
頁
ば
か
り
か
、
第
六

一
も
、
第
六
二
も
…
…
何
十
頁
か

先
で
自
骨

に
な
る
ま
で
も
、

ソ
ノ
先
も
き
ま

っ
て

い
ま
す
。

し
か
し

ソ
レ
が
六
〇
、
六

一
…
…
に
な
ら
な

い
力
ギ́
リ
分

ら
な

い
だ
け
で
す
。
現
像
し
て
な

い
の
だ
。

い
や
撮
影
も

し
て
な

い
の
だ
。
し
か
し
撮
影
も
現
像
も
実
は
ミ
ナ
自
分

が
や
る
の
で
す
…
…
。

時
間
と
空
間
の
世
界
は
、
ぬ
け
出
し
て
見
お
ろ
し
て
見

る
と
オ
カ
シ
ナ
も

の
で
あ
る
。

（
私
が
空
間
の
世
界
を
ぬ

け
出
し
た
の
は
二
〇
歳

の
時
、
処
女
航
海

で
イ

ン
ド
洋

の

マ
ン
中

に
さ
し
か
か

つ
た
時
で
し
た
…
…
）

今

（
ツ
マ
リ
時
間
の
世
界
の
符
号
で
云
え
ば

一
九
五

一

。
八

・
二
七

・
午
前

一
時
）
私
は
、

こ
こ

（空
間
の
世
界

の
符
号
で
云
え
ば
、
二
十
数
年
前
か
ら
私
が
全
身
全
力
を

こ
め
て
、
会
え
る
限
り
要
路
の
人
々
に
も
、
民
間
人
に
も
、

絶
叫
し

つ
づ
け
た
亡
国
の
運
命

の
瀬
戸
に
、
国
と
国
民
全

体
を

の
し
上
げ

て
し
ま

い
、

ツ
イ

ニ
、
三
千
年

の
歴
史
を

ボ
ー
に
ふ

っ
て
、
史
上
空
前
の
敗
北
を
招

い
た
国
の
、
高

射
砲
隊
や
飛
行
場

の
残
骸
が

ア
ワ
レ
を
止
め
て

い
る
ミ
カ

タ
ガ
原

〔
三
方

ガ
原
、
浜
松
市
北
〕
の

一
隅
の
農
家

の

一

室

）
で
、
心
し
ず
か
に
、
虫

の
声

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
海

の
底

で
こ
の
ペ
ン
を
取

っ
て

い
ま
す
。

最
後

の
カ
キ

モ
ノ
を
、
心
し
ず
か
に
す
る
ツ
モ
リ
で
、

こ
の
家

に

つ
い
た
の
は

一
昨
日
の
夕

で
す
が
、
私
は
、
五
月

に
こ
の
家

に
新
婚
旅
行
で
世
話
に
な

っ
た

ア
ル
カ
ン

〔
山

口
卓
三
氏
〕
の
話
か
ら
、
留
守
居

一
人
だ
け
の
家
だ
と
思
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っ
て
き
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
来

て
見
る
と
今
は
様
子

が
か
わ

っ
て

い
て
、
十
八
年
間
中
風
で
、
舌
と
手
足

の
不

自
由
な
七
十
六
歳

の
老
人
、
そ
の
娘

で
四
十
歳
あ
ま
り
の

精
神
病
者
、
馬

一
頭
、
山
羊

一
頭
…
…

一
町
余

の
畑
仕
事

を
す
る
十
九
歳

の
頑
丈
そ
う
な
少
年
と
、
夫
婦
が

い
る
。

ラ
ジ
オ
が
朝
か
ら
晩
ま
で
ガ

ン
ガ

ン
な
り
ひ
び
く
。
中
風

の
老
人
の
楽
し
み
な
の
で
す
。

七
十
六
歳

の
老
人
は
、
顔
だ
け
見
る
と
五
十
六
歳

く
ら

い
で
す
。
昨
日
二
、
三
時
間
話
に
こ
ら
れ
て
、
私
は
も
り

上

っ
て
く
る
カ
キ

モ
ノ
の
出
鼻
を

ヘ
シ
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
バ
カ
だ
。

▽
あ
れ
ば

△
と
云
う

コ
ト
を
忘
れ
て

い
た

の
で
す
。
私
は
ズ

ル
イ
人
間
だ
。
ひ
と
り
静
か
に
モ
ノ
を

書

こ
う
ナ
ン
テ
考
え
て

い
ま
し
た
。

『
如

一
』

の
ア
ル
バ

ム
は
時
間
の
な

い
世
界
で
は
ト
ク
ニ
完
成
さ
れ
て

い
る
の

に
、
そ
れ
を

一
枚

一
枚
め
く

っ
て
ゆ
く
如

一
は

ソ
レ
を
忘

れ
て

い
る
の
で
す
。

イ

ン
ド
洋

の

一
滴

の
水
が
自
ら
空

に
上
り
、
自
ら
東
北

に
走
り
、
南

ア
ル
プ

ス
に
雪
と
な

っ
て
下
り
、
富
士
川
に

出
、
太
平
洋

に
出

て
、
ま
た
東
北

へ
の
旅
を

つ
づ
け
、

ア

ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
の
海
岸

に
あ
そ
び
、
ま
た
赤
道

へ
出

て

イ

ン
ド
洋

に
帰

っ
て
ゆ
く
の
を
、
自
分

一
人
、　
一
滴

の
水

の
力
で
あ
る
と
思

っ
て

い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
が
、

こ
の

私
と
云
う
バ
カ
で
あ

っ
て
、
『
如

一
の
ア
ル
バ
ム
』
が
時
間

の
な

い
世
界
で
は
昔

か
ら
完
成
さ
れ
て

い
た

コ
ト
を
思

い

出
し
た
の
が
、
今

こ
の
夜
明
け
前

の
私
で
あ
り
、
十
八
年

も
中
風
で
ゴ

ロ
ゴ

ロ
し
な
が
ら
歌
道
を
楽
し
ん
で

い
る
、

モ
ー
こ
の
世
で
は
ナ

ン
の
用
も
な

い
よ
う
に
見
え
る
老
人

か
ら
、

ソ
レ
を
教
え
ら
れ
た
私
で
す
。

一
滴

の
水
と
云

っ
て
も
、
そ
の
運
命
は
、
こ
の
確
定
性

の
相
対
の
世
界
で
は
太
陽
の
熱
や
、
潮
流
や
、
風
や
、
地

球
の
回
転
や
、
駒

ガ
岳

の
岩
や
、
傾
斜
や
、
引
力
や
、
富

士
川
や
、

ア
メ
リ
カ
大
陸
や
…
…
の
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

太
陽
を
作

っ
た

モ
ノ
ゃ
、
世
界
を
作

っ
た

モ
ノ
や
、
全
宇

宙
の
全
創
造

の
時
間
の
な

い
世
界
の
コ
マ
カ
イ
設
計
の
青

写
真

に
は
チ
ャ
ー
ン
ト
描
き
出
さ
れ
、
寸
一宅
の
チ
ガ
イ
も

な
く
動
か
さ
れ
、
は
こ
ば
れ
て
い
る
モ
ノ
で
あ
り
ま
す
。

一
滴

の
水

に
し
て
、

モ
シ
こ
の
宇
宙

セ
ナ
リ
オ

〔
シ
ナ
リ

オ
〕
を
知
る
な
ら
ば
、
そ
の

『
知
る
』
と
云
う

ハ
タ
ラ
キ

は
全
宇
宙

の
カ
ラ
ク
リ
を
そ
の

一
滴
が
知

っ
て

い
る
の
で

す
か
ら
ざ
一宇
宙
、
全
創
造

ソ
ノ
モ
ノ
で
あ
る

コ
ト
を
証
明

し
ま
す
。

こ
れ
は
有
限
と
無
限
の
関
係
、
人
と
神
と
の
関

係
と
云
う
大
問
題
で
あ
る
…
…
。

ト

マ
レ
、

こ
の
世

に
何
の
用
も
な

い
よ
う
に
見
え
る
老

人
、
十
八
年
間
も

、
不
自
由
な
中
風
病
み
の
生
活
を
し
て

い
る
老
人
、
そ
の
孫
が
数
年
前

に
初
め
て
私
を
知

っ
た
と

き
に
、
私
の
食
物
療
法
を

こ
の
老
人
に
教
え
て
お

い
た
ら
、

ト

ッ
ク

ニ
自
由

と
健
康
を
と
り
も
ど
し
て

い
た
老
人
、
そ

の
オ

ロ
カ
ナ
、

エ
ゴ
イ

ス
ト
の
孫
、
ス
ベ
テ
は
私
に
重
大

な

コ
ト
を
教
え
る
タ
メ
ニ
、
ゼ
ヒ
と
も
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
あ

っ
た

コ
ト
を
教
え
ら
れ
た

ワ
ケ
で
す
。
…
…

重
大
な

コ
ト
と
云
う
の
は
、
十
八
年
も
中
風
を
病
ん
で

い

る
人
で
も
、
私
に
と

っ
て
は
ト
テ
モ
大
切
な
人
で
あ

っ
た
、

と
云
う

コ
ト
を
教
え
ら
れ
た

コ
ト
で
す
。
二
十
年
も
精
神

病
を
し
て

い
る
娘
と
て
も
同
じ

コ
ト
。

ス
ナ
ワ
チ
、
そ
ん

な
不
幸
な
人
々
を
生
み
出
し
、
作
り
出
す

『
モ
ノ
』
が
有

限
界
と
霊
小限
界
の
関
係

に
つ
い
て
の
霊
い知
で
あ
る
、
と
云

う

コ
ト
な
の
で
す
。

し
か
し
何
人
も
、
か
く
も
全

て
が
時
間
の
な

い
世
界
の

ア
ル
バ
ム
で
は
数
千
年
、
数
億
年
前
か
ら
チ
ャ
ン
ト
写
真

に
な

っ
て

い
る
と
云
う

コ
ト
は
知
る
よ
し
も
な

い
。
そ
こ

に
人
生

の
オ

モ
シ

ロ
サ
と
ォ

ロ
ヵ
サ
が
ぁ

る
。

く

　

お

ん

２

『次
谷
胚
の
吉
バ理
』
，
ハ
シ
ガ
キ
２
１

先
日
か
ら
よ
み
出
し
た
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ク
ズ

レ
イ
の
「久

遠
の
真
理
』
を

こ
の
家
に
き
て
、
ヤ

ッ
ト
、
今
私
は
よ
み

終
り
ま
し
た
。
第

一
に
私
は
イ
カ

ニ
モ
西
方
人
ら
し

い
オ

ル
ダ
ス
の
克
明
な
勉
強
に
、
今
さ
ら
の
よ
う
に
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。
西
方

の
人
で
、

こ
れ
だ
け
大
乗
仏
教
や
、
老
子

や
、
荘

子
や
、
東
方

の
古
典
を
沢
山
よ
ん
だ
人
は
他

に
知

り
ま
せ
ん
。

第
二
、
し
か
し
サ
ス
ガ
西
方
の
人
で
あ
る
だ
け
に
、
他

の
全
て
の
西
方

の
人

々
と
同
じ
く
、
ド
ー
シ
テ
モ
東
方
の

人
の

『考
え
る
世
界
』
を
見
る

コ
ト
は
で
き
て
も
、
考
え

る

コ
ト
は
で
き
な

い
、
と
云
う
カ
ナ
シ
サ
が
あ
り
ま
す
。

タ
シ
カ

ニ
、
彼
は
、
東
方
の
古
典
の
世
界
観

の
構
造
を
、

多
く
の
東
方

の
人
よ
リ
ク
ワ
シ
ク
、
正
し
く
、
深
く

『知

っ
て
は

い
る
が
』
奇
妙
な

コ
ト
に
、
東
方

の
人
の

『時
間

な
き
世
界
』
や

『空
間
な
き
世
界
』
を
体
験
す
る

コ
ト
が

で
き
な

い
の
で
す
。

し
か
し

コ
ノ
本
は
、
そ

の
訳
者
、
深
沢
正
策
氏

の
云
う

よ
う
に
、
ま
た
、

こ
の
原
著
を
す
す
め
た
鈴
木
大
拙
氏
の

云
う
よ
う

に
、
仏
教
や
老
荘
を
パ
ン
の
タ
ネ

に
し
て
き
た

人
々
に
も
、
そ
ん
な

モ
ノ
は

ュ
メ
に
も
知
ら
ず

に
、
タ
ダ

欧
米

の
文
化

に
夢
中

に
な

っ
て
い
る
若

い
人

々
に
も
、
タ

シ
カ
に

一
つ
の

マ
ス
ト

〔
必
読
書
〕
で
す
。

こ
の
本

の
批
評
を
か
き
出
し
ま
し
た
が
、
ラ」
れ
で
は
「
人

間
、
ラ」
の
唯

一
な
る
真
実
』

の
看
板
、
日
本
を
去
る
の
書
、

私
の
遺
言

に
な
ら
な

い
で
は
な

い
か
と
、
心
配
す
る
人
が

親
愛
な
る
読
者
諸
君
の
中

に
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し

か
し
、
心
配
ご
無
用
。
私
は
こ
の
本

の
紹
介
と
批
判
を
し

-30-



つ
つ
、
そ
れ
を
私
の
書
置
き
に
し
て
ゆ
き
ま
す
…
…
。

私
は
、
オ
ル
ダ

ス

・
ハ
ク
ズ

レ
イ

の
小
説
を
二
、
三
よ

ん
だ

コ
ト
が
あ
り
ま
す
。
批
判
も
二
、
三
回
か

い
た
。
風

が
わ
り
な
男
だ
と
も
、
大
し
た

モ
ノ
で
は
な

い
と
も
思

っ

て
い
ま
し
た
。

ソ
レ
に
ち
が

い
は
な

い
の
で
す
が
、
そ
の

大
し
た

モ
ノ
で
は
な

い
ワ
ケ
が
、

こ
の
本
を
よ
む
と
よ
く

分
る
カ
ラ
お
も
し
ろ

い
。

こ
の
本
を
先
日

フ
ト
本
屋
で
手
に
し
た
時
、
大
そ
う
生

イ
キ
ナ
本
だ
と
思

っ
た
が
、
中
を
見
る
と
、
大
乗
起
信
論

か
ら
ウ
パ

ニ
シ
ャ
ド
、
老
荘

の
引
用
が
数
十
力
所
も
あ
る

の
で
、
あ
あ
、

こ
れ
は
オ
ル
ダ

ス

・
ハ
ク
ズ

レ
イ
自
ら
の

モ
ノ
で
な

い
、
久
遠

の
真
理
と
云
わ
れ
る
モ
ノ
の
よ
せ
集

め
で
あ
り
、
短

い
紹
介
が

つ
い
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
コ
ト

が
分
り
、
そ
れ
で
私
は
買

っ
た
の
で
す
。
訳
者
が
良
心
的

な
深
沢
氏
で
あ
る

コ
ト
も
私
を
進
ま
せ
た

ワ
ケ
。

（
し
か

し
、
深
沢
氏
は
パ
ー
ル

・
バ

ッ
ク
の
訳
者
と
し
て
は
リ

ッ

パ
ナ
も
の
だ
が
、

こ
の
種
の
世
界
観

・
哲
学
、
ト
リ
ワ
ケ

東
洋

の
最
高

最
古

の
原
始
的
宇
宙
論

・
無
限
の
世
界

・
絶

対
界

。
永
遠

の
世
界
に
な
る
と
全
く
不
案
内

で
、
訳
は
正

し
く
と
も
、
イ

ミ
が
違
う

コ
ト
が
沢
山
あ
る
。

こ
の
書
置

き
の
読
者
諸
君
は
容
易

に
Ｐ
Ｕ
対
数

ス
パ
イ

ラ
ル
や

『宇

宙

の
秩
序
』

の
新
し

い
七
原
則

（
論
理
学
の
基
礎
と
し
て

の
宇
宙

の
秩
序

）
や
、
Ｐ
Ｕ
生
理
学
と
し
て
の
七
原
則

で

オ
モ
シ

ロ
ク
そ
の
二
重
プ
レ
イ
が
分
る
だ
ろ
う
。
ち

ょ
う

ど

『
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
コ
ト
バ
』

で
、
そ
の
訳

の
正
確

さ
と
、
訳
者
の
無
知
の
オ
モ
シ

ロ
サ
を

二
重
に
味
わ

っ
た

よ
う
に
。
　
貧

コ
ン
パ
』

５０
号
参
照
）

大
拙
氏
は

『欧
米
人
の
本
で
、
東
洋
人
が
反
省

の
機
会

を
与
え
ら
れ
る
の
も
ま
た
時
勢

で
あ
ろ
う
」
と
云

っ
た
し
、

深
沢
氏
も
云

っ
て

い
る
。
深
沢
氏
は
自
然
科
学
を
出
発
点

と
し
、

ア
メ
リ
カ
で
長
年
く
ら
し
た
人
で
あ
る
の
で
、
大

拙
氏
同
様
、
大

ヘ
ン
こ
の
本

に
感
銘
さ
れ
た
の
も
ム
リ
は

な

い
が
、

こ
の
程
度
の
本

で
、
イ
ヤ
あ
ら
ゆ
る
西
洋
人
の

か

い
た
東
洋

に
関
す
る
本
で
、
我

々
の
扱

っ
て

い
る
東
洋

に

つ
い
て
少
し
で
も
知
る

コ
ト
が
で
き
る
と
思

っ
た
ら
大

き
な

マ
チ
ガ
イ

で
す
。
遠
く
は

エ
マ
ソ
ン
、
近
く
は
ノ
ー

マ
ン

・
カ
ズ

ン
ズ
、

ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
、

ソ
ロ
キ

ン
に
至
る

ま
で
、
ま
た
多
く
の

ユ
ニ
タ
リ
ア
ン
や
テ
オ
ゾ

フ
ィ
ス
ト

も
、
最
近
欧
米
で
流
行
の
老
荘

の
研
究
諸
家
の
よ
う

に
、

ホ
ン
ト
ー
ノ
東
洋
精
神

に
ふ
れ
た
人
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ソ
レ
は
ち

ょ
う
ど
、
我

々
が
、
西
洋

の
音
楽
や
、
文
字

や
、
趣
味
や
、
自
然
科
学
や
、
社
会
政
策
を
ホ

ン
ト
ー

ニ
、

西
方
人
の
如
く
把
握
す
る

コ
ト
が
で
き
な

い
の
と
同
じ
で

す
。
カ
レ
ラ
の
東
洋
研
究
は
、
学
者
と
し
て
の
研
究
な
の

で
、
ち

ょ
う
ど
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
音
楽
を
科
学
的
に
、

数
学
的
に
、
物
理
学
的
に
解
剖
し
た
り
、
統
計
表

に
写
し

た
り
、
自
然
を
そ
の
単
位
で
あ
る
元
素
や
原
子
、
電
子
に

換
算
し
た
り
、
食
物
を
０
の
構
造
式

に
模
写
し
た
り
し
た

モ
ノ
に
ひ
と
し

い
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
西
方

に
も
東
洋
精
神

の
描
き
出
す
世
界
、
超

感
覚
の
世
界
、
時
間
な
き
無
限
の
世
界
、
空
間
な
き
絶
対

の
世
界

『
ご

の
世
界
の
住
民
が
な

い
ワ
ケ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ピ

エ
ー
ル

・
ル
イ

ス
の
詩

『
ア
ス
タ
ル
テ
』
、

ロ

ー
デ
ン
バ

ッ
ク
の
詩
集

『
手
の
す
じ
』
な
ど
を
よ
め
ば
分

り
ま
す
。

こ
う
し
て
（大
拙
氏
や
深
沢
氏
の
よ
う

に
Ｘ
箱
小
的
合

ノ

子
が
雨
後

の
竹

ノ
子
の
よ
う
に
加
速
度
で
ふ
え
て
ゆ
き
、

純
な
る
も
の
が
、
グ
レ
シ
ャ
ム
の
法
則

〔悪
貨
は
良
貨
を

…
…
〕
で
駆
逐
さ
れ
、
学
校
と
云
う

モ
ノ
が
そ
の
大
量
生

産
機
構
で
拍
車
を
か
け
て
ゆ
く
の
を
私
は
毎
日
見
て
き
た
。

…
…
こ
れ
は
悲
じ
む

べ
き

コ
ト
で
あ
る
か
。
セ
ン
チ

マ
ン

タ
ル
な
人
間
と
云
う
動
物
と
し
て
は

マ
コ
ト

ニ
惜
し

い
、

く
や
し

い
コ
ト
で
す
が
、
宇
宙

の
秩
序
、

▽
△
の
手
か
ら

見
れ
ば
当
然
な

コ
ト
で
す
。
少
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
純

な
る
モ
ノ
は
求
め
ら
れ
、
尊
重
さ
れ
ま
す
。

ツ
マ
リ
大
学
出

で
な
け
れ
ば
渡
れ
な

い
世
の
中

に
な
り
、

純
な
古
風
な
思
想
は
、
た
だ
博
物
館

に
陳
列
さ
れ
て
ホ

コ

リ
の
下
敷
き
に
な
る
か
、
ド

コ
カ
の
書
庫

の
奥

に
お
し
こ

ま
れ
て
シ
ミ
の
エ
サ
に
な
る
よ
り
ほ
か
は
な

い
時
代
で
す
。

万

一
取
り
出
さ
れ
た
ら
、
現
代

の

『
キ
リ
ス
ト
教
国
』
と

云
う
式
で
、
狼
の
牙
を
か
く
す
羊

の
皮
と
し
て
利
用
さ
れ

る
に
す
ぎ
な

い
。
そ
れ
だ
け
に
、

こ
の
困
難
を
ブ
チ
破

っ

て
光
り
だ

せ
ば
、
大
し
た

モ
ノ
だ
。

ソ
レ
は
千
万
人
に

一

人
も
望
め
な

い
が
、
決
死
的
な
同
志
が
十
二
人
も
結
束
し

て
立
て
ば
案
外

で
あ
ろ
う
。
し
か
し

ソ
レ
ま
で
に
数
千
、

数
万
、
数
十
万
の
動
物
実
験
や
人
柱
が
入
用
で
す
。

ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
や
、

フ
ォ
ー
ド
の
財
団

の
ネ
ラ
イ
、

原
子
科
学
者

オ

ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
の
東
洋
哲
学
研
究
、
ノ

ー
ス
ロ
ッ
プ
の
法
律
学
的

。
社
会
学
的
東
洋
研
究
、

ソ
ロ

キ

ン
の
ヨ
ー
ガ
哲
学
研
究
な
ど
、

い
ず
れ
も
ネ

ラ
イ
は
東

洋
研
究

で
す
が
、
実
体
は
キ
カ
イ
論
的
な
東
洋
解
剖

で
あ

っ
て
、
西
洋
医

学
の
死
体
解
剖
同
様
、
大
き
な
ウ
ソ
か
、

看
板

に
お
ち
て
い
ま
す
。

ソ
レ
で

い
い
の
だ
し
、

ソ
レ
よ

り
ほ
か
は
な

い
。
そ

の
ワ
ケ
は
私
は
二
百
数
十
種
の
著
作

で
、
過
去
四
十
年
間
に
絶
叫
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
六
十

の
老
人
に
な

っ
て
か
ら
、

マ
ダ
最
後

の
ゼ
ス
チ

ュ
ア
と
し

て
ソ
レ
を
演
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

東
と
西

の
仲
介
者
、
通
訳
と
し
て
の
重
大
な
使
命
を
自

覚
し
て
か
ら
２０
年
、
ふ
り
か
え

っ
て
見
る
と
私
は
毎
年
大

冒
険

の
ジ

ャ
ン
プ
を

つ
づ
け
て
き
た
。

い
や
毎
月
、
毎
日
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だ
。
…
…
ソ
レ
は
タ
シ
カ
ニ
奇
蹟
だ
。
奇
蹟
の
連
続
だ
。

よ
く

コ
コ
ま
で
来
た
モ
ノ
だ
。
全
く
盲
目
飛
行
で
敵
地
に

着
陸
す
る
よ
う
な
冒
険
バ
カ
リ
だ

っ
た
。

大
き
な
借
金
と
赤
字

つ
づ
き
の
食
養
会
を
引
き
う
け
、

リ
ッ
パ
ナ
会
館
を
建
設
し
、
万
余
の
会
員
を
得
、
連
日
超

満
員
の
指
導
部
、
連
日
大
入
り
の
代
理
部
を

つ
く
る
ま
で

二
十
五
年
も
か
か

っ
た
。
そ
れ
を
き
れ
い
に
手
ば
な
し
て
、

イ
ヨ
イ
ヨ
無
双
原
理
講
究
所
の
建
設
に
か
か

っ
た
の
が

一

九
四
〇
年
の
秋
、
四
十
七
歳
。
そ
の
翌
年
か
ら
大
戦
…
…

本
部
の
日
野
春

へ
の
疎
開
、
自
宅
を
大
磯
か
ら
妙
高
山
麓

へ
の
移
転
、　
一
九
四
四
年
末
の
ソ
満
国
境
単
身
密
出
国
、

危
く
銃
殺
を
免
れ
て
、
空
襲
下
を
翌
年

一
月
、
東
京

に
帰

り
、
延
安
経
由
、
空
路

モ
ス
コ
オ
行
の
計
画
を
立

て
、
妙

高

に
帰
り
、
警
官
隊

の
包
囲
を
う
け
、
ほ
り
こ
ま
れ
、
六

カ
月
日
に
、
川
ロ
ト
シ
子
の
手
で
救
出
さ
れ
る
と
、
今
思

い
出
し
て
も

ユ
メ
の
よ
う
に

マ
ザ

マ
ザ
見
え
る
日
本
歴
史

第
二
回
目
の
ク

・
デ
タ
ー

（第

一
回
は
二

・
二
六
）
計
画

を
も

っ
て
妙
高
を
飛
び
出
し
、
当
時

の
諏
訪
市
長
、
藤
森

清

一
朗
氏

（海
軍
少
将
で
Ｐ
Ｕ
人
、
当
時
の
首
相
、
鈴
木

貫
太
郎
の
顧
間
）
と
秘
か
に
打
ち
合

せ
を
す
ま
せ
、
東
京

へ
の
り
込
む
途
中
、
ま
た
ま
た
甲
府
市
で
警
官
隊
に
包
囲

さ
れ
、
直
ち
に
甲
府
署

に
収
容
さ
れ
、
翌
朝
、
南

ア
ル
プ

ス
の
山
中

に
か
く
さ
れ

（
そ
の
夜
、
甲
府
全
滅
、
森
山
シ

マ
さ
ん
が
私
の
身
代
り
に
甲
府
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
て

い

た
が
、
同
室

の
女
囚
五
人
の
中
二
人
は
焼
死
し
、
シ

マ
さ

ん
は
辛
じ
て

一
晩
中
、
池

の
中

に
入

っ
て

い
て
焼
死
を
免

れ
た
）、
終
戦
後
出
さ
れ
る
ま
で
、
そ
し
て
出

さ
れ
て
か
ら

今
日
ま
で
特
審
局

に
反
抗
し
、
「追
放
』
の
烙
印
を
押

さ
れ

な
が
ら
勤
労
大
学

〔を
や
り
〕
、
「
コ
ン
パ
』
、

「
サ
ー
ナ
』
、

「
セ
カ
イ
セ
イ

フ
』
、

「
コ
ン
パ

・
ア
ン
テ
ル
ナ
シ
オ
ナ

ル
』
等
四

つ
の
月
刊
を
創
刊
し
、
発
行
し

つ
づ
け
、
Ｐ
Ｕ

Ｄ
や
Ａ
Ｎ
Ｓ

〔無
双
原
理
大
学
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〕
を

つ
づ

け
、
世
界
政
府
運
動
を
四
年
も
や
り
、
海
外

に
青
年
を
九

名
、
Ｐ
Ｗ
Ｃ

〔
世
界
人
民
会
議
〕
に
代
表
三
名
を
送
り
出

す
な
ど
、
実

に
大
き
な
冒
険
バ
カ
リ
や

っ
て
き
た
私
で
す
。

こ
ん
な

コ
ト
を
書

い
て
い
る
私
は
、
『
如

一
ア
ル
バ
ム
』

の
中

の
如

一
で
な
く
、

ア
ル
バ
ム
を
編
輯
し
た
り
、
く
り

ひ
ろ
げ
た
り
し
て

い
る
全
く
別
人
の
如

一
で
す
。

こ
の
別

人
の
如

一
が
、

こ
こ
に
書
き
残
す
書
置
き
は
、
過
去
五
十

年
間
に
め
ぐ
り
会

い
、
愛
し
合

っ
た
人

々
、

「食
養
』
や

『
コ
ン
パ
』

の
友
、
無
双
原
理
の
同
志
諸
君
、
Ｍ
Ｉ
で
起

居
を
共

に
し
た
、
な

つ
か
し

い
青
年
諸
君
に
、
思

い
の
こ

す
所
な
く
、
か
き

つ
づ
る
書
置

き
で
あ
る
。

こ
れ
は
Ａ

・

Ｈ

〔
オ
ル
ダ
ス

・
ハ
ッ
ク
ス
リ
〕
と
Ｇ

・
０

〔桜
沢
如

一
〕

の
間
答
だ
と
云

っ
て
も

い
い
し
、
老
子
が
私
を
通
じ
て
話

を
し
て
い
る
の
だ
と
思

っ
て
も

い
い
し
、
『宇
宙

の
秩
序
』

が
二
千
五
百
年
前

に
は
老
子
や

ヘ
ラ
ク
レ
イ

ト
ス
ゃ

デ
モ

ク
リ
タ
ス
に
、
現
代

で
は
Ａ

・
Ｈ
や
Ｇ

・
０
を

一
つ
の
ラ

ジ
オ
の
受
信
機
と
し
て
、
放
送
し
て

い
る
の
だ

と
思

っ
て

も

い
い
。

ま
ず

第

一
に
―
―

３
　
宇
宙
論
理
学
と
し
て
の

『宇
宙
の
秩
序
』

こ
れ
は
六
カ
シ
イ
。

し
か
し

コ
レ
が
Ｐ
Ｕ
の
根
本

で
あ
り
、
人
類
全
体
に
認

め
ら
れ
て
お
り
、
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
認
め

ら
れ
な

い
限
り
、
自
由
も
幸
福
も
平
和
も
健
康
も
な

い
世

界

へ
の

没
落

の

一
路
を
た
ど
ら
ね
ば
な
ら
な

い
論
理
で
す
。

現
に
、

こ
の
論
理
を

ハ
ッ
キ
リ
認
め
な

い
か
、
知
ら
な

い

人
や
、
こ
の
反
対
の
論
理
を
も

っ
て
、
知
ら
ず
識
ら
ず
、

ち
が

っ
た
世
界
観
を
作
り
出
し
て
ゆ
く
人

々

（科
学
者
、

キ
リ
ス
ト
の
云
う
学
者
、
パ
リ
サ
イ
人

。
道
学
者

。
法
学

者

）
は
、

ア
ラ
ソ
イ
と
ナ
ヤ
ミ
の
人
生
を
く
り
ひ
ろ
げ

て

ゆ
く
バ
カ
リ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
宇
宙
論
理
学
を
、
生
き
て
ゆ
く
方
法
に
と
り
入
れ

る
と

げ
ざ
ざ
Ｑ

〔
生
物

学
〕
や

０
〓
Ч
∽
ざ
ゲ
鍵

〔
生
理
学
〕
に

な
る
が
、
ソ
レ
ラ
は
、
在
来

の
西
欧
的
な

ソ
レ
ラ
で
な
く
、

ｃ
●
【お
”
り
Ｌ

〔宇
宙
〕

”
ざ
ご
躍

で
あ
り
、
　

ｃ
●
く̈
ｏ
”
８
】

”
ゴ
薔
ざ
ざ
”
Ч
で
あ
る
。
経
済
も
、
法
律
も
、
物
理
も
、
化

学
も
、
数
学
も
、
哲
学
も
ミ
ナ
同
様
な
宇
宙
的
な

モ
ノ
に

な
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

フ」
う
し
て
全

て
の
学
が
統

一

さ
れ
て
初
め
て
平
和
と
自
由
と
幸
福
が
地
上
を
訪
れ
る
の

で
あ
り
ま
す
。

電  字
由

と

秋

方

　

マ
ス
４
等
豫

有

姶

岩

右

膳

右

泉

則

若

案

二、
来

月

一
と
着

口
泉
人
岩
実
人

二、
動
碧
皆
際
陽
４
撲

六
陰
陽
神
こ
ス
カ
チ

セ
タ
向
と
母
体
謂
碑

昭
わ
二

一
キ
え
ユ
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４

『人
間
』

の
定
義

第
二
に

「
人
間
』

の
定
義

で
す
。

こ
れ
は

一
九
四
〇
年

か
ら
は
じ
め
、
イ

ヨ
イ

ヨ
出
版

の
で
き
な
く
な

っ
た

一
九

四
四
年

に
秘
密
出
版

と
し
て
出
し
た

『悪
魔

の
書
』
や
『永

遠

の
子
供
』
ま
で
の

『無
双
原
理
の
研
究
』
四
千
頁

の
シ

リ
ー
ズ

の
結
論
で
、
そ
の
第

一
期
第

一
冊
『宇
宙

の
秩
序
』

と
と
も
に
、
私
の
二
百
数
十
種

の
著
作

の
中

で
最
も
重
大

な

モ
ノ
で
あ
り
ま
す
。

人

間

と

は

何

か

？

１
　
肉
　
　
体

人
間
は
草
か
ら
生
ま
れ
、
草
は
土
か
ら
生
ま
れ
、
土
は

土
な
ら
ぬ
モ
ノ
、
前
原
素
…
…
十
六
種

の
素
粒
子
か
ら
生

ま
れ
、
土
な
ら
ぬ

モ
ノ
は
Ｅ

（
エ
ネ

ル
ギ
ー

・
ウ
ゴ
キ
）

か
ら
生
ま
れ
、
ウ
ゴ
キ
は
二

つ
の
対
立
す
る
極

▽
△
か
ら

生
ま
れ
、
二

つ
の
極
は

一
つ
の
絶
対
か
ら
生
ま
れ
る
。

（２

　

こ

　

こ

　

ス

ワ

一
つ
な
る
も
の
は
、
ハ
テ
な
く
ト
コ
シ
エ
な
る
も
の
（良

心

。
本
能

。
記
憶

。
判
断

・
正
義

。
自
由

・
愛

・
神

・
幸

福

・
無
限

・
絶
対

・
永
遠
）
で
あ

っ
て
、
そ
の
小
さ
い
小

さ
い

一
部
分
が
、
二
つ
な
る
も
の
、
相
対
の
世
界
で
あ

っ

て
、
ス
ベ
テ
ノ
対
立

（安
定
と
反
抗
）
の
モ
ト
で
あ
る
▽

△

（遠
心
力
と
求
心
力
）。

３
　
相
対
の
世
界

ウ
ゴ
キ
は
、
こ
の
二
つ
の
極
の
間
に
生
ま
れ
た
子

（天

地

。
日
と
夜

・
明
暗

・
軽
重

・
動
静

・
強
弱

・
冷
暖
）
こ

の
▽
△
二
つ
や
、
そ
の
ム
レ
の
ム
ス
ビ
と

ハ
ナ
レ
が
モ
ロ

モ
ロ
ノ
対
立
と
安
定
、
変
化
と
親
和
を
う
み
、
転
じ
て
始

め
と
終
り
と
な
り
、や
が
て
、そ
の
強
大
な
安
定
と
親
和
は

不
動
不
変

の
ス
ガ
タ
を
現
わ
し
て
、
金

。
銀

。
銅

。
鉄

・

錫

・
鉛

・
石

。
土

・
水
と
な
り
、
強
大
な
反
発
、
戦

い
は
、

気
体
Ｈ

。
Ｃ

・
０

。
Ｎ

・
Ｆ

〔水
素
、
炭
素
、
酸
素
、
チ

ッ
素
、

フ
ッ
素
〕
と
な

っ
て
ひ
ろ
が
り
、
さ
ら
に
金
属
と
、

土
と
、
ム
ス
ビ
と
、
二

つ
の
極
が

一
つ
な
る
モ
ノ
の
力
で

む
す
ば
れ
、
サ
ラ
ニ
む
す
び
合
わ
さ
れ
草
と
な
り
、
本
と

な
り
、

ツ
イ

ニ
、
動
物

。
人
間
と
な

っ
て
…
…
生
長
と
死

。
戦

い
と
平
和

・
前
後

・
左
右

・
東
西

。
南
北

・
古
今

・

今
来
を
生
み

・
愛
欲
と
憎
悪
…
…
あ
ら
ゆ
る
モ
ツ
レ
と
な

２つ
。４

　
大
地

・
草
木

・
動
物

だ
か
ら
、
人
間
と
云
う

モ
ノ
は
、
ミ
ナ
、
モ
ト
モ
ト
、

正
義

。
自
由

。
本
能

・
記
憶

・
愛

。
永
遠
を
も
ち
、
幸
福

ソ
ノ
モ
ノ
で
あ
り
、
平
和

ソ
ノ
モ
ノ
で
あ
る
。

（赤

ン
坊

が
そ
の
証
拠

で
す

）
し
か
し
、
ミ
ナ

▽
△
ド
チ
ラ
カ
が
す

ぎ
て
い
る
の
で

（
▽
△
ド
チ
ラ
カ

ヘ
向
か

っ
て
走

っ
て
い

る
途
中

に
あ
る
の
で
）

一
つ
と
し
て
同
じ
モ
ノ
も
な
く
、

タ

マ
ュ
ラ
も
じ

っ
と
し
て

い
る
モ
ノ
は
な

い
。
あ
る

い
は

モ
ト
に
帰
ろ
う
と
し
て
、
あ
る

い
は
他
を
支
え
ん
と
し
て
、

う
ご
き

ｏ
ゆ
ら
ぎ

・
か
わ
り

。
と
び
か

い
、
し
か
も
、
ケ

ッ
シ
テ
、
土
を
は
な
れ
ず
、
土
を
愛
し
、
土
を
う
ば

い
合

い
、
土
の
タ
メ

ニ
争

い
…
…

ツ
イ

ニ
土

に
帰
る
。

５
　
愛
憎

。
盛
衰

の
世
界

そ
れ
で
も
何
が

「
一
つ
」

で
あ
る
か
、
　
コ

一
つ
」

で
あ

る
か
、
　
ど

ろ

」
で
あ
る
か
を
忘
れ
て
い
な
が
ら
、
し
か

も
草
を
め
で
、
食

い
、
土
や
、
日
に
見
え
ぬ
土

の
モ
ト
で

あ
る

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
愛
し
、
水
を

の
み
、
命
を
か
け
て
ソ

レ
ラ
を
う
ば

い
あ

い
、
金
属
や
小
さ

い
土
や
、
岩
の
カ
ケ

ラ
や
、
土
に
こ
だ
わ
り
、
は
て
は
正
義
や
自
由
や
平
和
を

ふ
り
ま
わ
し
た
り
、
重
さ
や
力
や
、
熱
や
ウ
ゴ
キ
を
か

つ

ぎ
ま
わ
り
、
ふ
り
ま
わ
し
、
一異
れ
な
る
モ
ノ
の
上

に
楽
し

み
を
う
み
立

て
、
楽
し
み
か
ら
哀
れ
み
に
転
落
し
、
怒

っ

て
み
た
り
、
泣

い
て
み
た
り
、
う
ぬ
ば
れ
て
み
た
り
、
し

お
れ
て
見
た
り
、

い
ば

っ
て
見
た
り
、
ペ
コ
ペ
コ
し
た
り
、

衰
え
の
悲
し
み
を
知
る
た
め
に
盛
大

に
な

っ
て
見
た
り
、

負
け
る
た
め
に
勝

っ
た
り
、
さ

て
も
忙

し

い
コ
ト
で
あ
る
。

６
　
天
国
の
カ
ギ

だ
か
ら
人
間
と
云
う

モ
ノ
は
幸
福

で
な
か

っ
た
ら
ウ

ソ

で
あ
る
。
　
２

つ
な
る
モ
ノ
と
二

つ
な
る
モ
ノ
が
、　
一
つ

で
あ
る

コ
ト
を
忘
れ
た
と
云
う
大
き
な

ア
ヤ

マ
チ
を
お
か

し
て

い
る
の
で
あ
る
）。
だ
か
ら
、
幸
福

に
な
り
た

い
な
ら

次
の
二

つ
の
資
格
を
そ
な
え
る
が

い
い
。

田

（新
し

い
思
想
を
生
か
し
、
の
ば
し
、
た
の
し
み
）

②

（他

の
人
を
生
か
し
、
の
ば
し
、
た
の
し
み
）

椰

（自
ら
を
生
か
し
、
の
ば
し
、
た
の
し
む
）

ソ
レ
に
は

一
か
ら
二
、
二
か
ら
三
、
四
、
五
、
六
、
七

ま
で
の
宇
宙

の
組
み
立

て
を
思

い
出
さ
ず

に
忘
れ
ず

に
、

い
る
だ
け
で

い
い
。
造
作
は
な

い
コ
ト
だ
。

ソ
ー
ス
レ
バ

●
〓

”́

を

８
●
に

〔
不
可
能
を
可
能
に
〕
し
、
ド

ン
ナ
人

だ

っ
て
、

モ
ノ
だ

っ
て
、

ス
ベ
テ
ガ
、

ス
キ
で
ス
キ
で
オ

モ
シ

ロ
ク
テ
、
オ
モ
シ

ロ
ク
テ
、
た
ま
ら
な
く
な
り
、
敵

や
他
人
が

ス
ベ
テ
自
分
の
生
き
た
写
真
か
鏡

で
、
自
分
の

死
角
を
示
し
て
く
れ
る
先
生
で
あ
る

コ
ト
が
分
り
、
ド

ン

ナ
こ
と
だ

っ
て
、

ス
キ
な

コ
ト
を

一
生
や

っ
て
や

っ
て
、

や
り
ぬ

い
て
ケ

ッ
シ
テ
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、
愛

さ
れ
、

し
た
わ
れ
て
、
た
の
し

い
、
た
の
し

い
、
た
の
し

い

一
生

を
送
る

コ
ト
が
で
き
る
の
だ
…
…
。

７
　
地
上
即
天
国

し
あ
わ
せ
な
人
が
ポ

ッ
チ
リ
で
、
ふ
し
あ
わ
せ
な
人
が

タ
ク
サ

ン
、
タ
ク
サ

ン
い
て
、
ふ
し
あ
わ
せ
が
、
カ
ズ
も
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カ
ギ
リ
も
な

い
の
は
、
シ
ア
ワ
セ
に
な
る
人
が
タ
ク
サ
ン
、

タ
ク
サ

ン
い
て
、
シ
ア
ワ
セ
が

ハ
テ
も
カ
ギ
リ
も
な

い
か

ら
だ
！
　
あ
あ
―
　
ナ

ン
ト
云
う

ス
バ
ラ
シ
イ
た
の
し

い
、

ボ

ロ
イ
世
界
だ
！
　
あ
あ
！
　
ナ

ン
ト
云
う

「
あ
り
」
え

が
た

い
世
界
だ
。

人
間
様
の
世
界
！

こ
れ
が
天
国

で
な
か

っ
た
ら
、
ド

コ
ニ
、
ど
ん
な
天
国

が
あ
る
ん
だ
！

８
　
む
す
び

（人
間
の
定
義
）

人
間
と
は
、
自
分
を
作

っ
た
モ
ノ
と
、
そ
の
材
料
を
忘

れ
た
バ
カ
リ
に

（
イ
ヤ
、
さ
も
忘
れ
た
か
の
様
な

フ
リ
を

し
て
）
不
幸

に
な
り
、
そ
の
不
幸
か
ら
脱
出
す
る
タ
メ

ニ

長

い
問
苦
し
み
、
も
が
く
動
物
。

千
年

に

一
人
か
、
百
万
人
に

一
人
く
ら

い
、

こ
の
ク
ル

シ
ミ
か
ら
脱
出
す
る
モ
ノ
が
あ
る
が
、

こ
れ
が

「
ホ

ン
ト

ー
の
人
間
様
」
、
つ
ま
リ
ス
キ
ナ
こ
と
を

ス
キ
ナ
だ
け
や
り

ぬ
き
、
他
人
の
セ
ワ
に
な
ら
ず
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、

一
生
を

お
く
る
こ
と
が
ダ
レ
に
も
で
き
る
の
に
、
そ
れ
を

忘
れ
て
苦
し
み
、
も
が
く
の
が
多

い
動
物
。

５
　
宇
宙
生
物
、
生
理
学
と
し
て
の

『宇
宙

の
秩
序
』

１
　
肉
　
　
体

人
間
の
肉
体
は
食
物
に
よ

つ
て
作
ら
れ
る
。
食
物
は
植

物
に
よ

っ
て
、
植
物
は
大
地
に
よ

っ
て
作
ら
れ
る
。

大
地

（
％
の
原
素
）
は
モ
ロ
モ
ロ
の
天
体
と
同
じ
く
、

ま
た
ア
ラ
ユ
ル
可
視
光
線
、
不
可
視
光
線
と
同
じ
く
、
素

粒
子
か
ら

つ
く
ら
れ
、
素
粒
子
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
、

エ

ネ
ル
ギ
ー
は
二
つ
の
極
の
対
立
か
ら
生
ま
れ
る
運
動
で
あ

り
、
二
つ
の
極
の
相
対
界
は
、
た
だ

『
一
』

つ
な
る
モ
ノ

の
分
裂
し
た

モ
ノ
で
し
か
な

い
。

ｆ

』
は
永
遠

で
あ
り
、
無
限
で
あ
り
、
絶
対
で
あ
る
。

２
　
精
　
　
神

精
神

（
記
憶

・
判
断

・
正
義

・
自
由

・
愛

・
神

。
幸
福

・
良
心
…
…
）
は
ス
ベ
テ
無
限

。
永
遠

・
絶
対

「
一
つ
な

る
モ
ノ
」

で
ぁ

っ
て
、
相
対
界
の
モ
ノ
で
は
な

い
。

し
か
し
、

こ
の

「
一
つ
な
る
モ
ノ
」
「
全
体
な
る
も
の
」

が
分
化
し
て

▽
、

△

「
二

つ
な
る
モ
ノ
」
遠
心
力
と
求
心

力
と
な
り
、
こ
の
二

つ
が

ア
ラ
ユ
ル
部
分
を
作

る
。

こ
の

「
一
つ
な
る
モ
ノ
」
と

「
二

つ
な
る
モ
ノ
」

ス
ナ

ワ
チ
、　
一
と
二
が
、
Ｆ

ご

と
な
り
、

こ
の

「
一言

が
ア
ラ

ラ
ユ
ル
相
対

・
変
化

。
安
定

。
反
発

・
親
和
を
生
ん
で
ゆ

だ
か
ら
ス
ベ
テ
ノ
も
の
は
精
神
で
あ
り
、
精
神
は
モ
ノ

で
あ
る
。

３
　
相
対
の
世
界

二

つ
の
対
立
す
る
モ
ノ
が
生
ま
れ
る
と
、
こ
こ
に
相
対

界
が
う
ま
れ
、

ス
ベ
テ
ノ
対
立
と
離
反
、

ア
ラ
ソ
イ
、
ウ

ゴ
キ
と
バ
ラ
ン
ス
が
生
ま
れ
、

こ
こ
に
ア
ラ
ュ
ル
変
化
が

始
ま
る
。

こ
の
変
化
が
天
と
地

。
日
と
夜

・
明
暗

・
軽
重

・
動
静

・
冷
暖

・
強
弱

の
サ

マ
ザ

マ
ナ

▽
と

△
と
な
り
、

こ
れ
ら

の
対
立
す

る

▽
△
の
ム
レ
が
、

モ
ト
モ
ト

一
つ
な
る
モ
ノ

で
あ
る
か
ら
、
互

い
に
引
き
合

い
、
タ
ガ
イ

ニ
は
じ
き
合

い
、
う
ば

い
合

い
、　
一
つ
に
か
え

らヽ
ん
と
し
て
、　
一
つ
に

な
り
き
れ
ず
、
二

つ
に
分
れ
て
、
分
れ
き
れ
ず
、
対
立
は

親
和
と
反
抗
を
生
み
、
親
和
と
反
抗
は
千
変
万
化
を
生
じ

Ｚり
。だ
か
ら
ス
ベ
テ
に
始
め
と
終
り
が
あ
り
、
ウ
ラ
と
オ
モ

テ
が
あ
り
、
し
か
も
同

一
の
モ
ノ
が
な

い
。
ウ
ラ
大
な
れ

ば
、
オ
モ
テ
も
大

で
あ
る
。

４
　
地
球

。
草
木

。
動
物

そ
の
強
大
な
安
定
と
親
和
は
不
動
不
変

の
ス
ガ
タ
を
と

り
、
金

。
銀

。
銅

・
鉄

・
錫

・
鉛

・
石
の
如
き
団
体
と
な

り
、
さ
ら
に
強
大
な
反
発
と
タ
タ
カ
イ
は
不
断

の
変
化
の

ス
ガ
タ
を
と
り
、
Ｈ

・
Ｈｅ
・
０

。
Ｎ

．
Ｎｅ

〔
水
素
、

ヘ
リ

ウ
ム
、
酸
素
、
チ

ッ
素
、
ネ
オ
ン
〕

の
ご
と
き
気
体
と
な

っ
て
ひ
ろ
が
り
、
さ
ら
に
コ
レ
ラ
ノ
気
体
と
団
体
の
中
間

に
は
軟
体

（
土

・
水

・
粘
体

・
溶
体

）
が
生
ま
れ
る
。

し
か
も
団
体
は
溶
け
、
気
体
と
な
り
、
気
体
は
ま
た
固

体
と
な
り
、

ア
ラ
ユ
ル
様
相
を
と
る
が
、
（
そ
の
変
化
を
作

り
出
す
手
は
寒
と
熱
で
あ
り
、
熱
は
遠

心
力
と
遠
心
力
、

求
心
力
と
求

心
力

の
衝
突
―
―

つ
ま
リ
ウ
ゴ
キ
ー
ー

か
ら

う
ま
れ
た
も

の
）

５
　
愛
憎

の
世
界

団
体
と
、
気
体
と
、
ウ
ゴ
キ

（
ス
ナ
ワ
チ
、

千
不
ル
ギ

ー
）
が

▽
と

△

（遠
心
力
と
求
心
力

）
二

つ
の
手
で

「
一

つ
な
る
モ
ノ
」
の
意

の
ま
ま
に
、

こ
ね
あ
わ
さ
れ
、
草

に

作
ら
れ
、
動
物

に
作
ら
れ
、
生
長
と
死
、
戦

い
と
平
和
、

始
め
と
終
り
、
前
後
、
左
右
、
東
西
、
古
今
、
今
来

の
▽

△
を
う
み
、
愛
欲
と
憎
悪

の
あ
ら
ゆ
る
ク
ミ
合

せ
を
作
り

出
し
、
煩
悩

・
貪
痴

。
憤
暴

の
シ
ー
ン
を
映
写
し
、
安
定

と
不
安
、
戦

い
と
平
和
、
親
和
と
排
他
…
…
喜
怒

・
哀
楽

・
美
醜

・
盛
衰

。
正
邪

の
二

つ
の
世
界
を
展
開
し

つ
つ
、

ス
ベ
テ
は
、
ま
た

モ
ト
の
古
巣

の

「
一
つ
な
る
モ
ノ
」
の

胸

に
だ
か
れ
て
ゆ
く
。

６
　
運

　
　
△
叩

だ
か
ら
、
人
間
と
云
う

モ
ノ
は
、
ミ
ナ
も
と
も
と
、
正

義

。
自
由

。
本
能

。記
憶

・
愛

・
永
遠

ソ
ノ
モ
ノ
で
あ
り
、

幸
福

ソ
ノ
モ
ノ
、
平
和

ソ
ノ
モ
ノ
で
あ
る
。

（赤

ン
坊
が
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そ
の
証
拠

の

一
つ
で
す
。
熟
睡

し
て
い
る
人
の
顔
が
そ
の

モ
ー

一
つ
の
証
拠

で
す

）

し
か
し
、
二

つ
の
世
界
で
は
、

▽
△
ど
ち
ら
か
す
ぎ
て

い
る
の
で
、
ま
た

▽
△
ド
チ
ラ
か

へ
走

っ
て
い
る
途
中
な

の
で
、　
一
つ
と
し
て
同
じ
モ
ノ
は
な

い
。

タ

マ
ユ
ラ
で
も
、
じ

っ
と
し
て

い
る
モ
ノ
は
な

い
。
あ

る

い
は
他
を
提
え
ん
と
し
て
、

ア
ル
イ

ハ
他
を
免
れ
ん
と

し
て
、
た
え
ず
、
う
ご
き
、
ゆ
ら
ぎ
、
か
わ
り
、
と
び
ま

わ
り
、
し
か
も
ケ

ッ
シ
テ
土
を
は
な
れ
る

コ
ト
な
く
、
土

を
愛
し
、
土
を
う
ば

い
あ

い
、
土
に
し
が
み

つ
き
、
土
の

タ
メ
ニ
あ
ら
そ

い
、
殺
し
あ

い
さ
え
し
、

ツ
イ

ニ
土

の
フ

ト

コ
ロ
に
帰

っ
て
し
ま
う
。

フ

生

者

必

減

お
お
！
　
人
間
と
云
う

モ
ノ
は

「
一
つ
な
る
モ
ノ
」
か

いう

「
二

つ
な
る
モ
ノ
▽
△
」

に
分
れ
、

工
不ヽ
ル
ギ
ー

・
素

粒
子

。
原
素

の
地
球

。
草
木

・
動
物

の
六

つ
の
段
階
を
輪

廻
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
草
を
め
で
、
土
を
愛
し
、

空
気
を
す

い
つ
づ
け
、

千
不
ル
ギ
ー
を
求
め
て
や
ま
ず
、

と
き
と
し
て
は
土
く
れ
や
石
の
ヵ
ヶ
ラ
の
た
め
に
さ
え
命

を
な
げ
出
し
、
た
え
ず
正
義
や
自
由
、
愛
や
平
和
を

ふ
り

か
ざ
し
、
哀
れ
な
る
モ
ノ
の
上
に
楽
し
み
を
う
ち
立

て
て
、

楽
し
み
か
ら
哀
し
み
に
転
落
し
、
怒

っ
て
見
た
り
、
泣

い

て
み
た
り
、
人
を
泣
か
せ
る

コ
ト
で
笑

っ
た
り
、
う
ぬ
ぼ

れ
て
見
た
り
、
し
お
れ
て
見
た
り
、
衰
え
の
カ
ナ
シ
ミ
を

知
る
た
め
ば
か
り
盛
大

に
な

っ
て
見
た
り
、
や
が
て
キ

ッ

ト
負
け
る
た
め
に
全
心
全
力
を

つ
く
し
て
勝

っ
た
り
、
さ

て
も
忙
し

い
コ
ト
で
あ
る
。

８
　
天
国
の
カ
ギ

だ
か
ら
人
間
と
云
う

モ
ノ
は
、

ス
ベ
テ
幸
福

で
な
か

っ

た
ら
ウ

ソ
で
あ
る
。

ツ
マ
リ

「
一
が
二
を
生
じ
、
二
が
三
を
生
じ
、
三
が
万

物
を
作
り
出
す
」
宇
宙

の
秩
序
を

ス
ッ
カ

リ
忘
れ
た
と
云

う
大
き
な

ア
ヤ

マ
チ
を
お
か
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

「宇
宙

の
秩
序
」

こ
そ

「天
国

の
カ
ギ
」
で
あ
る
。

こ
の

「天
国

の
カ
ギ
」
を
身

に

つ
け
た

モ
ノ

（
も
て
る

モ
ノ
）
は
、
お
よ
そ
地
上

に
て
も
、
天
国

に
も
、
そ
の

つ

な
ぐ
ト

コ
ロ
を

つ
な
ぎ
、
と
き
ほ
ど
く
ト

コ
ロ
を
は
な
す

コ
ト
が
で
き
る
。

そ
の
反
対
に
、

こ
の
天
国
の
カ
ギ
を
も
た
ぬ
モ
ノ
は
、

そ
の
も
て
る
モ
ノ
を

さ
え
う
ば
わ
れ
る
。

９
　
対
数
的

ス
パ

イ
ラ
ル

あ
あ
、
人
間
の
世
界
は
草

の
世
界
の
、
草

の
世
界
は
大

地
の
世
界
の
、
大
地

の
世
界
は
素
粒
子
の
世
界
の
、
そ
し

て
素
粒
子
の
世
界
は

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
世
界
の
、

千
不
ル
ギ

ー
の
世
界
は
対
立
す
る
二

つ
の
極

の
、
相
対
の
世
界
は
絶

対
の
世
界

・
永
遠

。
無
限
、
　
ヨ

つ
な
る
モ
ノ
」

の
大
洋

の
胸

に
生
ま
れ
た
小
さ

い
、
小
さ

い
、
星
雲

の
ウ
ズ

マ
キ

に
す
ぎ
な

い
―

あ
あ
、
広
大
無
辺
な
る
宇
宙

の
秩
序

の
、
七
重

の
対
数

的
ス
パ
イ

ラ
ル
の
フ
シ
ギ
サ
…
…
。

ス
ベ
テ
の
モ
ノ
は
、

こ
の
対
数
的
ス
パ
イ

ラ
ル
の
烙
印
を

つ
け
ら
れ
て

い
る
。

頭

の
毛

の
ウ
ズ

マ
キ
、
指
紋
…
…
。

そ
れ
は
、
テ
レ
ビ

の
像
が

エ
レ
ク
ト

ロ
ン
の
対
数
的
ス

パ
イ

ラ
ル
で
あ
る
の
に
に
て
い
る
。

気
圧
や
、
文
化
や
、
歴
史
も
ミ
ナ
対
数

ス
パ
イ

ラ
ル
的

記
録
で
あ
る
。

１０
　
神
の
国
と

ソ
ノ
義

人
間
よ
、
ま
ず
お
前
は
、
宇
宙
と
そ
の
秩
序
を
知
る

コ

ト
だ
。
神

の
国
と
そ
の
義
と
云

っ
て
も

い
い
。
そ
れ
は

一

か
ら
七
ま
で
の
世
界
の
ク
ミ
立

て
だ
。

一
、
三
、
五
の
△
の
世
界
と
、
二
、
四
、
六
の

▽
の
世

界
の
ク
ミ
合

せ
の
秩
序

の
タ
ク
ミ
さ
！

さ
ら
に

一
か
ら
六
ま
で
全
体
を

い
だ
く
第
七
の
世
界
、

無
限

・
永
遠

・
絶
対

『
た
だ

一
つ
な
る
モ
ノ
』
の
偉
大
き
―

こ
の

▽
△
の
ク
ミ
タ
テ
、
宇
宙

の
秩
序

の
正
し
さ
を
、

ア
ラ
ユ
ル
モ
ノ
に
、
物
理
、
化
学
の
世
界
に
、
人
文
科
学

の
世
界

に
、
日
常
生
活
に
、
思
想
界
に
、

ア
ミ
ー
バ
や
、

ネ
ギ
、
大
根

に
も
、
高
等
動
物

の
言
行

に
も
、
見
出
す
人

が
幸
福

で
あ
り
、
見
な

い
人
が
不
幸

せ
な
の
だ
。

戦
争
も
平
和
も
、
み
な

「宇
宙

の
秩
序
」
な
の
だ
が
、

タ
ダ
う

うヽ
ガ

エ
シ
に
見
た
モ
ノ
な
の
だ
。
ウ
ラ
、
オ
モ
テ

だ
。あ

あ
、

こ
の
宇
宙

の
秩
序
を
二
千
五
百
年
前

に
発
見
し

た
老
子
を
ほ
め
た
た
え
よ
―

そ
し
て
現
代
の
老
子
た
ら
ん
と
す
る
モ
ノ
を
、
ほ
め
た

た
え
よ
。

カ
レ
ラ
こ
そ
平
和
の
メ
ー
カ
ー
で
ぁ
り
、
カ
レ
ラ
以
外

に
平
和
の
メ
ー
カ
ー
あ
る
こ
と
な
き
を
銘
記
せ
よ
。

６

愛

の

定

義

人
間
が
、
宇
宙

に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
、
育

て
ら
れ
、

数
十
年
も
遊
ば

せ
て
も
ら

い
、
疲
れ
る
と
休
ま
せ
て
も
ら

い
、
解
体
し
て
も
ら

い
、

つ
く
り
変
え
て
も
ら
う

モ
ノ
で

あ
る
の
に
、
そ
の
生
み
の
オ
ヤ
の
宇
宙

と
、
そ
の
慈
悲

の

左
右

の

（
▽
△
）
二

つ
の
手
と
、
そ
の

ハ
タ
ラ
キ
を
忘
れ

（
ま
た
は
、
忘
れ
た

フ
リ
を
し
）
宇
宙

の
用
意
し
て
く
れ

た

モ
ノ
を
か
え
り
み
ず
、
た
だ
五
十
年
間
ホ
ド
身
を
守
る

タ
メ
ニ
、
半
径
ホ

ン
ノ
ー
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
か
ら
１
セ

ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
周
囲

の
、
ト

ッ
サ
ノ
場
合

の
用
を
充
た
す
ダ

ケ
に
宇
宙

か
ら
与
え
ら
れ
た
感
覚
と
云
う
道
具
を
喜
ば
せ
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る
タ

マ
ユ
ラ
ノ
快
楽
ば
か
り
を
必
死

に
な

っ
て
追

い
ま
わ

し
、
そ
の
感
覚

の
欲
す
る
ト

コ
ロ
に
し
た
が

っ
て
行
動
し
、

宇
宙
を
忘
れ
、

ツ
イ

ニ
ハ
宇
宙
を
改
造
し
、
自
然
を
征
服

す
る
と

い
う
反
逆
を
く
わ
だ

て
て
、
そ
の
タ
メ
に
不
幸

に

な
り
、
不
自
由

に
な
り
、
く
る
し
み
、
な
や
み
、
悲
じ
む

人
間
に
、
彼

の
生
れ
る
千
万
億
兆
年
前
か
ら
、
彼
が

一
生

の
ア
イ
ダ

ニ
行

っ
た

コ
ト
も
行
く

コ
ト
も
な

い
遠

い
天
体

の

ハ
テ
か
ら
、
カ
レ
の
極
め
る

コ
ト
の
ト
テ
モ
出
来
な

い

物
質
単
位

の
構
造
ま
で

一
切
全
体

の
相
対
界
、
有
限
界
を

巧
妙
な
手
で

つ
く
り
上
げ
、
見
事

に
運
転
さ
せ
て

い
る
宇

宙
全
体
、
タ

ッ
タ

一
つ
の
モ
ノ

（無
限

・
永
遠

・
絶
対

・

幸
福

ソ
ノ
モ
ノ
）
を
再
発
見
さ
せ
、
平
和

で
幸
福
な
人
生

を
組
立

て
さ
せ
、
送
ら
せ
、
楽
し
ま
せ
る
タ
メ
に
、
人
間

が
そ
の
感
覚

に
基
づ

い
て

つ
く
り
出
し
た
、
ま
た
、

つ
く

り
出
す
、
あ
ら
ゆ
る
感
覚
の
極
楽

・
快
楽

の
殿
堂
を
次
か

ら
次

へ
と
爆
破
し
、
か
き
消
し
、
そ
し
て
、
か
え

っ
て
ソ

レ
ラ
を
失
望

の
ド

ン
底
、
苦
痛

の
煉
獄

に
変
え
る
よ
う
に
、

人
間
が
そ
れ
ら
を
作

っ
て
行
く
間
に
、
そ
れ
ら

一
つ

一
つ

の
中

に
宇
宙
が
仕
掛
け
て
お
く

▽
△
二
元
の
原
子

ノ
ス
タ

ル
ジ
ヤ
の
内
燃
機
関

ま≦
ご

∽
３

導
号
、
ま
た
は

エ
ゴ
イ

ズ

ム
号
。

７
　

人

間

た

る
条

件

（Ｈ
Ｈ
Ｔ
と
適
性
検
査
）

『健
康
と
幸
福

へ
の
道
』

『人
生
読
本
』
を
初
心
者
は
く

り
返
し
て
よ
む
。
も

っ
と
も
月
に

一
回
く
ら

い
Ｈ
Ｈ
Ｔ

〔健
康
と
幸
福

テ
ス
ト
、

「
新
食
養
療
法
』
４２

ペ
ー
ジ
〕

を

こ
こ
ろ
み
る
。
年

一
回
か
二
回
は
本
部

に
そ
の
解
答
を

送

っ
て
採
点
し
て
も
ら
う
。

Ｈ
Ｈ
Ｔ
四
十
点
以
上
が
無
双
道
初
段
、
五
十
点
以
上
が

二
段
、
六
十
点
以
上
が
三
段
、
七
十
点
以
上
四
段
、
八
十

点
以
上
五
段
、
九
十
点
以
上
六
段
、
九
十
五
点
以
上
七
段
、

百
点
が
八
段
。
た
だ
し
、
初
段
は
自
分
の
病
気
を
自
分
で

治
し
、
二
段
は
家
族

の
病
気
を
治
し
、
三
段
は
三
百
人
以

上
の
人
に
正
食
を
実
行
さ
せ
た
人
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

四
段
は
千
人
以
上
、
五
段
は
幸

せ
な
人
生
の
設
計
を
百
人
、

六
段
は
三
百
人
、
七
段
は
、
千
人
に
し
て
上
げ
た

人
で
な

く
て
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、
五
十
点
以
上
は
Ｐ
Ｕ
の
ク
ラ

ッ
ク
ス
を

一
点
ご
と
に
十
問
解
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

（
ク
ラ

ッ
ク
ス
は

『無
双
原
理

・
易
』

に
百
数
十
題
、
「
コ

ン
パ
』
五
〇
号
ま
で
に
百
題
、
Ｍ
Ｉ
の
ク
ラ

ッ
ク
ス
帳

に

二
百
題
以
上
あ
る
）
解
答
は
ス
ベ
テ
Ｍ
Ｉ
の
指
導
部
員
が

見
ま
す
。

八
段
以
上
は
無
段

に
か
え
る
。

三
段
以
上
は
病
気

に
な

っ
た
ら

一
段

ス
ベ
リ
お
ち
る
。

家
族

で
病
人
を
出
し
て
も
同
様
。
死
者
を
出
し
た
ら
全
段

ス
ベ
リ
お
ち
る
。
五
段
以
上
な
ら
『友
だ
ち
』
の
間
に
病
人

を
出
し
て
も

一
段
お
ち
る
。
電
友
』

の
定
義
は

一
つ
の
ク

ラ

ッ
ク
ス
）

Ｈ
Ｈ
Ｔ
が
四
十
点
以
下
、

マ
イ
ナ
ス

一
五
〇
点
ま
で
な

ら
Ｍ
Ｉ
の
研
究
生
や

『
サ
ー
ナ
』

『
コ
ン
パ
』

の
友
た
る

資
格
が
あ
る
が
、

マ
イ
ナ
ス

一
五
〇
点
以
下

の
人
は
モ
ー

人
生
を
あ
き
ら
め
た
方
が
よ
ろ
し

い
。
Ｈ
Ｈ
Ｔ
が
初
め
か

ら
八
〇
点
以
上

の
人
は
、
無
双
原
理
を
勉
強
す
る
必
要
は

な

い
。
大

い
に
、
あ
け
く
れ
、
タ
ダ
あ
そ
ぶ
だ
け
で
よ
ろ

し

い
。
８
　
楽

し

い
、
楽

し

い

一
生
を
く
ら
す
法

無
双
道
三
段
以
上

の
人
で
、
思

い
き
り
楽
し

い
、
幸
せ

な
、
幸

せ
な

一
生
を
送
り
た

い
人
は
、
ゼ
ヒ
ト
モ
、
何
ら

か
の
社
会
運
動
陣
営
に
参
加
す
る

コ
ト
で
す
。

い
ろ

い
ろ

な
文
化
団
体

・
婦
人
会

・
組
合

・
宗
教
団
体

・
学
術

。
芸

術
団
体

・
国
際

ペ
ン
パ
ル
ス
、
セ
カ
イ
セ
イ

フ
、
何
で
も

よ
ろ
し

い
。
ト
ク

ニ
国
際
的
な
性
格

の
モ
ノ
が
よ

い
で
す
。

そ
し
て
カ
ナ
ラ
ズ
自
ら
そ
の

一
支
部
や
細
胞
組
織

の
リ
ー

ダ
ー
を
買

っ
て
出

る

コ
ト
。
こ
の
種

の
社
会
生
活
は
、
イ

ツ
も
自
分
を
み
が
く
タ
メ
で
す
か
ら
、
世
界
政
府

の
主
張

す
る
よ
う
な

「
平
和
の
原
則
」
を
主
張
し
、
受
け
入
れ
ら

れ
な
く
て
も
、
少
く
と
も
自
分
だ
け
で
も
実
行
す
る

コ
ト
。

９

　

お

前

は

ワ

レ

だ

さ
て
、
最
後

に
オ
ル
ダ
ス

・
ハ
ク
ズ

レ
イ
の

『久
遠

の

真
理
』
を
よ
み
ま
し

ょ
う
。
―
―
以
下
、
■
は
オ
ル
ダ
ス
、

Ｇ
は
私
の

コ
ト
バ
で
す
。
Ｑ
は
ク
ラ

ッ
ク
ス
で
す
が
、
ス

ベ
テ

一
つ

一
つ
が

ク
ラ

ッ
ク
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

×
印
は

マ
チ
ガ
イ
、

×
×
は
大

マ
チ
ガ
イ
。
○
は
可
、
◎
は
良
、

Ｏ
は
正
。

□
Ａ
の
こ
の
本
は

『久
遠

の
真
理
」

に

つ
い
て
の
金
言

集
。■

『久
遠
の
真

理
』
は
、
生
命
と
精
神
と
事
物
と
の
様

様
な
世
界
の
本
質

で
あ
る

「
一
つ
な
る
モ
ノ
」
を
示
す

コ

ト
パ
。
■
し
か
し

こ
の

『
一
つ
な
る
モ
ノ
』
は
心
き
よ
く
、
霊

に
貧
し

い
、
自
ら
を
愛
さ
れ
る
人
に
し
た
人

々
で
な
く
て

は
分
ら
な

い
。
そ
れ
が
ナ
ゼ
だ
か
吾

々
に
は
分
ら
な

い
。

Ｑ
■
物
質

の
本
性
や
、
か
く
れ
た
力
は
、
物
理
学
的
実
験

に
よ

っ
て
の
み
、
心
の
は
心
理
的

・
道
徳
的
実
験

に
よ

っ

て
の
み
発
見
さ
れ
る
。

×
×
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■
ア
ト
マ
ン

（内
在
す
る
永
遠
の
我
）
は
ア
ラ
ユ
ル
存

在
の
根
本
原
理
た
る
ブ
ラ
ー
マ
ン
と
同

一
物
で
あ
る
。
そ

し
て
几
て
の
人
の
最
高
の
目
的
は
、
こ
の
事
を
自
ら
発
見

し
、
自
ら
が
何
で
あ
る
か
を
知
る
コ
ト
。
○

■
科
学
は
多
を

一
に
戻
す
モ
ノ

（
マ
イ
ヤ
ー
ソ
ン
×
な

ら
う
れ
し
い
の
だ
が
、
実
際
は

一
を
多
に
し
て
い
る
。
Ｇ
）

■
二
を
意
味
す
る
語
根
は
イ
ツ
モ
悪
の
意
味
を
も

っ
て

い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
の

ξ
ｒ

ラ
テ
ン
語
の
　
０
●
）ｇ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
ξ
りｏ
ｏ７
一●

（
不
消
化
）、　
　
一
】∽す
ｏ
コｏ
●
【静
Ｆ

（不
名

誉
）
。…
‥

き
●Ｆ

讀
〓
げ
一●
‘ヨ
一●ヽ
ａ

（
ウ
タ
ガ
イ
、
二
心
）

等
々
…
…
イ
ズ
レ
モ
ニ
つ
に
分
れ
る
コ
ト
が
本
質
的
に
悪

で
あ
る
コ
ト
を
教
え
る
―
―

（
Ｇ
Ｉ
土

つ
を

一
つ
に
す
る

モ
ノ
が
な
く
、　
一
つ
を
二
つ
に
す
る
モ
ノ
ば
か
り
な
の
で
、

世
の
中
に
ア
ラ
ソ
イ
と
ナ
ヤ
ミ
が
た
え
な
い
。
Ｐ
Ｕ
は
二

つ
を

一
つ
に
す
る
モ
ノ
で
あ
る
）

■
ゼ
ノ
ア
の
聖
カ
ザ
リ
ン
ー
ー

ヨ
く
〓
同

Ｆ
の
＆
）３
●

ヽ
ｏ
　
日

ヽ
ｏ
●
ｏ
∞
●
】Ｎ
Ｏ
　
●
ヨ
】
　
ｏ
”
〓
ｏ
”
　
マ
【
ｏ
　
ｏ
Ｘ
ｏ
Ｏ
ｏ
一
　
員
】Ч
　
Ｏ

ｏ
」

〓
す
Ｘ
Ｆ

（
Ｇ
Ｉ

こ
れ
は
ま
る
で
Ｍ
Ｉ
の
子
供

の
英
語
か

フ
ラ
ン
ス
語
の
よ
う
だ
が
聖
者
カ
ザ
リ

ン
の

コ
ト
バ
だ
か

ら
オ
モ
シ
ロ
イ
で
は
な

い
か
。
）
『
私
の

「
ワ
レ
」
は
神
で

す
。
私
は
私
の
神
の
ホ
カ

ニ
私
の
「
ワ
レ
」
を
知
ら
な

い
』

■
私
は
、
神
か
ら
神

へ
行

っ
た
。
私
の
中

の

「
ワ
レ
」

か
ら
、
神

々
が

「
あ
あ
！
　
お
前
は
ワ
レ
だ
」
と
云

っ
た

（ビ

ス
タ
ン
の
バ
ヤ
ジ
ト
ヽ
　
Ｑ

■
私
は
生
き
て

い
る
。
し
か
も
私
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト

が
私
に
な

っ
て
生
き
て
い
る
の
だ
。

（
Ｇ
Ｉ
私
は
生
き
て

い
る
。
し
か
も
私
は
私
で
な
く
、
万
人
で
あ
り

「
ワ
レ
」

で
あ
り
、
神
で
あ
る
。
）

■
人
間
の
頭
の

ハ
ン
イ
ー
ー
量
子
力
学
を
考
え
出
す
頭

か
ら
―
―
低
能
児
ま
で
。
ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
聖
者
ま
で
。
（
ク

ロ
ス

・
ワ
ー
ズ
好
き
か
ら
無
双
原
理
研
究
ま
で
。
Ｇ
）

■
真

の
歴
史
的
発
展
が
あ

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、

根
本

に
ふ
れ
ぬ
周
辺

の
末
梢
的
知
識

の
み
に
過
ぎ
な

い
。

長

い
年
月

の
経
過
と
、
熟
練

し
た
技
術
と
多
く
の
見
聞
を

累
積
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
物
質
的
世
界

に

つ
い
て
、
完

全
な
知
識
は
有
り
得
な

い
け
れ
ど
も
、
物
質
的
世
界
の
根

源
た
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
す
な
わ
ち

Ｊ
水
久
的
に
完
成
せ

る
意
識
』
を
直
接

に
覚
る
こ
と
は
、
或
る
人
た
ち
に
と

っ

て
、
少
年
期
か
ら
老
年
期
に
至
る
ま
で
、
彼
ら
自
身

の
個

人
的
発
達

の
い
か
な
る
時
期
に
お

い
て
も
、
ま
た
民
族

の

歴
史

の

い
か
な
る
時
代

に
お

い
て
も
、
常

に
、
実
現
さ
れ

る
可
能
事

の

一
つ
で
あ
る

（
Ａ
）。

■
神
的
根
源
が

ソ
コ
に
あ
る

コ
ト
は
示
す

コ
ト
が
で
き

る
が
、
ド

ン
ナ

モ
ノ
だ
か
は
定
義
で
き
な

い
。
（
Ｑ
）

■

ｏ
ｑ
∽ｏ
日
】】■
は
ラ
テ
シ
語
　
∽
亀
澪
協

は
チ

ュ
ー
ト

ン
語
で
、
ド
チ
ラ
モ
人
格
だ
が
、
前
の
は
最
高
度
の
モ
ノ
、

後

の
は

「
自
欲

。
私
愛
」

の
ヒ
ビ
キ
が
あ
る
。

（
Ｇ
Ｉ

つ

ま
り
大
我
と
小
我
の
別
を

せ
ず

に
い
ら
れ
ぬ
人
間
共
通
の

考
え
の
表
現
）

■

「久
遠

の
真
理
」

の
提
唱
者

の
全
部
が
常

に
主
張
す

る
よ
う
に

『神

に
帰

一
す
る
知
識
』

に
至
る
道

に
横
た
わ

る
最
大
最
後

の
障
害

は

『分
離
し
て

い
る
自
己
』
が
あ
る

か
の
よ
う
に
固
執
し
、
か

つ
そ
れ
に
つ
い
て
の
意
識

に
執

着
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『久
遠

の
真
理
』
か
ら
す
れ
ば

『自

己
』
た
ら
ん
と
す
る
の
が
原
罪
で
あ
り
、
感
情

・
意
志

・

知
力

の
各
部
面

に
お

い
て

『自
己
』
を
死
な
せ
る
の
が
、

す

べ
て
を
包
む
最
上

の
美
徳
と
な
る
。
○

■
無
我
は
イ

ン
ド
語
で
ア
ナ
ツ
ダ
と
云
う
。

（
Ｇ
Ｉ
真

宗
で
は
ア
ミ
ダ
を

ア
ナ
タ
様
と
云
う
ヽ

■
人
と
は
何
ぞ
や
、
欲
す
る
ま
ま
に
、
天
使

・
動
物

・

虚
空

。
世
界

・
神

に
か

こ
ま
れ
た
無
、
神
を
求
め
る
モ
ノ
、

神
を
う
け
入
れ
、
神

に
あ
ふ
れ
る
モ
ノ

（
ベ
ル
ル
ユ
ヽ
○

■
人
は
神
に
帰

一
し
な

い
カ
ギ
リ
、
善

に
し
て
幸

せ
な

生
活
に
は
入
れ
な

い

（
ウ
イ
リ
ヤ
ム

・
ロ
ウ
）。

（
Ｇ
Ｉ
善

に
し
て
、
幸

せ
な
生
活
を

つ
く
る
モ
ノ
を

「
必
要
」
品
と

一西
う
）
■
聖
書

は
人
間
に

つ
い
て

『外
な
る
人
」
と
共

に

『内

な
る
人
』
が
、
一
つ
の
人
の
う
ち
に
あ
る
と
語

っ
て

い
る
。

「外
な
る
人
』
は
、
霊
魂

に
依
存
す
る
事
柄
が
属
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
は
肉
体
と
結
合
し
て
混
融
し
、
そ
う
し
て

眼

・
耳

。
舌

。
手
そ
の
他
の
如
き
協
力
的
機
能
と
も
連
絡

す
る
。
聖
書
は
、
か
か
る
も
の
の
凡
て
を
、
古

き
人
、
地
上

の

人
、
外
面
的
人
物
、
敵
、
僕
婢
と
呼

ぶ
。

わ
れ
ら
全
部

の
内

に
は
以
上
と
違
う
人
が

い
る
。
「内
な

る
人
』

で
あ
る
。
そ
れ
を
聖
書
は
、
新
た
な
る
人

・
天
国

の
人

。
若
き
人

・
友

・
貴
人
と
呼

ぶ
。

（
Ｇ
Ｉ
Ｌ
外
な
る

人
」
が

△
の
肉
体
で
、
「
内
な
る
人
」
が

▽
の
心
、
神
で
あ

る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
Ｐ
Ｕ
を
知
ら
な
か

っ
た
の
で
、

こ
の

辺
で
ズ
イ
分
大
き
な

マ
チ
ガ
イ
を
ま
き
起
し
た
）

■
人
は
危
険
に
あ
う
と
、
日
常
大

い
に
チ
ガ
イ
の
あ
る

性
格

の
人

々
の
群
で
も
全
く

一
致
し
て
行
動
す
る

（英
国

の

一
精
神
病
医
が
第
八
航
空
隊
の
戦
間
中
同
乗
し
た
観
察

）

■
日
常

の
事
を
愛
を

も

っ
て
す
る
人
で
、
最
高

の
難
事

を
完
成
し
な
か

っ
た
人
は

一
人
も
な

い
。
（
Ｊ

。
Ｐ

・
カ
ウ

セ
ー
ド
）

■
聖
者
と
は
人
生

の

一
分
、　
一
秒
が
常

に
危
険
な

モ
ノ

で
あ
る

コ
ト
を
知

っ
て

い
る
人
で
あ
る
。

■
リ

ッ
パ
ナ
軍
人
は
多

い
が
、
聖
者
は
少

い
。

■
敵
を
愛
す
る

（
キ
リ
ス
ト
教
）。
敵
を
知
ら
な

い
し
、
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人
間
以
下

の
モ
ノ
も
人
間
も
、
あ
ら
ゆ
る
有
情

に
対
し
て
、

区
別
の
な

い
慈
悲

と
無
我
の
善
意
を
も

っ
て
接
す
る

（
仏

教
ヽ■
キ
教
と
仏
教

の
チ
ガ
イ
。
絶
対
神
が
人
間
の
形
で
現

わ
れ
る
の
は

一
度
で
、
ま
た
、　
一
人
キ
リ
だ
と
す
る
の
と
、

万
物

の
形
で
、
常
時
だ
と
す
る
点
。

（
Ｑ
）

■
東
洋
人
は
限
定
さ
れ
た
特
殊

の
時
期
に
の
み
唯

一
の

天
啓
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
信
ぜ
ず
、
ま
た
教
会
機
構
を
以

て
神

に
準
ず

べ
き
も
の
と
も
信
じ
な
か

っ
た
の
で
、
キ
リ

ス
ト
教
国

に
お

い
て
は
恐
し

い
ほ
ど
頻
発
し
た
宗
教

の
た

め
の
大
量
殺
数
ご
と
き
こ
と
は
、
ま

っ
た
く
起
さ
ず

に
す

ん
で

い
る
。

■
聖
ベ
ル
ナ
ー
ル

「
私
が
神
学
や
聖
書
に

つ
い
て
知

っ

て

い
る

コ
ト
は
、
森
や
原
で
学
ん
だ

コ
ト
で
す
。

ハ
ン
の

木
や
カ
シ
ワ
の
木
よ
り
外
に
私
の
先
生

は
あ
り
ま
せ
ん
」

０
■
神
の
み
が
享
楽
す

べ
き
モ
ノ
で
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
モ

ノ
は
享
楽
す

べ
き
で
な
く
、
利
用
す

べ
き
で
あ
る
。
（
オ

ー
ガ
ス
チ
ン
）

■
聖
オ
ー
ガ

ス
チ
ン

「愛

せ
よ
、
そ
し
て
好

き
な

コ
ト

を
せ
よ
」
雰
ヨ
●
３

す
ｏ
ｆ
ａ

二
∽
ｙ

「
ス
キ
ナ
事
ば
か
り

や

っ
て
、
や

っ
て
、
や
り
ぬ

い
て

一
生
を
楽
し
く
送
れ
。

Ｐ
Ｕ
を
も

っ
て
」
―
，Ｇ
。

（
ド
ー
ス
レ
バ
人
を
愛
す
る

コ

ト
が
で
き
る
の
か
、
何
が
愛
で
あ
る
か
を
教
え
な

い
の
は

オ
ー
ガ

ス
チ
ン
の
欠
点
で
あ

っ
て
、
全
て
の
聖
者
に
共
通

の
欠
点
で
あ
る
Ｉ

Ｇ
）

■
あ
る
ア
ク

マ
は
、
イ

ノ
リ
と
断
食

せ
る
人
で
な
け
れ

ば
追

い
出

せ
ぬ

（
マ
タ
イ
伝

１７
‐

２‐
）。

（
Ｇ
Ｉ
‐こ
れ
は
Ａ

の
原
文
か
、
深
沢
氏

の
訳
文
か
。
日
本
訳
聖
書

の
と
は
ち

が

っ
て

い
る
点

に
注
意

）
Ｑ

□
動
を
も

っ
て
動
を
殺
さ
ば
動
生
じ
、
静
を
も

っ
て
静

を
亡
ぼ
さ
ば
静
生
じ
、
動
を
も

っ
て
静
を
殺
さ
ば
動
も
ま

た
死
し
、
静
を
も

っ
て
動
を
亡
ぼ
せ
ば
静
も
ま
た
死
す
。

（
Ｇ
）
■
道
教
徒
お
よ
び
極
東
仏
教
徒

の
そ
れ
に
比
較
す
る
と
、

キ
リ
ス
ト
教
徒

の
自
然

に
た

い
す
る
態
度
は
、
不
可
解
な

ほ
ど
無
感
覚
で
あ

っ
た
し
、
か

つ
高
圧
的
で
ラ
ン
ボ
ー
だ

っ
た
。
創
世
記
に
あ
る
不
幸
な
記
事

（創
世
記
第
１
章

２６

～
２９
）
か
ら
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教

の
道
徳
論
者
た
ち
は
、
動

物
を
人
間
が
自
分
た
ち
ｂ

た
め
に
利
用
す
る
権
利
を
、
神

よ
り
与
え
ら
れ
た
単
な
る

『物
』
と
認
め
た
。
風
景
画

の

場
合
と
同
じ
く
、
欧
州

に
お
け
る
人
道
主
義
運
動
な
る
も

の
は
、
ほ
と
ん
ど
全
く
俗
世
間
的
事
業

で
あ
る
が
、
極
東

に
お

い
て
は
、
両
者
と
も
本
質
は
宗
教
的
以
外

の
モ
ノ
で

は
な

い
。

■
汽
車
が
で
き
た
時
、

ノ
ノ
シ
リ
と
、
ノ
ロ
イ
と
、
拍
手

と
万
歳
が
天
に
沖
し
た
が
、
そ
の
後
、
拍
手
組
が
絶
対

に

勝
利
を
得
た
。
そ
れ
に
、
五
十
年
後

の
今
、
汽
車
は
爆
弾

を
山
積
し
て
走
り
ま
わ
り
、
四
発
重
爆
撃
機

に
ま
で
進
歩

し
、
各
国

の
新
聞
や
、
広
告

（資
本
家

）
と
、
政
府

の
暴

威

の
ド
レ
イ
と
な

っ
て

い
る
。
し
か
も
人
間
は

こ
の

『
不

可
避
な
進
歩
』
教

に
し
が
み

つ
い
て

い
る
。

こ
の
宗
教
は

ツ
マ
リ

「
最
少

の
代
価
で
、
出
来
る

コ
ト
な
ら

ロ
ハ
で
、

あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
を
得
よ
う
」
と
云
う
ム
チ
ャ
ナ
希
望
と
信

仰
―
―

ツ
マ
リ
貪
欲

の
権
化
で
あ
る
。

■
聖
テ
レ
ザ
ー
あ
る
と
き
、
私
は
、
や
む
を
得
な

い
事

情
が
あ

っ
て
懺
悔

の
行
を
し
な

い
で
肉
を
食

べ
た

こ
と
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
歎

い
て
お
り
ま
す
と
、

「
こ
う
云
う
悲
し
み
の
中

に
は
、
懺
悔
し
た

い
願

い
よ
り

も
、
自
我
愛

の
方
が
多

い
こ
と
も
あ
る
」
と
の
神
の
声
を

聞
き
ま
し
た
。

□
お
さ
な
児
の
如
く
な
ら
ず
ば
天
国

に
入
れ
な

い
、
と

云
う

コ
ト
が
分
る
人
は
多

い
が
、
ド
ー
ス
レ
バ
幼
児
の
如

く
な
れ
る
の
か
知
る
人
が
少

い
の
は
全
く
オ
カ
シ
イ
。

（
Ｇ
）
■
ガ
リ
レ
オ
や
フ̈
ル
ノ
オ
が

ア
リ
ス
ト
ー
ト

ル
型

の
思

想
を
改
め
る
た
め
に
イ
カ

ニ
英
雄
的
な
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

っ
た
か
を
思
え
。
Ｐ
Ｕ
は
百
千
の
ア
リ
ス
ト

ー
ト
ル
、
千
万
の
ガ
リ
レ
オ
の
思
想
を
改
め
る

コ
ト
だ
。

（
Ｇ
）
■
飛
行
機
や
原
爆
は
、
大

い
に
進
歩

し
た
が
、
人
間
の

愛

・
幸
福

・
理
知

・
美

。
自
由

・
正
義
は
ド
レ
だ
け
進
歩

し
た
か
。
（
Ｇ
）

■
わ
れ
に
三
つ
の
宝
が
あ
る
―
１

０
イ
ツ
ク
シ
ミ
、
０

ツ
マ
シ
サ
、
口
天
下
万
物
の
先
に
立
た
ぬ

コ
ト
ー
ー
老

子
。

□
Ｇ
Ｉ

日
は
万
物
を

▽
△
の
眼

で
見
る
こ
と
、口
は
≦
く
ｑ
ｏ

一
〓
く
ｏ

〔
つ
ま
し
く
生
き
よ
〕
！
　
曰
万
事

▽
に
せ
よ
、

ウ
ラ
に
ま
わ
れ
、
下
敷
き
に
な
れ
、
と
云
う

コ
ト
。
私
は

生
ま
れ

つ
き

（十
月
生
だ
か
ら
）
０
も
口
も
口
も
身

に

つ

い
て

い
た
。

コ
ト

ニ
曰
は
五
十
九
年
や

っ
て
き
た
。
私
は

無
名
で
あ
る

コ
ト
を
唯

一
の
ホ

コ
リ
と
も

ョ
ロ
コ
ビ
と
も

す
る
も
の
で
あ
る
。
先

に
立

つ
こ
と
を
不
幸
と
思

っ
て
き

た
。
謙
遜
か
ら
で
は
毛
頭
な

い
。
私
は
幸

せ
だ
。
幸

せ
と

云
う
も
の
は
永
遠
な
る
モ
ノ
だ
。
現
世
を

△
と
す
れ
ば
、

幸

せ
は

▽
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

■
峨
山
禅
師
―
―
戦
争
を
と
ど
め
、　
一
切
の
殺
生
を
と

ど
め
、　
一
切
の
生
命
を
救
う

の
は
正
し

い
。
動
物
や
虫

ケ

ラ
ま
で
保
護
す
る
の
は

い
い
コ
ト
だ
。
し
か
し
時
間
や
空

間
や
物
質
を
殺
す

モ
ノ
、
社
会
組
織
を

こ
わ
す

モ
ノ
を
す

て
て
お

い
て
は

い
け
な

い
。
万
物

の
根
源
や
宇
宙

の
組
立
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て
を
知
ら
ず

に
人
を
教
え
る
モ
ノ
は
、
教
え
を
殺
す

モ
ノ

だ
。
（
Ｇ
Ｉ
宇

宙
観
な
き
モ
ノ
の
行
動

一
切
は
罪

で
あ
り
、

キ

ッ
ト
罰
を
う
け
る
。

い
や

ツ
ミ
を
犯
す

コ
ト
そ
れ
自
ら

が
バ

ツ
で
あ
る
。
何
も
す
る

コ
ト
は

い
ら
な

い
。
た
だ

こ

の
理
上

子
宙
観
―
を
知
ら
せ
て
お
く
だ
け
で

い
い
。

い
や

自
分
で
実
行
す
る
だ
け
で
沢
山
で
あ
る
。
自
分
で
さ
え
ナ

カ
ナ
カ
で
き
な

い
だ
ろ
う
！
）

□

▲
食
欲
―
性
欲
―
物
欲
―
権
カ
ー
名
誉
欲
―
自
由
―

幸
福

▼
。

こ
の

一
連
の
両
端
は
無
限
で
あ
る
。
中
間
は
ミ

ナ
有
限
で
あ
る
。
だ
か
ら
す
て
て
お

い
て
も
少
し
も
恐
れ

る

コ
ト
は
な

い
。
（
Ｇ
）

■
非

（暴
力

）
―
理

（
知
）
―
法

（法
力

）
―
権

（権

威

）
―
天

（
神
力

）
―
宇
宙
観

（
Ｐ
Ｕ
）。
Ｇ

■
権
力
欲
が
政
治
面

に
の
さ
ば
る
の
を
完
全

に
調
節
す

る
方
法
は
ま
だ
発
見
さ
れ
た

コ
ト
が
な

い

（
Ａ
）。

（
し
か

し
権
力
も
力
で
あ
る
限
り
有
限
で
あ
る
か
ら
キ

ッ
ト
自
ら

亡
び
ぎ
る
を
え
な

い
。
天
は
無
限
、
精
神
で
あ
る
か
ら
そ

の
世
界
の
住
人
に
は
イ
カ
ナ
ル
権
力
も
権
威
も
及

ぶ
モ
ノ

で
は
な

い
Ｉ
Ｇ
）

■

『真
」
は
、
全
く
仏
に
よ

っ
て
説
か
れ
な
か

っ
た
。

キ
リ
ス
ト
も

「神

の
国
」
と

「神
の
義
」
が
何
で
あ
る
か

は
説
か
な
か

っ
た
。
ミ
ナ
Ｐ
Ｕ
人
の
た
め
に
保
留
さ
れ
た

ヨ
ロ
コ
ビ

で
あ
る
。
（
Ｇ
）

■
学
と
云
う

モ
ノ
は

一
日

一
日
得
て
ゆ
く

コ
ト
、
道
は

一
日

一
日
減
ら
し
て
ゆ
く

コ
ト
で
あ
る
。
（老
子
）

□
も
て
る
人
と
は
与
え
ら
れ
た
人
、
与
え
ら
れ
た
人
と

は
、
ス
ベ
テ
が
与
え
ら
れ
て

い
る
と
云
う

コ
ト
と
、
与
え

ら
れ
て

い
る
モ
ノ
の
価
値
を
発
見
し
た
人
、

ツ
マ
リ
洞
察

力
の
大
き
さ
が
問
題
で
あ
る
。
（
Ｇ
）

■
人
間
に
と

っ
て
重
要
な
問
題
は

「久
遠

の
真
理
」
の

聖
者
た
ち
が
全
力
を

つ
く
し
て
き
た
モ
ノ
で
、

ツ
マ
リ
Ｈ

個
人
の
体
質
と
天
賦
、
口
霊
的
知
性

の
種
類
と
程
度
、
ロ

こ
の
両
者
の
精
密
な
関
係

で
あ
る
が
、
今
ま
で
に
、

こ
れ

ら
の
問
題
を
と
く
に
足
り
る
材
料
を
え
た
人
が
な

い
。

（
Ａ
）
■
こ
の

二
千
年
間
、
人
間
の
分
類

に
多
く
の
努
力
が
払

わ
れ
た
。
古
代
イ

ン
ド
の
は
心
理
的

・
肉
体
的

・
社
会
的

な
種
姓

の
区
別
。
ヒ
ボ
ク
ラ
テ
ス
の
は
結
核
型
と
卒
中
型
、

ま
た
は
四
体
液
質

（血

〔液
〕

・
痰

〔粘
液
〕

・
黄
胆
汁

・
黒
胆
汁

）
と
四
性
因

（熱

・
冷

・
湿

・
乾
）。
１８
‐

２０
世

紀

の
は
人
相
学
的
で
、
外
転
的

。
内
転
的
の
二

つ
の
心
理

学
的
型
。
最
近
の
イ
リ
ヤ
ム

・
シ

ェ
ル
ド

ン
博
士

の
区
分

法
。カ
ト
リ

ッ
ク
教

の
分
類
は

「
マ
ル
タ
型
と

マ
リ
ア
型
」

（
ル
カ
伝

３８
‐

４０
）
‐
す

な
わ
ち
行
動
型
と
冥
想
型
。
そ

し
て
後
者
を
上
位

に
お
く
。

イ

ン
ド
で
は
行
動

・
知
識

・
信
仰

の
三
道
。

シ

ェ
ル
ド
ン
式
―
―

エ
ン
ド
モ
ル
フ
ィ

（内
）、
メ
ソ
モ

ル
フ
ィ

↑
こ
、
エ
ク
ト
モ
ル
フ
ィ

（外
）。
エ
ン
ド
は
肉
体

が
柔
軟
で
、
丸
味
が
あ
り
、
肥
り
や
す

い
。

メ
ソ
は
、
肉

固
く
、
骨
太
く
、
筋
強
く
、
エ
ク
ト
は
や
せ
、
骨
ほ
そ
く
、

筋
無
力
。

つ
ま
リ

エ
ン
ド
は
消
化
系
強
力
、

メ
ソ
は
筋
肉

強
く
、

エ
ク
ト
は
敏
感
。
お
の
お
の
を
内
臓
質

（ヴ

ィ
セ

ロ
ト

ニ
ヤ
）、
筋
肉
質

（
ソ
マ
ト

ニ
ヤ
）、
頭
脳
質

（
セ
レ
ノ

ロ
ト

ニ
ヤ
）
と
呼

ぶ
。

（
Ｇ
Ｉ

エ
ン
ド
は

△
性
、

メ
ソ
は

▲
性
、

エ
ク
ト
が

▽
性

で
あ
る
。
三
分
法
で
な
く
て
は
統

一
は
出
来
な

い
。
三
分
法
は
ラ
レ
ツ
式
で
無
数

に
分
裂
す

２
つ

。キ

教

と

仏

教

は
共

に
頭

脳

質

。

儒

教

は
内

臓

質

。
回

教

は
筋

肉

質

。

キ

教

も
後

年

『
チ

ャ
ー

チ

・
ミ

リ

タ

ン
ト
』

と
称
し
て
以
後
は
タ
シ
カ
に
筋
肉
質
。
Ｑ

■
自
己

に

つ
い
て
無
知
な
の
は
人
間
に
あ

っ
て
は
不
道

徳
的
行
為

（
ツ
ミ
）
で
あ
る
。
（
ボ

エ
チ
ウ
ス
）

■
聖

ベ
ル
ナ
ー
ル
は
　
く
ｏ
Ｆ
●
言
り
８
ヨ
ヨ
Ξ
市

（土
釜
理
の

意
志

）
と

く
ｏ
】●
ユ
３

一
”
８
『
Ｆ

（個
有
意
志

）
を
区
別
し

た
。
前

の
は
全
人
共
通
、
神
人
共
通
、

ス
ナ
ワ
チ
愛

に
ひ

と
し

い
。
後

の
は

一
切
の
罪
悪

の
根
源
で
あ
る
。

（
Ａ
）

‐０
　

釜
日
と

亜
心

□
欲
望
の
生
長
―
ス

キ
、
キ
ラ
イ
の
感
覚
の

▽
△
か
ら
、

「
ほ
し

い
Ｌ
ほ
し
く
な

い
」
欲
望

と
な
り
、

ツ
イ

ニ
「書
」

「悪
」

の
価
値
判
断
と
な
り
、
転
じ
て

「
ベ
キ

コ
ト
」
と

「
べ
か
ら
ぎ

る

コ
ト
」

の
至
上
命
令
と
な
り
、
「す
る
「
し

な

い
」

の
義
務
観
念
と
な
り
、
お
し
ま

い
に
行
動
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
後

に
、

ス
ベ
テ
ノ
判
断
や
行
動
が

マ
チ
ガ
イ

で
あ
る

コ
ト
を
発
見
す
る

コ
ト
が
た
び
た
び
あ
る
。
そ

の

上
困

っ
た

コ
ト
に
、
実
際

に
お

い
て
は

「
べ
き
」
を

「
し

な

い
」
と
し
、
「
べ
か
ら
ず
」
を

「
す
る
」

に
し
て
い
る
時

が
多

い
。

幸

せ
に
な
る
人
は
、
最
初

の
判
断
が
ケ

ッ
シ
テ
ひ

っ
く

り
か
え
ら
な

い
人
で
あ
り
、
「
べ
き
」
と

「
べ
か
ら
ず
」
を

と
り
ち
が
え
な

い
人
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
幸

せ
に
な
れ
る
人
は
正
し

い
判
断
力
を
も

っ

て

い
る
人
で
あ
る
。
イ

ツ
か
ら

ソ
レ
を
も

っ
て

い
る
か
、

と
云
え
ば
、

こ
の
世
に
生
ま
れ
た
時
か
ら
で
は
な
く
、

ソ

レ
で
は
オ

ソ
す
ぎ
る
。
母
に
宿

っ
た
瞬
間
か
ら
で
あ
り
、

ソ
レ
カ
ラ
月
み
ち
て
生
ま
れ
る
ま
で
の
十
力
月
間
が
、
人

生
の
建
設
の
最
も
大
切
な
時
期
で
あ
る
。

フ
シ
ギ
ナ

こ
と

に
、
そ
し
て
あ
り
が
た

い
コ
ト
に
、

こ
の
期
間

（
ソ
レ
を

私
は
生
物
学
時
間
で
二
十
億
年
と
概
算
す
る
。
元
始

の
卵
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細
胞
が
こ
の
十
力
月
間
に
約
二
十
億
倍

に
な
る
の
で
あ
る

が
、
私
は
、
倍

に
な
る
時
間
を
生
物
学
的
、
発
生
学
的

一

年
と
名
づ
け
る
）
中
、
心
臓
を
作

っ
た
り
、
眼
を
造

っ
た

り
、
胃
腸
や
神
経
や
骨
や
歯
根
や
、
手
足
、
頭

の
灰
白
質
一

等

々
の
複
雑

・
精
密

・
微
妙

フ
カ
シ
ギ
ナ
器
官
や
機
能
を

設
計
し
、
造
り
出
す
の
に
寸
肇

の

マ
チ
ガ
イ
も
犯
さ
な

い

判
断
力
と
実
行
力
が

一
〇
〇
％
は
た
ら

い
て
い
る
。
眼
を

ヘ
ソ
の
位
置

に

つ
け
た
り
、歯
を
眼

の
中

に
な
ら

べ
た
り
、

腸
を
頭
蓋
骨

の
中

に
ま
ち
が
え
て

つ
め
た
り
は
、
ケ

ッ
シ

テ
し
な

い
。
ま
た
、
眼

の
神
経
に
は
キ

ッ
ト
四
二
〇
〇
か

ら
七
〇
〇
〇
ミ
ク
ロ
ン
ま
で
の
波
長
の
受
信

。
現
像

。
転

送
性
能
を
も
た
せ
る
し
、
聴
党
の
波
長
や
オ
ク
タ
ー
ブ
も

ま
ち
が
え
な

い
。
イ
カ
ナ
ル
精
密
科
学
者
も

こ
れ
に
は
シ

ャ
ポ
オ
を
ぬ
ぐ
よ
り
ほ
か
は
な

い
。

こ
の
判
断
力
、

こ
の

実
行
力
さ
え
失
わ
な
け
れ
ば
人
間
は

一
生
キ

ッ
ト
正
し

い

判
断
と
正
し

い
実
行
を
し
て
、
幸

せ
な
人
に
な
る
に
チ
ガ

イ
な

い
。

こ
れ
を
弱
め
た
り
、　
一
部
を
失
く
し
た
り
す
る

オ
ソ
ロ
シ
イ
犯
罪
者
は
ひ
と
り
母
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
母
の
ツ
ミ
は
、
宿
世

の
罪
業

で
あ
り
、

こ
の
地
上

で
最
大

の
ツ
ミ
で
あ
る
。

こ
の
ソ
ミ
の
原
因
や
、

ソ
レ
を

取
り
の
ぞ
く
法
は
私
が

ス
デ

ニ
過
去
四
十
年
間
に
十
五
万

人
以
上
の
人
々
に
説
き
、
採
用
さ
せ
、
私
の
考
え
に

マ
チ

ガ
イ
の
な
か

っ
た

コ
ト
を
実
地
に
た
し
か
め
て
き
た
ト

コ

ロ
で
あ
る
。

こ
こ
で
私
は

ソ
レ
に
は
ふ
れ
な

い
で
、
ま
た
、

生
ま
れ
て
か
ら
二
〇
倍

の
大
人
に
な
る
ま
で
の
二
〇
年
間

に
、

こ
の
二
〇
億
年

の
間
完
全
だ

っ
た
正
し

い
判
断
力
と

実
行
力
が
ド
ー
シ
テ
半
減
さ
れ
た
り
、
十
分

ノ

一
に
な

っ

た
り
、
百
万
分

ノ

一
に
な

っ
た
り
す
る
の
か
も
、
ま
た
、

そ
の
責
任
者

ス
ナ
ヮ
チ
犯
人
た
る
教
育
に

つ
い
て
も
話
さ

な

い
。
貧
生
物
学
的

・
生
理
学
的
教
育
に
よ
る
人
間
世
界

革
命
の
書
』
を
見
よ
。
）
た
だ
、
人
間
の
判
断
力
と
実
行
力

を
完
全
な
る
モ
ノ
で
あ
ら
せ
る
に
は
、
そ
の
材
料
た
る
食

物

の
選
択
と
、
取
り
合

せ
と
、
調
理
法
と
、
量
と
食

べ
方

を
正
し
く
す
る

コ
ト
、
そ
し
て
、

ソ
レ
を
正
し
く
す
る
に

は
、
人
間
の
定
義
と
、
宇
宙

の
秩
序
を
第

一
に
シ

ッ
カ
リ

握
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
と
云
う

コ
ト
だ
け
云

っ
て
お

く
。
く
わ
し

い
事
は
過
去
四
十
年
間
の
私
の
書
物
や
、
講

演
や
、
四
十
年
も

つ
づ
け
て
い
る
月
刊
で
十
二
分

に
発
表

し
て

い
る
。
（
Ｇ
）

□
悪
と
云
う

コ
ト
は
、

ス
ベ
テ
ノ

Ｏ
Ｆ
】Ｆ
品
ｏ
挑
戦
や

ハ
タ
ラ
キ

カ
ケ
に
対
し
て
、
反
抗
的

・
排
他
的

・
攻
撃
的

。
ま
た
は
ド
レ
イ
的

・
盲
従
的

・
エ
ゴ
イ

ス
ト
ナ

・
自
己

中
心
的
思
考
ま
た
は
態
度
を
示
す

コ
ト
で
あ
る
。

善
と
云
う
の
は
、

ス
ベ
テ
ノ
挑
戦
や
、

ハ
タ
ラ
キ
カ
ケ

を
、
順
応
的

・
親
和
的

・
自
己
批
判
的
、
感
謝
的
態
度
を

も

っ
て
臨
み
、

ス
ベ
テ
そ
れ
ら
と
と
も
に
、
自
ら
を

『正

し

い
』
方
向

へ
み
ち
び
く

コ
ト
で
あ
る
。
（
Ｇ
）

■

「
貪
欲

・
ネ
タ
ミ

・
傷
性
ヽ
欲
掛
は
地
獄
の
四
要
素

で
あ
る
。
」

（
ウ
イ
リ
ヤ
ム

・
ロ
オ
、
十
八
世
紀

の
英
国
の

英
国
教
会

の
聖
人
的
存
在
で
、
し
か
も
全
く
現
代

の
教
育

組
織

に
忘
れ
ら
れ
て

い
る
人
）。　
↑
」
れ
は
正
し

い
。
が
、

そ
の
発
生
学
が
ま
だ
な

い
。

ア
ラ
ユ
ル
道
徳
渡
世
や
宗
教

渡
世
が

コ
レ
ラ
四
要
素

の
発
生
学
と
し
て
、
サ
モ
ま
こ
と

し
や
か
に
語
る

コ
ト
は
全

て
ゴ

マ
カ
シ
か

コ
ジ

ツ
ケ
で
あ

る
。
そ
の
証
拠

に
そ
れ
ら
か
ら
人
間
が
完
全
に
解
放

さ
れ

た
タ
メ
シ
が
な

い
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
は
今

日
の
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
や
戦
争
や
を
生
み
、
日
に
日
に
そ
の

ス
ピ
ー
ド
を
ま
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
四

つ
の
ツ
ミ
は
正
食

（断
食
も
そ
の

一
部

）
と
イ
ノ
リ

（宇
宙

の
秩
序

の
発
見

と
、
そ
れ
を
身

に

つ
け
る

コ
ト
に
よ
る
正
し

い
判
断
力

の

呼
び
出
し
）
に
よ
る
ほ
か
に
、
そ
れ
ら
を
転
換
す
る
手
は

な

い
。

こ
の
正
食
と
イ
ノ
リ
さ
え
知

っ
て

い
れ
ば
、

つ
ま

り
、
正
し

い
判
断
力
さ
え
与
え
れ
ば
、
ド
ン
ヨ
ク
も
、

不ヽ

タ
ミ
も
、
オ
ゴ
リ
も
、
イ
カ
リ
も
強

い
ほ
ど
、
大
き

い
実

行
力

に
か
わ
る
の
で
あ
る
。
Ｇ
）

■
神
学
的

（宗
教
的
）
帝
国
主
義
も
世
界
平
和

（
人
類

の
自
由
と
幸
福

）
の
仇
敵

で
あ
る
。
（
Ａ
）

１１
救

い

・
サ
ト
リ

・
解
脱

■
快
楽

は
人
が
求
め
て
全

力
を

つ
く
す
モ
ノ
で
あ
る
が
、

一
度
手
に
入
れ
る
と
嫌
悪
す

べ
き
モ
ノ
に
な
り
、
幸
福
は

ダ
レ
も
全
力
を

つ
く
し
て
求
め
な

い
が

一
度
手
に
入
れ
る

と

マ
ス

マ
ス
強
烈

に
求
め
る
モ
ノ
。
（聖
グ

レ
ゴ
リ
ー
大

）

■
私
は
む
か
し
鉱
物
だ

っ
た
が
、
死
ん
で
植
物
と
な
り
、

ま
た
死
ん
で
動
物

に
な
り
、

ま
た
死
ん
で
人
間
に
な

っ
た
…
…

私
は
何
を
恐
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
？

死
ん
で
私
は
何
を
失

っ
た
か
？

私
は
モ
ー

一
度
死
ぬ
。
そ
し
て
天
使

に
な
る
。

そ
し
て
モ
ー

一
度
死
ん
で
神
に
帰
る
。

（ジ

ャ
ラ
ル

・

ハ
４
ア
ン

ｏ
ル
ミ
じ

□
私
は
神

の
左
右

の
手

▽
△
だ
。
、

▽
△
の
手
の
ウ
ゴ
キ
か
ら

▽
△
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
元
素
が
生
ま
れ
、

▽
△
さ
ま
ざ
ま
の
元
素
か
ら
草
が
生
ま
れ
、

▽
△
さ
ま
ざ
ま
の
草
か
ら
動
物
が
生
ま
れ
た
の
だ
。

（
人
間
も
動
物

の

一
種
で
、
▽
△
＝
男
女
が
あ
る
。
ま

た
、

男

の
中

に
も
女
が
あ
り
、
女
の
中

に
も
男
以
上
の
女
が
あ

る
。
）
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ウ
ゴ
キ
も

エ
ネ

ル
ギ
ー
も
、
元
素
も
草
木
も
、
あ
ら
ゆ

る
動
物
も
ミ
ナ

▽
△
の
二

つ
の
手
の
う
ご
か
す

モ
ノ
で
あ

り
、

千
不
ル
ギ
ー
を
も

つ
モ
ノ
で
あ
り
、
ま
た
、
元
素
を

も

つ
モ
ノ
で
あ
り
、
草
ば
か
り
を

つ
く

っ
た
り
、
た

べ
た

り
す
る
モ
ノ
で
あ
る
。

だ
か

うヽ
▽
△
は

ス
ベ
テ
ノ
モ
ノ
に
あ
り
、
ま
た
、
ス
ベ
テ

は

▽
か
ら

△
へ
と
、

つ
ま
リ

ハ
ジ

メ
か
ら

オ
ワ
リ

ヘ
と
、

反
対
の
極

に
う

つ
り
、
か
わ

っ
て
ゆ
く

「
モ
ノ
」

で
あ
る
。

だ
か
ら
ス
ベ
テ
は

「
モ
ノ
」
で
あ
る
と
云

っ
て
も
イ
サ

サ
カ
モ
さ
し

つ
か
え
は
な

い
し
、
ス
ベ
テ
は

▽
△
二
元

の

弁
証
法
的
展
開
に
す
ぎ
な

い
と
云

っ
て
も

い
い
し
、

神
は

「
モ
ノ
」

で
あ
る
と
云

っ
て
も
チ

ッ
ト

モ
か
ま
わ

な

い
。

私
は
草
や
土
く
れ
や
元
素

の

一
つ
の
組
立

で
に
す
ぎ
な

い
が
、

私
の
ウ
ゴ
キ
や

エ
ネ

ル
ギ
ー
や
、
考
え

は
神
な
ん
だ
。

私
は
オ
カ
シ
イ

こ
と
だ
が
神
だ
。

神
は
お
か
し

い
コ
ト
だ
が

「
モ
ノ
」
だ
。

万
物

の
モ
ト
で
あ
る

「
モ
ノ
」

〓
≧

．日

”
日

は
、

万
物

の
母

〓
＞
↓
”
”
Ｚ
”
ｒ
ｒ
国

で
あ
る
。

私
が
神
だ
と
叫

ぶ

コ
ト
は
、
私
が
母

の
姓
を
名

の
る

コ

ト
で
あ
る
か
ら
、
大
き
な
光
栄
で
あ
り
、
母
に
と

っ
て
も
ま

た
唯

一
つ
の
、
そ
し
て
最
大

の
ヨ
ロ
コ
ビ
で
は
な

い
か
！

万
物

の
母
を
神

で
あ
る
と
云
う
の
も

い
い
が
、

モ
ノ

〓
＞
目

国
”
国

で
あ
る
と
呼

ぶ

コ
ト
は
モ

ッ
ト
親
し
み
が
あ

っ
て
よ
ろ
し

い
。

「
母
上
様
」
と

「
お
母
さ
ま
」

「
マ
ザ
ー
」
と

「
マ
マ

ごヽ

ド
チ
ラ
だ

っ
て
、
自
分
に
ピ

ッ
タ
リ
く
る
呼
び
方
が

一

番
よ
ろ
し

い
。

「
オ

ッ
カ
ア
」
だ

っ
て

「
カ
カ
サ

マ
」
だ

っ
て
、

何
だ

っ
て
、
よ
ば
れ
さ
え
す
れ
ば
、

忘
ら
れ
さ
え
せ
ね
ば
、

万
物

の
母
は
よ
ろ
こ
ん
で

い
る
。

母
を
忘
れ
て

い
る
子
や
、
忘
れ
る
子
は
、

大
き
な
、
大
き
な
、
お
そ
ろ
し

い
、
お
そ
ろ
し

い
、
バ

チ
が
あ
た
る
―
―
。

「
母
な
し
子
」
と
云
う
サ
ビ
シ
サ
だ
！

ナ
シ
子
」
よ
り
悲
し

い
）

（
ソ
レ
は

「
父

そ
れ
は

こ
の
世
で
最
も
大
き

い
カ
ナ
シ
ミ
で
あ
り
、
ナ

ヤ
ミ
で
あ
り
、
ナ
ゲ
キ
で
あ
り
、

そ
ん
な
子
が
あ
ら
ゆ
る

ツ
ミ
と
ア
ラ
ソ
イ
と
ナ
ヤ
ミ
を

つ
く
り
出
し
、
ま
き
ち
ら
す
の
だ
！

（
Ｇ
）

・２
　
「物
そ
れ
自
体
」

■
地
球
上

い
た
る
ト

コ
ロ
に
、
ネ
ガ
イ
を
叶

え
る
た
め

に
何
か
の
魔
力
を
か
り
て
、
キ

ッ
ト
悲
惨
な
、
あ
る

い
は

滑
稽
千
万
な
結
木
を
招

い
た
オ

ロ
カ
ナ
人
々
の
物
語
が
実

に
多

い
。

□

『物
そ
れ
自
体
は
分
る
モ
ノ
で
な

い
』
と
カ

ン
ト
は

云

っ
た
。
何
と
云
う
オ

ロ
カ
ナ
、
何
と
云
う
ゴ
ー

マ
ン
ナ
、

何
と
云
う
お
そ
ろ
し

い
マ
チ
ガ
イ
だ
！
　
物

に
し
て
見
れ

ば
、
自
分
以
外

の
モ
ノ
は
分
ら
な

い
か
も
し
れ
な

い
が

（
ホ

ン
ト
ー
は
分
り
き

っ
て
い
る
し
、
知
り
き

っ
て
い
る
。

だ
か
ら
物
は
モ
ノ
の
法
則

に
従

っ
て

い
る
。
そ
の
正
確

さ

は
比

ベ
モ
ノ
が
な

い
！
）
自
分
が
分
ら
な

い
、
と
云
う

コ

ト
は
ケ

ッ
シ
テ
云
わ
な

い
。
（だ
か
ら
モ
ノ
シ
リ
と
云
う
）。

人
間
も

モ
ノ
だ
。
ド

ン
ナ
人
間
で
も
正
義
や
自
由
や
美
や

真
や
幸
福
は
求
め
る
。
求
め
る
の
は
知

っ
て

い
る
か
ら
で

あ
り
、
自
分
が
分

っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
求
め
ぞ
こ
な

っ
て
、
ト

ン
デ
モ
ナ
イ
も
の
を

つ
か
む

コ
ト
も
あ
る
に
は

あ
る
。
し
か
し
、　
つ
か
ん
だ
ト
タ
ン
に
な
げ
出
す
か

らヽ
に

は
、
ヤ

ハ
リ

つ
か
む

べ
き
モ
ノ
を
知

っ
て

い
る
の
だ
。

物

に
な

っ
て
見
れ
ば
、
物
自
体
も
分
る
。
「
モ
ノ
に
な
ら

な

い
」
か
ら
分
ら
な

い
の
だ
。
こ
ん
な

コ
ト
を
云

っ
た
の

は
カ

ン
ト
に
カ

ン
ト
自
体
が
分
ら
な
か

っ
た
か
ら
だ
。

つ

ま
り
自
分
が

『
分
ら
な

い
バ
カ
野
郎
で
あ
る
」
と
云
う

コ

ト
だ
け
は
分

っ
て

い
た
証
拠
で
あ
る
。
（
Ｇ
）

・３
　
文
明
の
功
過

■

『
と
こ
ろ
が
文
明
人
に
な
る
と
、
疾
病
を
防
ぐ
こ
と

に
は
イ

ク
ラ
カ
成
功
し
て
い
る
が
、
そ
の
代
り
、
下
等
動

物

に
さ
え
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
ぬ
器
官

の
退
化
変
質
と
云
う

疾
患

の
大
群
を
招

い
て
い
る
。
こ
れ
ら
疾
患

の
大
部
分
は
、

文
明
人
が
彼
ら
の
存
在
す
る
い
か
な
る
段
階

に
お
い
て
も
、

『道
』
ま
た
は

『事
物

の
神
的
本
性
』
と
調
和
し
た
生
活

を
営
ま
ぬ
事
か
ら
く
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
我
を
強
化

し
た

い
の
で
食
物
を
貪
ぼ
る
、
そ
こ
で
食
う
べ
き
で
な

い

も
の
を
食

い
、
か

つ
食

い
過
ぎ
る
。
そ
の
た
め
金
銭

に
関

す
る
慢
性
心
配
症
を
自
分
で
作
り
、
刺
激
を
欲
す
る
ゆ
え

に
、
神
経
衰
弱
と
過
敏
症
に
お
ち

い
る
。
そ
う
し
て
彼
ら

の
仕
事
な
る
も
の
は
、
機
械
化
さ
れ
た
大
量
生
産
物
を
消

化
す
る
た
め
人
為
的
に
刺
激
し
て
作
り
出
し
た
要
求
を
充

た
す
た
め
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
勤
務
時
間
中
は
慢

性
退
屈
病
、
慢
性
意
気
温
喪
症
に
悩
む
。
か
く
精
神
的

・

肉
体
的
に
自
己
を
悪
用
す
る
た
め
に
生
ず

る
悪
影
響
は
多

い
が
、
心
臓

・
腎
臓

・
膵
臓

・
腸
お
よ
び
血
管

の
如
き
器

官

の
退
化
変
質
も
、
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
か
く
変

質
し
た
器
官
は
、
一
身

の
う
ち
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
に
た

い
し
て
そ
の
部
分
的
自
我
を
主
張
し
て
独
立
を
宣
言
し
、
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そ
の
自
体
お
よ
び
そ

の
生
理
的
環
境
を
苦
悩

せ
し
め
る
。

こ
の
通
り
の
こ
と
が
人
間
に
も
起
る
の
で
あ

っ
て
、
個
人

の
人
が
、
そ
の
部
分
的
自
我
、
隣
人
か
ら
の
独
立
、
自
然

お
よ
び
神
か
ら
の
分
離
を
主
張
固
執
す
る
と
、
彼
ら
自
身

、

彼
ら
の
家
族
、
彼
ら
の
友
人
お
よ
び
社
会
全
般

に
有
害
な

結
果
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
得
な

い
。

こ
う

い
う
作

用
は
交

互
的
に
行
わ
れ
て
く
る
の
で
、
謬
り
た
る
哲
学

に
従

っ
て

病
的
に
な

っ
た
社
会
、
集
団
ま
た
は
、
家
族
は
、
そ
れ
ら

を
構
成
す
る
各
人
に
彼
ら
の

「個
』
化
し
た
自
我
お
よ
び

神
的
根
源
か
ら
の
分
離
を
強
調
さ
せ
る
よ
う

に
影
響
を
及

ぼ
す
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
、
謬

っ
た
生
活
と
、

謬

っ
た

思
想
を
も

つ
個
人
が
、
自
己
身
内

に
あ
る
諸
器
官

に
そ
の

部
分
的
自
我
を
主
張

さ
せ
、
そ
れ
ら
の
諸
器
官

の
機
能

に

過
不
足
を
生
じ
て
、
全
身

に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う

に
な
る

の
と
等
し

い
只

Ａ
）

こ
れ
は
２７３
頁

の
Ａ
の

コ
ト
バ
で
あ
る
が
、
実

に
ス
バ
ラ

シ
イ
。
ト
ク

ニ
、
最
初

の
方

の

「
…
…
食
物
を
貪
る
。
食

う
べ
き
で
な

い
モ
ノ
を
食
う
。
そ
し
て
食

い
す
ぎ
る
…
…
」

の

一
句
は
ス
バ
ラ
シ
イ
。

こ
れ
で
、
「
我
ら
何
を
食
う

べ
き

か
Ｌ
ド
レ
ほ
ど
食
う

べ
き
か
Ｌ
イ
カ

ニ
食
う

べ
き
か
」
が

分
り
さ
え
す
れ
ば

『久
遠

の
真
理
』
は
日
前

に
輝
く

の
で

あ
る
。
■
キ
リ
ス
ト
が
全
人
類
に
代

っ
て
苦
し
み
を
う
け
、
十

字
架
で
死
ん
だ
、
と
云
う
の
は
法
律
学
者
や
パ
リ
サ
イ
人

の
妄
想
か
控
造
し
た
神
話
で
あ
る
。
（Ａ
）
（
よ
く
云

っ
た
。

ソ
ン
な
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
ス
ベ
テ
の
罪
人
は
許
さ
れ

る
ハ
ズ
だ
し
、
我
ら
は
大

い
に
ツ
ミ
を
造
る
べ
き
だ
。
さ

も
な
い
と
、
キ
リ
ス
ト
の
死
に
ガ
イ
が
な
い
で
は
な
い
か
。

Ｇ
）□
信
仰

。
信
頼
は
無
知
と
、
無
能
と
、
ド
ン
欲
と
、
希

望
な
ど
を
ド

レ
イ
根
性

の
セ
メ
ン
ト
で
か
た
め
て
魔
神

ヘ

お
供
え
す

る
ダ

ン
ゴ
で
あ
る
。
（
Ｇ
）

・４
　
人
間
の
ナ
ヤ
ミ
の
も
と

■
人
間
と
云
う
も

の
は
、
肉
体
と
気
質

の
種
類
、
天
賦

の
能
力

と
生
来

の
善
良

さ
の
程
度

に
お

い
て
、

ヨ
コ
に
も

タ
テ
に
も
、
チ
ガ
イ
が
甚
だ
し

い
。
そ
れ
は
ナ
ゼ
で
あ
ろ

う
か
？
　
そ
う
云
う

こ
と
に
は
何
か
目
的
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
？

　

い
か
な

る
過
去

の
原
因

に
よ
る
の
で
あ
ろ
う

か
？

　
（
Ａ
）

□
あ
あ

―
・

オ
ル
ダ

ス
ー
　
君
は

マ
タ
こ
ん
な

コ
ト
を

云
う

の
か
―
　
君
は

コ
レ
を
２７３
頁

で
ス

ッ
カ
リ
説
明
し
て

い
た
で
は
な

い
か
！
　
（
Ｇ
）

■

『
主
よ
、
こ
の
人
の
盲

に
生
ま
れ
し
は
ダ

レ
の
ツ
ミ

な
り
や
』
イ

エ
ス

『
こ
の
人
の
ツ
ミ
で
も
、
親

の
で
も
な

い
。
彼

に
よ

っ
て
神

の
業

の
現
わ
れ
ん
タ
メ
で
あ
る
』

□
業

で
も
宿
命

で
も
、
遺
伝

で
も
な

い
。
盲
と
云
う

モ

ノ
は
ロ

ア
キ
と
云
う

モ
ノ
と
同
様
の
必
然
と
価
値
を
も

っ

て

い
る
。
日

の
な

い
動
物
は
タ
ク
サ
ン
い
る
。
目
が
な
く

て
も
生
ま
れ
て
く
る
と
云
う

コ
ト
や
、
成
長
も
す
る
と
云

う

コ
ト
の
フ
シ
ギ
サ
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
目
の
な

い
方

が
、
日

の
あ
る
人
ほ
ど

ワ
ル
イ

コ
ト
を
し
な

い
、
と
云
う

事
実
も
考
え
て
見
る

べ
き
で
あ
る
。
「
目
あ
れ
ど
も
見
ず
」

型

の
目
な
ら
も

っ
た
だ
け
禍

で
あ
る
。
日
と
云

う

モ
ノ
が

幸
福

に
ド

ン
ナ
関
係
が
あ
る
か
。
ナ

ン
ニ
モ
な

い
。
あ
る

の
は
利
便
や
快
楽
だ

け
で
あ
る
。
目
が
見
え
た
ら

ヘ
レ
ン

・
ケ
ラ
ー
や
塙
保
己

一
は
あ
れ
ほ
ど
幸
福

に
な

っ
た
か
。

い
や

ア
レ
ホ
ド
有
名

に
さ
え
な

っ
た
か
。

な
ら
な
か

っ
た

に
き
ま

っ
て

い
る
。

日
は
百
も

っ
て

い
て
も
、
パ

ロ
マ
ー
天
文
台

の
巨
大
な

望
遠
鏡

の
よ
う
な
目
を
も

っ
て
い
て
も
、
電
子
顕
微
鏡

の

よ
う
な
目
を
も

っ
て

い
て
も
、
「宇
宙

の
秩
序
』
や
、
神
や
、

物
自
体
や
、
正
義
や
自
由
を
見
る

コ
ト
が
で
き
な

い
な
ら
、

何
と
云
う

ア
ワ
レ
ナ
、
ヤ

ッ
カ
イ
ナ
こ
と
だ
。

ヨ
ハ
ネ
、

九
の
２
１

３
は

コ
ン
ナ

ニ
よ
む

べ
き
だ
。
（
Ｇ
）

■
キ
リ
ス
ト
教
を
奉
ず

る
諸
国
民
は
、
信
仰
の
名

に
よ

っ
て
異
教
徒

・
不
信
者
を
迫
害
し
、
一小
教
戦
争
を
敢
行
し
、

十
字
軍
を
起
し
た
。
現
在
の
彼
ら
は
名
義
だ
け
キ
リ
ス
ト

教
徒

で
あ

っ
て
、
彼
ら
の
信
仰
す
る
宗
教
は
、
国
家
主
義

。
国
家
崇
拝

。
ボ

ス

⌒
新
聞

。
資
本
家
）
崇
拝

。
革
命
主

義

の
ご
と
き
偏
狭
な
偶
像
崇
拝
教
で
あ
る
。
歴
史
的
キ
リ

ス
ト
教
が
結
ん
だ
、
か
か
る
果
実
を
見
て

（
そ
の
ほ
か
に

も
、
多
く
あ
る
が
）
わ
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
と
云
う
樹

の

性
質

に

つ
き
、

い
か
な
る
推
論
を
下
し
得
る
で
あ
ろ
う
か

？
　
（
Ａ
）

ロ
キ
教
の
ツ
ミ
で
も
イ
ン
チ
キ
で
も
な
い
。
キ
教
を
訳

し
た
ギ
リ
シ
ャ
人
の
コ
ト
パ
の
拙
さ
、
幼
稚
さ
と
、
そ
れ

を
ま
た
訳
し
た
ロ
ー
マ
人
の
ク
ド
イ
頭
の
悪
さ
と
、
そ
れ

を
ま
た
、
各
自
テ
ン
デ
ニ
訳
し
て
ひ
ろ
め
た
欧
州
人
の
『物

自
体
の
分
ら
な
さ
』

（
ツ
マ
リ
神
に
つ
い
て
の
完
全
な
無

知
、
そ
の
無
知
を
神
に
せ
ん
と
す
る
ウ
ヌ
ボ
レ
の
コ
ン
プ

レ
ク
ス
）
の
セ
イ
で
あ
る
。
モ
ー

一
度
、
新
版
聖
書
、
二

〇
世
紀
版
、
世
界
版
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
新
版
を

Ｐ
Ｕ
宇
宙
の
秩
序
と
云
う
。

■

『現
代
』
の
決
算
表
の
貸
方
に
は
、
次
の
如
き
項
目

が
あ
る
。

い
わ
く

『
技
術
的
お
よ
び
政
府
能
率
の
莫
大
の

増
加
』
、
い
わ
く

『科
学
的
知
識
の
莫
大
の
増
加
』
―
―
こ

れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
欧
米
人
の
関
心
と
す
る
と
こ
ろ
が

（最
初
は
キ
リ
ス
ト
教
の
ハ
ン
イ
で
、
後
に
は
不
可
避
に

そ
の
外
で
）

『ヽ
水
遠
』
の
世
界
か
ら
離
れ
て

『時
間
』
の
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世
界
に
移
行
し
た
結
果
な
の
で
あ
る
。
（Ａ
）

（
Ｇ
Ｉ
そ
の
借
方
に
は
、
二
回
の
世
界
大
戦
、
数
千
万
人

の
殺
人
、
二
個
の
Ａ
Ｂ

〔原
爆
〕
で
殺
し
た
三

一
三
、
八

八
四
人
、
第

一
。
第
二
大
戦
の
損
失

一
千
兆
円
以
上
、
精

神
病
の
激
増

（米
国
の
テ
ン
カ
ン
だ
け
で
も
六
０
万
人
）

犯
罪
と
病
気
の
激
増
、
第
二
大
戦
の
不
安
…
…
）

‐５
　
ル
ー
テ
ル
の
大
罪

■
ル
ー
テ
ル
と
カ
ル
ヴ
ィ
ン
ん
ル
は
、
結
℃
う
と
口
緯
橿
代
の

霊
的
改
革
者

の
代
り
に
指
導
者
と
し
て
選
ん
だ
新
教

の
ヨ

ー

ロ
ッ
パ
は
、
希
望
通
り
神
学
を
得
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

と
と
も
に
、
予
期
し
な
か

っ
た
副
産
物
を
も
得
た
。

三
十

年
戦
争
、
資
本
主
義
お
よ
び
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
発
生
の
素

地
な
ど
で
あ
る
。
「
も
し
、
ド
イ

ツ
が
世
界

に
も
た
ら
し
た

悲
惨
事

の
責
任
を
負
う

べ
き
犠
牲

の
羊
を
探
す
と
な
る
と
」

と
デ
イ
ン

・
イ
ン
ゲ
は
、
最
近
に
書

い
た
。
「
ド
イ
ツ
に
最

悪

の
仇
を
し
た
悪
鬼
は
、
ヒ

ッ
ト
ラ
ー
、
ビ

ス
マ
ル
ク
、

フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
な
ど
で
な
く
、
マ
ル
チ
ン

・
ル
ー
テ

ル

で
あ
る
と
の
確
信
を

一
そ
う
深
く
強
め
る
。
…
…
そ
れ
は

（
ル
ー
テ
ル
の
教
義
）
正
義
に
も
あ
ら
ず
、
慈
善

も
無

い

と

こ
ろ
の
神
を
崇
拝
さ
せ
る
…
…

『自
然
の
法
則
』

は
、

不
正
権
威
に
た

い
す
る
控
訴
法
院
た
る
べ
き
で
あ
る
の
に

（ル
！
テ
ル
に
よ
り
）
現
存
す
る
社
会
秩
序
と
同

一
な
り

と
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
絶
対
服
従
を
さ
さ
ぐ
べ
き
も
の

と
さ
れ
た
」

（
Ａ
）

■
仏
の
説

い
た
解
脱

に
至
る
八
正
道
の
第

一
歩

は
、
『
正

し

い
信
仰
』
す
な
わ
ち

『
正
見
』

で
あ

っ
た
。
人
間
を
不

自
由
に
す
る
根
本

で
あ
り
、
第

一
原
因
は
、
謬
れ
る
信
仰
、

も
し
く
は
無
知
で
あ
る
。
―
―
無
知
と
云
う
も
の
は
、
決

し
て
打
ち
克
ち
が
た
き
も
の
で
は
な

い
が
、
突
き
詰
め
て

考
え
る
と
、
常
に
意
志
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
ら

は
記
憶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（正
見

・
正
信
が
現
代
語

で
は

「正
し
い
価
値
判
断
」
。
カ
ン
ト
の

『物
自
体
』
は
、

ツ
マ
リ
、
彼
の

「意
志
只
分
ら
な
い
モ
ノ
、
知
ら
な

い
モ

ノ
を
否
定
す
る
ゴ
ー
マ
ン
）
な
の
だ
）。

■
現
代
の
高
級
偶
像
教
―
―
三
大
別
あ
り
。
０
機
械
文

明
教
、
０
社
会
政
策
教
、
０
道
徳
教

（自
己
神
化
教
）

（
Ａ
）
□

（０
は
米

ソ
、
ロ
フ
ラ
ン
ス
、
国
連
、
ロ
イ
ン
ド
？

Ｉ
Ｇ
）
■
悔
恨
―
ク
イ
ア
ラ
タ
メ
は
英
語
で
も

”
ｏ
＋
ヨ
ｏ
『Ｘ

（中
世
紀
に
は

お
”
】コ
‐げ
諄

）
カ
ミ
ナ
オ
シ
と
云
う
。

（
Ａ
）
□

（そ
れ
な
の
に
、
ダ
レ
も
文
字
通
り
、
食

い
改
め
を

し
な
い
の
は
ナ
ゼ
か
Ｉ
Ｇ
）

■
旧
約
聖
書
預
言
者
の
ほ
と
ん
ど
全
部
は
、
儀
式
主
義

に
反
対
で
あ

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

『汝
ら
が
さ
さ
ぐ
る
犠
牲
は
、
わ
れ
ら
に
何
の
益
が
あ
ら

ん
や
。
む
な
し
き
祭
物
を
再
び
獲
う
る
こ
と
な
か
れ
。
た

き
も
の
は
わ
が
憎
む
と
こ
ろ
、
会
衆
を
呼
び
集
む
る
こ
と

も
わ
が
憎
む
と
こ
ろ
な
り
』

‐６

止

と

観

■
大
乗
起
信
論
―
静
寂

へ
の
道

（止
）

正
し

い
想
念
と
は
、
心
そ
の
も

の
―
―

心
の
純
粋

に
し

て
分
化

せ
ぎ
る
本
性
―
―
を
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
心
が

純
粋
の
本
性
と
な
る
時
、
自
我
の
念
は
残

る
べ
き
で
な
く
、

証
し
つ
つ
あ
る
自
我
お
よ
び
現
象
と
し
て
の
証
悟

で
さ
え
、

在
る
べ
き
で
な

い
。

知
懇
の
道

（観
）

知
慧
バ
ラ
ミ
タ
の
行
は
、

こ
れ
ら
本
能
的
根
本
的
障
害

の
制
御
と
排
除
を
目
的
と
す
る
。

清
浄
法
身

に
は
、
二
元
な
く
、
分
化
が
な

い
。　
一
切
衆

生
は
、
そ
の
こ
と
さ
え
証
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
す
で

に
部
難
に
入
る
。
心
の
純
粋
本
性
は
、
昨
椰
多た
羅ら
二
毅
３

争
倍
で
あ
り
ヽ
出
春
海
羅ら蜜み
多
で
あ
り
ヽ
最
高
完
全
の
知ち

議
で
あ
る
。

ロ

マ
コ
ト
ノ
愛

は

（
心
や
す
く

コ
レ
を
叫
び
た
て
る
人

は
偽
善
者
か
、
神
ガ
カ
リ
か
狂
人
）
ダ
レ
で
も
オ
イ

ソ
レ

と
始
め
る

コ
ト
の
で
き
る
よ
う
な

モ
ノ
で
は
な

い
。
止
と

観
を
完
成
し
た
人
、
正
食
と
宇
宙

の
秩
序

の
身

に

つ
い
た

人
に
し
て

ハ
ジ
メ
テ
で
き
る

コ
ト
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

愛
を
、
型
ば
か
リ

マ
ネ
ば
か
り
す
る
と
云
う

コ
ト
は
大
き

な
罪
悪

で
あ
る
。
こ
の
創
造

の
愛
と
模
倣

の
愛

の
間
に
は
、

ピ
カ

ソ
の
創
作
と
、
そ
の
偽
作
と
の
間
ほ
ど
の
チ
ガ
イ
が

あ
る

（
Ｇ
）
。

‐７
　
ダ

‐
ウ

イ
ン
の
大

罪

■
哲
学
的
、
美
的
、
科
学
的
冥
想
者
は
、
昔
か
ら
多
く

い
た
し
、
今

で
も
多
く

い
る
。
至
上
最
高

で
な

い
対
象

に

一
念
を
集
中
す
る
の
は
、
偶
像
礼
拝

の
危
険

に
陥
り
や
す

い
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
フ
ッ
カ
ー
に
あ

て
た
手
紙

の
中

で
、

「
私
が
私
の
対
象

に
没
頭
す
る
よ
う
に
、
何
ら
か
の
対
象

に
没
頭
す
る
の
は
、

い
か
な
る
人
に
と

っ
て
も
、
呪
わ
れ

た
悪
で
あ
る
」
と
書

い
た
。
か
か
る

一
念
の
集
中
は
、
心

の

一
部
面
以
外

に
、
多
少
の
差

こ
そ
あ
れ
、
全
面
的
機
能

衰
退
を
生
ず

る
が
ゆ
え
に
、
悪
な
の
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
イ

ン
自
身
も
、
そ
の
晩
年

に
は
、
詩
、
美
術
お
よ
び
宗
教

に

対
し
て
、
す

こ
し
も
興
味
を
感
じ
得
ぬ
こ
と
を
記
録
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
は
、
そ
の
選
択
し
た
特
殊
部
門

に
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お

い
て
は
専
門

に
成
熟
し
て
も
、
神
に
対
す
る
関
係

に
お

い
て
は
、
霊
的
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
時

に
は
倫
理
的
に
さ

え
胎
児

の
域
を
脱
し
得
な

い
こ
と
が
有
り
得
る
の
で
あ
る
。

（
四
十
年
間
も
病
人
で
あ

っ
た
ダ
ー
ウ
ィ

ン
は
西
洋
文

明

を
全
く
呪
わ
れ
た
方
向

へ
導

い
た
巨
人
の
群
の

一
人
で
あ

る
Ｉ

Ｇ
）

■
Ｇ
Ｉ
む
す
び
　
Ａ

〔
ハ
ッ
ク
ス
リ
〕
の
か
き
集
め
た

『久
遠

の
真
理
』

に
よ
る
と
、
欧
米
で
も
東
洋

で
も
、
最

高

の
思
想
を
き
わ
め
た
人
々
は
、
同
じ
よ
う
な

『宇
宙

の

秩
序
』

の
ス
ケ

ッ
チ
を

（未
完
成
で
は
あ
る
が
ヽ
作
り
あ

げ

て

い
る
と
云
う

コ
ト
が
分
る
。
た
だ

ワ
レ
ヮ
レ
の

『宇

宙

の
秩
序
』
、
宇
宙

の
弁
証
法
的
構
造
、
そ
の
実
用
性
、
そ

の
具
体
性
、
そ

の
包
擁
力
は
、

こ
れ
ら
全

て
の
聖
者
や
偉

大
な
思
想
家

の
全

て
の
見
解
を
包
合
し
て
、
そ
の
上

に
大

き
な
余
力
や
広
さ
を
も

っ
て
い
る

コ
ト
が
Ｐ
Ｕ
を
少
し
で

も
知

っ
て

い
る
モ
ノ
に
は

ハ
ッ
キ
リ
分
る

コ
ト
で
あ
る
。

Ａ
に
私
は

ｏ
ｏ
日
も
３

　

Ｈ●
”ｑ
●
”
”】ｏ
３
一
電

コ
ン
パ
』

国
際

版
〕
を
も
う

一
年
以
上

つ
づ
け
て
送

っ
て

い
る
が
、
何

の

手
ゴ
タ

エ
も
な

い
の
が

フ
シ
ギ
で
あ
る
。
そ
の
ナ
ゾ
も
や

が
て
と
け
る
で
あ
ろ
う
。

●
３２
ベ
ー
ジ
の

「宇
宙
の
秩
序
」
の
読
み
方

一
、
始
め
あ
る
も
の
に
終
り
あ
り
。

二
、
表
あ
れ
ば
裏
あ
り
。

三
、
同

一
な
る
も
の
な
し
。

四
、
表
大
な
れ
ば
裏
ま
た
大
な
り
。

五
、
動
静
は
皆
、
陰
陽
の
ハ
タ
ラ
キ
な
り
。

六
、
陰
陽
は
神
の
左
右
の
手
な
り
。

七
、
宇
宙
の
母
体
を
神
と
い
う
。

■
田
中
芳
太
郎
氏

（桜
沢
里
真
先
生
厳
父
）
書

アメリカ合衆国上院栄養委員会資料

200円 (送料30円 )
B540頁

『新 しき世界へ』臨時増刊

大 森 英 桜 先 生

PU正食医学食養療法講習会

毎月中旬の±1在 と日曜の二日間定期開講

詳細は電話でお問合せください。

大森英桜先生特別個人指導

別室で大森先生から1対 1で懇切な指導が受けら

れます。日時は上記講習会当日の午前11時までと

午後 6時から。申込は毎月10日 まで電話で受付。

PU・ 食養・料理教室
◇
―
―いつでも個人指導が受けられる

◎疾患別食養療法講座

◎体質と疾患を見分けるPU体型学

◎病気の原因とコンペーセーションの法則

◎体質、疾患別主食、副食摂取法

◎体質、疾患別食養料理法

(実習を含む)

◎無形の食物の意義とその摂取法

◎手当法の実習

◎身心強化 PU生活法

詳細は電話で問合せ下さい。案内書進呈。

玄 米 食 養 実 修 道 場
◎いつでも入所できる。◎期間は 1泊 2日 。また

は 2泊 3日 。このわずかな日時で却病造健、心身

強化、開運自在のPU食養法の要訣秘儀と、合気
甦体の秘法、瞬間活法を会得せじめる。

詳細は電話で問合せください。

輝く将来…指導者育成

男女内弟子募集
研心館本部 PU正食学園
大阪市阿倍野区西田辺町2-2-29(〒 545)電話06・ 691・ 1590
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l~

達の実は2000年後のえ代に花を咲かせたノ

我々の先章が薦いた奏養の種も絶えることなく受けつがれ

次の時代にも立派な花を咲かせることだろうノ

オーサワジャパン株式会社

代表取締役 田 仲 晃 子

〒151東京都渋谷区大山町11番 5号 電話 03(465)5021～ 3

奪簸
鰺

卜銀 .‐

(上の左より)田山雅近 ,

(下の左より)石河好恵 ,

松田紘明,酒井基行 ,
川上朝慈,田仲晃子 ,

横田和敏,花井良平,
山崎和子,松田鶴彦 ,

島村春徳,牧野玄宙
小幡乃梨子
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明けましておめでとうございます
法律において「塩」とll、 塩化ナトリウムの合有量が40%以上の回形物を

いいます。従ってNaC1 40%以上のものをつくる場合、すべて認可tllと な

ります。塩専売法により、民間で1よ日本の海水から直接塩を製造すること

は禁上されていますので、求める塩をつくる場合、公社が製造 した塩また

は公社が輸入 した原塩を買って、わ工またIよ再生する方法しか、民間では

残されておりません。

塩口の売上された今日、日本の海からつくられる塩は、す
べてイオン史

換膜製塩法によりできあがった NaC1 100%近い精製塩であり、イオン交

換法に或る巡さをいだく立場の着として、また成分上で1よ同じNaClであ

っても、太陽熱と風力により自然絡品されたものを足とする立場の着とし

て、ホ穂の人塩の原料は、輸入されるオーストラリアなどの塩口天日塩と

したものであります。

輸入原塩は、生産工程的には“自然の塩"と いえますが、その絡品過程で

純麦が高められ、他の民須のこネラル咸かを夫い、わが国に輸入された塩

(大 きな水秒精のようになっている)の純麦1198%強 と極めて高くなってお

ります。 (かつての日本の塩口製法の塩の純度は90%前後でした。)

そのため、成分的には“自然の塩"と は言い難いの■NaClス外のミネラ

ル成分饉称ニガリという)を加えることにより項りのぞかれた咸ケ ー夫

われた成分を再び海から反り友し、工程的成分的にかつての塩に近づけた

のがホ縫の人塩です。国内産ニガリ|よ、イオン交換法でつくられる精製さ

れたものですので、自然の塩を求める立場上、ヤ国の塩口で製塩の副産物

としてとれる天然ニガリを使用いたしました。

人塩|よ、わが国の伝統的製塩法を継承したホ恭の塩業技術の粋を結集し

てつくりあlザたものです。

一層のご理解とお力添えをたからお願い申しあ|デます。

昭和56年元ユ

取締役社長 牛

東京都新宿区百人町 2

郵便番号 160 電話

株式会社自然塩普及協会
盛 保

丁目24番 6号 (石見ビル)
03(364)2721番 (代表)



新年明けまlズ

おめでとうございます

今年も倍旧のご愛顧を

お願い申L■l力:す

リマ化粧:品 |

躍進するリマグループ

Lima

リマ 化 粧 品株 式 会 社
代表取締役岡 田安 弘
専務取締役金子義太郎
〒223横浜市港北区日吉本町 1862
TEL 044 63 8581(代

リマ化粧品販売株式会社
代表取締役岩 渕 春 雄

〒175東京都板橋区成増23514
TEL.o3-976-2525(0

(営業所 水戸。新潟。長野 )

ζン ノレ
~~ノ  ~~~

腕 ア サ バ 研 究 所
代表取締役 岡 田 安 弘

専務取締役金子義太郎
〒43711静岡県磐田郡浅羽町浅名1263
TEL o538-23-47600

リマ化粧品西日本販売株式会社
代表取締役 梅 崎 敬 三

〒550大阪市西区立売堀244
永瑞ビル 2F
TEL.06-533-3081(0

(営業所 名古屋 )
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取
り
扱
い
品
目

●無農薬自然農法野菜

●自然食品

●純正食品

●健康食品類

●天然土壊改良剤

●料理教室 出張料理
●食養相談

●健康相談

●美養相談

●姓名学講座

●能力開発  トレーニングゼミ

催

し

も

の

働鋼 味穂朧胸夕_
八王子店 〒192-03 東京都八王子市堀ノ内450    T E L0426-76-1258

江古田店 〒176  東京都練馬区栄町20       T EL 03… 948-5701

成 増 店 〒175  東京都板橋区赤塚3-21-13    T EL 03-976-0231

事 務 局 〒192  東京都八王子市天神町18扶桑M101 T E L0426-26-6295

A.I.C.master mind group& 味穂
〒202東京都保谷市下保谷5-11-22(ス ーパートレーニング)

東保コーボ2-208 T E L 0424(21)1144

マクロピオティック運動と人間開発 。総合自然食品販売



新しき世界へ

天の然らしむ生活法を求めつつ
天然村より 1981年新春の
ごあいさつを申し上げます。

素人百姓1年目の昨年は全くの無肥料により天然村でマ

トモに収穫できたのは唐芋 (さつまf―l位のものでしたが、

色々な意味でご援助下さった皆様へお礼申し上げます。

新たなる心もちて、本年は自然農法による自給自足確立

へ試行します。

一方天然村健康学園は今夏落成を目標にプランニング中

です。

略奪・斗争を続ける20世醐 文明より

21世紀。新宇宙文明へ向けて

人類革命を目指し

食養、自然農法etc、 を実験しつつ

天の然らしむ生活法 。社会体制を天然村では模索・探究

して行きたいと思います。

地球文明危機感の増す1981年の新春にあたり

“天国創造法の研究 。運動"を

皆様に呼びかけたいと思います。

1981年 1月 1日

瑯 山県農園

回 〒891-44鹿児島県熊七悧墨
`知

丁高平 (新●番号)099=OMl
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マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

健
康
法

正
食
の
す
す
め

■

久

司

御

知

夫

著

　

　

　

　

　

　

　

　

☆
英
漁

・
摯

智

７

甲

葡
語
版
刊
行

欧
州
各
国
に
続
い
て
日
本
で
も
話
題
沸
騰
″
　
本
書
は
、
桜
沢
如
一
の
●
Ａ
５
判

。
二
四
四
頁

思
想
に
基
づ
き
、
マ
ク
ロ
ビ
な
ア
ィ
ッ
ク
の
哲
学
と
実
践
法
を
論
理
的
●
定
価
二
、０
０
０
円
（〒
３００
）

に
体
系
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
欧
米
に
お
け
る
活
動
体
験
に
裏

習
慣
の
相
違
を
越
え
て
世
界
の
家
庭
の
台
所
か
ら
台
所

へ
と
広
が
る
、

生
物
学
的
、
生
理
学
的
、
心
理
的
、
精
神
的
な
文
化
革
命
そ
の
も
の
と

い
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絶
賛
発
売
中
ノ

1型ヒ8_●
●nt

おかげさまで 1月 中にいよいよ発行の

運びとなりました。ご高評と、各方面

へのご推薦をよろしくお願い申し上げ

ます。    A5判 200ページ

初版 2万部   1200円
(〒 300円 )

鶴 島丈夫 紫覇 ん柔異
,す

―

ヽ

　

お

懸

　

　

，
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今
月
は
、
新
春
の
客
膳
料
理
を
ち
ょ
っ
と
目
先
を
変
え
て
、
欧
風
に

ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
特
別
な
場
合
の
お
も
て
な
し
料
理
で
す
か
ら
、

少
々
季
節
は
ず
れ
の
も
の
や
、
日
常
、
食
養
料
理
で
は
用
い
な
い
材
料

も
使

っ
て
お
り
ま
す
。
わ
り
あ

い
、
あ

っ
さ
り
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
い
し
く
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ド
ブ
ル
に
、
金
平
、
ひ
じ
き
蓮
根
の
信
田
巻
き
、
小
さ
い
昆
布

巻
な
ど
を
添
え
て
も
、
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
サ
ラ
ダ
も
野
菜
だ

け
で
、
梅
酢
を
用
い
て
作
る
の
も
調
和
が
と
れ
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

皆
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
し
て
お
試
し
く
だ
さ
い
。

ッ
プ
％
）、
コ
ー
フ
ー

（硼
グ
ラ
ム
）、
イ
チ
ゴ

（少
々
）、
自
ブ
ド
ウ
酒

（少
々
）、
コ
ー
ン
（少

少
）、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

（少
々
）、
生
姜

（お
ろ

し
た
も
の
、
小
さ
じ
１
）、
バ
セ
リ

①
黒
ゴ
マ
ペ
ー
ス
ト
に
塩
少
々
を
ま
ぜ
る
。

②
地
粉
は
油
大
さ
じ
１
で
よ
く
炒
め
、
三
倍

の
水
と
自
ブ
ド
ウ
酒
少
々
を
加
え
て
、
な
め

ら
か
な
ベ
シ
ャ
メ
ル
ソ
ー
ス
を
作
る
。

③
コ
ー
フ
ー
は
蒸
し
た
も
の
を
、
２
セ
ン
チ

の
厚
み
に
切
る
。
醤
油
大
さ
じ
１
、
出
し
汁

大
さ
じ
１
、生
姜
お
ろ
し
を
ま
ぜ
合
わ
せ
、
そ

の
中
に
コ
ー
フ
ー
を
３０
分
く
ら
い
つ
け
る
。

フ
ラ
イ
バ
ン
で
両
面
を
よ
く
焼
き
、
か
る
く

こ
げ
目
を
つ
け
、う
す
い
そ
ぎ
切
り
に
す
る
。

④
バ
ン
は
１
セ
ン
チ
の
厚
さ
に
切
り
ど
セ
ン

チ
の
角
切
り
２０
切
れ
、花
形
Ю
切
れ
を
作
る
。

⑤
花
形
の
バ
ン
ー０
切
れ
と
、
角
切
り
の
バ
ン

※
材
料
は
５
人
前
で
す
。

●
材
料
＝
バ
ン

（％
斤
）、
黒
ゴ
マ
ベ
ー
ス
ト

（大
き
じ
２
）、
自
然
薯

（％
本
）、
地
粉

（力

「
―
―
―
―
―
―
―

―
Ｉ
Ｊ
引
劉
∃
翻
馴
劃

１０
切
れ
に
ベ
シ
ャ
メ
ル
ソ
ー
ス
を
ぬ
る
。
残

り
の
角
切
リ
バ
ン
ー０
切
れ
に
ベ
シ
ヤ
メ
ル
ソ

ー
ス
を
ぬ
り
、
焼
き
コ
ー
フ
ー
を
の
せ
る
。

⑥
天
板
に
⑤
を
並
べ
、
中
火
の
天
火
で
約
１０

分
焼
く
。

⑦
花
形
の
バ
ン
の
上
に
、
小
さ
く
切

っ
た
イ

チ
ゴ
を
の
せ
る
。
コ
ー
フ
ー
の
上
に
グ
リ
ン

ピ
ー
ス
を
か
ざ
る
。
角
切
り
の
バ
ン
の
ベ
シ

ャ
メ
ル
ソ
ー
ス
の
上
に
、
黒
ゴ
マ
ペ
ー
ス
ト

を
ぬ
り
、
コ
ー
ン
を
の
せ
る
。

③
自
然
薯
は
ご
く
う
す
い
輪
切
り
に
し
、
ザ

ル
に
並
べ
て
１
時
間
く
ら
い
干
す
。
油
で
力

ラ
リ
と
揚
げ
て
塩
少
々
を
ふ
る
。

③
カ
ナ

ッ
ペ
を
大
皿
に
色
ど
り
よ
く
並
べ
、

自
然
薯
テ

ッ
プ
ス
を
盛
り
合
わ
せ
、
バ
セ
リ

を
か
ざ
る
。

●
ミ
エ
Ｔ

イヽ
ェ
）は
フ
ラ
ン
ス
語
で
″粟
′′。

●
材
料
＝
粟

（カ
ツ
プ
ー
）、
出
し
汁

（カ
ッ

プ
５
）、
自
ブ
ド
ウ
酒

（カ
ッ
プ
％
）、
ロ
ー
リ

エ

（１
枚
）、
バ
ン

（ク
ル
ト
ン
用
、
少
々
）、

パ
セ
リ

（少
々
）、
塩
、
油

①
粟
を
油
大
さ
じ
１
で
か
る
く
炒
め
、
出
し

汁
カ
ッ
プ
２
を
入
れ
、
煮
立
っ
て
き
た
ら
、

す
ぐ
弱
火
に
し
て
、
２０
分
く
ら
い
煮
る
。

②
炊
き
上

っ
た
粟
を
し
ゃ
も
じ
で
ま
ぜ
、
出

し
汁
カ

ッ
プ
３
を
加
え
、
ロ
ー
リ
エ
を
入
れ

て
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
る
。
自
ブ
ド
ウ
酒
少
々

と
塩
少
々
で
味
を
と
と
の
え
る
。

（あ
ま
り

こ
い
よ
う
な
ら
、
出
し
汁
を
適
宜
加
え
て
、

ち
よ
う
ど
よ
い
ボ
タ
ー
ジ

ュ
状
に
す
る
。
）

③
バ
ン
を
１
セ
ン
チ
の
あ
ら
れ
切
り
に
し
、

油
で
揚
げ
て
、
ク
ル
ト
ン
に
す
る
。
パ
セ
リ

は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
ｃ

④
ボ
タ
ー
ジ

ュ
を
器
に
盛
り
、
パ
セ
リ
の
み

じ
ん
切
り
を
ふ
る
。

※
ク
ル
ト
ン
は
、
ポ
タ
ー
ジ

ュ
の
中
に
入
れ

て
出
す
と
、
と
ろ
け
て
し
ま

っ
て
お
い
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
別
の
器
に
入
れ
て
供
し
、
い

た
だ
く
直
前
に
各
自
で
入
れ
る
よ
う
に
す
る

と
よ
ろ
し
い
で
し
よ
う
。
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●
ド
イ
ツ
の
田
舎
の
代
表
的
な
そ
う
ざ
い
料

理
で
す
。
農
家
の
主
婦
が
、
自
家
製
の
玉
ね

ぎ
、
小
麦
、
放
し
飼
い
に
し
た
鶏
の
新
鮮
な

卵
を
使
っ
て
、
毎
日
の
よ
う
に
作
る
素
朴
な

料
理
で
す
。

●
ツ
ウ
ィ
ー
ベ
ル
は

″玉
ね
ぎ
″
の
こ
と
。

●
材
料
＝
地
粉

（カ
ッ
プ
３
）、
ゴ
マ
油

（大

き
じ
６
）、
玉
ね
ぎ

（
２
個
、
約
剛
グ
ラ
ム
）、

コ
ー
フ
ー

（
５０
グ
ラ
ム
）、
有
精
卵

（２
個
）

①
地
粉
、
ゴ
マ
油
、
塩
少
々
を
よ
く
ま
ぜ
合

わ
せ
、
水
を
少
し
ず
つ
加
え
て
、
耳
た
ぶ
く

ら
い
の
か
た
さ
に
ね
る
。
タ
ル
ト
皿
の
大
き

さ
に
合
わ
せ
て
、
タ
ル
ト
の
皮
を
１
枚
作
る
。

②
玉
ね
ぎ
は
、
５
ミ
リ
幅
の
回
し
切
り
に
す

る
。
コ
ー
フ
ー
は
蒸
し
て
フ
ラ
イ
バ
ン
で
焼

い
た
も
の

（カ
ナ

ッ
ベ
に
使

っ
た
も
の
と
同

じ
）
を
、
１
セ
ン
チ
く
ら
い
の
線
切
り
に
す

る
。
③
鍋
に
油
大
さ
じ
１
を
あ
た
た
め
、
玉
ね
ぎ

を
入
れ
て
よ
く
炒
め
る
。
し
ん
な
り
し
て
き

た
ら
、
コ
ー
フ
ー
を
加
え
る
。

④
有
精
卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
、
③
を
入
れ
て
、

コ
シ
ョ
ウ
を
少
々
ふ

っ
て
、
よ
く
ま
ぜ
る
。

⑤
タ
ル
ト
皿
に
①
を
し
き
、
④
を
流
し
入
れ

る
。
中
人
の
天
火
で
約
３０
分
焼
く
。
上
に
少

し
こ
げ
目
が
つ
い
た
ら
、
取
り
出
し
、
人
数

分
に
切
り
分
け
る
。

●
イ
ン
ニ
ャ
ム
は
南
フ
ラ
ン
ス
で
よ
く
見
か

け
ら
れ
る
自
然
薯
で
す
。
日
本
の
も
の
よ
り

少
々
水
分
が
多
く
、
細
い
山
芋
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
ま
す
。

●
材
料
＝
自
然
薯

（％
本
）、
南
瓜

（％
個
）、

大
根

（
５
セ
ン
チ
）、
人
参

（
１
本
）、
バ
ン
粉

（少
々
）、
地
粉

（少
々
）、
揚
げ
油

①
自
然
薯
は
、
５
ミ
リ
く
ら
い
の
輪
切
り
を

１０
切
れ
と
り
、
残
り
は
お
ろ
す
。

②
南
瓜
は
、
１
セ
ン
チ
厚
み
で
３
×
５
セ
ン

チ
の
長
方
形
の
も
の
を
１０
切
れ
と
る
。
残
り

は
ふ
か
し
て
、
皮
を
む
き
、
裏
ご
し
し
て
、

塩
少
々
で
味
を
つ
け
る
。

③
自
然
薯
の
お
ろ
し
た
も
の
に
地
粉
少
々
と

塩
少
々
を
入
れ
て
、
よ
く
ま
ぜ
る
。

④
自
然
薯
の
輪
切
り
を
③
で
包
み
、
平
ら
に

丸
く
形
づ
く
り
、
バ
ン
粉
を
ま
ぶ
す
。

⑤
南
瓜
の
角
切
り
を
裏
ご
し
し
た
も
の
で
包

み
、
地
粉
を
水
溶
き
し
た
も
の
に
つ
け
て
、

バ
ン
粉
を
ま
ぶ
す
。

⑥
④
と
⑤
を
カ
ラ
リ
と
揚
げ
る
。

⑦
大
根
と
人
参
は
細
切
り
に
し
、
塩
少
々
を

ふ

っ
て
、
も
ん
で
し
な
や
か
に
す
る
。
熱
湯

を
か
け
て
よ
く
し
ば
り
、
ま
ぜ
合
わ
せ
て
、

付
け
合
わ
せ
に
す
る
。

③
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
…
…
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
さ

じ
２
、
地
粉
で
作

っ
た
ベ
シ
ャ
メ
ル
ソ
ー
ス

（カ
ナ

ッ
ベ
用
に
作

っ
た
も
の
）
大
き
じ
８
、

玉
ね
ぎ
の
み
じ
ん
切
り
大
き
じ
２
、
パ
セ
リ

の
み
じ
ん
切
り
小
さ
じ
２
、
自
ブ
ド
ウ
酒
大

き
じ
１
～
２
を
よ
く
ま
ぜ
合
わ
せ
、
塩
で
味

を
と
と
の
え
る
。



●
材
料
＝
リ
ン
ゴ
（２
個
）、
イ
チ
ゴ
（１５
粒
）、

み
か
ん

（２
個
）、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

（１０
花
）、

グ
リ
ン
ピ
ー
ス

（大
き
じ
４
）、
玉
ね
ぎ

（み

じ
ん
切
り
、大
さ
じ
３
）、
き
ゅ
う
り
（１
本
）、

オ
リ
ー
ブ
油

（大
き
じ
１
％
）、
レ
タ
ス
（
４
、

５
枚
）、
自
ブ
ド
ウ
酒

（少
々
）、
シ
ナ
モ
ン

①
リ
ン
ゴ
は
皮
を
む
き

（無
農
薬
の
も
の
な

ら
そ
の
ま
ま
）、
８
つ
に
切
っ
て
、十心
を
取
り
、

塩
水
に
つ
け
て
、
３
ミ
リ
の
小
口
切
り
に
す

２つ
。き
ゅ
う
り
は
た
て
半
分
に
切
り
、
２
セ
ン

チ
の
小
日
切
り
に
し
て
、
塩
少
々
を
ふ
る
。

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
熱
湯
に
塩
大
き
じ
１

を
入
れ
、
地
粉
を
少
々
ふ
り
入
れ
て
、
さ

っ

と
ゆ
で
、
冷
ま
し
て
お
く
。

イ
チ
ゴ
は
塩
水
で
洗

っ
て
、
ヘ
タ
を
取
る
。

み
か
ん
は
、
１
個
は
皮
を
む
い
て
、
う
す

く
半
月
形
に
切
る
。
も
う
１
個
は
皮
ご
と
半

分
に
切
り
、
汁
を
し
ば
る
。

②
オ
リ
ー
ブ
油
に
塩
小
さ
じ
１
、
シ
ナ
モ
ン

小
さ
じ
％
、
み
か
ん
の
し
ば
り
汁
を
加
え
て

よ
く
ま
ぜ
、
王
ね
ぎ
の
み
じ
ん
切
り
を
入
れ

る
。
③
リ
ン
ゴ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
イ
チ
ゴ
を
②

で
和
え
る
。

④
器
に
レ
タ
ス
を
し
き
、
③
を
盛
り
、
上
に

グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を
ふ
り
、
み
か
ん
を
飾
る
。

●
材
料
＝
玄
米

（カ
ッ
プ
３
）、
人
参

（小
１

本
）、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

（カ
ッ
プ
％
）、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ

（％
本
）、
玉
ね
ぎ

（
１
個
）、
ゴ
マ
油

①
玄
米
は
、
油
大
き
じ
１
％
で
き
つ
ね
色
に

な
る
く
ら
い
に
炒
る
。
玉
ね
ぎ
の
あ
ら
み
じ

ん
切
り
を
加
え
て
さ
ら
に
よ
く
炒
め
、
塩
と

水
を
加
え
て
、圧
力
鍋
で
ふ
っ
く
ら
と
炊
く
。

②
人
参
は
１
セ
ン
チ
の
あ
ら
れ
切
り
に
す
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ふ
か
し
て
、実
を
は
ず
す
。

グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
色
よ
く
ゆ
で
る
。

③
人
参
に
塩
小
さ
じ
％
を
ふ
り
、
空
炒
り
し

て
、
水
大
さ
じ
２
を
入
れ
、
蓋
を
し
て
む
し

煮
に
す
る
。
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
に
塩
少
々
入
れ
、
人
参
と
ま
ぜ
る
。

④
炊
き
上
っ
た
ご
飯
に
③
を
ま
ぜ
、
少
し
む

ら
し
て
、
器
に
盛
り
、
パ
セ
リ
を
飾
る
。

●
材
料
＝
リ
ン
ゴ

（２
個
）、
南
瓜

（裏
ご
し

し
た
も
の
、
カ
ッ
プ
２
）、
有
精
卵

（１
個
）、

パ
セ
リ

（み
じ
ん
切
り
、
カ
ッ
プ
％
）、
地
粉

（佃
グ
ラ
ム
）、
シ
ナ
モ
ン
、
ゴ
マ
油
、
塩

①
リ
ン
ゴ
は
皮
を
む
き
、
８
つ
に
切
っ
て
、

芯
を
取
り
、
塩
水
に
つ
け
る
。
弱
火
で
や
わ

ら
か
く
煮
る
。

②
裏
ご
し
し
た
南
瓜
と
地
粉
少
々
、
塩
少
々

を
ま
ぜ
る
。

③
地
粉
、
塩
小
さ
じ
％
、
シ
ナ
モ
ン
小
さ
じ

１
を
ま
ぜ
合
わ
せ
、
油
大
さ
じ
６
を
入
れ
て
、

手
で
よ
く
も
み
ま
ぜ
る
。
水
を
少
し
ず
つ
加

え
な
が
ら
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
か
た
さ
に
ね
る
。

４
ミ
リ
厚
さ
の
角
形
に
の
す
。

④
③
の
上
に
、
向
う
側
を
少
々
残
し
て
、
南

瓜
を
平
ら
に
の
ば
し
、
リ
ン
ゴ
を
の
せ
る
。

ぐ
る
ぐ
る
と
巻
い
て
、
端
に
水
を
つ
け
て
と

め
、
上
に
卵
黄
を
ぬ
る
。

⑤
油
を
ひ
い
た
天
板
に
④
を
の
せ
、
中
火
よ

り
少
々
強
火
で
３０
分
く
ら
い
焼
く
。
上
に
こ

ん
が
り
と
こ
げ
目
が
つ
い
た
ら
、
取
り
出
す
。

適
宜
に
切
っ
て
、
器
に
盛
る
。

ф
穀
物

（カ
ラ
ス
麦
＝
燕
麦
、
小
豆
、
赤
え

ん
ど
う
、
玄
米
）
を
よ
く
炒

っ
て
、
黒
く
こ

が
し
、
細
か
い
粉
に
し
た
、
食
養
的
な
飲
み

も
の
で
す
。
（オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
バ
ン
で
販
売
）

●
食
養
コ
ー
ヒ
ー
大
さ
じ
１
に
、
水
カ

ッ
プ

ー
を
加
え
、
よ
く
煮
立
て
、
茶
こ
し
で
こ
し

て
、
塩
ひ
と
つ
ま
み
入
れ
る
。

（写
真
撮
影
／
月
原
　
淳
）
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肇
オ
ー
サ
ヮ
ジ

ャ
バ
ン
か
ら

●
多
く
を
語
ら
ず
、
た
だ
実
践
あ
る
の
み
。
ど
ん

な
豊
富
な
知
識
も
、

「感
謝
し
て
少
食
に
し
て
よ

く
か
む
」
と
い
う
こ
と
を
実
践
し
な
い
う
ち
は
、

空
し
い
も
の
と
し
て
自
ら
に
帰
る
。
忍
辱
自
戒
。

（川
上
朝
怒
）

●

「陰
陽

一
日
…
…
無
双
原
理
は
九

一
生
」
Ｃ
Ｏ

２
言
葉
の
中
で
私
自
身
が
体
験
的
に
実
感
を
持

っ

た
内
容
の
ひ
と
つ
で
す
。
Ｏ
Ｊ
に
お
い
て
、
昨
年

の
私
は
、
ま
さ
に
「
陰
陽

一
日
し
の
ひ
と
こ
ま
だ

と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
を
知
ろ
う
と
し
た
り
、
知

っ
て
い
る
つ
も
り
で
周
り
を
見
廻
す
こ
と
も
せ
ず

走

っ
て
い
た
ラ
ン
ナ
ー
で
す
。
熱
中
、
冷
静
、
疑

間
の
過
程
を
必
ず
通
ら
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い

こ
と
を
、
実
生
活
、
仕
事
の
上
に
も
、
今
年
こ
そ

は
、
な
ど
と
考
え
ず
、
と
に
か
く
、
悩
み
、
疑
間

を
持
つ
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
行
き
た
い
も
の
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（木
幡
乃
梨
子
）

●
昨
年
七
月
に
上
京
し
、
は
や
半
年
が
た
ち
ま
し

た
。
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
こ
と
や
ら
。
と
に

か
く
、
十
年
来
、
抱
い
て
い
た
、
さ
さ
や
か
な
夢

を
実
現
さ
せ
る
ま
で
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

（酒
井
基
行
）

●
右
手
の
生
命
線
に
異
常
を
発
見
し
た
―
―
不
安
。

二
年
ば
か
り
前
に
は
、
ま
が
り
な
り
に
も

一
本
で

つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
今
、
切
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
も
う

一
本
、
新
た
な
線
が
派
生
し
て
先

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
食
べ
過
ぎ
か
、
玄
米
酒

の
愛
飲
の
せ
い
か
、
と
思
い
き
や
、
食
環
境
の
急

激
な
変
化
に
よ
る
現
象
と
わ
か
り
、
や
っ
と

一
安

心
。
南
無
玄
米
、
玄
米
。
　
　
　
　
（田
山
雅
近
）

●
昨
年
は
天
候
異
変
と
と
も
に
世
界
が
揺
れ
始
め

ひ
と

言

た
年
。
本
年
は
さ
ら
に
新
し
い
展
開
が
な
さ
れ
る

の
で
は
、
と
、
ひ
そ
か
に
期
待
し
て
い
る
。
良
い

に
つ
け
悪
い
に
つ
け
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ぬ
る

ま
湯
的
時
代
は
過
ぎ
去
っ
た
感
じ
が
す
る
。

（島
村
春
徳
）

●
昨
年
は
冷
夏
に
生
産
者
が
泣
い
た
。
消
費
者
は

そ
の
苦
労
を
何
も
知
ら
な
い
。
自
分
の
命
の
糧
を
、

ど
こ
の
誰
が
作

っ
て
い
る
か
を
知
ら
な
い
こ
と
ほ

ど
無
責
任
な
話
は
な
い
。
今
年
は
、
少
し
で
も
生

産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
こ
と
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

（花
井
良
平
）

●
日
常
欠
か
せ
な
い
食
品
の
、
農
薬
、
添
加
物
の

な
い
、
健
康
な
材
料
に
よ
る
生
産
、
加
工
を
盛
ん

に
し
、
そ
れ
を
提
供
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
生
産
者
や
加
工
者
の
、
よ
り

一
層
の
理
解
と

努
力
を
の
ぞ
み
、
そ
れ
を
背
景
と
し
て
、
食
生
活

を
変
え
、
正
さ
ん
と
さ
れ
る
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
会
員

や

一
般
諸
家
の
ご
要
求
に
十
分
応
じ
ら
れ
る
よ
う

新
年
も
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。（村
田
鶴
彦
）

●
新
た
な
年
が
、
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
皆
様
方

に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
の
一
員
と
し
て
、
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
パ
山
崎
和
子
）

●
八
〇
年
代
の
幕
あ
け
の
年
、
今
、
何
か
が
始
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
ゆ
っ
た
り
し
た
変
化
を
私
た
ち

の
先
輩
た
ち
は
ど
ん
な
に
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
変
化
が
、
い
ま
に
大
き
な
雪
崩

に
な
る
こ
と
を
祈

っ
て
人

一
年
も
共
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（横
田
和
敏
）

ジョン・レノ

元・ビートルズのジョン・ レノンは、12月 8日 、ニューヨー

クで、不慮の死をとげた。さようなら、ジョン。

ここに、エ ドワード・エスコ氏 (元イースト・ウエスト財団副会長)

が本誌 514号に寄稿した記事を再録する。

ン

悼

を

む

マクロビオティックの友
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“
■
ン
ョ
ン

・
レ
ノ
ン
と

ヨ
ー

コ

ｏ
オ

ノ

四
、
ジ

ョ
ン
と

ヨ
ー

コ

私
は
、
ボ
ス
ト
ン
に
い
た
こ
ろ
、
元

″
ビ

ー
ト
ル
ズ
″
の
ジ

ョ
ン

・
レ
ノ
ン
に
会

い
ま

し
た
。
そ
れ
よ
り
以
前
、　
一
九
七
二
年
に
、

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
、
私
は
ジ
ョ
ン

・
レ
ノ
ン
と
結

婚
し
て
い
た
小
野
洋
子
さ
ん
に
、

「
イ
ー
ス

ト

・
ウ
エ
ス
ト

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
イ
ン
タ

ビ

ュ
ー
の
た
め
に
会

い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

レ
ノ
ン
夫
妻
は
す
で
に

一
九
六
〇
年
代
の
お

わ
り
ご
ろ
か
ら
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
関

心
を
も

っ
て
い
た
、
と
聞
い
て
い
た
も
の
で

す
か
ら
、
彼
女
を
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
の
で

す
。
そ
の
記
事
が
雑
誌
に
の
っ
て
か
ら
、
レ

ノ
ン
夫
妻
は
、

「
イ
ー
ス
ト

・
ウ
エ
ス
ト

・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
非
常
に
熱
心
な
読
者
に
な

り
、
初
め
か
ら
終
り
ま
で
読
ん
で
い
る
、
と

聞
い
て
い
ま
す
。

一
九
七
六
年
、
レ
ノ
ン
夫
妻
は
、
ウ
ィ
リ

ア
ム

・
ダ
フ
テ
ィ
の

『
シ
ュ
ガ
ー

・
ブ
ル
ー

ス

（砂
糖
病
）
』
を
読
み
、
ダ
フ
テ
ィ
、
ス

ワ
ン
ソ
ン
夫
妻
の
親
友
に
な
り
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
し
て
、
レ
ノ
ン
夫
妻
は
ボ
ス
ト
ン
を

訪
れ
、
久
司
夫
妻
や
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

の
人
た
ち
に
面
会
を
求
め
ま
し
た
。

あ
る
日
の
午
後
、
レ
ノ
ン
夫
妻
は
、
ボ
ス

ト
ン
郊
外
の
久
司
邸
に
健
康
相
談
の
た
め
に

訪
れ
ま
し
た
。
相
談
の
あ
と
で
、
林
宏
さ
ん

と

″
セ
ブ

ン
ス

・
イ

ン

・
レ
ス
ト
ラ
ン
″
の

ス
タ

ッ
フ
が
特
別
に
作

っ
た
料
理
が
供
さ
れ

ま
し
た
。

や
が
て
、
レ
ノ
ン
夫
妻
が
久
司
邸
に
来
て

い
る
こ
と
を
聞
き

つ
け
て
、
大
勢

の
人

々
が

や

っ
て
来
ま
し
た
。
レ
ノ
ン
夫
妻
は
別
に
気

に
せ
ず
に
、
大
勢
の
友
た
ち
と
語
り
合

っ
て

楽
し
み
ま
し
た
。

久
司
夫
妻
の
末

っ
子
の
ヒ
サ
オ
君
は
、
ビ

ー
ト
ル
ズ
の
大
フ
ァ
ン
で
、
レ
コ
ー
ド
を
し

っ
ち
ゅ
う
聞
い
て
い
た
の
で
す
。
レ
ノ
ン
夫

妻
が
久
司
夫
妻
と
書
斎
で
会

っ
て
い
る
時
、

ヒ
サ
オ
君
は
、
食
堂
で
落
ち
着
か
ず
に
い
ま

し
た
。
あ
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

一
人
が
、
ボ
ク

の
家
に
来
る
な
ん
て
／

し
ば
ら
く
し
て
、
レ
ノ
ン
夫
妻
が
み
ん
な

と
、
く

つ
ろ
い
で
話
し
て
い
る
時
、
久
司
先

生
は
、
ヒ
サ
オ
君
を
部
屋
に
呼
び
、
ヒ
サ
オ

君
の
ポ
ケ
ッ
ト
カ
メ
ラ
を
手
に
し
て
、
ジ

ョ

ン
と
ヨ
ー
コ
に
、
ヒ
サ
オ
君
の
た
め
に
ポ
ー

ズ
を
と

っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
、
と
頼
み
ま
し

た
。
写
真
を
と

っ
て
も
ら

っ
た
あ
と
、
ヒ
サ

オ
君
は
、
家
中
を
は
じ
ゃ
い
で
か
け
ま
わ

っ

て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
五
月
の
末
に
、
ア
メ
リ
カ
ヘ

帰
り
、
多
分
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
運
動
に
あ
た
る
予
定
で
す
。

短

い
在
日
で
し
た
が
、
楽
し
く
有
益
な
日
々

を
過
ご
さ
せ
て
く
だ
さ

っ
た
日
本
の
お
友
だ

ち
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

エ
ド
ワ
ー
ド

・
エ
ス
コ

ウ

ェ
ン
デ
ィ

・
エ
ス
コ

（
１
９
７
９

ｏ
４

・
３。
、
京
都
に
て
）

潜
コ
市
，
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健
康
を
守
る
長
命
の
酒

鈍
の封

自
然
酒

無
肥
料
、
無
農
薬
の
自
然
米
を
原
料
と
し
て
、

防
腐
剤
、
増
量
ア
ル
コ
ー
ル
、
ブ
ド
ー
糖
、
化

学
薬
品
等

一
切
入

っ
て
お
ら
ず
、
出
来
上

っ
た

ま
ま
を
ビ
ン
詰
め
に
し
た
貴
重
な
お
酒
で
す
。

十
本
単
位
に
て
全
国
に
発
送
い
た
し
ま
す
。

二
級
税
率
適
用
　
一
・八
リ
ッ
ト
ル
　

一
七
〇
〇
円

一
級
税
率
適
用
　
一
・八
リ
ッ
ト
ル
　
一
一
一
〇
〇
円

代
金
前
払

い
、
送
料
着
払

い
。

○
振
替
／
大
阪
九
五
二
五
九
　
大
喜
酒
販

住
友
銀
行
庄
内
支
店
当
座
／
二
三
四
四
五
五
　
大
喜
酒
販

大

喜

酒

販

孔
辞
鰹
録
一錯
計
ヅ
灘

●機関誌「7駆聯蠅

●ヨネヒトくらぶ会員制度 (無農薬有機玄米

食品供給制度 )

ヨネヒト販売員を募集/′

男女各2名  年齢は問いません。ファイトあ
●料理、自然医学、ヨガ、姓名学の各教室  | る同志を求む。1子来、自然食の店を持ってマ
●自然塩の自主流通運動 ●薬害の追放運動 | クロビオティック運動をともにやっていく意
●農薬と化学』巴料を追放し、国内の農業化産 ‐欲ある人、味穂のすべてを開放 します。
自給率を高めましょう。 |■問い合せは、各小売店か事務局ヘ

〒192東京都八王 F市天神町18 扶桑マンション101号 電話 0426(26)6295
江古田店 (03・ 948・ 5701)、 成増店 (03・ 976・ 0231)、 八王子店 (0426・ 76・ 1258)

自然のままに…フレッシュなコールドプレス(冷圧法)
●アフラ菜不ilの からし菜の種 チは

[1本 でt,昔から高級食用油の原

半斗でした。

●コールドフレスは食用油搾油法

としては、最高の技法です。上

ドの1壬力によって熱を加えず、

風味がとても豊かです。

●からし菜の種は生のまま搾れる

ので、貴重な栄養成分を豊富に

含んでいるほか、天フラなどに

しても腰が強く、 とでも経
'斉

白勺

です.

ハ1嗜動
植 物 性 食 用 油 ●からし菜油にはビタミシEかた ′́

お、り (35m9%)で す.ま た、から

し菜油独得の天然の酸化防]|:成 分

が過酸化脂『 1の発生を防 Jlし てく

れるので安心して召し11れ ます
=

●サラダに、天フラに、あらゆる食

803(44フ)2260
東京都港区高輪123-34芝高輪ハイツ



賀 新 年
自然食 品・健康食品・純正食 品の専 門店

市 川 平 和 堂 高砂自然食品センター

TEL  0473・ 22・ 0810
〒272千葉県市川市真間 3-11-12

TEL  03・ 600。 1412
〒125東京都葛飾区高砂 8-13-5

◎玄米・野菜・玄米粉・小麦粉

玄米餅 。その他の農産物加工

純正食品一般・ PU書籍
〒370-12 群馬県高崎市山名町乙の611

◎群馬県有機農業研究会会員

◎群馬食養友の会代表

健康食品・料理講習会・研究会

鈴木述子 T E L o273-46-4921

(純正食品生産・製造・販売)

〔県ま品群套駒

●心身改造ドック ilitFt々ヒ牲器増ゝ学す釜早電子
ステ

● クープレ ―ヾ ドセ ンター 壽奪管 3?奪
で体毒をどんとん排泄 し、血液 を

●日本C:図書販売 ●正食料理講習会 ●純正食品販売
*詳細はお問い合せください

新宿区下落合 3-15-20大 和田ビル901号 (〒 161)
(国電目白駅、徒歩 5分)● 03-950-5219

画期的な圧力鋼を使った

食養料理講習会
ご希望の場所ヘ

出張講習いたし

ます (無料ヽ

気軽にお申込み

ください。

塾名会堺政枝
問い合せ先は左記と同じ

あがわとめ19
おります。



賀 新 年
健 康 食 品 総 合 商 社

百
生
梅
製
喜
π

百

生

科

学

研

究

所

事
務
所
　
　
‐０３
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町

一
丁
目
十

一
番
地
十

一
号

一Ｔ
電
話
　
〇
三

・
六
六
九

・
五
八

一
七
、
六
六
六

・
三
五

一
八

生
産
地
　
　
　
岐
阜
県
郡
上
郡
自
鳥
町

（牛
道
谷
）
恩
地

健

や

か

で

新

し

い

年

こ

生

き

る

幸

せ

を

頒

ち

あ

え

る

慶

び

ｏ　
」
　
　
）
ア
Ｌ
　
　
Ｉ
‥
し
・　
■
Ｌ
Ｖ
　
■
■
よ
　
‘
．
、

会

養

に

惇

ら

ｒ可

百

生

ヘ

の

な

を

続

け

た

い

宮

　

崎

技

　

彰

（お
と
さ
漬
創
始
者
）

ビバ健康ハウス本部
式
社
株
会

代表取締役 ;課 テ
ゴ 畷(1枚

〒 733広 島市榎 町 2-23
TEL 0822-93-8321

■
レ
ビ
オ
ナ
イ
オ
ン
ク
リ
ー
ム
ほ
か

関
連
商
品
群
―
―
全
国
総
発
売
元

■
タ
ン
ポ
ポ
エ
キ
ス
、
あ
め
、
コ
ー
ヒ

ー
ほ
か
関
連
健
康
食
品
群

―
―
全
国
総
発
売
元

■
健
康
食
品
商
社
佛
太
陽
物
産

―
―
中
国
地
区
総
代
理
店

■
自
然
化
粧
品

ビ
ラ
ー
ル

コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
ス
　
ー
ー
特
別
代
理
店

■
い

リ

ケ

ン
ー
ー
流
通
グ
ル
ー
プ

■
い
創

健

社
―
―
流
通
グ
ル
ー
プ

Macroblotic,S haklee&A cupuncture

玄 米 堂 鍼 灸 院
石坂流鍼術による深針の特技

「シャクリー」栄養補給食品取扱

後 藤 光 男

後 藤 ふじ子
〒151東京都渋谷区代々木5-55-7玉石ビル

(小田急線参宮橋下車 3分 )器
=震=馴

人
間
ド
ッ
ク

食
養
に
基
づ
く
食
事
療
法

成
人
病
医
学
的
医
療

多
摩
成
人
病
研
究
所
附
属

厚

生
荘
病

院

院
長

牛

尾

盛

保

〒
‐９２
‐
０２
東
京
都
多
摩
市
和
田

一
五
四
七

●
〇
四
二
三
・七
四
喜
一五
二
五
～
六

外一
６０
獨
競
２．２５̈
畳奮
・２４．

書
〓
９９
町４．

指燿
０８崎
一一̈
一一
懇

緑
の
し
た
た
る
大
自
然
の
中
で

正
食
と
ヨ
ガ
で
手
軽
に
宿
便
を
出
す

身
心
改
造
道
場

福
丼
健
康
学
口

搬

前

川

高

亜

希

本
部
、
自
然
食
品

・
書
籍
販
売

（株
）
ヒ
ノ
モ
ト
商
会

〒
９‐０
福
井
市
照
手

一
―

一
一
―
二

ａ
Ｏ
七
七
六

・
二

一
・
三
人

一
一

自
然
農
園
と
道
場
／
（
１２
１
３
月
は
休
み
）

〒
９‐０
‐
３２
福
井
市
柿
谷
町
三
―
三

●
〇
七
七
六

・
八
三

・
〇
八
四
〇
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賀 新 年
洞
雲
寺

玉

川

泰

客

〒
‐７‐
　
東
京
都
豊
島
区
池
袋

三
―

一
六
〇
五

●
〇
三

。
九
七

一
・
二
三
七
四

＾
〓世 界 正 食 協

会長 岡 田 周 三

0540大阪市東区大手通2-5-1● ∞-941-7506

ム ソー食 品株 式 会社
社長 岡 田 定 三

0レ578 】にブk,反TF瑾争と二75月斤口Tl-2-18 006-725-2011

高

瀬

公

洋

東

京

都

杉

並

区

久

我

山

四

―
三

二

―
七

〒

一
六

六

一
〇

三

・
三

二

四

・
八

二

四

一

栃

ホ

県

国

分

寺

町
高

瀬

医

院

〒
三
二
九
―
〇
四
８
０
六
五
四
四
―
〇

一
二
五

予
約

・
問
い
合
せ
は
富
士
友
の
会

ヘ

〒
‐４２
東
京
都
品
川
区
豊
町
４

・
２２

・
■

■
０
３

・
７
８
２

・
１
６
９
８

★
相
談

・
指
導

（無
料
）

★
ク
リ
ニ
カ
ル

・
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

（会
員
割
引
）

★
ヘ
ル
ス

・
ビ

ュ
ー
テ
ィ

・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
養
成
講
座

★
健
康
指
導
士
養
成
講
座

い
つ
も
健
康
で

若
く
元
気
に
美
し
く
　
　
　
　
拗
り

〔富
士
彊
尋
油研
究
所
〕
興

所
長

骨
田
士

ひ

さ

の
　
　
　
大

〒
ｍ
東
京
都
豊
島
区
南
大
塚

２

１

３０

１

１０

肌
・髪
は
も
ち
ろ
ん
、
円
型
脱
毛
、

肥
満
の
対
策
に
速
効
と
確
実

表
千
家
茶
道
教
室

浮
　
津
　
一不
　
宏

〒
蜘
立
川
市
砂
川
町
三
四
六
三
～
二
七

●
〇
四
二
五

・
三

一
。
〇
九
二
六

日
１
月
１５

。
‐６
日
　
初
釜

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
茶
懐
石

ご
予
約
く
だ
さ
い

（会
董
一一８
０
円
）

転写マ ー ク 美術 印刷

祓
東限

祓
督
含

代表取締役 野 ヶ山量 尉知

東京都台東区浅草橋 4丁 目16番 8号
〒111電話 03～ 862～ 1627(代表)

千 葉 陽 道

桂 子

身心の健康・幸せへのジャンプ台

岐 阜 正 食 友 の 会

岐阜健康 自然食品センター

〒502岐阜市長良崇福寺町 2
日言言舌  0582-32-0631

愛

知
陰

陽

会

伊

藤

　

誠

〒
４８５
愛
知
県
小
牧
市
寺
浦
二
九
四
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
五
六
八
・七
六
二
一七
三

一

毎
月
第
二
日
曜
日

正
食
料

理
教
室

担
当

浮

津

宏

子
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昔
な
が
ら
の
純
植
物
性

粉
せ

っ
け
ん

台
所
用
石
鹸
水

ミ
ワ
ケ
ン
コ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
抑
川
山
「
下
上
古
Ｅ

電 奈

香 員

四桜

早革
二忍

上阪

総7
四 8

不    婁I
一    談 料
本自  轟理

:貧   言【
人品

〒
憫
港
区
麻
布
十
番
ニ
ー
二

一
―
四

●
〇
三

・
四
五

一
・
八
九
六
六

麻
布

十
番

一
の
橋
交
差
点

パ
ス
停
前

健
康
に

一
足
／

日
本
古
来
の
は
き
も
の

特
産
会
津
桐
下
駄

荻
原
桐
材
店

※
地
方
発
送
可

〒
蝸
　
福
島
県
喜
多
方
市
字
諏
訪

一
五
六
の

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
二
四

一
二

・
二

・
四

一
九
二

選
び
ぬ

い
た

本
物

の
味
を
皆
様
に

自
然
食
品
専
門
店

蒜

ケ

ン

コ

ウ

〒
‐８２
　
東
京
都
調
布
市
布
田

一
―
二
七
―
二

ａ
Ｏ
四
二
四

・
八
四

・
〇
二
七
六

玄

米

餅

ゴ

マ
塩

陽

泉

日
本
正
食
品
研
究
所

佐

々

井

譲

〒

２４３

‐

０２

神
奈
川
県
厚
本
市
上
荻
野
四
五
四
六

ａ
Ｏ
四
六
二

・
四

一
。
三
六
四
九

町
討
マ‘
化
罐

販

売

十
粧
ナ
チ

ュ
ラ
ル

福

山

敬

救

〒
８６０
　
熊
本
市
下

通

一
―
四
―

八

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

９

６

３

・
５

４

・
９

１

６

１

熊
本
陰
陽
会
事
務
局

。
自
宅

〒
８６０

熊
本
市
東
子
飼
町
三
―
五

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

９

６

３

・
４

３

・
４

０

４

３

ご

一
家
の
健
康
の
指
針

月
刊
健
康
新
聞
「健
窓
」
発
行

自
露
と
■
■
薔
■
徹

主
幹

福

田

城

山

〒
鋼
大
阪
市
西
区
西
本
町
〒

〒
≡
上
２

８
０
６

・
５
３
１

・
４
５
９
６

★
購
読
お
申
込
み
は

（年
額
九
六
〇
円
）

郵
便
振
替
　
大
阪
２
４
５
７
１

広
告

。
宣
伝

・
Ｐ
Ｒ

。
印
刷

テ
ー
プ
製
作

。
広
告
代
理
店

Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
会
社
専
属

損
害
保
険
代
理
業

株
式
会
社

エ

ル

エ

企

画

〒
‐０２
千
代
田
区
富
士
見

一
上
下
三
二

一昼
示
ル
ー
テ
ル
セ
ン
タ
ー
内

ａ
Ｏ
三

・
二
六
五

・
四
九
五

一
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賀 新 年
正
食
品

ｏ
Ｐ
Ｕ
図
書

・
リ
マ
化
粧
品

料
理
教
室

・
健
康
相
談

小
川
自
然
食
品
店

〒
地
　
上
尾
市
上
町
ニ
ー
七
―
二
五

〇
四
八
七

・
七
四

・
八
五
〇
四

純
正
食
品
お
よ
び
化
粧
品
販
売

そ
う
け
ん
健
康
食
品
セ
ン
タ
ー

藤

本

発

笥

〒
‐２‐
東
京
都
足
立
区
東
伊
興
町
３３
の
２２

電
話
〇
三

・
八
五
三

。
一
七
二
四
Ｑ

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
フ
ー
ズ
製
造

手
作
リ
バ
ン

「里
味
」

松
田
倶
幸

〒
３７０

高
崎
市
京
目
町
１
１
２
３
の
２

８
０
２
７
３

・
５
３

・
０
７
１
０

会
員
募
集

／

会
津
正
食
研
究
会

事
務
局
　
一Ｔ
九
六
六

福
島
県
喜
多
方
市
字
諏
訪

一
五
六
の
一

８
０
２
４
１
２

・
２

・
４
１
９
３

正
食
と
東
洋
医
術
に
よ
る
治
療
院

食
養
楽
々
堂

治
療
師
山
田
真
以
知

〒
枷
神
奈
川
県
小
田
原
市
堀
ノ
内
三
二
五

電
話
〇
四
六
五

・
三
六

・
六
二
五
八

ホ
シ
ノ
天
然
酵
母
バ
ン
種
研
究
所

星

野
　
　
昌

〒
朋
‐
０２

東
京
都
町
田
市
下
小
山
田
町

一
七
五

一
―

一

●
〇
四
二
七
　
九
七

・
〇
五

一
六

ラ
イ
ス
ビ
ネ
ガ
ー
卸

・
小
売

醸

性揚
棒

米
酢
）
　

販

売

店

求

む

萩

原

敏

子

〒
７２６

広

島

県

府

中

市

下

辻

町

電
話
　
〇
八
四
七

・
四

一
・
七
六
六
八

◎
あ
ら
ゆ
る
印
刷
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

長
野
無
農
薬
野
菜
の
会

酒

井

須

三

子

〒
枷
　
長
野
市
上
松

一
―
五
―
二
五

電
話
　
〇
二
六
三

二
二
四

・
三
八
二
四

み
●
２
ｏ
■
）ィ
ー
′

泉
た

〒

‐６４
東
京
都
中
野
区
中
野
五
―
五
五
―

一　
一

電
話
代
表
（〇
二
Ｙ
一八
九

・
四
七
五

一
番

南
信
濃
の
旅
は
―

一
泊
二
食
側

ヽ
円
だ

正
食
料
理
・ミ
ラ
ク
ル
コ
ー
ケ
ン
の
湯
　
封

信
濃

健
康
楽

苑
宝

健

荘

割書

〒
剛
馴
則
飯
田
市
外
喬
木
村
小
川

帥

ａ
Ｏ
二
六
五
三

・
三

・
二
〇
八

一

海
藻
間
屋

熊
本
県
天
草
郡
苓
北
町
富
岡

●
嘲
　
⑤⑤
ｏ‐
ｏｏ
６．
８２

和嘲①
本

り||

海

産

和
洋
酒

・
自
然
食
品

い
な
ば
酒
店

一
―
こ

二‐
一一〓
〓

稲

葉

茂

電 東
話 京
都
大 大
島 島
局 町
6冗
多呈田丁

VI

鍼
灸
師

。
東
洋
医
学
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

食
養
料
理
師
範

・
漢
方
修
士

山

本

祥

５７３

枚

方

市

高

田

二

一Ｔ
　
生
命
医
道
研
究
所

一
〇
七
二
〇
―
五
三
―
三
二
〇
〇

愛
媛
純
正
食
品
セ
ン
タ
ー

菅

本

フ
ジ

子

愛
媛
県
松
山
市
湯
渡
町

一
〇
―
二
二

●
　
〇
八
九
九

・
四
三

・
六
四
六
四

●
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

・
証
明
写
真

ヤ
マ
ネ
カ
メ
ラ
店

小

田

急

線

東

北

沢

駅

前

●
〇
三

・
四
六
六

・
八
二
〇
七

●
文
房
具

・
事
務
用
品

・
タ
バ
コ

サ

カ

エ
ヤ

文

具

小

田

急

線

東

北

沢

駅

前

●
〇
三

・
四
六
六

・
〇
七

一
〇
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く兵 庫〉
神戸ヘルスフーズ 0658神戸市東灘区住吉町室の内237井上ビ
ツレ (国鉄住吉駅北1∞m)● 078・ 822・ 2600 *10～19 *⑥
*食養相談、毎月第2土曜美容相談
蔵風 0659兵庫県芦屋市船戸町 5番街 ac1797・ 31・ 4141 *10
～18 *① *食 と生活研究会 (毎月)

く山 田〉
山田自然食品センター 弓之町店 07KXl岡 山市弓之町1320 ●
0862・ 25・ 8722 三円店 岡山市三門西町1-880862・ 53・ 7710
*9～19半  *①
求道会道場 0709-37 岡山県久米郡中央町大琲和西1499(繁 田
湾徳)al18686・ 8・0730 *9～21 *無  十七号食実修道場、
求道一
｀
永遠の幸福を求めて、自然農法、陰陽五行、PU村建設

ビバ健康ハウス本部 0733広島市板町2-23 80822・ 93・8321Q
*9～19 *東洋医学研究会 (毎月第3日 曜 )、 自然食料理教室
(毎月第3木曜X毎年夏休みに入って最初の金・土 。日曜 (2
泊 3日 )健康合宿
皆実C! 0734広 島市皆実町4-卜12 ●0822・ 55・ 2846 *平 賀
佐和子、毎月第 4土曜、例会 (料理講習、PU勉強会)
明治製粉00726広 島県府中市中町536 *JJII清 *め ん類
製造

人間医学社府中支局田健康医学社広島綸特約店 0726府中市下
辻町 ●0847・ 41・ 7668 *特 に定めず *食品、ライスピネガ
ー、 リマ化粧品、書籍、真空浄血治療器、正食浄血指導
西日本自然食品センター 0722広島県尾道市新浜1-6-21□道 2
号線沿 ●0848・ 22・ 5577 *9～ 18 *①祝 *自 然食品販売
普及活動、PU研究会「自然食品会館」(純正食品マルシマ)
岩国自然食品センター 0740山口県岩国市今津町1-5-9811827
・21・ 5975 *9～18 *⑪祝 *正食研究会 (月 1回 )
鶴島食品 0747山口県防府市南松崎町5-4 *0835・ 22・ 0347
*例年 1月 と8月 中は休業 *「鶴島通信」(無料配布)にて催
しものを予告します。

山口健康生活センター 0753山口市大市町2-2808392・ 3・ 1842
*lll-18 *①  *健康教室、料理教室 (出張に応ず)西 日本
健康自然食品協会

く四 国〉
アズマヤ

9-21
0760香川県高松市紺屋町3-6 80878・ 21・ 7665 *

愛燿純正食品センター 0790愛媛県松山市湯渡町1)2280899
・43・ 6464(松山東高東300m)*8～20 *4①  *菅本フジ
子、健康相談、料理講習 (毎火曜)東洋医学会 (第 3日

'霧

)

く福岡 。大分・長崎〉
八幡自然食品センター 0805福岡県北九州市八幡西区八千代町
622 ●093・ 621・ 4184 *9半 ～18 *1・ 3①  *料理講習
(月 1回 )健康相談 (月 1～ 2回 )勉強会 (月 1回 )
漢方専門あまのがは 0816福岡県大野城市栄町2-39-1 8092
・581・ 4916 *9～19 *①
サニー健康食品 0813福岡市東区千早51併5 8092・ 681・ 0883
*10～ 19 *①  *食品、洗剤、書籍、器具
上原商店 0837福岡県大牟田市字平野山1807450(平 野山病院
前)●094455・ 8721・*9半～18半 *① *健康指導
未来を考える会・販売部 0879-02大 分県宇佐市南敷由250 本
多公子方 809783・ 2・ 0808 *特に定めず *正食料理教室、
自然農法研究会、健康・美容相談

侑随隔書店 0870-11 大分市田尻4535 80975・ 42・ 1215 *10
～20 *①祝 *書籍販売、健康食品販売、松山医院長による
健康相談及び正食指導

般若日本自然療能研究所
56・ 25・ 0369

0857長崎県佐世保市京坪町7-6809

く熊本・鹿児島〉
***十粧 (じ っしょう)ナチュラル下通店 0860熊本市下通
14-8 80963・ 54・ 9161 *10～ 19 *第 1第 3① *福山敬
救、体質別食養相談、オリープ自然美容法相談 *1・ 3①
十粧ナチュラル子飼店 08611熊本市東子飼町3-5 ●∞63・ 43
・4043 *無  *福山聖乃、体質別食養相談、オリープ自然美
容法
自然食センター松本 0861-11 熊本県菊池郡西合志町大字御代
志2049 809624・ 2・ 1719 *9～18 *無
黒日栄子 0867熊 本県水俣市古賀町1-2-1809666・ 3・ 0108
*9半～17半  *純正食品販売、食事・健康相談、美容相談

あさひ健康自然食品センター 0895-18 鹿児島県薩摩郡宮之城
町舟木4456(屋地駅前)*健康自然食品販売、手塚機久郎 (自 )
3・ 0704

天然村山県農口 0891-44 鹿児島県熊毛郡屋久町高平 80997
4・ 7・ 2541 *21世糸己・新宇宙文明へ向けて、天の然らしむ生活
法を模索。

く沖 縄〉
自然食品センター陽報 (よ うほう)0900那覇市久茂地3-H-5
80988・ 61・ 7195 *9半 ～19 *①  *食養相談、正食料理教
室、書籍販売、純正食品、リマ化粧品卸・小売

味口 09∞ 那覇市泉崎1-9-H琉球新報社向 80988.66・ 5366
*9～19 *①祝 *自 然食品、玄米レストラン、陽報。泉崎
店
沖縄陰隔研究会 ●902那覇市松山223-4 80988・ 68・ 6578 *
勉強会 (第 4上曜)、 座談会 (第 2金 1薇 )
正食の店 万然 0902那覇市寄宮1568o988・ 54・ 0296 *11～
20 *① 食養相談、書籍販売、純正食品、 リマ化粧品
石嶺純正食品センター 0902那覇市首里石嶺町13-121 80988
・86・ 6849、 87・ 3434 *9半 ～20 *①・祝 *食養相談、
PU勉強会、正食料理研究会、オーサワジャバン食品、CI本

味 穂 自然食 品
☆無農薬有機野菜、農産物、海産物、雑穀類、

加工食品、自然化粧品

食養相談、健康相談、美容相談、オ斗理講習

江古田店 0176東京都練馬区栄町20(江古田商店街)●03
・948・ 5701 *10～ 20 *①
成 増 店 0175東京都板橋区赤塚3-2113 803・ 976・ 0231
*10～20 *○
八王子店 0192-03 八王子市堀の内450(芝原バス停前)●
0426・ 76・ 1258 *10～ 20 *○
事 務 局 0192八王子市天神町18 扶桑マンション101号
80426・ 26・ 6295 *①

☆隣接区域配達、地方発送承ります。
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正食の店 。和や 0930富山市中川原17 80764・ 25・ 1448 ■ 8
～20 *無
丸の内薬局 0930富山市九の内2-1-180764・ 24・ 0891 *9～
19 *①  *漢方相談、健康相談
福井健康学口 0910福井市照手1-11-2 80776・ 21・ 3811 *ヨ
ガ体操と正食料理で手軽に宿便を出す道場 (予定)自 然農園、
植林。自然食品センター (市内)

く静岡・愛知〉
ニホンケンコー社 0438静岡県磐田市中央町122-15 磐田商工
会館前 805383・ 2・ 3016 *9半～20 *① *自 然食品・健
康食品・純正化粧品。書籍・治療器・勉強会 (第 3日曜日)
自然食品の店 ―福 o448愛知県刈谷市中山町2-48 80566・
23・2719 *Q小 島一夫 *10～19 *③Э *ヨ ガ教室、薬
草化粧品、革工芸教室、料理講習、健康相談
東海健康文化センター 0453名古屋市中村区則武卜1)3 8
052・ 451.4195 *8～ 20 *無  *正食普及、料理教室、合気
ヨガ、書道、茶道、華道など文化活動
天籠健康食品センター 0467名古屋市瑞穂区瑞穂通り245 8
052・ 841・ 0146 *9～ 19 *①  *自 然食品、健康食品、化粧
品。近隣配達可
愛知陰日会 (長生堂)0485愛知県小牧市大字寺浦2943 ●0568
・76・ 2731 *9～ 19 *①祝 *講演会 (2カ 月に1度位)無
料食養健康相談、CI書籍、テープ、自然食品、リマ化粧品販
売
春日井自然食品センター 0486愛知県春日井市瑞穂通7-1-11
80568・ 82・ 7661 *9～20 *①  *食養料理教室 (月 2回 )
安城自然食品センター 0446安城市今池町3-6-29 80566・ 98
・3136、 97・ 9432 *10～ 18 *① *純正食品、健康食品、自
然化粧品、ヨガ教室、無料健康相談
豊橋自然食品センター 0440豊橋市松葉町3-65市民病院前 8
0532・ 54・ 5876 *9～ 18半  *① *食品全般、化粧品、健康
相談
日本健康センター (ケンコー社)0442愛知県豊川市市田田∫大道
下17市田ロバス停前 805338・ 6・ 5679 *10～ 18 *①  *各
種治療器、健康食品、自然食品、書籍、健康サロン無料開放

く岐 阜〉
岐阜健康自然食品センター 0502岐阜市長良崇福寺町 2丁目
80582・ 32・ 0631 *9～ 20 *①  *健康食品、書籍、化粧品
正食講座、料理教室
岐阜自然食普及会 0500岐阜市神田町9名鉄新岐阜百貨店lF
80582・ 65・ 7111内線319 *10～ 18半  *③
柳屋自然食品店 0500岐阜市織田塚田r1280582・ 45・ 9355 *
10～ 20 *① 革無料健康相談

く京 都〉
京都マクロビオティックセンター 0606京都市左京区高野蓼原
町77 8075・ 711・ 4551、 721・ 7191 *正 食品、料理器具、書籍
料理講習、折詰弁当 (予約制)英語版書籍販売
京都自然食品センター 0604京都市中京区河原町通夷川角 a
075・ 221・ 7890、 231・ 0348 *平 日夏季 9～18半、冬季 9～ 18
*①祝13～ 18
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0エ ンチーム三丹 0620福知山市堀内田町1953-2 ●0773・ 22
9508 *8半 ～20 *不定期の① *食品、厨房器具、酵素化
粧品、天塩、マクロピオティック書籍、その他
天粒 (て んりゅう)マ クロビオティックセンター じ624舞鶴市
北田辺126-16本 町バス停前 80773・ 76・7126 *9～ 19 *無
*食養相談、自然化粧品、食品書籍取扱い

く大 阪〉
ヘルスマー トムソー 0540大阪市東区大手通2-5-1806・ 945・
0511 ■9-19 *①
世界正食協会 0540大阪市東区大手通2-5-1 806・ 941・ 7506
*9～ 18 *①  *料理教室 (毎火・木曜日)定例会 (第 1日
1書 )

ムソー食品谷町店 0543大阪市天王寺区谷町9-28 806・ 7717
545 *10～ 18半  *①
ナチュラル株 0547大阪市平野区喜連東1-210 806・ 709・ 11
63、 1183 *9～ 17 *①半休○ *純正食品、製造、卸、小
売

研心館本部食養道場 0545大阪市阿倍野区西田辺町2-2-29 8
06・ 691・ 1590 *9～21 *無  *無双原理研修、食養道場、
気の研究会、心身統一合気道
堀江自然食品店 0550大阪市西区南堀江2,(九新ビルA102
号)● 06・ 538・ 2225 *10～ 18 *①  *食品、リマ化粧品
書籍、器具

ヤマト自然 0559大阪市住之江区粉浜121-5 806・ 673・ 6473
*10～ 19 *①祝 (第 1、 2日 は営業)*自 然食品販売、食養
指導、玄米試食会

自然食福田 0530大阪市北区梅田卜6-15 806・ 341・ 7798
*売店 9～ 20、 食堂11～ 19半  *①祝 *自然食レストラン、
自然食品販売

吉川商店 0561豊中市小曽根1-8-23 806334・ 0088 *7半
～19 *2・ 4①  *料理、健康講習会 (月 2回)松岡四郎先
生ほか

脚はらはら刀根山薬局 0560豊中市刀根山4-3-51 806854
2541 *8～ 22 *元旦を除き年中無休 *代表取締役 上西
義直

自然食品の店 “とんま"0583羽 曳野市古市1420(ス ーバート
リオト前)●0729・ 560166 *10半 ～20*① *健康講座月 1
回ヨーガ指導 (毎水・木1在ヽお好み焼

堺自然食品センター「康園」0590堺市竜神橋町12-6(南海本線
駅前)● 0722・ 323357 *8～ 20 *①  *料理教室、健康相
談、漢方薬局、振替 大阪304407     

・

山本祥園 (ソ フィー)0573枚 方市高田2-2-2 PU学園 80720
・53・ 2200 *福 園、水・金曜。健康相談、マクロビオティンク
料理教室、 PU勉強会、出張講師、食品、GO書籍販売
ABC関西地区正食品愛好協会 0572寝 屋川市三井ケ丘413
●0720・ 22・ 4555 *9～19 *関 西一円に宅配 (無料)整体指
圧と正食料理教室

岸和田自然食品センター ・「2596大阪府岸和田市南町12180724
・33・ 2666 *9半 ～18半  *⑪祝 *配達あり

く近 畿〉
田辺自然食センター 0646
0739・ 22 7731  *10～ 18

和歌山県田辺市 F屋敷町9併848
*○  *配達あり



自然食贔センター船橋駅前店
25・ 0350 *10-19 *無 休
催眠の臨床、経験豊富 )

0273船橋市本町5-1-880474・
*健康・美容相談 (特にヨガ、

く東京23区〉
オーサワジャパン 0151渋 谷区大山町11-5イ ンターマック1階
●03・ 465・ 5021 *10～18 *①  *都内配達、国内発送 (小田
急線東北沢1分半)
い自然食品センター本店 0150渋谷区神南1-10-6 ●03.496
7103 *10～ 19平 日、10～ 18①祝  *3⑥  *レ ストラン「天
味」併設、食品、器具、化粧品、図書、小売、卸、料理教室

〔営業所〕横浜市緑区美しが丘5-13-188045・ 901・ 5111 *①祝
不二自然食品 0106港区麻布十番2-21-4 803・ 451・ 8966 *
9半～19 *①  *食養相談、料理講習、隣接区内配達 (―の
橋交差点バス停前)
いゲダツ商事 0160新宿区荒木町4 803・ 357・ 1161 *代 表
取締役 岡野武徳、一般食品、健康食品、正食法の図書販売
サンライト自然食品センター尾山台店 0158世田谷区等々力2-
5-1 803・ 704・ 8324 *9～ 18 *OIB *玄 米弁当、l・・惣菜
調理パンの専門店

富士見台自然食品の店 0176練 .馬区貫井3-1416 ●03・ 990・ 6
773 *9～ 19 *代 表 酒井三恵子、自然農法食品、化粧品、
鍼灸治療院併設
高砂自然食品センター 0125葛飾区高砂8-135 803600・ 1412
*9～19 *無 *料理講習・美容相談、マルチレーターによ
る健康相談 (無料)
自然食品の店 ふる里や 0135江東区白河4-3-7 ●03・ 643・
5247 *9～19 *① *食養相談、整体指圧治療 (予約制)
・料理講習

いそうけん健康食品センター 0121足 立区東伊興町33-22● 03
・853・ 1724 *9～ 19半 *O *月 一回料理教室、食養相談
友永ヨガ健康教室 0167杉並区荻窪5-25-1山岸ビル 803・ 393
・5481 *9～20 *①祝 *友永淳子、ヨガ教室、健康教室、
講習会など
グルッベ 0167杉並区荻窪5-27-15 803・ 398・ 7427 *10～ 19
*① *無農薬 。有機農産物、自然食糧品、化粧品他
かいがらや 0165中野区若宮1-24-10803・ 337・ 2241 *10半
～18半 *① *自 然食品・無農薬野菜・リマ化粧品販売、
配達、地方発送
健康自然食品店ミナ 0165中野区新井5-2021 803・ 385・ 6058
*8～22 *③  *「健康は正しい食生活から」、無農薬野菜、
書籍、配達oリ マ化粧品
根津の谷 (ネ ズノヤ)*113文京区根津1114 803・ 823・ 0031
*11～ 21 *2◎ *健康食品、自然食品、野菜

健康センター・心身改造ドック 彙差誉 o161新宿区下落合3-
1520大和田ビル901号  ●03・ 950・ 5219 *10～ 19 *OЭ祝
*心身改造ドック、CI図書・純正食品販売など。

く東京都下〉
自然食品センター 。みずほ 0182調布市国領田T7-117 ●0424
・88・ 8540

いむさしの自然食品 0180武蔵野市中町1-23-17● 0422・ 51・ 29
58 *10～ 19 *① *代表取締役 高岡敏行、正食品、本、
野菜、料理教室 (第 2・ 4土曜、13～ 16)

はじめ健康食品店 ●180武蔵野市中町1-29-5 80422・ 54・ 7716
*8半～20 *無  *食品全般、化粧品 。洗剤、書籍
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東京シー H村支店 01844ヽ金井市本町6-5シ ャトー小金井 1階
●0423・ 84・ 46110 *10～18 *①  *食品・書籍・器具販売、
美容・健康相談

自然食品の店 和康 01844ヽ 金井市本町3-1)13 ●0423・ 85・
5261 *10～18 *③① *自 然食品・書籍販売、健康相談、
料理教室、玄米試食会
健康サロン 0190-11 東京都西多摩郡羽村町富士見平2-1-3羽
村ハイツ 80425・ 55・ 2278 *10～ 17 *① 祝 *食品、洗剤、
書籍、化粧品、器具販売、健康相談、配達承ります。
いなば酒店 0100-01 東京都大島元町2-110 804992・ 211221
*8-20 *④

く神 奈 りl!〉
自然食品センター弘明寺店 0233横浜市南区中島町4-81 804
5・ 712・ 3339 *9半 ～19 *渋 谷自然食品センター姉妹店
菊屋百貨店・健康自然食品センター 0244横浜市戸塚区戸塚町
44 8045・ 881・ 7636 *9半～19 *田中久夫、毎月 1回料理
教室・健康相談会、リマ、オリープマノン化粧品取扱

サンエイ相模自然食品 0228相模原市旭町916 ●0427・ 46・ 63
14、 45・ 7401 *9～ 20 *① *毎月 1回食品研究会
加藤大季 (ひろき)022001 神奈川県津久井町三井735●0427
・84・ 3163 グリーンクラブ主宰、自給農法の研究、自給農園あ
り。玄米人生の悩み、よろこび、共に語りあおう。(来訪の際要
TEL)
陰陽洞 0249神奈川県逗子市逗子5-328 80468・ 73・ 7137'*
10～19 *① *無農薬野菜、無添カロ豆腐、自然食品、リマ化
粧品、食養相談、配達あり。

楽々堂 0250神奈川県小田原市堀ノ内 ●0465・ 36・ 6258 *10
～18 *◎④  *正食と東洋医術による、薬とメスを使わない
治療院 (望予約)*自然食品、GO書籍、リマ化粧品
ヘルス回―ド自然食センター (旧ヤマ ト自然食センター)0242
大和市中央6-3-22大和警察署ウラ 80462・ 62・ 0020 *9～ 19
*① (第 4日曜営業)*自 然食品、健康食品、リマ化粧品、オ
ーサワジャパン食品、日本CI協会図書、グループ配達
同豆彦商店 0横浜市磯子区田中町4-18045774・ 0750 *9～
17 *①  *無添加豆腐・油揚製造、無農薬大豆持込み歓迎、
市内配達

く長 野〉
酒井須三子 0380長野市上松1-5-35 80262・ 34・ 3824 *リ マ
化粧品取扱、正食品販売、長野無農薬野菜の会

長野正食センター付属ポリオ研究会 (小児マヒ研究所)0380
長野市三輪6-9-17 ●0262・ 34・ 5349 *7～ 19 *無休を原則
*年刊「ポリオ」発行、小児マヒの方募集
南佐久Clく らぶ 0384-14 長野県南佐久郡川上村大深山673
●02679・ 7・ 2709 *正食研究会
もりいずみ 0385長野県佐久市岩村日本町762802676・ 7・ 3730
*9半～19 *○  *自 然食品、野菜小売 。近隣市町村配達可

く新潟・富山 。福井〉

新津自然食品センター

・4・ 5810  *10～ 19

月第 3① 9～14時
I図書・テープ

0956新潟県新津市本町2-17-5 802502
第2・ 3・ 4①祝 *食養料理教室 毎
*4,||み ち講師、食養相談、食品、日本C



く北海道〉
自然。健康食品のデパートサンケン o064札幌市中央区南18条
西73(第 5コ ーポ)● 011・ 512・ 4636 *9～19 *①祝 幸玄
米試食会、健康相談、指圧、卸小売配達、料理講習会
北海道健康学苑 007802 旭川市永山町11-52-680166・ 48・ 41
07 *8～20 *①  *食養相談、足心道指導、食品・書籍小
売
道南C!く らぶ 0040函館市若松町2併9
代表・山崎寿生

ltlウ リ薬局 0073-01 砂川市西 1条 Jヒ 1
86 *漢方調剤

●0138・ 22・ 8714 *

丁目 9 ■,01255・ 2・ 43

く東北地方〉
ラッキーフー ド oo20Ю l 岩手県岩手郡滝沢村穴口4364801
968・ 4・ 3420 *特 に定めず 海の学校、山の学校、食品雑穀、
農産物通信販売、予約販売、料理研究会
北上正食センター oo24岩手県北上市新穀町13-5801976・
4・ 7048 *無  *堀込幸雄、食品、図書販売、出張講演に応ず
試食会 (無料)
みちのく自然食品センター o980仙 台市中央31)7 ●0222・ 6

懲撃::談 (星Tザ 381冨

'948帯

雪某鼻冒雪掌射夕

ち他)

東北文化協会 o020-01 岩手県盛岡市上堂11)32 80196・ 46
・1937 *特に定めず *自然食品、雑穀販売、健康相談、自然
農法研究、郷土研究、季刊雑誌『エミシ」発行
実穂自然食品 0027岩手県宮古市新町4-28 801963・ 3・ 6310
*9～19 *1・ 3① *定例学習会、料理教室

〈群 馬〉
群馬マクロビオティックセンター o370高崎市和田町713 8
0273・ 22・ 5484,25・ 5560 *9～19 *無  *図書、食品販売
月例無双原理と正食の勉強会・健康相談
高崎自然食品センター 0370高崎市新町101● 0273・ 25・ 2605
*9～19 *無  *食品販売、正食、空手、ヨガ講習会、健康
指導

鈴水述子 (のぶこ)o370-12 高崎市山名町乙61180273・ 46・ 49
21 *自 然農法の玄米・野菜、農産物加工、料理教室、群,馬県
安全農法研究会、群馬食養友の会
七庸会 0370高 崎市小塙町樋越35-1 80273・ 43・ 8181 *田中

逸継
｀
β阜女1ヽぽ晦‖欝霙≧繁9お講丁8

-健康相談会、食品・書籍
里味 (さ とみ)0370高崎市京目町1123-2● 0273・ 53・ 0710 *10
～19 *①祝 *マ クロビオティック・フーズ販売、玄米パン・
各種黒焼・参泉製造、自然農園あり
井上自然食品センター o371前橋市本町1-121380272・ 24・ 18
颯や *8～ 19半  *① *自然食講習、美容講習、食事相談
人生相談
須藤酒店 0376桐生市東久方町2-6-21 80277・ 44・ 5733 *7
半～20半  *①

-69-

■この欄に掲載を希望の方は、別ベージの入会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込みくださぃ。4行以上になる場合は、 1行につ
き 7,囲円増しになります。★ (*)F口 の数は法人会員申込回数です。
■内容は、太字が名称、次が郵便番号、住所、電話、営業時間 (8～18は、午前8時から午後6時のこと。19半は7時30分のこと、次は
休日 (③は毎日曜休日、3④は第3水曜日、祝は祝日休み、無は年中無休)、 その次は代表者及び備考です。

壮美研究所 0376桐生市広沢町23085 80277・ 54・ 1175 *9
～17半 *①祝 *ヨ ガ教室、自然食講習、美容講習、純植物性
化粧品取扱い

く茨城・埼玉〉
内田繁商店自然食品部 030012 茨城県牛久町牛久3475 *02
987・ 2・ 0135 *9～ 19 *④  *食品、書籍、器具
茨城・大宮はりきゅう療院 031922 茨城県郡珂郡大宮町中富
1087 ●02955・ 3・ 0264 *8半～19 *① ,① *健康相談、
催眠講習会 (常陸大宮駅歩 5分 )
小川自然食品店 0362上尾市上町2-7-25 80487・ 74・ 8504 *
9半～18半  *無 (臨時休業)*純正食品オーサヮジャパン取扱
い、有機農産物、健康相談、毎月料理講習会 (CIよ り講師派
遣ヽリマ化粧品美容講習会、健康医学社指導講習 (浄血指導)
桜井商店 (埼玉東部プロック)0343越谷市大沢4-105 80489
・62・ 3479 *8～ 21 *無  *ォ ーサヮジャパン食品、書籍
太田屋本店自然食品部 0346久 喜市南1-818 80480・ 21・ 0102
*9～19 *③  *食養相談、健康指導、食品、図書販売、リ
マ化粧品、玄米試食会、CI定期講習会
けいらく操法普及会 0336浦和市常盤9-32-21 80488・ 3178
19 *千田米子、正食とけいらく健康法、於熱海長寿会館 (Itt
時)予約制
自然健康食品三好屋 0336浦和市北浦和119-4 80488・ 86・ 72
34 *9～20 *④  *食品、書籍、器具販売、美容、健康相
談。配達・配送承ります。
大智グループ本部 0332川 口市並木4-2)1480482・ 55・ 9641
*8～20 *① *ォ オトモ自然食品無双長寿庵、大智教育セ
ンター、ロケット灸、アクセサリー
大橋自然食品センター o350り |1越市霞ケ関北5-12-880492・ 32・
9445 *9～ 19 *③ *無農薬野菜、食品、図書、化粧品、
玄米試食会、料理講習
霞正食会 0350り |1越市的場2153-28 8049231・ 0153 *8～ 19
*⑥ *本間健滋、毎月第 3土曜日、正食、無双原理勉強会
健康相談

く千 葉〉
自然・健康食品の店 玄米の宿 0277柏市南増尾222)61  ●
0471,73・ 1468 *7～ 8 *①  *健康食品、無農薬野菜、食
養相談、書籍、ヨガ教室、鍼灸、配達・出張治療いたします。
習志野健康食品おおくば京愛堂 0275習志野市本大久保5-324
80474・ 73・ 2957 *10半～19平 日、13～ 190・ 祝 *④ *食
品販売、食事相談
平和堂高砂自然食品支店 0272市 川市真間3-11-12●0473・ 22
・0810 *10～ 19 *① *料理講習 (パ ン作・豆腐作他)、 マル
チレーターによる健康、美容相談 (無料)
溝口薔油 0299-22 千葉県君津郡袖ケ浦横田98980438・ 75
2003 *天然醸造皆油「金明」製造、オーサワジャパン取扱
自然食品センター千葉駅前店 0280千葉市弁天町580プ ラザ 1
F ●o472・ 56・ 0888 *10-19 *無 休 *健康・美容相談、
小川みち先生料理教室 (第 1・ 3水曜、11～ 14時、会費 1回
1500円 )



■

綱

集

後

記

■

●

「地
中
海
実
バ

エ
」
の
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ

っ
た
の
は
丸
山
博
先
生
で
、
さ

っ
そ
く
、

四
国
の
福
岡
正
信
先
生
に
電
話
し
て
、
原
稿

を

い
た
だ

い
た
わ
け
で
す
。
ぜ
ひ
各
方
面
に

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

「果
物
が
食
べ
ら
れ
な
く
な

っ
た
ら

（食

養
的
に
は
）
、
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と

丸
山
先
生
に
言

っ
た

ら
、

「そ
ん
な
こ
と
を

言
う
も
ん
じ
ゃ
な
い
ノ
　
果
物
が
ダ
メ
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
も
の
も
ダ
メ
に
な

る
ん
だ
」
と
、
キ
ツ
ク
叱
ら
れ
ま
し
た
。
「冗

談
で
す
よ
」

「
い
や
、
冗
談
で
も
言
う
も
の

じ
ゃ
な

い
ノ
」―
―

一
本
、
取
ら
れ
ま
し
た
。

●
と
こ
ろ
で
、
こ
の

「実
バ
エ
」
は
、
陰
性

か
、
陽
性
か
？

●
松
も
果
物
も
ダ
メ
に
な

っ
た
ら
、
人
間
は

め
ざ
め
る
の
で
し
ょ
う
か
？

●
プ
ラ
ジ
ル
の
菊
池
富
美
雄
先
生
、
ア
メ
リ

カ
の
久
司
御
知
夫
先
生
か
ら
、
熱
の
こ
も

っ

た
年
頭
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
が
、
活
字
に

す
る
余
裕
が
な
く
、
原
稿
そ
の
ま
ま
の
縮
小

で
す
。

ヘ
ル
マ
ン
相
原
先
生
の

『米
国
の
ガ

ン
対
策
』
の
原
稿
は
、
次
回
掲
載
で
す
。

●
コ
ト
パ
の
問
題
を
少
々
―
―

若

い
社
員
達
は

″感
字
Ｚ

と
書

い
た
り
、

″除、
行
″
と
書
い
た
り
、
　
″甦
逸
″
を

″
コ

ウ
ソ
ウ
〃
と
読
ん
だ
り
、
デ
タ
ラ
メ
で
、
会

社
な
ど
で
、
安
心
し
て
文
書
の
作
成
を
頼
め

な
い
、
と
経
営
者
の
団
体
が
、
国
語
教
育
の

改
善
を
要
望
し
た
そ
う
で
す
。

国
語
力
の
低
下
を
、
映
像

（
テ
レ
ビ
、

マ

ン
ガ
）

・
音
響

（
ラ
ジ
オ
、
電
話
、
音
楽
）

文
化
の
せ
い
に
す
る
論
が
あ
り
ま
す
が
、
よ

く
考
え
て
み
る
と
、
そ
う
い
う

″文
化
″
が

未
発
達
な
国
に
文
盲
が
非
常
に
多

い

（
５
１

８
割
は
、
ザ
ラ
に
あ
る
）
の
で
す
か
ら
、
原

因
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
で
す
。

●
ユ
ネ
ス
コ
、国
連
な
ど
の
統
計
に
よ
る
と
、

一
九
六
〇
年
前
後
の
数
字
で
、
文
盲
率
の
少

な

い
方
は
、

（％
）

日
本
（
″
）
、
米
国

（
２２
）、

ソ
連

（
“
）
、

ハ
ン
ガ
リ
ー

（
３
．
‐
）
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

（
け
）

だ
が
、
別
の
資
料
で
、
極
端
に
少
な
い
国
は

イ
ギ
リ
ス

（
一
九
二

一
年
に
０

・
１５
％
）
、

ド
イ
ツ

（
一
九

一
三
年
に
０

・
０５
％
）
０

い
わ
ゆ
る

″先
進
国
″
で
も
、
イ
タ
リ
ア
の

８．
％
、
ァ
ル
ゼ
ン
チ
ン
昴
％
で
、
多
い
方
は
、

ア
ン
ゴ
ラ

（
９７
）
、
イ
ラ
ク

（
８３
）
、
モ
ロ

ッ
コ

（
８６
）
、
イ
ン
ド

（
７２
）
、
プ
ラ
ジ
ル

（
３９
）
、
台
湾

（
４６
）
、
韓
国

（
２９
）
…
０

●
世
界
大
百
科
事
典
に
よ
る
と
、

「世
界
総

人
口
の
６０
‐
６５
％
が
文
盲
で
、
そ
の
う
ち
、

完
全
文
盲
は
５０
％
、
読
め
る
が
書
け
な
い
不

完
全
文
盲
は
１５
％
」
だ
そ
う
で
す
。

●

「日
本
は
、
画
数
の
多
い
漢
字
を
使

っ
て

い
る
か
ら
、
い
け
な
い
」
と
い
う
議
論
は
、

３０
字
前
後
の
文
字
し
か
な

い
国
で
、
ど
う
し

て
文
盲
が
多
い
か
、
と
い
う
答
え
を
出
さ
な

い
と
、
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
言
語
は
、
真
実
を
表
現
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
ウ
ソ
を
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
昔
の
大
ゲ
サ
な
美
文
調
の
も
の
、
今
、

巻
に
あ
ふ
れ
て
い
る
広
告
、
新
聞
、
雑
誌
、

本
の
中
に
、
い
く
ら
で
も
例
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
本
居
宣
長
は
、
『う
ひ
山
ぶ
み
』
の
中
で
、

「大
か
た
、
人
は
言
と
事
と
心
と
、
そ
の
さ

ま
太
機
構
か
な
ひ
て
、
似
た
る
物
に
て
、
た

と
へ
ば
心
の
か
し
こ
き
人
は
、
い
ふ
言
の
さ

ま
も
、
な
す
事
の
さ
ま
も
、
そ
れ
に
応
じ
て

か
し
こ
く
、
心
の
つ
た
な
き
人
は
、
い
ふ
言

の
さ
ま
も
、
な
す
わ
ざ
の
さ
ま
も
、
そ
れ
に

応
じ
て
つ
た
な
き
も
の
也
」

と
書
い
て
い
ま
す
Ъ

●

″文
盲
″
と
い
う
の
は
、
あ
る
程
度
、
知

識
、
知
能
の
問
題
で
、
本
人
に
そ
の
気
が
あ

っ
て
、
教
育
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、
次
第
に
減

っ
て
い
く
も
の
で
し
ょ
う
が
、
あ
て
字
を
書

く
と
か
、
文
章
の
続
き
具
合
が
お
か
し
い
と

か
、
自
己
本
位
の
言

い
方
で
、
他
人
に
は
分

か
ら
な
い
と
か
の
問
題
は
、
″準
文
盲
″
と
で

も
い
う
べ
き
も
の
で
、
右
の
宣
長
の
論
法
か

ら
す
れ
ば
、
心
も
行
動
も
い
い
か
げ
ん
で
し

か
な
い
こ
と
の
表
わ
れ
で
あ

っ
て
、
根
は
深

い
、
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
食
糧
を
作

っ
た
り
、
そ
れ
を
料
理
し
た
り

す
る
こ
と
、
″箸
″
も

〃学
問
″
も

″芸
術
″

も
、
み
な
、
祖
先
や
外
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た

大
切
な
文
化
遺
産
で
す
が
、
日
本
語
も
、
最

大
級
の
文
化
遺
産
で
あ
る
は
ず
で
す
。

●
日
本
の
現
状
を
批
判
し
、
　
″慕
む
″
と
噺

く
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
女
性
が
夜
、
街
を

一
人
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
世
界

で
も
珍
し
い
国

（
そ
れ
が
、
国
内
の
弱
者
、

朝
鮮
系
、
中
国
系
の
人
の
差
別
や
、
″貿
易
″

に
よ
る
他
国
の
犠
牲
の
上
の
繁
栄
が
元
に
あ

る
、
と
い
う
面
は
あ
る
と
し
て
も
）
で
あ
る

こ
と
は
、
プ
ラ
ス
の
評
価
も
必
要
で
す
。

●
や
ま
と
言
葉
を
主
と
し
た
繊
細
、
優
美
な

表
現
も
で
き
、
造
語
力
に
富
む
漢
字
を
使

っ

て
知
的
表
現
も
で
き
、
自
他
、
善
悪
、
正
否

を
厳
し
く
荒
立
て
ず
、
話
し
相
手
を
尊
重
す

る
日
本
語
の
美
点
、
利
点
を
大

い
に
見
な
お

す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（本
内
信

胤
氏
の
論
）

●
今
年
も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
′（橋
本
政
憲
）

新
し
き
世
界
へ
　

五
一́
０
号

◎

　

一
九
八

一
年

　

一
月
号

発
行
日
　
昭
和
五
十
六
年

一
月

一
日

編
集
兼
発
行
人
　
　
橋
　
本
　
政

発
行
所
　

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一

電
話
　
０
３
１
４
６

振

替

　

一塁

界
０

１

１

９

４

１

２

５

憲一
五

一

一
―
五

ω
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健康と幸福 と美を創 るマクロ ビオテ イックの料理教室

ｒ

Ｊ

] Й::

味

ヽ`

種 |

●初級コース/
●中上級師範コ

●校長/桜沢里

躍ヨヨ阿561

米をは じめ各種

を最大限にひき

た します。天然

の油 などで調味

マ クロビオテ ィッ

ース/桜沢流普茶
美容食、治 |

真 (日 本CI協会会 J
ス40名

性別に需1限ありませス

回数出席 し、試作

に免状 を授与 いた

された受講料はお :

で、ご了承 くだ さし

用紙 に記入 し、受 i

言己́ 。ヽ

用具 、エプロ ン、

)

,の会 員 (正会員、

または誌友 (『新

年 4千円)にな る

'キングアカラ

三度 ヨ

の 穀

出 し

醸 造

し、

ク料理

,懐石

寮食 を

1)

冬 一
一一一Ｔ

罫期 (%・ %「%)募 集 .′
物や野菜 、海草 な どの持 つてい る素朴 な

、肉体 と精神 の養い とす るお料理 を指 導

の味嗜 、書油 、 自然塩 、純正のゴマ 、菜

砂糖や化学 調味料 はい つ さい用い ませ ん。

|の基礎 (基本食、食箋料理など) 昭和56年 1月 28日開講
料理。フランス、インドなど世界各国の民族風自然食料理。

含む応用コース 昭和 56年 1月 27日 開講

●定員/各 クラ
(年齢・

●特典/規定の

出品 された方

す。

●いったん納入

で きませんの

●申込み/申込
を,黍 えて、 下
●持参品/筆証
一フ (手拭い

●日本 C:協雀
万 2千円など)

世界へ』購読、

(リマ0クッ

´ )

会に

しま

区し

溝料

スカ

毎二1

時

　

　

間

　

　

割

コース 曜 日 クラヌ 時  間 講 師 授 日業

中上級

師範

コース

火

A 11:00-14:00 桜沢里真
1月 2月 3月 4月

６

‐０

‐７

％

６
‐０

‐７

２４

釦

了

１２

B 18:00-20:30 桜沢里真

初 級

コース

水

C 11:00-14:00 浮津宏子 ４

ｎ

ｌ８

％

４

ｎ

ｌ８

％

１

８

１２

D 18:00-20:30 桜沢里真

受

講

料

入 学 金 一 括 入 納分 単一受講

¥3,000

入学時のみ)

B・ クラス

¥22,000

D・ クラス

¥22.000

1月 A.B ¥2,00( C.D ¥2,00C
一回

¥2,50(

2月 A.B ¥8,00( C.D ¥8,00C
3月 A.B ¥10.00( C.D ¥8.00C
4月 A_B ¥4.00( C_D ¥6.00C

しき

こと。

ヽ

日 本 C :協 会 クッキングアカデミー係
〒151東京都渋谷区大山町11-5 ● 03(469)7631

キ リ ト リ 線 …―――

口 (昭和56年 度春期)) 申 込 書 聖 ______

新 規  1 継続/前回のコース名 ( ) 希望クラス A・ BoC・ DI※○印をつけてください

ふりがな
男

。
女

日
生

月年
明
大

昭

)歳( イ.正会員 (の家族)です
会員番号 (   )

・口.誌友 (の家族)です !:II協
量管ました

未婚

既婚

よりがな

(〒
住 所

)

道
県
都
府

自宅 市外局番
電話 (   )  ―

職 業
勤務先

勤務先 市外局番
電 話 (  ) ―

円を添 えて申込みます。

日本 CI協会御中 1980`手 月 日

(備考 )



種   別 年 会 費 徴特

A 正 会 員 12,D00F]
月刊機関誌 (年間11回発行)1部送呈。
農薬玄米配布のカムカムクラブ人会可。
フ5%り き (レ1書券で)

会11証、会11バ ノシ。各種行事割引。料I里教室、無

各種相談を受 1す られる。日本CI発行のiメ1書・テー

B 賛助会員
12,000F]

を2「 1以上
機関誌毎 )ナ 2部送 llt。 その他は正会員に同じ。日本CI発 行のレ1書・テーフ10%り き (図 書
券で)

C 誌   友 5,000PI サl刊機関誌 1部送呈。料理教室、無農薬玄米配niの 力′、カノ、クラブ人会可。

D 法   
人 30,000F]

(2分割可)
④にFlし 、本誌巻末に毎号、店名・住所

。電話・営業時間・申し込み回数・その他を広
=「新しき世界へ」5部配布 日本CI友の店シール配布

月刊『新しき世界へ』購読案内 (2鷲奮絶蕊言1)

●ド記の用紙または振替用紙に記入し、会費を添えて、〒151東京都渋谷区大山町115 日本Cl協会会員係 にご送付下さい。

:租 撃 匿 ∃  
財 団 日 本 CI協 会 入 会 申 込 書 喘書

で書いて下さいJ

私は日本CI協会の会員になりたく、次の通り申し込みます。 (会員別の符号を○でかこんで下さい。)

|   1年 [三三]月 号から [三
=コ

年間分

A.正 会 員  B 賛助会員   C.誌   友
(12.000PI)   (12,000円 を 日)(5,000円 )   (30,000Plを  口。 2分割顧T)

■ぃったん納入された会費、誌代は、返却できません。

D 法人 (店舗)

日付日召禾[1

日
本
Ｃ

Ｉ
協
会

日
本

Ｃ
Ｉ
協
会
は
、
桜
沢
如

一
が
創
立
し
た
、

マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
の
国
際
セ
ン
タ
ー
で
、
研

究

・
教
育

・
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
非
営
利
団

体
で
す
。
会
長
、
桜
沢
里
真
。

活
動
内
容
は
、

①
実
用
弁
証
法

（無
双
原
理
）
と
正
食
法
の
研
究

・

実
践

・
普
及
。

②

桜
沢
如

一
ほ
か
、
右
の
内
容
に
関
連
し
た
図
書

。

出
版
物
の
刊
行
。

（月
刊
誌
通
算

５３０
号
を
刊
行
）

③
講
演
会

・
講
習
会

・
研
究
会

・
正
食
料
理
教
室

・

正
食
医
学
研
修
講
座

。
海
山
ス
キ
ー
な
ど
の
健
康
学

園
、
特
訓
セ
ミ
ナ
ー

・
海
外
研
修
旅
行
の
開
催
。

④

正
食
医
学
に
よ
る
食
事
健
康
相
談
会

の
開
催
。

⑤
出
張
講
習

・
講
演
会
な
ど

の
斡
旋
。

⑥

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

の
事
業
部
と
し
て
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
が
あ
り
、
純
正
食
品

・
無
農
薬
農
産

物

・
料
理
器
具

・
自
然
化
粧
品
な
ど
の
普
及
販
売
。

⑦

関
連
活
動
団
体
、
各
地
セ
ン
タ
ー
、
事
業
組
織
な

ど
が
多
数
活
躍
中
。

③
欧
米
は
じ
め
全
世
界
に
関
連
団
体
多
数
活
動
中
。

フリガナ

氏  名

職 業 (

男・女

Hナ
l

生年月LJ命 年 月

)

日生

住  (〒     ) (°
°号室)(○○様方)と 詳しく。

所 TEL

ご家族 ① 独身 ② 既婚 (家族名・構成内容 )

玄米歴 備 考



●日時//1召和 56年 2月 7日 (三二)
1“寺30分受イ寸開始 、 2月 8日
(日 )4時 解散。 1泊 2日
●主催および会場/日 本 CI協
会本部  〒151東京都渋谷区大
LL「I111-5  ■

'03 469-76311rO●講師/大森英桜
●研修費/15,000円  (タトシ自の場
合ヽ寝袋持参の宿泊 は 1000円増 (

寝 袋借 用イ言ツ白は 1500F]増 。

●持参品/食器 (茶 わん、汁 わ
ん、中皿、は し、布 巾 2枚 )、 学
習用具、洗面用具 、雑 巾、寝袋

(な い方はお貸 しします )

●申込方法/申 込書 に記入 し、
研修 費 を添 えて 日本 CI協 会 あ
て現金書留で送 るか直接持参す

る。 日本 CI協 会 の会員でない
方 は ご入会 くだ さい。

(年会費 4,000円
`其
り)

●締切 り/2月 3日 。
●邸じ肖し//2月 3日 ま

~でのI秋ツ肖

じは手数料 2000円 をひいて返還

します。 それ以後 の場合は会の

運 営上、半額返還 とな ります。

*食事は 日本 CI協 会の料理部
が調理す る玄米正 食料理 です。

*人数 に余裕 が あ るときは、音S
分参カロも受け付 け ますので、お

問 い合せ くだ さい。

輔

ぶ

鍾

*講義の録音はご遠慮 ください

1.自律神経の陰陽

2.こ ころの病気 (精神病)

3.脳、神経、日

4.ガン (器官別ガンの治療法)

11:30 受付開始
12:15 講習会の説明
12:30～ 14:30  昂障与菱1
15:00～ 17:00  高障豪菱2

-食
事一一

19:00-‐ 21 :00  莉甫扇諄(うに弔雪)

7 :00^-9 :00  言毒事実3

-食
事一一

11 :00^-13:00  ξ毒義 4
13:30～14:30  多く美誕Лい窪事
14:30～ 15:00言己念写真、Fll会

15:00～ 16:00 受講生交流会

正 食 医 学 講 座 V (%～ %) 申込書
κ

1.寝袋借ります=16,500円  2.寝袋持参します=16,000円  3.外泊します=15,000円  4.部分参加

ヽりがな

男

女

)歳(

日
生

月年
明
大
昭

1.会員 (の家族)です

会員番号(   )
2.会員ではありません

※部分参加の方は、講義番

号を記入して下さい。

氏 名

りヽがな

(〒

住  所
)

都 道

府 県

自 宅 市外局番
電 話( )

職 業
勤務先

勤務先 市外局番

電 話( )

円 を添 えて申込みます。  |※ 正食医学基礎講座を受講された方は、受けたコースを記

日本 CI協 会 御 中 年  月  日1入
してください。

■ 1月の講座は、10月 号、‖月号の予告ではなく、 1月 10日 ～11日 に変更になりました。



■毎木曜日は休館です。(オーサワジヤバンは営業)
ツ

ー

●会員でなくても参加歓迎です

●録音はご遠慮ください

日 本 CI協 会
〒151東京都渋谷区大山町115

1, 03・ 469・ 7631 〔t)

小田急線・東北沢駅下車 2分
下北沢

至渋谷

1月 10日日、11日 lB)正食医学講座Ⅳ 食養療法各
論 講師/大森英桜 詳細は12月 号参照。
1月 17日 日 午後 6時～ 8時 PU勉 強会 だれで
も参カロ歓迎。食養と無双原理、桜沢先生の思想を中

心に、お互いに問題を出 し合い、自由に話 し合いま

す。司会/宮越成 会費/300円  以後、他に行事
の無い L曜 日。%.%、 %、 %、 え、%、 ち。

1月 23日0 くれない会 (110時 半～12時  果物と
飲物。その陰陽、効用、害について。(2)1時～ 2時

半 味噌、醤油、梅千、漬物、油、その他調味料の
陰陽、効用、害について。(3γ本質別、年齢別、性別、

環境別の食養の方法。講師/大森英桜 会費/く れ
ない会会員=3000円  (く れない会は、CI料 Fl師

範を主対象とし、マクロビオティック的素養を深め、

料理講師の養成、食養普及を目的としています。人

会希望者はCIの係 までお問い合わせ下さい。 )
1月 24日国 1時～ 4時 手づくリバン講習会
講師/横田和敏 申 し込みはオーサワジャパンヘ。
●465・ 5021 会費/1000円 (天然酵母 1袋付 )

6時～ 8時 PU勉 強会  1月 17日 の項参照。
1月 25日 (日)3時～ 7時 新年会 3時～ 3時半
桜沢里真会長挨拶、 3時半～ 5時半 講演「食養の
あゆみ」 講師/沼田勇 (日 本綜合医学会会長)
5時半～ 7時 会食 牛尾盛保副会長挨拶 会費/
正会員、賛助会員、法人会員(家族)=2000円 、誌友

一般=2300円  1月 23日 までに予約 してください。

1月 27日凶、28日因 食養料理教室リマクッキング
アカデミー 春期開講 講師/桜沢里真、浮津宏子
詳細、申し込みは別紙をご覧ください。

1月 31日日 午後 6～ 8時  PU勉 強会 %参照。
2月 1日 lH)‖時～ 2時 正食医学による健康相談
講習会 (公開)講 師/大森英桜
正 しい食べ物、正しい食べ方、正しい生活法による

健康確立、体質、性格改善、病気指導の公開講習会

です。相談希望の方は必ず予約して下さい。当日は

10時 までに2階へ来て下さい。聴講はどなたでもで

きます。会費/相談する人 (正会員以上 )=10,000円

正会員聴講者=2000円 、一般聴講者=2300円

3時～ 5時半 月例講演会「玄米食養入門」 玄

米食を始めた人、始めようとしている人、関心のあ

る人、食養を勧めたい人、友人、知人に紹介して、

聴いてもらって下さい。講師/大森英桜 会費/正
会員=1200円 、誌友一般 1500円

2月 7日日、 8日 lH)正食医学講座 V 食養療法各
論 講師/大森英桜 詳細、申し込みは別紙で。
2月 14日日 午後 6～ 8時 PU勉 強会 %参照。
2月 15日回 ‖時～ 2時 特別料理講習会「手軽に
できる食養もてなし料理」 講師/松本光司 会費
/2500円  11日 までに予約してください。

3時～ 5時 80陽友会 食養の勉強会、会員交流
の場。だれでも参加歓迎。参加費 100円

2月 21日 国  1時～ 4時 手づくリパン講習会 講
師/横田和敏 申 し込みはオーサワジャパンヘ。
●465-5021 会費/1000円 (天然酵母 1袋付 )

6時～ 8時  PU勉 強会 1月 17日 の項参照。
2月 22日 (日)11時～ 2時 味咽作り講習会 (付/醤
油について)豆みそ、麦みその仕込み方実習に加え

味 l19、 醤油についての講演。講師/酢屋茂醸造主人

今井荘二 会費 (玄 米御I飯に味晴汁付 )/正会員な
ど=1500円、誌友、一般=1800円  20日 までに予約

してください。豆こうじ、麦こうじの注文は23日 ま

でにオーサワジャパンヘ。月末～上旬発送の予定。

2月 27日 圏 くれない会 食箋料理と食物療法薬用
食品、手当用品。(110時半～12時  (2)1時～ 2時 半

(3)3時～4時半 講師/大森英桜 会費/3000円
1月 23日 の項参照。

2月 28日 田 6時～ 8時 PU勉強会 %参照。
3月 1日 lE)健康相談講習会と月例講演会 講師/
大森英桜 2月 1日 の項参照。

3月 21日田 春分の日 3時～ 5時 特別講演会
講師/三木成夫 (東京芸術大学教授 )

3月 29日 lB1 2時～ 5時 特別講演会「計画産児法」
(受胎する日は? 排卵日予知の方法、男、女児産
み分け法など。)講師/田村いとの『男児を産む法』
の著者。)都合により15日 から29日 に変更。

オーサワジャバン特売日 1月 11日 (日 )、 25日 CD

2月 8日 ①、15日 (D。 3000円以上お買い上げの

き1000円 ごとに 100円の商品券がつ きます。



‡
螂
鰤
骰
悔
し
Ｌ
灌
蝙
鱚
翡
綸
文
豊好議 紳 .′ 力 L力 Ltt iZ`多歪雫墨委串声

抑

『カムカム鍋 を使った食養料理集』ができました。
ご希望の方は、1部につき 100円 +送料60円 を添えてお申し込みください。(切手代用可)

ミ ワ ロ ン 5k9

小    梅 20o9
タンポポコーヒー 1509

百 合 梅*

干   柿*

*Fpは季節商品です

釣

　

未

2000円 とけやすい顆粒状のせっけんです (天然油脂

使用ゝ
500円 甲州産・自然農法の小梅です。   ぃ
1500円 タンポポの根を乾燥 させ、きざんで焙った、

風味のよいコーヒーです (粒状ヽ
200円 禾J島産 。無農薬のユ リ根です。きんとんまた

はカラ揚げにするとおいしいです。

定) 市販にない無漂自の干柿です。山形名産。平
種柿と紅柿の 2種類あり。

玄米ようL藻  450円
玄 米 酢 500円

玄 米 粉 400円

も  ち 500円
香蓮アメ 220円
(250円から値下

`う
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肌にやさしい リマ化粧:品 植物性

素肌に関心のあるなに

は いただきた い 。

リマ化‖陀品のポイント

リマシリゼ

化粧水からメイクアソフ
゜
用品まで
｀
発売しておりま魂

●全国の自然食品店・薬店・化粧品店。デパートでお求め下さい。
リマ化粧品販売株式会社

リマ化粧品西日本販売株式会社

(発売元)リ マイし粧品株式会社

〒175東 京都板橋区成増2 35 14 TEL03 976 2525

〒550大阪市西区立売堀244永瑞ビル2 F TEL06 533 3081
〒223横浜市港北区日吉本町 1862


